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研究　東洋

　

平
成
二
十
九
年
四
月
、
当
研
究
所
は
本
学
の
儒
学
文
化
研
究
所
を
統
合
し
、
新
生
東
洋
思
想
研
究
所
と
し
て
再
出
発
を
切
っ
た
。
そ

れ
に
と
も
な
い
、
現
代
儒
学
部
門
、
現
代
仏
教
部
門
、
西
洋
哲
学
部
門
、
イ
ス
ラ
ム
思
想
部
門
の
四
部
門
体
制
が
設
置
さ
れ
、
現
在
、

各
部
門
で
定
期
的
に
研
究
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
設
立
十
周
年
を
明
年
に
控
え
、
東
洋
思
想
研
究
所
の
専
任
研
究
員
は
四
名
、
そ
の

他
の
研
究
員
が
十
四
名
、
国
内
客
員
研
究
員
十
六
名
、
海
外
客
員
研
究
員
二
名
、
顧
問
等
を
加
え
る
と
総
勢
四
十
二
名
の
陣
容
が
整
っ

た
。
研
究
所
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
貢
献
の
た
め
の
東
洋

思
想
を
構
築
す
べ
く
、
所
員
一
同
、
力
の
限
り
精
進
す
る
決
意
で
あ
る
。

　

本
誌
『
研
究　

東
洋
』
も
、
今
回
で
第
八
号
と
な
っ
た
。
本
学
伝
統
の
「
孔
子
祭
」
に
お
け
る
海
外
識
者
の
記
念
講
演
、
各
部
門
か

ら
の
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
、
地
元
市
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
専
門
書
の
翻
訳
等
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
儒

学
や
仏
教
等
の
東
洋
思
想
を
学
問
の
領
域
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
な
く
、
広
く
社
会
に
開
放
す
る
。
こ
れ
が
当
研
究
所
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
。
今
後
と
も
、
東
洋
思
想
の
究
明
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
一
般
市
民
の
方
々
に
も
愛
読
さ
れ
る
研
究
誌
を
目
指
し
て
努
力
を
重
ね
た

い
と
思
う
。

　

さ
て
、「
無
力
感
の
病
」
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。
現
代
人
が
無
力
感
や
絶
望
感
に
襲
わ
れ
る
の
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
巨
大
化
や
複

雑
化
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
。
根
本
的
に
、そ
れ
は
近
代
以
降
の「
個
」の
目
ざ
め
に
起
因
し
て
い
る
。
個
の
自
覚
が
な
い
古
代
人
に
と
っ

て
、
無
力
感
の
悩
み
は
さ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
個
に
目
ざ
め
た
か
ら
こ
そ
、
現
代
人
は
自
分
の
無
力
感
を
嘆
く
。
ま
た
、

自
分
が
嫌
い
に
な
っ
た
り
、
反
対
に
自
分
を
過
剰
に
愛
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

　

仏
教
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
個
の
自
覚
は
自
我
へ
の
執
着
で
あ
る
か
ら
、
い
っ
た
ん
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
上
の
釈
尊
が

無
我
を
説
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
釈
尊
は
死
の
間
際
に
「
自
己
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
せ
よ
」
と
教
え
た
と

い
う
。
仏
教
が
否
定
す
る
の
は
、
偽
り
の
自
己
へ
の
執
着
で
あ
る
。
真
実
の
自
己
は
、
む
し
ろ
究
極
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
言
っ
て
よ
い
。

か
く
し
て
大
乗
仏
教
は
、
こ
の
真
実
の
自
己
を
「
大
我
」
と
も
名
づ
け
た
。

発
刊
に
よ
せ
て
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東
日
本
国
際
大
学

東
洋
思
想
研
究
所
所
長

　
　
　
　
　
　

松　

岡　

幹　

夫

発刊によせて

　

大
我
は
、
国
家
や
社
会
に
と
ど
ま
ら
ず
地
球
全
体
、
結
局
は
宇
宙
全
体
を
包
み
込
む
巨
大
な
自
己
を
指
す
。
そ
れ
は
、
個
で
あ
り
な

が
ら
全
体
で
あ
る
。「
個
即
全
」の
自
己
で
あ
る
。
仏
教
は「
一
人
の
小
さ
さ
」や「
一
人
の
空
し
さ
」を
説
く
教
え
で
は
な
い
。
か
え
っ

て
「
一
人
の
巨
大
さ
」
を
説
く
。
真
の
仏
教
は
個
人
主
義
で
あ
る
。
た
だ
し
、
近
代
的
な
「
小
さ
な
個
人
主
義
」
で
な
く
、
近
代
が
次

に
向
か
う
べ
き
「
大
き
な
個
人
主
義
」
を
志
向
す
る
。

　

大
き
な
個
人
主
義
に
立
て
ば
、
一
人
の
人
間
は
決
し
て
社
会
シ
ス
テ
ム
の
歯
車
な
ど
で
は
な
い
。
社
会
シ
ス
テ
ム
の
全
体
に
見
え
ざ

る
巨
大
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
部
分
で
あ
る
。「
個
即
全
」
と
い
う
仏
教
の
存
在
論
に
よ
る
限
り
、
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、

私
た
ち
が
そ
の
事
実
を
五
感
で
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
あ
る
。
人
は
本
来
「
大
き
な
個
人
」
で
あ
る
。
つ
な
が
れ
た
一
つ
で
は

な
く
、
つ
な
げ
る
一
つ
で
あ
る
。
つ
な
が
り
の
起
点
と
な
る
一
つ
で
あ
る
。
つ
な
が
れ
た
個
人
は
無
力
感
に
襲
わ
れ
る
が
、
つ
な
げ
る

個
人
は
使
命
感
を
持
っ
て
生
き
る
。

　

大
乗
仏
典
の
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
「
宝
塔
」
な
ど
も
、
そ
う
し
た
「
一
人
の
巨
大
さ
」
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　
　

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日
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仏
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る
『
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』
に
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大
乗
仏
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に
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文
Ⅱ　

城
山
陽
宣
「
前
漢
代
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お
け
る
經
學
観
念
の
変
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六
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・
五
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を
中
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恭
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「
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岡
山
に
お
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る
『
藤
樹
学
』
の
展
開
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長
谷
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奏
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
生
活
文
化
の
多
様
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

― 
ナ
イ
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・
デ
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タ
の
湖
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彦
「
バ
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ヒ
ン
ド
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ー
教
徒
の
死
生
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通
過
儀
礼
と
輪
廻
転
生 
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公
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障
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と
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仁
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多
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■
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田
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波
「
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州
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廟
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■
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水
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長
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力
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宣
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』
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― 
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わ
き
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来
と
人
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―
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■
書
評
■

書
評
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町
泉
寿
郎
編
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『
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一
は
漢
学
と
ど
う
関
わ
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た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
論
語
と
算
盤
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が
出
会
う
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ア
ジ
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の
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書
評
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日
本
国
際
大
学
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思
想
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所
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人
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と
は
何
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・
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を
超
え
て
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司
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腔
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史
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■
活
動
報
告
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■
論
文
投
稿
規
定
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■
論
文
外
国
語
要
旨
■ 	

ⅱ

■
外
国
語
原
稿
目
次
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ⅰ

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所

研 

究
　 

東 

洋

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
紀
要
　
　
第
八
号
　
　
　
二
〇
一
八
年
二
月



5

目　次

発
刊
の
辞松岡　

幹
夫
「
発
刊
に
よ
せ
て
」 	

2

■
特
集　

第
二
九
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭　

日　

程　

表 	

7

講
演
記
録　

慶
南
大
学
総
長　

朴　

在
圭

　

「
東
北
ア
ジ
ア
平
和
と
繁
栄
の
た
め
の
日
韓
間
の
協
力
」 	

8

■
学
術
論
文
■

論
文
Ⅰ　

三
浦
健
一
「
仏
教
に
お
け
る
『
人
間
主
義
』
に
関
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

― 

大
乗
仏
教
に
見
ら
れ
る
人
間
観 

―
」 	

14

論
文
Ⅱ　

城
山
陽
宣
「
前
漢
代
に
お
け
る
經
學
観
念
の
変
容
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

― 

六
藝
・
六
經
・
五
經
の
系
譜
を
中
心
に 

―
」 	

27

論
文
Ⅲ　

河
合　

伸
「
黄
金
律
と
平
和
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

― 

国
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
分
析 

―
」 	

49

論
文
Ⅳ　

高
橋
恭
寛
「
淵
岡
山
に
お
け
る
『
藤
樹
学
』
の
展
開
」 	

72

論
文
Ⅴ　

長
谷
川　

 

奏
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
生
活
文
化
の
多
様
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

― 

ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
湖
沼
地
帯
か
ら 

―
」 	

86

論
文
Ⅵ　

小
野
隆
彦
「
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
死
生
観 

― 

通
過
儀
礼
と
輪
廻
転
生 

―
」 	

98

論
文
Ⅶ　

玉
永
公
子
「『
発
達
障
害
』
と
い
う
用
語
に
関
す
る
一
考
察
」 	

107

論
文
Ⅷ　

宣　

芝
秀
「
伊
藤
仁
斎
の
『
実
学
』 

― 

多
元
的
普
遍
性
の
思
想 

―
」 	

131

■
研
究
ノ
ー
ト
■

ノ
ー
ト
Ⅰ　

田
村
立
波
「
柳
州
文
廟
」 	

152

■
特
別
企
画
■

清
水
市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
「
吉
村
作
治
『
人
間
力
回
復
宣
言
』
を
読
ん
で 

― 

い
わ
き
市
の
未
来
と
人
間
力 

―
」 	

158

■
書
評
■

書
評
Ⅰ　

町
泉
寿
郎
編
著
『
渋
沢
栄
一
は
漢
学
と
ど
う
関
わ
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
論
語
と
算
盤
」
が
出
会
う
東
ア
ジ
ア
の
近
代
』 	

168

書
評
Ⅱ　

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
編
『
人
間
力
と
は
何
か 

― 

３
・
11
を
超
え
て
』 	

173

書
評
Ⅲ　

緑
川
浩
司
『「
論
語
」
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』 	

177

■
翻
訳
■田

久
昌
次
郎　
中
国
口
腔
医
学
発
展
史
【
XⅤ
】 	

182

■
活
動
報
告
■ 	

199

■
論
文
投
稿
規
定
■ 	

213

■
論
文
外
国
語
要
旨
■ 	

ⅱ

■
外
国
語
原
稿
目
次
■ 	

ⅰ

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所



6

研究　東洋

■
特
集　

第
二
九
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
■

「
い
わ
き
か
ら
世
界
へ
」
を
掲
げ
る
東
日
本
国
際
大
学
（
以
下
本
学
）

は
、
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
年
）
六
月
二
二
日
、
第
二
九
回
大
成

至
聖
先
師
孔
子
祭
を
学
内
で
執
り
行
い
、
祭
主
緑
川
浩
司
理
事
長
が

玉
串
を
捧
げ
た
。
神
事
に
は
、
吉
野
正
芳
復
興
大
臣
に
も
来
賓
と
し

て
御
参
席
い
た
だ
き
「
心
の
復
興
へ
共
々
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」

と
の
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。

　

式
典
に
続
く
第
二
部
は
い
わ
き
芸
術
文
化
交
流
館
ア
リ
オ
ス
大

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
二
名
の
講
師
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

特
に
本
年
は
、
韓
国
・
慶
南
大
学
校
の
朴
在
圭
総
長
（
元
統
一
部
長

官
）
及
び
、
本
学
比
較
文
化
研
究
所
の
中
西
進
所
長
（
文
化
勲
章
受

章
者
）
に
も
御
講
演
い
た
だ
き
、
本
学
学
生
、
附
属
昌
平
中
学
・
高

校
を
合
わ
せ
約
一
〇
〇
〇
名
が
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
で
生
き
る

知
恵
を
学
ぶ
た
め
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

第
三
部
は
場
所
を
グ
ラ
ン
パ
ル
テ
ィ
い
わ
き
に
移
動
し
、
記
念
祝

賀
会
が
行
わ
れ
た
。

　

以
下
、
本
誌
特
集
で
は
記
念
講
演
の
う
ち
一
本
を
掲
載
し
、
当
日

の
報
告
と
す
る
。

　
　

平
成
二
九
年
六
月
二
二
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
一
〇
時
三
〇
分
～
午
前
一
一
時
三
〇
分　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
国
際
大
学　

一
号
館　

大
成
殿

二
階　

階
段
教
室

　
　
　
　
　
　

第
二
九
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭

　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
三
時
五
〇
分

ア
リ
オ
ス
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

記
念
講
演　
　
　

　
　
　
　
　

演　

題　

「
東
北
ア
ジ
ア
平
和
と

�

繁
栄
の
た
め
の
日
韓
間
の
協
力
」

　
　
　
　
　

講　

師　

慶
南
大
学
総
長　

朴　

在
圭

　
　
　
　
　

演　

題　
「
日
本
人
の
誇
り
」

　
　
　
　
　

講　

師　

東
日
本
国
際
大
学
比
較
思
想
研
究
所
所
長　

�

中
西　

進
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第
二
九
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
及
び
記
念
式
典
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

時　間 場　　所 内　　容

10:30
～ 11:30

本　学
１号館大成殿

及び
２階階段教室

第１部

孔子祭 神　事
神　官

（参列者）・本学法人役員　・来賓
・教職員（実行委員）　・学生、生徒

〈次第〉
◇開式の辞 東日本国際大学　学　長　吉村　作治　
◇神　　事
　修祓の儀
　齋主一拝
　献饌の儀
　齋主祝詞奏上
　玉串を奉りて拝礼 ・理事長　・学長　・来賓各代表　・学生等　
　撤饌の儀
　齋主一拝
　直会の儀
◇祭主挨拶 学校法人昌平黌　理事長　緑川　浩司　
◇来賓挨拶 復　興　大　臣　　　　　吉野　正芳
◇閉式の辞 いわき短期大学　学　長　田久昌次郎

11:30
～ 11:40 大成殿前 記念撮影

11:40
～ 12:20 本　学 昼　　食

12:20
～ 13:00 移　　動

13:00
～ 13:20

アリオス
大ホール

第２部
◆挨　　拶
◆来賓祝辞

司会：遠藤和秀 短大事務長
理事長　　四大学長　　短大学長　　中学・高校長（代表）
いわき商工会議所会頭　小野　栄重様
広野町町長　遠藤　　智様

休　　憩（10 分）

13:30
～ 14:30

アリオス
大ホール

◆記念講演１ 慶南大学総長　朴　　在圭 先生
「東北アジア平和と繁栄のための日韓間の協力」

（通訳）山田　紀浩 東日本国際大学教授

休　　憩（10 分）

14:40
～ 15:20 アリオス

大ホール

◆記念講演２ 東日本国際大学比較思想研究所所長　中西　　進 先生
「日本人の誇り」

15:20
～ 15:40 ◆演　　奏 昌平黌吹奏楽部及び軽音楽部演奏

移　　動

16:20
～ 19:30

グランパルティ
いわき

第３部
　祝 賀 会
　開　　会
　挨　　拶
　来賓祝辞
　
　乾　　杯
　閉　　会

司会：田中みわ子 東日本国際大学准教授

東日本国際大学　副学長　　　　　　福迫　昌之
学校法人昌平黌　理　事　　　　　　吉野　公喜
いわき市長　　　　　　　　　　　　清水　敏男様

東日本国際大学　元学長　　　　　　石井　英朗 名誉教授
東日本国際大学　副学長　　　　　　比留間　進



8

研究　東洋
　

こ
ん
に
ち
は
。
慶
南
大
学
校
総
長
の
朴
在
圭
で
す
。
学
校
法
人
昌

平
黌
の
第
二
九
回
『
孔
子
祭
』
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
様
な
非
常
に
意
味
深
い
日
、「
東
北
ア
ジ
ア
平
和
と
繁
栄
の
た

め
の
日
韓
間
の
協
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
す
る
機
会
を
下

さ
っ
た
尊
敬
す
る
緑
川
浩
司
理
事
長
、
吉
村
作
治
学
長
を
は
じ
め
と

す
る
東
日
本
国
際
大
学
関
係
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
職
員
、
学
生
、
そ
し
て
い
わ
き
市
民
の
皆
さ
ん
と
こ
の
よ
う
に

有
意
義
な
席
を
一
緒
に
す
る
こ
と
が
で
き
、非
常
に
う
れ
し
い
で
す
。

１
．
東
北
ア
ジ
ア
情
勢
の
変
化

　

ま
ず
は
、変
化
す
る
東
北
ア
ジ
ア
情
勢
に
対
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
末
、
全
世
界
を
襲
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
危
機
」
以

来
、
世
界
の
経
済
秩
序
は
「
Ｇ
20
」
体
制
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
世
界
経
済
秩
序
の
変
化
に
よ
り
安
保
秩
序
も
、
ア
メ
リ
カ

が
中
心
的
役
割
を
し
な
が
ら
も
多
者
間
で
協
力
す
る
体
制
に
転
換
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
日
、
世
界
の
主
要
国
家
は
経
済
、
安
保
な
ど
の
主
要
懸
案
を
共

に
議
論
し
、
合
意
点
を
見
出
し
、
共
同
の
繁
栄
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
ま
さ
に
「
脱
冷
戦
以
後
の
国
際
秩
序
」
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
と
韓
国
が
位
置
す
る
東
北
ア
ジ
ア
は
国
際
情

勢
の
変
化
を
導
く
核
心
地
域
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
未

来
学
者
た
ち
は
世
界
文
明
の
中
心
が
西
欧
か
ら
ア
ジ
ア
に
移
動
す
る

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
東
北
ア
ジ
ア
は
世
界
秩
序
の
再
編
が

成
り
立
つ
中
心
舞
台
と
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。
日
・
中
・
韓
の
三

か
国
で
世
界
人
口
の
20
％
、
全
世
界
交
易
量
の
18
％
、
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
15
％
を
占
め
る
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
以
後
、
経
済
的
復
興
に
成
功
し
た
日
本
は
経
済
大
国

と
し
て
先
進
国
の
地
位
を
確
実
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
と
も

な
う
国
際
的
責
任
を
全
う
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
も
や
は
り
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
本
格
的
な
改
革
・
開
放
が

講
演
記
録　
東
北
ア
ジ
ア
平
和
と
繁
栄
の
た
め
の
日
韓
間
の
協
力

慶
南
大
学
校
総
長
・
前
統
一
部
長
官　

朴　
　
　

在　

圭

翻　

訳　

松　

本　

優　

梨
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ス
タ
ー
ト
し
、
九
〇
年
代
か
ら
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
を
し
て
い
ま

す
。
中
国
は
Ｇ
２
と
呼
ば
れ
る
程
、
世
界
秩
序
に
及
ぼ
す
影
響
力
が

大
き
い
で
す
。

　

韓
国
も
ま
た
、
中
堅
国
家
の
代
表
走
者
と
し
て
先
進
国
と
開
発
途

上
国
の
架
け
橋
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
努
力
も
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
植
民
地
支
配
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
問
題

と
領
土
問
題
が
、
未
来
に
向
か
っ
た
私
た
ち
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
日
本
と
韓
国
、
日
本
と
中
国
の
間
の
歴
史
・
領
土
問

題
は
北
朝
鮮
の
核
問
題
と
と
も
に
東
北
ア
ジ
ア
平
和
の
大
き
な
障
害

で
す
。

　

日
、
中
、
韓
の
三
か
国
は
、
過
去
を
真
剣
に
精
察
し
て
共
に
繁
栄

す
る
道
は
何
で
あ
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
安

定
と
平
和
と
い
う
価
値
を
越
え
て
、
未
来
指
向
的
認
識
を
構
築
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

特
に
、
日
韓
は
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
両
国
関
係
と
朝
鮮
半

島
の
南
北
関
係
、
そ
し
て
日
本
・
北
朝
鮮
関
係
の
発
展
を
通
じ
て
東

北
ア
ジ
ア
の
平
和
と
、
よ
り
良
い
未
来
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
核
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
問
題
と
朝
鮮
半
島
の
統
一

に
も
日
韓
は
一
層
緊
密
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
時
的

な
情
勢
変
化
に
揺
れ
な
い
で
持
続
可
能
で
安
定
し
た
日
韓
協
力
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
こ
そ
東
北
ア
ジ
ア
平
和
と
繁
栄
の
土
台
だ
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

２
．
南
北
関
係
と
日
北
関
係

　

一
方
、
去
る
三
〇
年
間
、
韓
国
は
南
北
関
係
発
展
の
た
め
に
努
力

し
て
き
ま
し
た
。
南
と
北
は
一
九
九
一
年
「
南
北
基
本
合
意
書
」
と

「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
共
同
宣
言
」
に
合
意
し
て
、
新
し
い
南
北
関

係
の
方
向
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
初
め
て
行
わ
れ
た
南
北
首
脳
会
談
に
て
、金
大
中（
キ

ム
・
デ
ジ
ュ
ン
）
大
統
領
と
北
朝
鮮
の
金
正
日
（
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
イ

ル
）
国
防
委
員
長
は
、
南
北
関
係
を
和
解
と
協
力
の
方
向
へ
切
り
替

え
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

私
は
当
時
、
南
北
関
係
を
主
管
す
る
統
一
部
長
官
及
び
南
北
首
脳

会
談
推
進
委
員
長
と
し
て
、
南
北
首
脳
会
談
の
成
功
の
た
め
に
北
朝

鮮
側
の
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル
委
員
長
を
説
得
す
る
の
に
渾
身
の
努
力

を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
首
脳
会
談
の
結
果
と
い
え
る
六
・
一
五
共
同
宣
言
を

履
行
す
る
過
程
で
、
南
北
長
官
級
会
談
の
韓
国
側
首
席
代
表
と
し
て

参
加
し
、離
散
家
族
対
面
、分
断
さ
れ
た
鉄
道
の
連
結
、金
剛
山
（
ク

ム
ガ
ン
サ
ン
）
陸
路
観
光
と
開
城
工
業
団
地
事
業
の
始
動
な
ど
を
協

議
し
ま
し
た
。民
族
の
同
質
性
回
復
の
た
め
の
人
道
的
支
援
と
社
会
・
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文
化
協
力
事
業
を
推
進
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
八
年
、
平
和
の
象
徴
だ
っ
た
金
剛
山
観
光
が
中

断
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
に
は
共
同
繁
栄
の
象
徴
で
あ
っ
た
開
城
工
業

団
地
ま
で
稼
動
を
止
め
ま
し
た
。
私
が
統
一
省
長
官
を
務
め
て
い
る

時
、
金
剛
山
陸
路
観
光
を
始
め
て
開
城
工
業
団
地
の
礎
石
を
固
め
た

の
で
、
今
で
も
こ
の
二
つ
の
事
業
が
中
断
さ
れ
た
の
は
個
人
的
に
も

非
常
に
胸
が
痛
い
の
で
す
。 

　

そ
の
間
、
南
北
関
係
は
多
く
迂
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
核
問

題
が
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
で
す
。
北
の
核
ミ
サ
イ
ル
開
発

は
南
北
間
協
力
と
対
話
を
中
断
さ
せ
ま
す
。
韓
国
は
経
済
的
協
力
と

非
核
化
の
た
め
の
努
力
を
中
断
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
核
ミ
サ
イ
ル
に

対
す
る
北
の
執
着
は
韓
国
の
努
力
に
冷
水
を
浴
び
せ
ま
す
。

　

北
朝
鮮
の
核
問
題
解
決
の
た
め
の
六
者
会
談
が
中
断
さ
れ
て
か

ら
、
周
辺
国
は
北
の
核
ミ
サ
イ
ル
の
野
心
を
防
ぐ
た
め
に
制
裁
を
強

化
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、北
朝
鮮
は
金
正
恩
（
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ウ
ン
）

体
制
に
入
っ
て
三
回
も
核
実
験
を
断
行
し
ま
し
た
。 

北
朝
鮮
は
長

距
離
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
を
止
め
な
い
ま
ま
朝
鮮
半
島
は
ず
っ
と
緊
張

が
高
ま
っ
た
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
、
北
の
核
問
題
を
制
裁
と
圧
迫
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
北
の
誤
っ
た
行
動
に
対
し
て
は
強
力
に
対
応
す
べ
き

で
す
が
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
解
決
の
た
め
に
は
対
話
の
紐
を
ゆ
る

め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
制
裁
と
圧
迫
は
そ
れ
自
体
が
目
的
で
な
く
、

対
話
の
場
を
用
意
す
る
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
す
。

　

北
朝
鮮
の
核
問
題
解
決
の
た
め
に
は
日
韓
の
協
力
が
何
よ
り
重
要

で
す
。
一
〇
年
前
日
本
と
韓
国
が
参
加
し
た
六
者
会
談
は
い
ま
だ
に

北
朝
鮮
の
核
問
題
解
決
の
た
め
の
最
も
効
果
的
だ
っ
た
と
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
東
北
ア
ジ
ア
を
含
ん
だ
国
際
秩
序
の
変
化
と
直

結
し
た
事
案
で
あ
る
か
ら
で
す
。
結
局
韓
国
は
南
北
関
係
改
善
で
、

日
本
は
日
本
・
北
朝
鮮
関
係
改
善
で
北
朝
鮮
の
核
問
題
解
決
に
寄
与

で
き
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
、
日
本
と
北
朝
鮮
の
間
に
も
関
係
を
正
常
化
す
る
決

定
的
な
契
機
が
あ
り
ま
し
た
。
一
九
九
〇
年
九
月
、
自
民
党
と
社
会

党
の
共
同
代
表
団
が
平
壌（
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）を
訪
問
し
て
金
日
成（
キ

ム
・
イ
ル
ソ
ン
）
主
席
と
会
談
し
、
共
同
宣
言
を
発
表
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
〇
年
南
北
首
脳
会
談
の
時
に
金
正
日
委
員
長
は
日
本
と
の

首
脳
会
談
に
対
し
て
私
の
考
え
を
尋
ね
ま
し
た
。
私
は
、
日
北
首
脳

会
談
は
、
日
北
関
係
改
善
と
北
朝
鮮
の
経
済
発
展
の
た
め
に
必
要
で

あ
る
と
答
え
ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
六
五
年
、
日
韓
国
交
正
常
化
以

後
、韓
国
の
経
済
発
展
に
対
し
て
金
正
日
委
員
長
に
説
明
し
ま
し
た
。
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そ
の
後
二
〇
〇
二
年
九
月
に
は
小
泉
総
理
が
金
正
日
委
員
長
と
歴

史
的
な
首
脳
会
談
を
し
た
後
、和
解
と
協
力
の
た
め
の
「
平
壌
宣
言
」

を
採
択
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

当
時
金
正
日
委
員
長
は
日
本
人
拉
致
に
対
し
て
謝
り
再
発
防
止
を

約
束
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
北
朝
鮮
体
制
の
特
性
を
勘
案
す
る
際
、

前
例
が
な
い
こ
と
で
し
た
。
金
委
員
長
は
拉
致
事
件
を
よ
く
取
り
ま

と
め
日
北
関
係
を
一
段
階
成
熟
さ
せ
て
、
日
本
か
ら
経
済
的
協
力
を

得
よ
う
と
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
日
北
関
係
が
二
〇
〇
二
年
の
状
態
に
戻
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
関
係
は
単
に
両
国
間
の
問
題
を
越
え
て
東
北
ア
ジ
ア

の
平
和
と
繁
栄
に
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
日
北
関
係
を

改
善
す
る
た
め
に
は
日
本
は
よ
り
積
極
的
な
姿
勢
で
努
力
す
べ
き

で
、
北
朝
鮮
は
拉
致
、
核
問
題
な
ど
に
も
っ
と
誠
意
あ
る
態
度
を
見

せ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

３
．
日
韓
関
係
と
東
北
ア
ジ
ア
の
平
和

　

二
〇
世
紀
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
紀
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
二
一
世
紀

は
ア
ジ
ア
、
特
に
東
北
ア
ジ
ア
の
世
紀
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
は
国
家
間
の
協
力
を
遮
る
障
害
物
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

日
韓
は
一
九
六
五
年
国
交
正
常
化
以
降
、
緊
密
な
関
係
を
維
持
し

発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

特
に
、
二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

共
同
開
催
、
韓
国
の
対
日
文
化
開
放
、
日
本
国
内
で
の
韓
流
拡
散
は
、

両
国
が
近
づ
く
契
機
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
政
治
的
関
係
に
束
縛
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
人
的
・
物
的
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

日
中
関
係
も
日
韓
関
係
と
似
て
い
ま
す
。
経
済
分
野
で
は
緊
密
な

関
係
を
維
持
し
、
反
面
に
、
歴
史
・
領
土
問
題
で
は
難
航
し
て
い
ま

す
。
問
題
は
日
中
関
係
が
円
満
で
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
と
韓
国
に

も
難
し
い
状
況
が
造
成
さ
れ
る
と
い
う
点
で
す
。

　

私
は
以
前
か
ら
歴
史
問
題
は
専
門
学
者
ら
に
任
せ
て
、
政
治
指
導

者
は
「
沈
黙
の
知
恵
」
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
し
て
き

ま
し
た
。「
歴
史
の
政
治
化
」
は
未
来
の
た
め
に
決
し
て
望
ま
し
い

選
択
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
領
土
問
題
も
や
は
り
同
じ
こ
と
で
す
。
日

韓
、
そ
し
て
日
中
の
間
に
政
治
的
な
葛
藤
が
存
在
す
る
の
は
事
実
で

あ
っ
て
も
、
経
済
協
力
と
人
的
交
流
を
通
じ
て
関
係
が
発
展
し
て
い

け
ば
こ
の
よ
う
な
葛
藤
も
次
第
に
解
消
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

日
中
韓
の
三
ヶ
国
の
協
力
で
東
北
ア
ジ
ア
の
平
和
体
制
を
よ
り
強

固
に
し
、
各
国
の
経
済
発
展
を
促
進
す
る
安
保
環
境
が
創
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
。
東
北
ア
ジ
ア
が
今
ま
で
成
し
遂
げ
て
き
た
経
済
発
展
を

持
続
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
地
域
内
安
定
と
、
日
中
韓
の
三
ヶ

国
の
協
力
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
三
か
国
の
協
力
は
既
存
の
東
北
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ア
ジ
ア
秩
序
の
限
界
を
補
完
し
、
地
域
内
平
和
と
繁
栄
を
拡
大
さ
せ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
新
し
い
東
北
ア
ジ
ア
の
秩
序
の
成
立
や
そ
れ

を
定
着
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
ま
す
。

　

日
中
韓
三
ヶ
国
の
関
係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
未

来
指
向
的
な
観
点
で
接
近
す
る
姿
勢
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
日
本
に

派
遣
さ
れ
た
文
在
寅
（
ム
ン
・
ジ
ェ
イ
ン
）
大
統
領
の
特
使
が
言
及

し
た
よ
う
に
、
慰
安
婦
問
題
も
未
来
指
向
的
観
点
で
接
近
す
れ
ば
望

ま
し
い
解
決
策
が
出
る
と
思
い
ま
す
。「
日
韓
シ
ャ
ト
ル
外
交
」
で

互
い
の
立
場
を
理
解
す
る
幅
を
広
げ
て
い
け
ば
問
題
解
決
の
糸
口
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
未
来
を
担
っ
て
い
く
世
界
各
国
の
大

学
生
を
は
じ
め
と
す
る
青
少
年
が
自
然
に
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
互
い
が
理
解
で
き
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
と
韓
国
、
中
国
の
若
者
た
ち
が
頻
繁
に
会
う
席
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
東
北
ア
ジ
ア
の
新
し
い
未
来
が
作
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
私
の
考
え
に
同
意
し
ま
す
か
。

　

歴
史
的
に
葛
藤
関
係
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
も
両
国
の

青
少
年
の
交
流
を
通
じ
て
、
よ
り
良
い
未
来
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

両
国
は
政
治
的
感
情
が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
未
来
の

た
め
に
、
青
少
年
と
大
学
で
の
学
術
・
文
化
的
交
流
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
青
少
年
た
ち
が
今
の
イ

ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
指
導
者
に
成
長
し
て
、
対
立
と
葛
藤
の
関
係

を
協
力
と
繁
栄
に
導
い
て
い
ま
す
。

　

政
治
家
は
も
ち
ろ
ん
各
分
野
の
専
門
家
た
ち
は
、
相
互
交
流
・
協

力
を
通
じ
て
関
係
増
進
の
土
台
が
丈
夫
な
の
か
確
か
め
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
。
特
に
、
日
本
と
韓
国
の
青
少
年
そ
し
て
大
学
生
の
間
の

交
流
は
、
両
国
の
関
係
を
越
え
て
東
北
ア
ジ
ア
の
明
る
い
未
来
を
作

る
礎
に
な
る
で
し
ょ
う
。

４
．
最
後
に

　

東
北
ア
ジ
ア
に
も
今
や
新
し
い
秩
序
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
だ
と
考
え
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
葛
藤
と
対
立
の
歴
史
を
越
え
て
、

平
和
と
協
力
、
共
存
と
共
栄
の
新
し
い
歴
史
を
描
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
北
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
発
展
の
た
め
に
は
、

日
本
と
韓
国
、
中
国
が
安
保
と
経
済
を
越
え
た
多
方
面
で
の
協
力
が

大
切
で
す
。
こ
の
協
力
は
新
し
い
変
化
に
対
す
る
共
通
の
認
識
と
信

頼
が
支
え
に
な
る
時
こ
そ
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

東
北
ア
ジ
ア
の
平
和
と
発
展
は
大
変
重
要
で
す
。
日
中
韓
三
ヶ
国

に
経
済
的
相
互
依
存
性
が
大
き
く
な
っ
た
の
も
そ
の
理
由
で
す
。「
経

済
」は
三
ヶ
国
間
の
協
力
と
統
合
の
し
く
み
で
作
ら
れ
ま
す
。
だ
が
、
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北
朝
鮮
の
核
威
嚇
と
い
う
安
保
問
題
は
三
ヶ
国
間
の
関
係
発
展
の
障

害
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
最
も
緊
急
な
領
域
内
安

保
懸
案
の
中
の
一
つ
で
す
。

　

先
に
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
多
く
の
時
間
と
努
力
、
持
続
的
な
協
力
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
過
程
で
、
南
北
関
係
発
展
と
朝
鮮
半
島
の
平
和
・
安
定

は
東
北
ア
ジ
ア
の
平
和
と
発
展
に
直
結
し
た
重
要
な
礎
で
す
。
こ
れ

こ
そ
北
朝
鮮
の
核
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
の
日
本
と
韓
国
が
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
で
す
。

　

東
北
ア
ジ
ア
は
歴
史
的
に
「
開
放
」
を
通
じ
て
成
長
し
て
き
ま
し

た
。
北
朝
鮮
も
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
教
訓
に
し
て
、
核
ミ
サ
イ
ル
に

対
す
る
執
着
を
捨
て
て
、
果
敢
な
開
放
と
協
力
を
通
じ
て
東
北
ア
ジ

ア
平
和
・
協
力
秩
序
に
同
調
す
る
時
、
新
し
い
東
北
ア
ジ
ア
の
未
来

が
開
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
日
中
韓
三
ヶ
国
も
お
互
い
を
配
慮
・
包
容

す
る
精
神
で
相
互
利
益
の
た
め
に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

日
本
と
韓
国
は
「
共
に
生
き
る
近
く
て
近
い
隣
人
」
と
し
て
、
い

つ
も
建
設
的
な
関
係
を
維
持
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
私
の
長
い
間

の
信
念
で
す
。
反
省
す
る
こ
と
は
反
省
し
、
率
直
に
対
話
を
す
る
な

ら
ば
、
過
去
と
は
真
心
か
ら
和
解
し
て
新
し
い
日
韓
関
係
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
一
九
四
四
年
日
本
の
京
都
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
母
は
い
つ
も

私
に
「
日
本
と
身
近
に
接
し
ろ
」
と
言
い
ま
し
た
。
母
親
の
お
言
葉

を
肝
に
銘
じ
て
私
は
一
九
七
三
年
以
後
か
ら
ず
っ
と
国
際
学
術
会

議
・
日
本
経
済
人
の
集
い
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
で
開
か
れ
る
各
種

大
学
・
団
体
・
機
関
な
ど
で
の
講
演
で
「
近
く
て
近
い
韓
日
関
係
」

の
重
要
性
を
強
調
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

　

皆
さ
ん
！

　

よ
り
良
い
未
来
に
向
か
っ
て
、
私
た
ち
、
み
ん
な
一
緒
に
歩
い
て

行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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仏
教
に
お
け
る
「
人
間
主
義
」
に
関
す
る
研
究　
― 

大
乗
仏
教
に
見
ら
れ
る
人
間
観 

―

■
論
文
Ⅰ
■

　
　
〈
要
旨
〉

　
　

�　

本
論
の
目
的
は
仏
教
に
お
け
る
「
人
間
主
義
」
を
大
乗
仏
教

に
見
ら
れ
る
人
間
観
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に

あ
る
。
原
始
仏
典
に
見
ら
れ
る
人
間
観
は
積
極
的
な
自
己
変
容

と
自
己
同
一
性
の
曖
昧
さ
を
前
提
と
し
て
い
る
。
大
乗
仏
教
は

原
始
仏
典
に
見
ら
れ
る
人
間
観
を
発
展
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
関
係
し
合
っ
て
世
界
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
縁
起
の

世
界
観
を
空
の
思
想
と
し
て
体
系
化
す
る
。
更
に
、
縁
起
の
法

に
外
れ
た
単
立
の
個
性
と
い
う
も
の
を
否
定
し
、
無
自
性
と
い

う
人
間
観
を
確
立
し
た
。
ま
た
、
大
乗
仏
教
は
他
者
を
救
う
こ

と
を
重
要
視
す
る
菩
薩
の
修
行
を
奨
励
し
、
現
実
生
活
の
中
で

菩
薩
の
修
行
を
実
践
す
る
在
家
の
仏
教
運
動
と
し
て
発
展
を
遂

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

人
間
主
義
、
大
乗
仏
教
、
菩
薩
、
在
家

１
．
仏
教
に
お
け
る
人
間
主
義

　

ま
ず
は
本
論
に
入
る
前
に
、
仏
教
に
お
け
る
人
間
主
義
を
改
め
て

整
理
し
て
お
こ
う
。
こ
の
論
文
の
前
章
と
な
る
『
原
始
仏
典
に
見
ら

れ
る
人
間
観
』
の
研
究
に
お
い
て
、
筆
者
は
西
洋
に
お
け
る
所
謂
、

人
間
主
義
（hum

anism

）
が
志
向
す
る
と
こ
ろ
の
相
互
不
可
侵
の

原
則
、
自
己
同
一
性
（identity

）
の
概
念
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
西
洋
の
人
間
観
に
基
づ
く
主
権
国
家
体
制
、
そ
の
延
長
に

育
ま
れ
た
集
団
安
全
保
障
の
考
え
方
に
も
批
判
を
加
え
て
い
る
。1 

そ
の
理
由
は
、相
互
不
可
侵
の
原
則
と
自
己
同
一
性
の
観
念
こ
そ
が
、

人
間
の
究
極
的
な
苦
悩
の
源
泉
で
あ
り
、
人
類
を
諦
観
と
破
滅
へ
と

導
い
て
い
る
原
動
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
現
代
に
お
い

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
准
教
授　

三　

浦　

健　

一
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て
、
西
洋
に
お
け
る
人
間
観
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
相
互
不
可
侵
の

原
則
と
自
己
同
一
性
の
観
念
は
、
形
を
変
え
て
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お

い
て
啓
蒙
さ
れ
続
け
て
お
り
、
特
に
知
識
人
の
エ
ー
ト
ス
（ethos

）2

を
形
作
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
世
界
に
仏
教

を
紹
介
し
た
日
本
を
代
表
す
る
仏
教
学
者
で
あ
る
鈴
木
大
拙
は
こ
う

語
っ
て
い
る
。

 　
　

�　

仏
教
は
あ
ら
ゆ
る
悪
と
苦
の
根
源
が
、
個
我
を
実
態
存
在
と

考
え
る
通
念
に
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
そ
の
全
倫
理
力
を
、

自
我
中
心
の
考
え
や
欲
求
を
破
壊
す
る
こ
と
に
集
中
さ
せ
る
。

仏
陀
は
、
遊
行
生
活
を
始
め
た
時
か
ら
、
救
い
の
道
は
、
と
も

か
く
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
偏
見
を
取
り
除
く
と
こ
ろ
に
あ
る

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。と
い
う
の
も
、我
々

が
そ
の
呪
い
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
限
り
、
我
々
は
た
や
す
く
三

毒
す
な
わ
ち
貪と

ん

、
痴ち

、
瞋い
か

と
い
う
三
種
の
煩
悩
の
餌
食
に
な
っ

て
し
ま
い
、
生
老
病
死
の
悲
惨
な
状
態
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ
る

3
。 

　

仏
教
は
鈴
木
大
拙
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
社
会
に
お
け
る
悪
や

個
人
に
お
け
る
苦
悩
の
原
因
を
人
間
観
に
見
出
す
。
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、翻
っ
て
仏
教
に
お
け
る
人
間
観
と
は
何
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
先
に
あ
る
思
想
と
し
て
の
人
間
主
義
を
探
究
し
て
い
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

仏
教
で
は
、
縁
起
と
い
う
森
羅
万
象
の
関
係
性
の
中
に
人
間
を
見

出
す
。
よ
っ
て
、
仏
教
に
お
け
る
人
間
主
義
は
人
間
中
心
主
義
で
は

な
い
。
仏
教
は
動
植
物
や
大
自
然
と
の
関
係
性
そ
れ
自
体
に
人
間
を

見
出
す
故
に
、
人
間
を
尊
重
す
る
こ
と
は
全
宇
宙
の
一
切
を
尊
重
す

る
こ
と
と
同
義
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
仏
教
で
は
人
間
と
い
う
も
の

を
酸
素
や
木
片
と
い
っ
た
一
切
を
寄
る
辺
と
し
て
光
り
輝
く
灯
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。
灯
は
確
か
に
い
つ
か
消
え

去
っ
て
し
ま
う
が
、
ま
た
あ
る
因
縁
を
伴
っ
て
現
出
し
、
世
を
照
ら

し
も
し
、
焼
き
尽
く
し
も
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
環
境
を
守
り
、
環

境
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
即
、
人
間
を
守
り
、
人
間
が
豊
か
に
な
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
仏
教
の
人

間
主
義
は
環
境
運
動
を
ご
く
自
然
に
後
押
し
す
る
も
の
と
な
る
。

　

ま
た
、
仏
教
で
は
修
行
に
よ
る
積
極
的
な
自
己
変
容
を
奨
励
し
、

向
上
し
続
け
る
『
実
践
的
自
己
』
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
。
故
に
、

仏
教
に
お
け
る
人
間
主
義
は
自
己
中
心
主
義
で
も
な
い
。
仏
教
は
変

容
し
続
け
る
向
上
の
実
践
そ
れ
自
体
の
中
に
自
己
を
見
出
す
故
に
、

自
己
を
尊
重
す
る
こ
と
は
他
者
を
尊
重
す
る
こ
と
と
同
義
と
な
る
。

な
ぜ
な
ら
、
仏
教
で
は
自
己
を
他
者
と
の
関
係
で
水
に
も
氷
に
も
水

蒸
気
に
も
変
化
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。
氷
に
出
合

え
ば
こ
ち
ら
も
冷
た
く
な
り
、
水
蒸
気
に
出
合
え
ば
火
傷
す
ら
し
て

し
ま
う
が
、
人
は
気
付
か
ぬ
う
ち
に
水
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
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の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
己
の
向
上
が
即
、
他
者
の
向
上
を
も

意
味
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
な
の

で
、
仏
教
で
は
自
己
を
戒
め
る
よ
う
に
他
者
を
も
戒
め
る
。
そ
の
た

め
、
自
己
中
心
主
義
に
基
づ
い
た
相
互
不
干
渉
の
冷
た
い
相
対
主
義

に
も
陥
ら
な
い
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
仏
教
の
考
え
方
に
立
脚
し
た
時
、
相
互
不
可
侵
の
原

則
や
自
己
同
一
性
の
観
念
は
全
く
相
容
れ
な
い
も
の
と
し
て
退
け
ら

れ
、
そ
も
そ
も
人
間
が
相
互
の
関
係
性
と
自
己
の
曖
昧
さ
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
仏
教
に
お
い
て
、
自
己
の

語
源
と
な
っ
て
い
る
ア
ー
ト
マ
ン
（ātm

an

）
は
本
来
、
呼
吸
や
息

を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
呼
吸
や
息
に
存
在
を
問
う
こ
と
と
同

じ
よ
う
に
、
一
切
と
の
関
係
性
や
向
上
の
実
践
に
依
ら
な
い
『
実
存

的
自
己
』
を
問
う
こ
と
は
極
め
て
野
暮
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
仏
教
の
人
間
観
に
つ
い
て
、
原
始
仏
教
の
研
究
に
お
い
て
顕
著

な
業
績
を
残
し
た
仏
教
学
者
の
中
村
元
は
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い

る
。

　
　

�　

ひ
と
は
全
宇
宙
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。各
個
人
は
、

全
宇
宙
を
そ
の
う
ち
に
映
し
出
す
鏡
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
各
個
人
は
〈
小
宇
宙
〉
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
そ

の
〈
小
宇
宙
〉
な
る
も
の
は
、
他
の
〈
小
宇
宙
〉
と
代
置
さ
れ

得
な
い
と
こ
ろ
の
〈
小
宇
宙
〉
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
わ
り

を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
極
端
に
離
れ
て
対
立
し
た
も
の
で
あ
る

〈
小
宇
宙
〉
が
本
質
的
に
は
〈
大
宇
宙
〉
な
の
で
あ
る
。〈
小

宇
宙
〉
は
〈
大
宇
宙
〉
と
相
即
す
る
。
個
体
と
し
て
の
行
動
は
、

他
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
い
る
〈
個
体
〉
が
行
動
す
る
の
で
は
な
い
。

〈
大
宇
宙
〉
の
無
限
の
条
件
づ
け
の
一
つ
の
〈
結
び
目
〉
が
行

動
し
て
い
る
の
で
あ
る

4
。 

　

仏
教
に
お
い
て
人
間
は
大
宇
宙
の
結
び
目
の
一
つ
と
し
て
の
小
宇

宙
で
あ
り
、
そ
の
心
は
大
宇
宙
を
映
し
出
す
こ
と
の
出
来
る
鏡
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
小
さ
な
命
は
大
宇
宙
の
生
命
そ
れ
自
体
な
の
で

あ
る
。
言
う
な
れ
ば
仏
教
に
お
け
る
人
間
主
義
と
は
、
人
間
が
あ
ら

ゆ
る
も
の
と
の
相
互
の
関
係
性
そ
れ
自
体
で
あ
る
と
覚
悟
し
、
今
、

こ
こ
に
お
い
て
自
己
が
変
容
し
続
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
他
者
や
世

界
を
も
同
時
に
変
容
さ
せ
て
い
く
向
上
の
実
践
の
こ
と
を
指
す
。
上

述
し
て
来
た
前
提
を
踏
ま
え
、
原
始
仏
教
か
ら
発
展
し
た
大
乗
仏
教

の
人
間
観
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

２
．
大
乗
仏
教
と
は
何
か

　

大
乗
仏
教
に
見
ら
れ
る
人
間
観
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
前
に
、
大

乗
仏
教
の
歴
史
と
概
要
に
つ
い
て
粗
方
論
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
鈴
木
大
拙
に
よ
れ
ば
、
大
乗
仏
教
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ

れ
る
。
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�　

大
乗
と
は
、
進
歩
的
精
神
に
触
発
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

仏
陀
の
教
え
の
真
の
重
要
性
と
矛
盾
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、

そ
の
本
来
の
視
野
を
拡
大
し
た
仏
教
な
の
で
あ
り
、
別
の
宗
教

的
・
哲
学
的
信
念
を
同
化
す
る
こ
と
で
様
々
な
性
格
・
知
的
資

質
の
人
々
を
一
層
広
範
囲
に
救
う
こ
と
が
で
き
る
と
な
れ
ば
、

い
つ
で
も
そ
れ
を
実
行
し
て
き
た
仏
教
な
の
で
あ
る

5
。 

　　

大
乗
仏
教
は
元
々
、
民
衆
と
共
に
仏
法
を
実
践
し
よ
う
と
し
た

者
達
が
、
自
ら
の
運
動
を
「
大
き
な
乗
り
物
」
を
意
味
す
る
マ
ー

ハ
ー
ヤ
ー
ナ
（m

ahāyāna

）
と
自
称
し
始
め
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
人
口
の
増
加
や
経
済
の
進
展
に
伴
っ
て
都
市
化
が
進
み
、
ウ
パ

ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲
学
や
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
に
基
づ
く
バ
ラ
モ
ン
の
教
え
が

社
会
の
権
威
と
な
っ
て
い
た
時
代
。
同
時
代
に
台
頭
し
た
数
あ
る
思

想
家
の
一
人
と
し
て
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
も
伝
道
の
旅
路
の
中
で

た
く
さ
ん
の
帰
依
者
を
得
て
、
教
団
の
確
た
る
基
盤
を
形
成
す
る
に

至
っ
た
。
そ
し
て
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
タ
の
滅
後
に
お
い
て
も
、
ゴ
ー

タ
マ
・
ブ
ッ
タ
の
弟
子
達
は
集
団
生
活
を
続
け
な
が
ら
、
師
匠
の
教

え
を
守
り
、
実
践
し
、
伝
え
て
い
く
こ
と
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ

う
し
た
仏
法
者
の
つ
ど
い
は
サ
ン
ガ
（sam

・gha

）
と
呼
ば
れ
、
仏

教
の
根
幹
を
成
す
三
宝

6

の
一
角
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、ギ
リ
シ
ャ
軍
の
侵
攻
に
伴
う
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
の
流
入
、

統
一
王
朝
マ
ウ
リ
ヤ
朝
成
立
後
の
第
三
代
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
仏
教
帰

依
な
ど
の
歴
史
を
経
て
、
仏
教
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
仏
教
は
ギ
リ
シ
ャ
人
の
帰
依
者
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
仏

像
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
西
洋
の
新
し
い
文
化
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
。
そ
し
て
遂
に
は
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
帰
依
に
よ
っ
て
政
治
に

も
大
き
な
力
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
仏

教
は
大
き
く
二
つ
の
方
向
に
分
裂
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方

は
政
治
や
経
済
の
喧
騒
か
ら
離
れ
て
、
修
行
に
専
念
し
よ
う
と
す
る

者
達
。
そ
し
て
も
う
一
方
は
、
世
間
の
中
に
分
け
入
り
、
救
済
に
励

む
者
達
で
あ
っ
た
。
後
者
の
人
々
は
自
ら
を
大
乗
仏
教
と
称
し
た
の

で
あ
る
。

　

当
時
の
大
乗
仏
教
者
の
状
況
を
今
日
に
留
め
る
経
典
と
し
て
、
代

表
的
な
大
乗
経
典
の
一
つ
、
法
華
経
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
勧
持
品

二
十
行
の
偈

7

と
呼
ば
れ
る
部
分
を
参
照
し
た
い
。
少
々
長
く
な
る

が
、
そ
の
中
で
は
大
乗
仏
教
者
が
当
時
、
ど
の
よ
う
な
批
判
に
さ
ら

さ
れ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
迫
害
を
受
け
な
が
ら
活
動
を
し
て

い
た
の
か
、
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�　

悪あ
く

辣ら
つ

な
心
を
持
ち
、
邪
悪
で
、
家
や
財
産
の
こ
と
し
か
頭
に

な
く
、
そ
こ
に
住
む
こ
と
で
男
性
出
家
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に

思
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
荒
野
と
い
う
保
身
の
た
め
の
場
所
に

住
ん
で
、
私
た
ち
を
誹ひ

謗ぼ
う

す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
で
あ
り
ま
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し
ょ
う
。『
あ
あ
、
情
け
な
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
男
性
出
家

者
た
ち
は
、
仏
教
以
外
の
外げ

道ど
う

を
信
じ
る
も
の
た
ち
で
、
利
得

を
得
る
こ
と
と
、
称
賛
さ
れ
る
こ
と
に
執
着
し
、
自
分
た
ち
の

詩
的
才
能
を
誇
示
し
て
い
る
。自
分
で
諸
々
の
経
典
を
作
っ
て
、

利
得
を
得
る
こ
と
と
称
賛
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
、
集
会
の
真

ん
中
で
そ
れ
を
説
い
て
い
る
』
と
、
私
た
ち
を
謗
る
で
あ
り
ま

し
ょ
う

8
。

 　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
大
乗
仏
教
者
が
仏
教
以
外
の
外
道
と
呼
ば

れ
る
諸
宗
教
の
教
え
や
文
化
も
取
り
込
み
、
生
か
し
な
が
ら
、
詩
歌

な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
仏
教
を
伝
え
、
更
に
、
根
本

尊
敬
の
対
象
た
る
経
典
を
も
独
自
に
編
み
出
し
、
民
衆
の
中
で
宣
揚

し
て
い
た
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の

在
り
方
に
対
し
、
同
じ
仏
教
者
の
中
か
ら
も
批
判
が
巻
き
起
っ
て
い

た
の
だ
。
そ
う
し
た
批
判
に
対
し
て
、
大
乗
仏
教
者
は
ど
の
よ
う
に

対
峙
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
華
経
勧
持
品
の
記
述
は
こ
う
続
い
て

い
る
。

　
　

�　

恐
る
べ
き
後
の
時
代
に
お
け
る
邪
悪
な
男
性
出
家
者
（
悪あ
く

比び

丘く

）
た
ち
が
、深
い
意
味
を
込
め
て
語
ら
れ
た
言
葉
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
無
知
で
あ
る
か
は
、
世
尊
こ
そ
が
ご
存
じ
で
あ
り

ま
す
。
眉ま

ゆ

を
し
か
め
ら
れ
た
り
、
集
会
に
お
い
て
し
ば
し
ば
座

席
の
割
当
が
な
か
っ
た
り
、
精し
ょ
う

舎じ
ゃ

か
ら
追
放
さ
れ
た
り
、
何
度

も
捕
縛
さ
れ
た
り
、
悪あ

つ
く口
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は

す
べ
て
耐
え
忍
ぶ
べ
き
で
あ
り
ま
す
。〔
恐
る
べ
き
〕
後
の
時

代
に
お
い
て
世
間
の
保
護
者
の
命
令
を
思
い
出
し
つ
つ
、
私
た

ち
は
、
そ
れ
ら
の
町
や
村
に
反
復
し
て
い
っ
て
、
こ
の
法
の
弘

通
に
関
す
る
あ
な
た
の
委
嘱
を
そ
の
人
に
も
与
え
る
で
あ
り
ま

し
ょ
う

9
。 

　

大
乗
仏
教
者
は
数
々
の
不
当
な
迫
害
に
加
え
、
精
舎
か
ら
追
放
さ

れ
る
と
い
う
破
門
に
至
る
よ
う
な
事
態
ま
で
も
耐
え
忍
び
、
師
匠
の

滅
後
に
お
い
て
も
町
や
村
の
中
で
法
を
弘
め
る
こ
と
を
誓
願
し
て
い

る
。
ど
う
し
て
大
乗
仏
教
者
は
度
重
な
る
批
判
と
迫
害
に
耐
え
な
が

ら
、
頑
と
し
て
そ
の
信
念
を
曲
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
た
だ
、
批
判
者
の
言
う
よ
う
に
利
益
と
名
声
を
得
る
こ
と
に
執
着

し
て
い
た
か
ら
な
の
か
。
果
た
し
て
、
大
乗
仏
教
者
の
不
屈
の
使
命

感
を
支
え
る
源
泉
と
は
、
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
法
華
経
如
来

寿
量
品
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�　

温
和
で
柔
和
な
衆
生
が
、こ
の
人
間
の
世
界
に
生
ま
れ
た
時
、

生
ま
れ
る
や
否
や
、
立
派
な
行
い
の
結
果
に
よ
っ
て
、
私
が
法

を
説
い
て
い
る
の
を
見
る
の
で
あ
る

10
。
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法
華
経
如
来
寿
量
品
で
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
滅
後
に
お
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
時
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
法
を
説

い
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
ら

ゆ
る
時
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
説
法
を
行
っ
て
い
る
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ

ダ
と
は
一
体
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
、
一
人
一
人
の
胸
中
に

お
け
る
師
匠
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
他
な
ら
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。

こ
う
し
た
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
滅
後
に
お
け
る
師
匠
か
ら
の
直
接
の

感
化
と
い
う
観
仏

11

の
体
験
が
、
大
乗
仏
教
者
の
不
屈
の
使
命
感
を

支
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
数
々
の
大
乗
経
典
を
生
み
出
す
原
動
力
と

も
な
り
、
世
界
宗
教
へ
と
飛
躍
す
る
大
い
な
る
情
熱
を
育
ん
だ
と
仮

定
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
こ
う
し
た

仮
説
を
立
て
な
い
と
す
れ
ば
、
大
乗
仏
教
者
は
如
何
に
し
て
幾
度
の

法
難
に
耐
え
な
が
ら
、
世
界
へ
と
仏
法
を
弘
め
る
こ
と
を
成
し
得
た

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
大
乗
経
典
が
「
如
是
我
聞
」
と
い

う
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
か
ら
直
接
の
声
を
聞
い
た
こ
と
を
前
提
に

成
立
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
得
よ
う
か
。
仏
教
学
者
の
三
枝
充
悳

も
大
乗
仏
教
経
典
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
同
様
の
見
解
を
表
明
し

て
い
る
。

　
　

�　
「
無
名
の
仏

、
、
、
、

」
が
ど
こ
か
ら
か
登
場
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
し
か
も
そ
の

、
、
、
、
、

「
無、

名
の
仏

、
、
、
」
は、
、「
仏、
」
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
自

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

覚
し
、
、
、
自
認
し
て

、
、
、
、
、
そ
の
経
を
説
い
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
で
あ
る
。
そ
の

「
経
」
に
登
場
し
て
説
法
す
る
「
仏
」
と
い
い
、
あ
る
い
は
経

典
の
作
者
と
い
い
、
そ
れ
ら
の
「
無
名
の
仏
」
は
、
ど
こ
か
の

一
点
（
な
い
し
数
点
）
に
お
い
て
、
ま
た
は
な
ん
ら
か
の
（
あ

る
い
は
わ
ず
か
な
）
特
徴
に
よ
っ
て
、
往
時
の
釈
迦
仏
と
連
絡

し
て
い
る
と
は
い
え
、釈
迦
仏
そ
の
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。

す
な
わ
ち
、
新
た
な
る
経
典
群
に
は
釈
迦
仏
以
外
の
、
し
か
も

無
名
の
、
か
つ
多
数
の
仏
が
出
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「
無
名
の
諸
仏
」
の
登
場
と
活
躍
こ
そ
が
、前
述
し
た
よ
う
に
、

大
乗
仏
教
を
開
拓
し
、
大
乗
仏
教
運
動
を
推
進
し
て
い
っ
た
の

で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
ま
さ
し
く
「
大
乗
の
諸
仏
」
に
ほ
か
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

12
。 

「
如
是
我
聞
」
か
ら
始
ま
る
大
乗
経
典
の
迫
力
は
、ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ

ダ
滅
後
、
数
百
年
間
伝
わ
っ
て
来
た
民
間
伝
承
を
取
り
ま
と
め
た
編

集
作
業
に
よ
っ
て
書
き
得
る
も
の
と
は
到
底
思
え
な
い
。
大
乗
経
典

に
記
さ
れ
た
「
如
是
我
聞
」
は
、
文
字
通
り
に
「
如
是
我
聞
」
な
の

で
あ
る
。
三
枝
充
悳
は
無
名
の
諸
仏
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
大
乗
仏

教
を
「
多
仏
の
思
想
」
と
し
て
総
括
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
乗

仏
教
に
お
い
て
、
心
の
中
で
師
匠
に
出
合
う
と
い
う
観
仏
の
体
験
は

極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
の
だ
。

　

ま
た
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
一
生
は
大
き
く
分
け
て
、
悟
り
を
求

め
続
け
た
求
道
の
修
行
時
、
そ
し
て
、
民
衆
の
た
め
の
伝
道
に
励
ん
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だ
救
済
時
、
こ
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
修
行
者
と
し
て
の
ゴ
ー
タ

マ
・
ブ
ッ
ダ
を
想
起
す
る
か
、
救
済
者
と
し
て
の
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ

ダ
を
想
起
す
る
か
、こ
の
ど
ち
ら
の
師
匠
を
範
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、

そ
の
生
き
方
は
大
き
く
変
わ
っ
て
来
る
。
少
な
く
と
も
大
乗
仏
教
者

は
、
救
済
者
と
し
て
の
師
匠
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
大
乗
仏
教
で
は
、
民
衆
の
た
め
の
伝
道
に
励
む

救
済
者
が
菩
薩
（bodhisattva

）
と
呼
ば
れ
、
仏
法
者
の
模
範
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
後
に
は
、
菩
薩
と
仏
と
の

区
別
が
無
く
な
っ
て
い
く
程
に
菩
薩
の
修
行
が
強
調
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

　

更
に
、
大
乗
仏
教
は
修
行
の
在
り
方
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
た
。
大
乗
仏
教
者
が
飽
く
な
き
民
衆
救
済
を
続
け
る
た
め
に
は
、

尽
き
る
こ
と
な
い
大
慈
大
悲
と
無
量
無
辺
の
智
慧
が
必
要
と
さ
れ

る
。
そ
う
し
た
慈
悲
と
智
慧
を
凡
夫
が
そ
う
簡
単
に
体
得
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
そ
の
た
め
、
大
乗
経
典
の
編
纂
者
に
は
自
ら
の
心
を

観
じ
て
師
匠
か
ら
直
接
の
感
化
を
受
け
る
と
い
う
、
観
心
の
修
行
が

求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
が
俗
世
を
離
れ
た
修
行
の

果
て
に
悟
り
を
得
て
、
そ
の
後
に
民
衆
救
済
を
志
す
の
で
は
結
局
の

と
こ
ろ
誰
一
人
と
し
て
救
済
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
自
分

自
身
も
含
め
て
だ
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
胸
中
の
師
匠
ゴ
ー
タ
マ
・

ブ
ッ
ダ
を
呼
び
出
だ
し
、
悟
り
の
原
因
と
果
報
を
そ
の
ま
ま
即
座
に

譲
り
受
け
、
そ
の
胸
中
の
声
を
人
々
に
伝
え
る
と
い
う
菩
薩
の
道
を

選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

原
始
仏
典
に
見
ら
れ
る
積
極
的
な
自
己
変
容
と
自
己
の
曖
昧
さ
を

強
調
す
る
人
間
観
は
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
菩
薩
の
修
行
を
理
論
的

に
裏
付
け
、
動
機
付
け
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
も
し
、
相
互
の
関

係
性
そ
れ
自
体
の
中
に
大
我
と
し
て
の
人
間
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
当
然
な
が
ら
我
が
己
心
に
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
を
観
じ
る
こ

と
は
道
理
と
し
て
も
退
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て

想
像
の
産
物
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
師
匠
を
一
心

に
求
め
る
こ
と
で
悟
り
の
原
因
と
果
報
を
そ
の
ま
ま
即
座
に
譲
り
受

け
る
の
で
あ
る

13
。そ
れ
は
逆
に
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
お
い
て

も
己
心
に
一
切
衆
生
を
呼
び
出
だ
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
ま
た
自
己
の
曖
昧
さ
を
前
提
に
し
た
場
合
、
自
己

の
実
践
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
結
論
に
至
る
。

そ
う
な
る
と
、
本
来
の
自
己
は
時
間
や
肉
体
に
制
限
を
受
け
る
も
の

で
は
な
い
か
ら
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
中
に
自
己
を
見
出
し
、
ゴ
ー

タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
も
一
切
衆
生
の
中
に
自
己
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
自
己
に
お
け
る
実
践
の
影
響
は
時

間
と
肉
体
を
越
え
て
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
三
枝
充
悳
は
大
乗
仏
教

を
こ
の
よ
う
に
総
括
す
る
。

　
　

�　

多
数
の
凡
夫
た
ち
に
支
え
ら
れ
た
「
凡
夫
の
菩
薩
」
は
、い
っ

そ
う
の
自
信
を
得
て
、そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
噴
出
す
る
あ
ま
り
、



21

■論文

一
途
で
堅
固
な
菩
提
心
と
そ
の
実
践
の
終
極
に
、
つ
い
に
は
こ

の
「
菩
薩
」
は
「
仏
」
の
境
を
獲
得
し
、換
言
す
れ
ば
「
作
仏
」

が
実
現
さ
れ
て
、「
仏
」
そ
の
も
の
と
な
り
、
こ
こ
に
新
た
な

る
大
乗
仏
教
の
「
経
」
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
の
推

定
も
成
立
す
る

14
。 

　

ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
滅
後
、
数
百
年
の
時
を
経
て
、
無
数
の
弟
子

達
に
よ
っ
て
「
如
是
我
聞
」
の
大
乗
仏
典
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
の
動

か
し
が
た
い
事
実
は
、
前
述
の
推
定
を
前
提
に
し
な
い
限
り
説
明
が

つ
か
な
い
。
こ
う
し
て
大
乗
仏
教
は
菩
薩
の
修
行
を
奨
励
し
、
新
た

な
大
乗
経
典
を
編
纂
し
な
が
ら
、
地
域
や
民
族
を
越
え
て
発
展
を
遂

げ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

３
．
大
乗
仏
教
に
見
ら
れ
る
人
間
観

　

大
乗
仏
教
は
そ
の
成
立
の
過
程
で
、
原
始
仏
典
に
見
ら
れ
る
人
間

観
を
思
想
と
し
て
体
系
化
し
て
い
っ
た
。
大
乗
仏
教
の
礎
を
築
い
た

龍
樹
（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
は
、そ
の
主
著
「
中
論
」
に
お
い
て
、

仏
教
に
お
け
る
縁
起
の
世
界
観
を
「
空
」（śūnya

）
の
思
想
と
し

て
確
立
し
、
後
に
中
観
派
と
呼
ば
れ
る
大
乗
仏
教
の
主
流
を
形
成
し

た
。
龍
樹
は
「
中
論
」
の
中
で
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　

�　
［
諸
々
の
も
の
が
何
か
を
］縁
と
し
て
生
起
す
る
こ
と（
縁
起
）

を
、
我
々
は
［
諸
々
の
も
の
が
］
空
で
あ
る
こ
と
（
空
性
）
と

言
う
。
そ
れ
（
縁
起
）
は
［
何
か
を
］
因
と
し
て
、［
何
か
が
］

概
念
設
定
さ
れ
る
こ
と
（
因
施
設
）
で
あ
り
、
そ
の
同
じ
も
の

が
中
道
で
あ
る

15
。

 　

縁
起
の
世
界
観
を
追
及
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
法
者
は
あ

ら
ゆ
る
差
別
と
偏
見
が
撤
廃
さ
れ
た
空
性
を
体
得
し
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
。
こ
の
空
の
思
想
を
考
え
方
に
即
せ
ば
中
観
で
あ
り
、
生
き

方
に
即
せ
ば
中
道
と
な
る
の
だ
。
そ
し
て
、
中
道
の
生
き
方
は
大
乗

仏
教
に
お
い
て
菩
薩
の
修
行
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
更

に
大
乗
仏
教
で
は
、自
己（ātm

an

）に
代
わ
っ
て
自
性（svabhāva

）

と
い
う
言
葉
を
使
い
、
無
自
性
と
い
う
考
え
方
を
教
え
て
い
る
。
龍

樹
は
こ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　

�　
（
第
1
偈
）（
1
）
自
よ
り
、（
2
）
他
よ
り
、（
3
）
自
他
の

両
方
よ
り
、（
4
）
無
因
よ
り
生
じ
る
も
の
は
、
い
か
な
る
も

の
も
、ど
こ
に
も
決
し
て
存
在
し
な
い
。（
四
句
分
別
）（
第
2
偈
）

な
ぜ
な
ら
ば
、
も
の
に
固
有
の
性
質
（
自
性
）
は
、
そ
れ
が
生

起
す
る
た
め
の
条
件
（
縁
）
な
ど
に
は
存
在
し
な
い
し
、
も
の

に
固
有
の
性
質
（
自
性
）
が
存
在
し
な
い
と
き
、
他
者
の
性
質

（
他
性
）
も
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る

16
。 
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自
己
（ātm

an

）
を
西
洋
の
概
念
に
お
い
て
自
己
同
一
性

（identity

）
に
対
し
て
み
れ
ば
、
自
性
（svabhāva

）
と
は
独
自

性
／
独
創
性
（originality

）
に
近
い
概
念
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

鈴
木
大
拙
は
大
乗
仏
教
の
説
く
無
自
性
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
解

説
し
て
い
る
。

　
　

�　

大
乗
仏
教
徒
は
時
に
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
代
わ
り
に
自
性

（svabhāva

）
と
い
う
語
を
用
い
る
。（
中
略
）
そ
の
「
自
性
」

と
い
う
語
に
よ
っ
て
大
乗
仏
教
徒
は
正
確
に
は
何
を
理
解
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
大
乗
仏
教
徒
に
よ
っ
て
は
っ
き

り
定
義
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
彼
ら
は
「
自
性
」
と
い

う
も
の
を
、
何
か
具
体
的
で
、
個
別
で
、
し
か
も
独
立
し
て
お

り
、
条
件
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
縁
起
の
法
則
に
支
配
さ
れ
な

い
も
の
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

17
。

　

 

　

こ
う
し
た
大
乗
仏
教
の
教
え
る
無
自
性
と
い
う
考
え
方
に
即
せ

ば
、
ど
ん
な
に
偉
大
な
業
績
や
発
見
を
成
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、

全
て
が
大
い
な
る
共
同
作
業
で
あ
っ
た
と
言
い
得
る
。
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
大
乗
仏
教
で
は
世
間
に
分
け
入
り
な
が
ら
、「
つ
ど
い
」（
僧

伽
）
の
中
で
師
匠
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
肉
薄
し
、
そ
の
結
果
、
多

数
の
「
如
是
我
聞
」
の
大
乗
経
典
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

仏
教
に
お
け
る
人
間
の
創
造
性
と
は
こ
の
よ
う
に
、
常
に
大
い
な
る

共
同
作
業
の
中
で
発
揮
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ

れ
ま
で
論
じ
て
来
た
よ
う
な
大
乗
仏
教
に
お
け
る
空
の
思
想
や
無
自

性
と
い
う
人
間
観
が
、
菩
薩
の
修
行
を
奨
励
す
る
強
い
動
機
付
け
に

な
っ
た
と
言
い
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
説
明
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。中
村
元
は
こ
う
解
説
し
て
い
る
。

　
　

�　

例
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
或
る
一
人
の
他
人
を
極
度
に
憎
悪
し

て
い
る
と
し
よ
う
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
の
憎
悪
し

て
い
る
他
人
は
、
わ
れ
と
対
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
他
人
の
憎
悪
さ
る
べ
き
存
在
が
空
観
に
よ
っ
て
否
定
さ

れ
、
眼
に
見
え
ぬ
本
来
の
人
格
が
こ
の
わ
れ
と
向
き
合
う
こ
と

に
な
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
対
立
も
な
く
、
憎
悪
の
感
も
消
失
す

る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
憎
悪
を
越
え
た
慈
悲
が
実
現
さ
れ
る
の

で
あ
る

18
。 

　　

つ
ま
り
、
縁
起
の
世
界
観
を
発
展
さ
せ
た
大
乗
仏
教
に
お
け
る
空

の
思
想
を
追
及
し
て
い
く
と
、
目
の
前
の
他
者
と
の
関
係
性
は
再
構

築
さ
れ
、
他
者
の
中
に
眼
に
向
え
ぬ
本
来
の
人
格
が
備
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
信
じ
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
慈
悲
で
あ
る
。
更

に
、
慈
悲
は
実
践
の
中
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
体
感
さ
れ
て
い
く
よ
う

に
な
る
。
こ
れ
が
修
行
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
慈
悲
の
実
践
は

同
時
に
、
実
際
に
他
者
に
眠
っ
て
い
る
本
来
の
人
格
を
振
る
舞
い
に
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よ
っ
て
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
智
慧
で
あ
る
。
そ

う
し
た
慈
悲
の
実
践
の
結
果
と
し
て
、
自
ら
の
人
格
を
も
向
上
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
大
乗
仏
教
は
空
の
思

想
を
体
系
化
し
、
無
自
性
と
い
う
人
間
観
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
菩

薩
の
修
行
を
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
菩
薩
の
修
行
を
突
き

詰
め
て
い
く
こ
と
で
、
慈
悲
は
対
象
を
選
ば
ず
自
他
を
超
え
、
一
切

衆
生
を
も
包
み
込
む
。
法
華
経
譬
喩
品
に
は
仏
の
大
慈
大
悲
が
こ
の

よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
　

�　

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
偉
大
な
る
聖
仙

で
あ
る
私
は
、
衆
生
の
保
護
者
で
あ
り
、
ま
た
父
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
愚
か
で
、
三
界
に
お
い
て
愛
欲
に
執
着
し
て
い
る
、
あ

ら
ゆ
る
生
命
あ
る
も
の
た
ち
は
、
私
の
息
子
た
ち
で
あ
る

19
。

 　

シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
（
舎
利
弗
）
は
智
慧
第
一
と
呼
ば
れ
た
ゴ
ー
タ

マ
・
ブ
ッ
ダ
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
三
界
と
は
欲
界
、

色
界
、
無
色
界
の
三
つ
を
指
し
、
次
元
を
超
え
た
全
て
の
世
界
に
住

む
衆
生
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
菩
薩
の
修
行
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
で
、
大
乗
仏
教
者
の
慈
悲
は
一
切
衆
生
の
保
護
者
、
人
類
の
教

師
と
し
て
の
使
命
感
へ
と
高
ま
っ
て
い
く
の
だ
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て

来
た
よ
う
に
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
仏
教
の
人
間
主
義
は
思
想
と
し

て
体
系
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
思
想
と
し
て
の
仏

教
の
人
間
主
義
の
体
系
化
は
、
卵
と
鶏
の
関
係
の
よ
う
に
相
互
に
影

響
を
与
え
合
い
な
が
ら
、
大
乗
仏
教
運
動
を
後
押
し
し
、
そ
の
現
象

面
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

最
後
に
改
め
て
、
大
乗
仏
教
に
見
ら
れ
る
人
間
観
を
整
理
し
て
お

こ
う
。
原
始
仏
典
で
は
森
羅
万
象
の
関
係
性
を
縁
起
の
世
界
観
と
し

て
説
き
明
か
し
、
積
極
的
な
自
己
変
容
と
自
己
同
一
性
の
曖
昧
さ
が

強
調
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
原
始
仏
典
に
見
ら
れ
る
人
間
観
を
発
展
さ

せ
、
大
乗
仏
教
で
は
縁
起
の
世
界
観
を
空
の
思
想
と
し
て
体
系
化
す

る
と
共
に
、
縁
起
の
法
に
外
れ
た
単
立
の
個
性
と
い
う
も
の
を
否
定

し
、
無
自
性
と
い
う
人
間
観
を
確
立
し
た
。
そ
し
て
、
大
乗
仏
教
者

は
和
合
僧
団
を
僧
宝
と
し
て
尊
び
な
が
ら
、
俗
世
間
へ
と
積
極
的
に

関
わ
る
菩
薩
の
修
行
を
奨
励
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
大
乗

仏
教
の
人
間
観
に
基
づ
い
て
、
大
乗
仏
教
運
動
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の

歓
喜
と
情
熱
を
帯
び
て
世
界
へ
と
飛
躍
し
て
い
っ
た
の
だ
。
中
村
元

は
こ
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
。

　
　

�　

空
の
実
践
と
し
て
の
慈
悲
行
は
現
実
の
人
間
生
活
を
通
じ
て

実
現
さ
れ
る
。
こ
の
立
場
を
徹
底
さ
せ
る
と
、
つ
い
に
出
家
生

活
を
否
定
し
て
在
家
の
世
俗
生
活
の
中
に
仏
教
の
理
想
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
宗
教
運
動
が
起
こ
る
に
至
っ
た

20
。

 　

仏
教
で
は
娑
婆
世
界
の
こ
と
を
「
火
宅
」21 

と
表
現
す
る
な
ど
、
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世
間
を
表
現
す
る
場
合
に
「
家
」
と
い
う
形
容
を
用
い
る
場
合
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
大
乗
仏
教
運
動
は
出
家
を
志
向
す
る
仏
教
か
ら
、
在

家
を
志
向
す
る
仏
教
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

22

を
意
味
し
て
い
た

の
だ
。
自
ら
の
悟
り
を
第
一
義
と
す
る
出
家
仏
教
か
ら
、
民
衆
救
済

を
第
一
義
と
す
る
在
家
仏
教
へ
の
転
換
。
そ
う
し
た
時
代
の
転
換
の

中
で
、
仏
教
に
お
け
る
人
間
主
義
も
ま
た
、
体
系
化
さ
れ
た
思
想
と

し
て
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
在
家
を
志
向
す
る
大
乗
仏
教
運
動
の
滅
後
に
お
け
る
興

隆
は
、
師
匠
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
と
っ
て
、
予
期
せ
ぬ
出
来
事
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
原
始
仏
典
を
紐
解
い
て
い
く
と
、ゴ
ー
タ
マ
・

ブ
ッ
ダ
が
将
来
に
お
い
て
、
大
乗
仏
教
の
登
場
を
展
望
し
て
い
る
か

の
よ
う
な
言
説
が
確
か
に
垣
間
見
ら
れ
る
。
最
も
古
く
成
立
し
た
仏

典
と
呼
ば
れ
る
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
由
来
す
る
古

い
伝
承
と
し
て
、
出
家
仏
教
か
ら
在
家
仏
教
へ
の
転
換
を
示
唆
す
る

こ
の
よ
う
な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�　
「〈
目
ざ
め
た
人
〉
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
は
、
世
間
に
お
い

て
は
む
ず
か
し
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
の
聖
典
の

中
に
偉
人
の
相
が
三
十
二
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
具
え
て

い
る
偉
人
に
は
た
だ
二
つ
の
途み

ち

が
あ
る
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
の

途
は
あ
り
え
な
い
。〔
第
一
に
〕
も
し
も
か
れ
が
在ざ

い

家け

の
生
活

を
営
む
な
ら
ば
、
か
れ
は
転
輪
王
と
な
り
、
正
義
を
守
る
正
義

の
王
と
し
て
四
方
を
征
服
し
て
、
国
土
人
民
を
安
定
さ
せ
、
七

宝
を
具
有
す
る
に
至
る
。
す
な
わ
ち
か
れ
に
は
輪
と
い
う
宝
・

象
と
い
う
宝
・
馬
と
い
う
宝
・
珠た

ま

と
い
う
宝
・
女
と
い
う
宝
・

資
産
者
と
い
う
宝
・
及
び
第
七
に
指
揮
者
と
い
う
宝
が
現
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
ま
た
か
れ
に
は
千
人
以
上
の
子
が
あ
り
、
み
な

勇
敢
で
雄
々
し
く
、
外
敵
を
う
ち
砕
く
。
か
れ
は
、
四
海
の
果

て
に
至
る
ま
で
、
こ
の
大
地
を
武
力
に
よ
ら
ず
刀
剣
を
用
い
ず

に
、
正
義
に
よ
っ
て
征
服
し
て
支
配
す
る
。〔
第
二
に
〕
し
か

し
な
が
ら
、
も
し
も
か
れ
が
家
か
ら
出
て
出
家
者
と
な
る
な
ら

ば
、
真
の
人
・
覚さ

と

り
を
開
い
た
人
と
な
り
、
世
間
に
お
け
る
諸
々

の
煩ぼ

ん

悩の
う

の
覆お
お

い
を
取
り
除の
ぞ

く
23
。」

　

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
に
よ
れ
ば
仏
に
は
二
つ
の
途
が
あ
る
と
い
う
。

一
つ
は
出
家
の
途
、
そ
し
て
、
も
う
一
つ
が
在
家
の
途
で
あ
る
。
出

家
を
志
向
せ
ず
、
在
家
と
し
て
顕
れ
た
仏
は
転
輪
王
（
賢
王
）
と
呼

ば
れ
、
あ
ら
ゆ
る
力
を
得
て
、
正
義
に
よ
っ
て
世
界
を
平
和
に
す
る

と
い
う
の
だ
。
こ
の
記
述
は
明
確
に
、
滅
後
に
お
け
る
大
乗
仏
教
の

興
隆
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
在

家
仏
教
と
い
う
テ
ー
マ
は
次
論
以
降
に
お
い
て
、
更
に
詳
細
に
論
じ

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

筆
者
は
仏
教
に
お
け
る
人
間
主
義
の
系
譜
を
辿
り
、
そ
の
先
に
あ

る
仏
教
の
未
来
を
展
望
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
道
は
果
て
し
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な
い
。
し
か
し
、
眼
前
の
労
苦
が
必
ず
や
時
代
に
希
求
さ
れ
る
日
を

信
じ
て
、
こ
こ
に
本
論
の
結
語
と
し
た
い
。

〈
注
〉

1 �

哲
学
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
は
著
書
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
の

中
で
、
世
界
共
和
国
と
い
う
積
極
的
理
念
の
代
わ
り
と
な
る
消
極
的

な
代
替
物
と
し
て
、
集
団
安
全
保
障
の
考
え
方
を
提
起
し
て
い
る
。

2 �

倫
理
、
も
し
く
は
生
活
態
度
な
ど
の
意
味
を
持
つ
。

3 

鈴
木
大
拙『
大
乗
仏
教
概
論
』岩
波
文
庫
、二
〇
一
六
年
、百
五
十
九
頁
。

4 

中
村
元
『
自
己
の
探
究
』
青
土
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
四
頁
。

5 

鈴
木
大
拙
、
前
掲
書
、
二
三
頁
。

6 �

三
宝
と
は
仏
教
徒
が
帰
依
す
べ
き
三
つ
の
宝
の
こ
と
で
あ
り
、
仏
の

宝
、
法
の
宝
、
そ
し
て
僧
の
宝
の
三
つ
を
指
し
て
い
る
。

7 �

韻
文
の
形
式
を
取
っ
て
仏
教
を
説
い
た
詩
歌
の
こ
と
で
、
人
々
が
経

文
を
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
読
誦
し
や
す
い
よ
う
に
表
現
さ
れ
た

も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

8 �

植
木
雅
俊
訳
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
現
代
語
訳 

法
華
経 

下
』、
岩

波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
四
一
頁
。

9 

同
書
、
四
二
頁
―
四
三
頁
。

10 

同
書
、
九
九
頁
。

11 

心
の
中
で
仏
を
観
じ
る
こ
と
。
観
仏
三
昧
と
も
呼
ば
れ
る
。

12 �

中
村
元
・
三
枝
充
悳
『
バ
ウ
ッ
ダ
［
佛
教
］』
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
〇
九
年
、
二
九
七
―
二
九
八
頁
。

13 �

仏
は
「
自
在
所
欲
生
」
と
言
わ
れ
、
欲
す
る
が
ま
ま
自
在
に
、
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
仏
典
に
は
説
か
れ
て

い
る
。

14 �

中
村
元
・
三
枝
充
悳
『
バ
ウ
ッ
ダ
［
佛
教
］』
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
〇
九
年
、
三
一
八
頁
。

15 �

桂
紹
隆
・
五
島
清
隆
『
龍
樹
「
根
本
中
頌
」
を
読
む
』
春
秋
社
、

二
〇
一
六
年
、
九
十
六
頁
。

16 �

桂
紹
隆
・
五
島
清
隆
『
龍
樹
「
根
本
中
頌
」
を
読
む
』
春
秋
社
、

二
〇
一
六
年
、
十
頁
―
十
一
頁
。

17 

鈴
木
大
拙
、
前
掲
書
、
一
八
五
頁
―
一
八
六
頁

18 

中
村
元
『
慈
悲
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
三
頁
。

19 �

植
木
雅
俊
訳
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
現
代
語
訳 

法
華
経 

上
』、
岩

波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
一
〇
八
頁
。

20 

中
村
元
『
龍
樹
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
六
二
頁
。

21 �

法
華
経
譬
喩
品
に
は
法
華
七
喩
と
呼
ば
れ
る
例
え
話
の
一
つ
と
し
て
、

火
宅
喩
（
三
車
火
宅
の
譬
喩
）
が
説
か
れ
て
い
る
。
火
宅
と
い
う
苦

し
み
の
娑
婆
世
界
で
戯
れ
る
子
供
を
衆
生
に
な
ぞ
ら
え
、
仏
が
大
白

牛
車
（
一
仏
乗
の
教
え
）
に
よ
っ
て
全
て
の
衆
生
を
救
っ
て
い
く
姿

が
描
か
れ
て
い
る
。

22 �

あ
る
時
代
や
あ
る
分
野
に
お
い
て
、
支
配
的
な
規
範
や
主
流
と
な
っ

て
い
る
価
値
観
が
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
。
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23 �Sutta-nipāta, Chapter 3.

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
岩
波

文
庫
、
一
九
八
四
年
、
一
二
一
―
一
二
二
頁
。
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一
五
年
。

桂
紹
隆
・
五
島
清
隆『
龍
樹「
根
本
中
頌
」を
読
む
』春
秋
社
、二
〇
一
六
年
。

三
枝
充
悳
訳
注
『
中
論 

上
中
下
』
第
三
文
明
社
、
一
九
八
四
年
。

坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経 
上
中
下
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
四
年
。

鈴
木
大
拙
『
大
乗
仏
教
概
論
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
六
年
。

中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
。

中
村
元
『
自
己
の
探
究
』
青
土
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

中
村
元
『
龍
樹
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
。

中
村
元
『
古
代
イ
ン
ド
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
。

中�

村
元
・
三
枝
充
悳
『
バ
ウ
ッ
ダ
［
佛
教
］』
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
〇
九
年
。

中
村
元
『
慈
悲
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
。

中
村
元
『
ブ
ッ
ダ
伝 

生
涯
と
思
想
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、二
〇
一
五
年
。
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前
漢
代
に
お
け
る
經
學
観
念
の
変
容　
― 

六
藝
・
六
經
・
五
經
の
系
譜
を
中
心
に 

―

１
．
序
言

　
「
儒
敎
」1

に
お
け
る
学
術
・「
經
學
」
が
、
高
次
の
中
国
の
観
念

の
中
枢
に
位
置
し
て
、
二
千
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
士
大
夫
の
精
神

を
支
配
し
た
こ
と
は
、周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
「
經
學
」

こ
そ
が
、
中
国
的
な
「
知
」
の
源
泉
で
あ
り
、
そ
の
文
化
的
総
体
に

波
及
す
る
存
在
と
し
て
、
中
国
世
界
の
観
念
の
頂
点
に
君
臨
し
続
け

た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
端
緒
は
、「
儒
敎
の
國
敎
化
」
と
呼
ば
れ
る
「
儒
學
の
官
學
化
」

に
よ
る
諸
政
策
の
実
施
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る

2

。
前
漢
武
帝

期
に
お
け
る
「
五
經
博
士
の
設
置
」「
董
仲
舒
対
策
」「
功
令
の
施

行
」
な
ど
、
儒
學
の
官
學
化
的
な
施
策
の
実
現
、
換
言
す
れ
ば
、
真

の
意
味
で
の
「
經
學
の
成
立
」
に
よ
っ
て
、「
儒
敎
の
國
敎
化
」
が

徐
々
に
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
定
説
と
な
っ
て
久
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
中
国
思
想
史
上
に
お
い
て
も

重
要
な
転
換
点
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

近
年
、
こ
の
「
儒
敎
の
國
敎
化
」・「
經
學
の
成
立
」
に
関
す
る

疑
義
が
提
起
さ
れ

3

、
少
な
く
な
い
論
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
が

4

、

そ
の
原
因
を
探
れ
ば

5

、「
五
經
」
の
登
場
や
五
經
博
士
の
設
置
、
ま

た
董
仲
舒
對
策
な
ど
の
歴
史
的
事
象
の
究
明
自
体
に
、
数
多
く
の
不

完
全
な
部
分
が
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う

6

。
筆
者
も
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
い
く
ば
く
か
の
説
明
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
が

7

、
と
り
わ
け
、
前
漢
代
の
儒
敎
・
儒
學
・
經
學
を
考
察
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
不
明
点
の
多
い
「
經
學
の
成
立
」
や
五
經
博
士
・

董
仲
舒
對
策
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
つ
ま
り
、

多
く
の
疑
義
は
、
ま
だ
我
々
の
眼
前
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
あ
る

が
8

、
こ
れ
ら
の
問
題
に
一
つ
一
つ
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
疑
義
を
解
決
す
る
こ
と
が
か
な
う
の
で
あ
る

9

。

　

そ
こ
で
筆
者
は
先
年
、「
經
學
の
成
立
」
の
解
明
を
は
か
る
嚆
矢

■
論
文
Ⅱ
■

城　

山　

陽　

宣

東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部
准
教
授

東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
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と
し
て
、先
秦
か
ら
前
漢
代
に
お
け
る
「
六
藝
」「
六
經
」
お
よ
び
「
五

經
」
の
諸
資
料
の
年
代
比
定
を
行
っ
た
上
で
、賈
誼
『
新
書
』
六
術
・

道
德
説
篇
と
『
漢
書
』
藝
文
志
六
藝
略
總
序
を
中
心
と
す
る
諸
資
料

よ
り
、
六
藝
論

10

の
理
論
的
展
開
に
つ
い
て
検
証
を
試
み
た

11

。

　

そ
の
結
果
、
理
解
さ
れ
た
こ
と
は
、
孔
子
以
来
の
六
藝
観
念
が
、

漢
代
に
入
っ
て
「
六
經
」
と
い
う
新
た
な
観
念
を
形
成
し
、
そ
れ
ら

が
官
製
の
五
經
観
念
を
形
成
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
六
藝
」「
六
經
」

と
い
う
民
間
に
存
在
し
た
学
問
体
系
が
、「
五
經
」
と
い
う
国
家
教

学
の
学
問
体
系
を
構
築
す
る
に
当
っ
て
、「
六
藝
」「
六
經
」
と
「
五

經
」
を
折
衷
す
る
新
た
な
体
系
・
理
論
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
官
製
の
五
經
観
念
は
、
古
く
か
ら
存
在
し
た
「
六
藝
」

と
い
う
観
念
に
対
し
て
、
前
漢
期
に
盛
行
し
た
五
行
思
想
で
演
繹
す

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
出
現
し
た
理
論
形
態
で
あ
り
、
こ
の
「
五

經
」
と
「
六
藝
」「
六
經
」
を
折
衷
し
た
六
藝
論
が
、
後
世
、
儒
敎

に
よ
る
国
家
理
念
を
構
成
し
、
中
国
世
界
を
完
成
さ
せ
て
ゆ
く
一
個

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
検
証
を
経
て
、
前
漢
代
に
お
け
る
「
六
藝
」「
六
經
」
と
「
五
經
」

の
理
論
形
態
で
あ
る
六
藝
論
の
形
成
に
つ
い
て
、
そ
の
様
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
紙
幅
の
関
係
上
、
こ
の
小
稿
で
は
、
六
藝
論
の
理
論
形
成

に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
検
討
す
る
こ
と
に
止
ま
り
、
前
漢
代

の
社
会
に
お
け
る
經
學
観
念
に
つ
い
て
、
確
認
を
行
う
こ
と
は
か
な

わ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
前
漢
代
の
士
人
が
、「
六
藝
」「
六
經
」
や
官

製
の
「
五
經
」
に
対
し
て
、い
か
な
る
観
念
を
持
っ
て
き
た
の
か
、『
史

記
』『
漢
書
』
な
ど
の
資
料
よ
り
、
そ
の
意
味
を
検
証
す
る
。
ま
た
、

そ
の
作
業
を
通
じ
て
、「
い
か
に
し
て
儒
敎
が
、
中
国
社
会
に
浸
透

し
て
い
っ
た
の
か
」
と
い
う
、
儒
教
の
國
敎
化
問
題
の
究
明
に
お
け

る
次
な
る
階
梯
へ
と
歩
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

２
．
先
秦
・
前
漢
代
に
お
け
る
六
藝
六
經
の
観
念
に
つ
い
て

　

序
言
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、
筆
者
は
先
に
、「
六
藝
」「
六
經
」

お
よ
び「
五
經
」の
諸
資
料
の
年
代
比
定
を
行
っ
た
上
で

12

、賈
誼『
新

書
』
六
術
・
道
德
説
篇
と
『
漢
書
』
藝
文
志
六
藝
略
總
序
を
中
心
と

す
る
諸
資
料
よ
り
、
前
漢
代
に
お
け
る
六
藝
論
の
理
論
的
展
開
に
つ

い
て
検
証
を
行
っ
た
が
、
本
章
に
お
い
て
は
、
よ
り
網
羅
的
な
方
法

に
よ
っ
て
、
同
時
代
の
士
人
の
經
學
観
念
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
い
。

　

ま
ず
、そ
の
た
め
に
有
効
な
方
法
と
し
て
、「
六
藝
」「
六
經
」と「
五

經
」
に
関
す
る
資
料
に
対
し
て
年
代
比
定
を
行
い
、
そ
れ
を
並
べ
て

確
認
し
て
ゆ
く
方
法
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際

の
中
心
的
な
資
料
と
し
て
は
、司
馬
遷
の『
史
記
』と
班
固
の『
漢
書
』

が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
中
国
古
代
に

お
け
る
『
史
記
』『
漢
書
』
の
よ
う
な
「
史
」
書
に
つ
い
て
言
え
ば
、
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記
録
者
の「
手
記
に
な
る「
筆
の
文
」」と「
轉
記
に
よ
る「
地
の
文
」」

を
弁
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
作
業
を

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
れ
が
「
一
定
の
目
安
と
し
て
機
能
す
る
」

と
い
え
る
の
で
あ
る

13

。

　

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
諸
子
の
書
な
ど
も
含
め
て
年
代
別
に
確
認
す

れ
ば
、
前
漢
代
に
お
け
る
經
學
観
が
、
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
き

た
の
か
を
理
解
す
る
一
定
の
証
左
と
な
り
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、表
一
に
『
史
記
』『
漢
書
』
の
六
藝
を
、表
二
に
、『
史
記
』

『
漢
書
』
両
書
の
六
經
を
、
表
三
に
、
そ
の
他
の
諸
資
料
に
存
在
す

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 番
号

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

景
帝
期

（
秦
）

（
先
秦
）

（
先
秦
）

（
先
秦
）

時　

期

六
蓺
於
治
一
也
。
禮
以
節
人
、
樂
以
發
和
、

…
…
焚
詩
書
、
阬
術
士
、
六
蓺
從
此
缺
焉
。

游
乎
六
藝
之
囿
、
鶩
乎
仁
義
之
塗
、

中
國
言
六
藝
者
折
中
於
夫
子
、
可
謂
至
聖
矣
。

其
後
百
有
餘
年
、
而
孔
子
論
述
六
蓺
、
…
…

其
學
舉
六
藝
、
立
毛
氏
詩
・
左
氏
春
秋
博
士
。

斯
知
六
蓺
之
歸
、
不
務
明
政
以
補
主
上
之
缺
。

弟
子
蓋
三
干
焉
、
身
通
六
藝
者
七
十
有
二
人
。

禮
樂
自
此
可
得
而
述
、
以
備
王
道
、
成
六
藝
。

夫
學
者
載
籍
極
博
、
猶
考
信
於
六
蓺
。

文　

章

史
・
126
・
滑
稽
傳

史
・
121
・
儒
林
傳

史
・
117
・
司
馬
相
如
傳

史
・
47
・
孔
子
世
家
贊

史
・
28
・
封
禅
書

漢
・
53
・
河
間
獻
王
傳

史
・
87
・
李
斯
傳

史
・
47
・
孔
子
世
家

史
・
47
・
孔
子
世
家

史
・
61
・
伯
夷
傳

出
典
・
卷
・
紀
志
書
傅

先
聖

先
聖

意
味

る
六
藝
・
六
經
お
よ
び
五
經
関
連
一
覧
を
、
表
五
に
両
書
の
五
經
を

ま
と
め
て
み
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
記
録
者

の
「
手
記
に
な
る
「
筆
の
文
」」
と
「
轉
記
に
よ
る
「
地
の
文
」」
に

よ
る
弁
別
を
行
っ
た
う
え
で
、
前
漢
期
を
中
心
に
先
秦
か
ら
後
漢
章

帝
期
ま
で
の
時
代
順
に
な
ら
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
四
つ
の
表

を
総
合
し
た
も
の
を
表
四
と
し
て
ま
と
め
た
。
本
章
で
は
、
ま
ず
表

一
と
表
二
を
用
い
て
、
六
藝
・
六
經
の
観
念
を
確
認
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
い

14

。

【
表
一
】『
史
記
』『
漢
書
』
六
藝
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32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 番号

平
帝
期

哀
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

元
帝
期

元
帝
期

元
帝
期

宣
帝
期

宣
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

時　

期

謹
以
六
藝
通
義
、
經
文
所
見
、
周
官
…
…

歆
及
集
六
藝
羣
書
、
種
別
為
七
略
。

六
藝(

學)

者
、
王
教
之
典
籍
、
先
聖
所
以
…

古
之
儒
者
、
博
學
虖
六
藝
之
文
。

受
詔
與
父
向
領
校
祕
書
、
講
六
藝
傳
記
、

若
能
修
六
藝
之
術
、
而
觀
此
九
家
之
言
、

序
六
藝
為
九
種
。

六
藝
之
文
、
樂
以
和
神
、
仁
之
表
也
。

凡
六
藝
一
百
三
家
、
三
千
一
百
二
十
三
篇
。

無
復
字
、
六
藝
羣
書
所
載
略
備
矣
。

故
審
六
藝
之
指
、
則
人
天
之
理
可
得
而
和
。

覧
六
藝
之
意
、
察
上
世
之
務
、

六
藝
所
載
、
皆
言
不
當
、
無
所
依
縁
、

宣
帝
時
修
武
帝
故
事
、
講
論
六
藝
羣
書
、

秋
八
月
、
詔
日
、
朕
不
明
六
藝
、
鬱
千
大
道
、

夫
儒
者
、
以
六
藝
為
法
、
六
藝
經
傳
…
…

夫
儒
者
、
以
六
藝
為
法
、
六
藝
經
傳
…
…

游
干
六
藝
之
囿
、
馳
鶩
乎
仁
義
之
塗
、

臣
愚
以
為
諸
不
在
六
藝
之
科
孔
子
之
術
者
、

為
天
下
制
儀
法
、
垂
六
蓺
之
統
紀
於
後
世
。

夫
儒
者
以
六
蓺
為
法
。
六
蓺
經
傳
以
千
萬
數

夫
儒
者
以
六
蓺
為
法
。
六
蓺
經
傳
以
千
萬
數

文　

章

漢
・
99
上
・
王
莽
傳
上

漢
・
36
・
劉
歆
傳

漢
・
88
・
儒
林
傳

漢
・
88
・
儒
林
傳

漢
・
36
・
劉
歆
傳

漢
・
30
・
藝
文
諸
子
序

漢
・
30
・
藝
文
六
藝
序

漢
・
30
・
藝
文
六
藝
序

漢
・
30
・
藝
文
志

漢
・
30
・
藝
文
志
小
学

漢
・
81
・
匡
衡
傳

漢
・
81
・
匡
衡
傳

漢
・
73
・
韋
賢
子
玄
成

漢
・
64
下
・
王
襃
傳

漢
・
8
・
宣
帝
期

漢
・
62
・
司
馬
遷
傳

漢
・
62
・
司
馬
遷
傳

漢
・
57
上
・
司
馬
相
如

漢
・
56
・
董
仲
舒
傳

史
・
130
・
太
史
公
自
序
序

史
・
130
・
太
史
公
自
序
序

史
・
130
・
太
史
公
自
序
序

出
典
・
卷
・
紀
志
書
傅

先
聖

先
聖

制
科

意
味
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36 35 34 33

後
漢
後
漢
後
漢
後
漢

莽
誦
六
藝
以
文
姦
言
、
同
歸
誅
塗
、

舒
六
藝
之
風
、
陳
治
平
之
原
、

亦
講
論
六
藝
、
招
選
茂
異
、

故
有
輯
略
、
有
六
藝
略
、
有
諸
子
略
、

漢
・
99
下
・
王
莽
傳
下

漢
・
66
・
公
劉
田
傳
贊

漢
・
58
・
公
ト
兒
傳
贊

漢
・
30
・
藝
文
班
固
序

　
【
表
二
】『
史
記
』『
漢
書
』
六
經

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 番
号

哀
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

文
帝
期

文
帝
期

時　

期

臣
聞
六
經
之
治
、
貴
於
未
亂
。

敦
六
經
以
攄
兮
、
躡
三
皇
之
髙
蹤
。

臣
聞
六
經
者
、
聖
人
所
以
統
天
地
之
心
、

克
己
就
義
、
恕
以
及
人
、
六
經
之
所
上
也
。

王
者
之
法
何
如
。
六
經
之
義
何
上
。

合
其
要
歸
、
亦
六
經
之
支
與
流
裔
。

游
文
於
六
經
之
中
、
留
意
於
仁
義
之
際
、

方
積
思
於
六
經
、
留
神
於
王
事
、

協
六
經
異
傅
、
齊
百
家
雜
語
、

五
三
六
經
載
籍
之
傳
、
維
見
可
觀
也
。

厥
協
六
經
異
傅
、
整
齊
百
家
雜
語
、

五
三
六
經
載
籍
之
傳
、
維
見
可
觀
也
。

是
以
孔
子
論
六
經
、
紀
異
而
□
不
書
。

使
博
士
諸
生
刺
六
經
中
作
王
制
、
謀
議
…
封
禪

使
博
士
諸
生
刺
六
經
中
作
王
制
、
謀
議
…
封
禪

文　

章

漢
・
94
下
・
匈
奴
傳
下

漢
・
87
上
・
揚
雄
上

漢
・
80
・
匡
衡
傳

漢
・
60
・
社
周
緩
弟
欽

漢
・
60
・
社
周
緩
弟
欽

漢
・
30
・
藝
文
諸
子
序

漢
・
30
・
藝
文
諸
子
儒

漢
・
65
・
東
方
朔
傳

漢
・
62
・
司
馬
遷
傳

漢
・
57
下
・
司
馬
相
如

史
・
130
・
太
史
公
自
序

史
・
117
・
司
馬
相
如
傳

史
・
27
・
天
官
書

漢
・
25
上
・
郊
祀
志
上

史
・
28
・
封
禅
書

出
典
・
卷
・
紀
志
書
傅

先
聖
先
聖

先
聖

先
聖

先
聖

先
聖
先
聖

意
味
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表
一
と
表
二
の
「
意
味
」
の
欄
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
表

一
、二
、三
、五
の
一
番
下
の
段
の
「
意
味
」
の
欄
に
つ
い
て
は
、「
六

藝
」「
六
經
」「
五
經
」
が
示
す
表
層
的
な
意
味
概
念
で
あ
る
「
儒
學
」

「
學
術
」「
學
問
」「
書
籍
」
の
類
で
あ
る
た
め
注
記
せ
ず
、
そ
れ
以

外
の
表
層
的
意
味
概
念
と
象
徴
概
念
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
に
し

た
。
よ
っ
て
本
稿
の
表
の
意
味
の
欄
に
は
、
便
宜
上
、「
先
聖
」「
制

科
」
の
二
種
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
文
章
」
の
欄
に
あ
る
用
例
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、『
史
記
』

『
漢
書
』
に
お
け
る
「
六
藝
」
と
「
六
經
」
は
、
先
秦
よ
り
前
漢
代

に
い
た
る
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、「
学
術
」
や
「
書
籍
」
の
意
を

表
す
も
の
が
主
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

15

。

24 23 22 21 20 19 18 17 16 番号

後
漢
後
漢
後
漢
後
漢
後
漢
後
漢
後
漢
新新時　

期

緯
六
經
、
綴
道
綱
、
總
百
氏
、
贊
篇
章
。

斟
酌
六
經
、
放
易
象
論
、
濳
于
篇
籍
、
…
…

論
大
道
則
先
黄
老
而
後
六
經
、

仲
舒
遭
漢
承
秦
滅
學
之
後
、
六
經
離
析
、

孔
子
閔
王
道
將
、
乃
修
六
經
、

六
經
之
道
同
歸
、
而
禮
樂
之
用
為
急
。

孝
武
初
立
、
卓
然
罷
黜
百
家
、
表
章
六
經
。

制
禮
作
樂
、
講
合
六
經
之
説
。

六
經
祭
酒
各
一
人
、
凡
九
祭
酒
、
秩
上
卿
。

文　

章

漢
・
100
下
・
敍
傳

漢
・
100
下
・
敍
傳

漢
・
62
・
司
馬
遷
傳
贊

漢
・
56
・
董
仲
舒
傳
贊

漢
・
28
・
地
理
志

漢
・
22
・
禮
樂
志

漢
・
6
・
武
帝
紀
贊

漢
・
99
中
・
王
莽
傳
中

漢
・
99
中
・
王
莽
傳
中

出
典
・
卷
・
紀
志
書
傅

先
聖
先
聖
先
聖
先
聖
先
聖

意
味

　

ま
ず
「
六
藝
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。『
史
記
』
孔
子
世

家
に
は
、「
六
藝
を
成
す
」と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
詩
』『
書
』「
禮
」「
樂
」

の
ほ
か
、『
易
』
と
『
春
秋
』
を
制
作
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る
16

。
孔
子
世
家
か
ら
は
、
前
漢
武
帝
期
に
生
き
た
司
馬
遷
が
、
先

秦
期
に
お
け
る
『
詩
』『
書
』「
禮
」「
樂
」『
易
』『
春
秋
』
に
つ
い
て
、

書
籍
で
な
い
も
の
も
含
め
て
、「
六
藝
」
と
呼
称
し
て
い
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、先
に
拙
稿
に
お
い
て
述
べ
た
通
り

17

、「
六
藝
」
の
「
藝
」

と
は
、「
わ
ざ
」
と
い
う
意
を
表
す
と
さ
れ
る
が
、「
わ
ざ
」
と
は
、

六
藝
の
一
部
分
に
、
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
来
、『
詩
』『
書
』
は
口
誦
で
伝
承
さ
れ
、
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「
禮
」
は
「
禮
容
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
見
様
見
真
似

で
、
そ
し
て
、「
樂
」
は
耳
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
司
馬
遷
は
、テ
キ
ス
ト
が
部
分
的
に
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
、

先
秦
・
秦
代
の
「
六
つ
の
尊
い
わ
ざ
」
の
こ
と
を
「
六
藝
」
と
し
て

弁
別
し
、記
録
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
六
藝
」

と
は
、
先
秦
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
、
書
籍
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の

も
含
め
て
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
始
め
、
し
ば
ら
く
経
っ
て
六
つ
の

書
籍
で
あ
る
「
六
籍
」
の
意
も
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
こ
れ
が
、「
六
藝
」
本
来
の
表
層
上
の
意
味
概
念
と
で
も

言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た「
わ
ざ
」で
あ
る
学
術
や「
六
籍
」で
あ
る
書
籍
の
意
に
、

「
古
代
の
聖
賢
の
制
作
」
の
類
の
象
徴
概
念
が
付
加
さ
れ
た
も
の
も

あ
る
。
た
と
え
ば
、
表
一
の
番
号
２
の
文
章
は
、
王
者
の
道
で
あ
る

「
王
道
」
に
「
六
藝
」
を
絡
め
た
説
明
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
一

の
番
号
６
の
文
章
に
あ
る
「
六
蓺
」

18

も
孔
子
に
よ
る
「
述
べ
て
作

ら
ず
」
の
旨
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
表
一
か
ら
は
、「
六

藝
」
に
お
い
て
も
象
徴
概
念
が
付
加
さ
れ
、
意
味
の
高
次
化
・
神
秘

化
が
進
行
し
、
権
威
が
確
立
し
て
い
っ
た
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
が

19

、
数
の
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
六
藝
」

の
基
本
的
な
性
質
は
、
表
層
的
な
意
味
概
念
で
あ
る
学
術
や
書
籍
に

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
古
代
中
国
世
界
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
「
六
藝
」
の
観

念
が
普
遍
化
し
、
そ
の
権
威
化
を
図
る
た
め
、
意
味
の
高
次
化
・
神

秘
化
を
目
指
し
た
も
の
が
、「
六
經
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
推
定
を
行
な
う
理
由
と
し
て
、
司
馬
遷
が
、
こ
の
六

つ
の
書
籍
・
学
問
を
、「
六
藝
」
や
「
六
經
」
と
呼
ぶ
際
に
、
何
ら

か
の
弁
別
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
表
二
を

参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、『
史

記
』
に
お
い
て
は
、
先
秦
期
に
「
六
經
」
の
語
を
一
度
も
使
用
し
て

い
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
は
、
そ
の
時
代
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
何

ら
か
の
明
確
な
弁
別
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

先
の
表
一
の
番
号
６
に
あ
る
通
り
、
漢
代
の
人
士
は
、「
六
藝
」

を
「
孔
子
の
制
作
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ

れ
は
「
六
經
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
表
二
の
番
号
６
の
文
章

に
は
、「
孔
子
、
六
經
を
論
じ
」
と
あ
る
。
ま
た
番
号
11
の
文
章
で

は
「
王
事
」、
番
号
13
で
は
「
聖
人
」、
番
号
14
で
は
「
三
皇
」
と
、

先
王
・
聖
人
な
ど
の
象
徴
概
念
と
も
に
、「
六
經
」
が
語
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
儒
家
は
、
さ
ら
に
「
六
藝
」
を
高
次
化
し
よ
う
と
し
て
、

「
六
經
」
を
称
し
た
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向

は
、『
史
記
』『
漢
書
』
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
資
料
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
次
に
表
三
を
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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【
表
三
】
諸
資
料
に
存
在
す
る
六
藝
・
六
經
お
よ
び
五
經
関
連
一
覧

8 7 6 5 4 3 2 1
六　

籍
4 3 2 1

六　

經
6 5 4 3 2 1

六　

藝
番
号

文
帝
期

文
帝
期

文
帝
期

先
秦
先
秦
先
秦
先
秦
先
秦

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

文
帝
期

時　

期

樂
者
書
詩
易
春
秋
禮
五
者
之
道
備
則
合
於
德

書
者
…
詩
者
…
易
者
…
春
秋
者
…
禮
者
…
樂

以
興
詩
書
易
春
秋
禮
樂
六
者
之
術
…
…

…
詩
…
書
…
樂
…
易
…
禮
…
春
秋
…
…

…
詩
…
書
…
樂
…
易
…
禮
…
春
秋
…
…

…
詩
…
書
…
樂
…
易
…
禮
…
春
秋
…
…

易
…
詩
…
春
秋
…
禮
…
樂
…
□
…

觀
諸
詩
書
…
觀
諸
禮
樂
…
觀
諸
易
春
秋
…
…

夫
六
經
、
先
王
之
陳
迹
也
。
豈
其
所
以
迹
哉
。

丘
治
詩
書
禮
樂
易
春
秋
六
經
。
自
以
爲
久
矣

千
擧
萬
變
、
其
道
不
窮
、
六
經
是
也
。

夫
六
經
之
策
皆
歸
論
汲
汲
、
蓋
取
之
乎
關
雎
。

是
故
簡
六
藝
、
以
贍
養
之
。
詩
書
序
其
志
、

夫
觀
六
藝
之
廣
崇
、
窮
道
德
之
淵
深
、

五
行
異
氣
而
皆
適
調
、
六
藝
異
科
而
皆
同
道
。

爲
孔
子
之
窮
於
陳
・
蔡
而
廢
六
藝
、
則
惑
。

孔
丘
・
墨
翟
脩
先
聖
之
術
、
通
六
藝
之
論
、

…
…
六
者
之
術
以
爲
大
義
謂
之
六
藝
。

文　

章

賈
誼
新
書
・
道
德
説

賈
誼
新
書
・
道
德
説

賈
誼
新
書
・
六
術

禮
記
・
經
解

禮
記
・
經
解

禮
記
・
經
解

郭
店
楚
簡
・
五
叢
一

郭
店
楚
簡
・
六
德

荘
子
・
天
運

荘
子
・
天
運

韓
詩
外
傳
・
卷
５

韓
詩
外
傳
・
卷
５

春
秋
繁
露
・
玉
杯

准
南
子
・
泰
族
訓

准
南
子
・
泰
族
訓

准
南
子
・
説
山
訓

准
南
子
・
主
術
訓

賈
誼
新
書
・
六
術

出
典
・
卷
・
篇
名

意
味
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4 3 2 1
そ
の
他

4 3 2 1
五　

籍
19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

成
帝
期

成
帝
期

武
帝
期

先
秦

武
帝
期

武
帝
期

先
秦
先
秦

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

燔
詩
書
、
殺
術
士
、
六
學
從
此
缺
牟
矣
。

至
於
五
學
、
世
有
變
改
。
猶
五
行
之
更
用
事

六
學
皆
大
、
而
各
有
所
長
。
詩
道
志
、

六
弐
（
藝
）
之
博
、
則
天
府
巳

禮
…
樂
…
詩
…
書
…
春
秋
…
…

詩
…
尚
書
…
禮
…
易
…
春
秋
…
…

詩
…
書
…
禮
…
樂
…
春
秋
…
…

禮
…
樂
…
詩
…
書
…
春
秋
…
…

禮
…
樂
…
書
…
詩
…
易
…
春
秋
…
…

易
…
禮
…
書
…
詩
…
樂
…
春
秋
…
…

易
傳
…
春
秋
…
詩
…
書
…
禮
…
樂
…
…
…
…

禮
…
樂
…
書
…
詩
…
易
…
春
秋
…
…

詩
…
禮
…
樂
…
書
…
易
…
春
秋
…
…

詩
書
序
其
志
、
禮
樂
純
其
美
、
易
春
秋
明

易
…
樂
…
詩
…
書
…
禮
…
春
秋
…
…

詩
…
書
…
易
…
禮
…
樂
…
春
秋
…
…

易
…
書
…
樂
…
詩
…
禮
…
春
秋
…
…

詩
…
書
…
禮
…
樂
…
易
…
春
秋
…
…

丘
治
詩
書
禮
樂
易
春
秋
六
經
。
自
以
爲
久
矣

漢
書
・
儒
林
傳
序

漢
書
・
藝
文
六
藝
略
序

春
秋
繁
露
・
玉
杯

荀
子
・
大
略

史
記
・
太
史
公
自
序

史
記
・
儒
林
傳

荀
子
・
儒
效

荀
子
・
勸
學

史
記
・
太
史
公
自
序

史
記
・
太
史
公
自
序

史
記
・
太
史
公
自
序

史
記
・
滑
稽
傳

春
秋
繁
露
・
玉
杯

春
秋
繁
露
・
玉
杯

准
南
子
・
泰
族
訓

准
南
子
・
泰
族
訓

准
南
子
・
泰
族
訓

荘
子
・
天
下

荘
子
・
天
運
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先
に
拙
稿
に
お
い
て
述
べ
た
通
り

20

、表
三
の
「
六
經
」
の
番
号
３
、

４
に
あ
げ
て
い
る『
荘
子
』天
運
篇
の「
風
化
寓
話
」は

21

、儒
家
が「
六

藝
」
と
い
う
観
念
に
、
更
な
る
権
威
付
け
を
行
っ
た
こ
と
を
如
実
に

反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�　

孔
子
謂
老
耼
曰
「
丘
治
詩
・
書
・
禮
・
樂
・
易
・
春
秋
六
經
。

自
以
爲
久
矣
。…
…
」。老
子
曰「
幸
矣
、子
之
不
遇
治
世
之
君
也
。

夫
六
經
、先
王
之
陳
迹
。豈
其
所
以
迹
哉
。今
子
之
所
言
猶
迹
也
。

夫
迹
履
之
所
出
、
而
迹
豈
履
哉
。
…
…
」。（『
荘
子
』
天
運
篇
）

　
『
荘
子
』
天
運
篇
に
お
い
て
、
老
子
は
「
六
經
」
に
つ
い
て
「
先

王
之
陳
迹
」
と
表
現
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
に
荘
子
後
学
一

流
の
批
判
が
含
ま
れ
る
に
し
ろ
、少
な
く
と
も
「
六
經
」
を
「
孔
子
」

と
「
先
王
」
に
か
こ
つ
け
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、

当
時
の
世
相
の
一
端
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の

記
録
は
、漢
儒
の
「
六
經
制
作
」
の
写
し
鏡
と
い
え
る
も
の
で
、本
来
、

六
經
の
一
部
が
孔
子
よ
り
前
に
存
在
し
た
こ
と
が
、『
史
記
』
の
記

述
か
ら
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
漢
代
の
人
士
が
、
六
經
を

「
孔
子
の
制
作
」
と
「
先
王
」
に
か
か
る
も
の
と
考
え
て
い
た
と
見

な
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う

22

。

　

な
お
、
こ
う
し
た
象
徴
概
念
に
つ
い
て
は
、
表
二
の
文
１
に
あ
る

『
史
記
』
封
禅
書
の
「
六
經
」
に
つ
い
て
も
、「
而
使
博
士
諸
刺
六

經
中
作
王
制
、
謀
議
巡
狩
封
禪
事
」
と
、「
巡
狩
・
封
禪
」
と
絡
め

た
議
論
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
見
な
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
經
」
の
概
念
と
は
、
も
と
も
と
諸
子
に
よ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
が

23

、「
六
經
」
と
は
、
儒
家
に
よ
る
「
經
」
概
念
の
構
築
で
あ

り
、
六
藝
が
高
次
化
さ
れ
た
観
念
装
置
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
六

つ
の
恒
久
な
る
テ
キ
ス
ト
」
を
象
徴
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
歴

史
的
に
見
て
六
經
の
登
場
は
、
ま
さ
し
く
「
五
經
」
の
登
場
へ
の
準

備
段
階
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
表
二
の
「
意
味
」
の
欄
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
六
經
」
の
大
略
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
表

層
的
な
意
味
概
念
に
変
化
は
な
い
も
の
の
、「
先
王
」「
聖
人
」「
孔
子
」

な
ど
の
象
徴
概
念
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
高
次
化
・
神
秘
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
付
言
す
れ
ば
「
六
經
」
だ
け
が
高
次
化
さ
れ
て
、
権
威
化

が
進
ん
だ
の
で
は
な
い
。「
六
藝
」
も
、
一
定
程
度
、
同
様
の
道
を

た
ど
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
表
一
の
番
号
14
の
『
漢
書
』
董
仲
舒

傳
に
あ
る
、「
臣
愚
以
為
諸
不
在
六
藝
之
科
孔
子
之
術
者
」
の
「
六

藝
之
科
・
孔
子
之
術
」
は
、ま
さ
し
く
儒
學
の
官
學
化
へ
の
献
策
、「
儒

敎
の
國
敎
化
」
の
階
梯
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
毛
色
の
異
な
る
存
在

で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
次
章
で
は
、「
五
經
」概
念
の
性
質
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、

前
漢
代
の
社
会
に
お
け
る
六
藝
概
念
の
「
か
た
ち
」
に
つ
い
て
、
あ
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る
一
定
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
と
し
た
い
。

３
．
前
漢
代
に
お
け
る
五
經
の
観
念
に
つ
い
て

　

六
藝
・
六
經
の
制
作
は
、
儒
家
と
い
う
一
部
の
集
団
の
社
会
運
動

の
結
果
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
し
、
先
に
提
出
し
た
拙
稿
に
お
い
て

述
べ
た
通
り

24

、「
五
經
」
の
創
造
は
、「
儒
學
の
官
學
化
」
が
も
た

ら
し
た
も
の
で
国
家
全
体
を
覆
わ
ん
と
す
る
意
図
を
有
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
社
会
教
学
よ
り
国
家
教
学
へ
と
い
う
観
点
よ
り

述
べ
れ
ば
、
そ
こ
に
連
続
性
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
六
經
」
無
く
し
て
「
五
經
」
は
誕
生
し
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、儒
家
に
よ
っ
て
普
遍
化
し
、

高
次
化
さ
れ
た
「
六
經
」
の
価
値
は
、「
六
藝
」「
六
經
」
よ
り
「
五

經
」へ
と
、そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、「
六

經
」
か
ら
「
五
經
」
へ
の
非
連
続
性
と
連
続
性
に
対
す
る
区
分
に
は
、

注
意
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

そ
こ
で
「
五
經
」
の
検
証
に
入
る
前
に
、
表
四
に
よ
っ
て
、「
六

藝
」「
六
經
」「
五
經
」
の
時
代
性
や
意
味
が
指
し
示
す
、
大
ま
か
な

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

【
表
四
】
先
秦
・
前
漢
代
の
六
藝
・
六
經
お
よ
び
五
經
總
覧

宣
帝
期

昭
帝
期

武
帝
期

景
帝
期

文
帝
期

高
惠
期

秦先
秦

2 12 1 1
3
※
2
六　

藝

史
記
・
漢
書

6
2
※
4

六　

經

7
9
※
5

五　

經

5
1
※
3

六　

藝

諸
資
料

4 六　

經

五　

經

11 3
5
※
1
六　

籍

2 2 五　

籍
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計後
漢
新平
帝
期

哀
帝
期

成
帝
期

元
帝
期

36 4 1 1 8 3 六　

藝

史
記
・
漢
書

24 7 2 1 6 六　

經

39 2 2 2 8 7 2 五　

經

6 六　

藝

諸
資
料

4 六　

經

6 6 五　

經

19 六　

籍

6 2 五　

籍

Ⅰ　

�

陸
賈
『
新
語
』
に
つ
い
て
は
、福
井
重
雄
『
陸
賈
『
新
語
』
の
研
究
』（
汲
古
書
院　

二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
「
前
漢
後
期
以
降
に
編
集
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
年
代
比
定
の
困
難
な
『
新
語
』
道
基
篇
「
於
是
後
聖
乃
定
五
經
、
明
六
藝
、
…
…
」
は
、
本
表
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

Ⅱ　

�

五
經
の
成
立
に
あ
ま
り
關
わ
ら
な
い
武
帝
期
以
降
の
書
は
、本
表
か
ら
省
略
し
て
い
る
。
以
下
の
通
り
。『
鹽
鐵
論
』
復
古
篇
「
六
藝
」・
刺
復
篇
「
六
藝
」・
雜
論
篇
「
六

藝
」、『
説
苑
』
辨
物
篇
「
六
經
」、
揚
雄
『
法
言
』
吾
子
篇
「
五
經
」・
問
神
「
易
・
詩
・
書
・
禮
・
春
秋
」「
五
經
」・
寡
見
「
五
經
」（
三
箇
所
）「
易
・
書
・
禮
・
詩
・

春
秋
」・
五
百
編
「
五
經
」。

　

確
認
さ
れ
る
通
り
、表
四
の
※
１
（
表
三
の
六
籍
の
番
号
１
～
５
）

に
あ
る
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
「
六
德
」・「
語
叢
一
」
や
『
禮
記
』
經

解
篇
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
「
六
つ
の
尊
い
わ
ざ
」

25

が
、
表

四
の
※
２
・
※
３
・
※
４
（
表
一
の
番
号
１
～
３
、
表
一
の
番
号
４
、

表
三
の
六
藝
の
番
号
１
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
国
か
ら
漢
初
の

い
ず
れ
か
の
時
期
に
「
六
藝
」
と
呼
ば
れ
始
め
る
。
そ
し
て
、
し
ば

ら
く
し
て
、
表
四
の
※
５
（
表
二
の
番
号
１
）
の
よ
う
に
「
六
經
」

が
生
ま
れ
、
や
や
あ
っ
て
、
表
四
の
※
６
（
表
五
の
番
号
１
～
９
）

に
あ
る
よ
う
な
「
五
經
」
の
称
が
出
現
す
る
の
で
あ
る

26

。

　

さ
て
次
に
、
本
稿
の
研
究
対
象
と
し
て
は
本
丸
と
も
い
う
べ
き
、

前
漢
武
帝
期
に
お
け
る
「
五
經
」
の
表
層
上
の
意
味
概
念
と
象
徴
概

念
の
変
化
に
つ
い
て
、
表
五
を
も
と
に
確
認
を
行
っ
て
み
た
い

27

。
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【
表
五
】『
史
記
』『
漢
書
』
五
經

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
番　

号

成
帝
期

成
帝
期

元
帝
期

元
帝
期

宣
帝
期

宣
帝
期

宣
帝
期

宣
帝
期

宣
帝
期

宣
帝
期

宣
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

武
帝
期

時　

期

是
故
用
日
少
而
畜
德
多
、
三
十
而
五
經
立
也
。

諸
背
仁
義
之
正
道
、
不
遵
五
經
之
法
言
。

更
為
設
負
千
人
、
郡
國
置
五
經
百
石
卒
史
。

非
五
經
之
正
術
、
敢
以
游
獵
非
禮
道
王
者
、

琅
邪
王
吉
通
五
經
、
聞
臨
説
、
善
之
。

甘
露
中
與
五
經
諸
儒
雜
論
同
異
於
石
渠
閣
。

乃
召
五
經
名
儒
太
子
太
傅
蕭
望
之
等
…
…

又
從
五
經
諸
儒
問
與
尚
書
相
出
入
者
、

與
太
子
太
傅
蕭
望
之
及
五
經
諸
儒
…
…

微
更
生
受
穀
梁
、
講
論
五
經
於
石
渠
。

五
經
雜
議
十
八
篇
。
石
渠
論
。

仲
舒
通
五
經
、
能
持
論
、
善
屬
文
。

始
昌
通
五
經
、
蒼
亦
通
詩
禮
、
為
博
士
、

夏
侯
始
昌
…
通
五
經
、
以
齊
詩
、
尚
書
教
授
。

初
、
吉
兼
通
五
經
、
…
…
以
詩
・
論
語
教
授
、

初
梁
相
褚
大
通
五
經
為
博
士
、
時
寬
為
弟
子
。

孝
武
時
、
夏
侯
始
昌
通
五
經
、
善
推
五
行
傳
、

武
帝
建
元
五
年
初
置
五
經
博
士
、

皆
集
會
五
經
家
、
相
與
共
講
習
讀
之
、

置
五
經
博
士
。

文　

章

漢
・
30
・
藝
文
六
藝
序

漢
・
25
下
・
郊
祀
志
下

漢
・
88
・
儒
林
傳

漢
・
80
・
東
平
思
王
傳

漢
・
88
・
儒
林
傳

漢
・
88
・
儒
林
傳

漢
・
88
・
儒
林
傳

漢
・
75
・
夏
侯
勝
傳

漢
・
73
・
韋
賢
子
玄
成

漢
・
36
・
劉
向
傳

漢
・
30
・
藝
文
志

漢
・
88
・
儒
林
傳

漢
・
88
・
儒
林
傳

漢
・
75
・
夏
侯
始
昌
傳

漢
・
72
・
王
吉
・
子
駿

漢
・
58
・
兒
寬
傳

漢
・
27
中
上
・
五
行
志

漢
・
19
上
・
百
官
公
卿

漢
・
24
・
樂
書

漢
・
6
・
武
帝
紀

出
典
・
卷
・
紀
志
書
傅

制
科
制
科
制
科
先
聖　

制
科

制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
意
味
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39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 番号

後
漢
後
漢
新新平

帝
期

平
帝
期

哀
帝
期

哀
帝
期

哀
帝
期

哀
帝
期

哀
帝
期

哀
帝
期

哀
帝
期

哀
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

成
帝
期

時
期

綜
其
行
事
、
旁
貫
五
經
、
上
下
洽
通
、

贊
日
、
自
武
帝
立
五
經
博
士
、
開
弟
子
員
、

國
師
嘉
信
公
顛
倒
五
經
、
毀
師
法
、

然
後
世
好
之
者
尚
以
為
過
於
五
經
、

請
考
論
五
經
、
定
取
禮
、
正
十
二
女
之
義
、

…
及
以
五
經
、
定
取
禮
、
正
十
二
女
之
義
、

要
合
五
經
、
苟
非
其
事
、
文
不
虚
生
。

歆
以
為
不
合
五
經
、
不
可
施
行
。

稽
之
五
經
、
揆
之
聖
意
、
以
參
天
心
。

五
經
六
緯
、
尊
術
顯
士
、
翼
張
舒
布
、

惟
陛
下
少
留
神
明
、
覽
五
經
之
文
、
原
聖
人

舍
亦
通
五
經
、
以
魯
詩
教
授
。
舍
・
勝
…
…

哀
帝
令
歆
與
五
經
博
士
講
論
其
義
、

復
領
五
經
、
卒
父
前
業
。
歆
乃
集
六
藝
羣
書
、

五
經
傳
記
、
師
所
誦
説
、
咸
以
日
蝕
之
咎
…

包
商
・
偃
之
文
學
、
嚴
然
總
五
經
之
眇
論
、

五
經
聖
人
所
制
、
萬
事
靡
不
畢
載
。

觀
古
文
、
詔
向
領
校
中
五
經
祕
書
。

五
經
乖
析
、
儒
學
寖
衰
、
此
辟
儒
之
患
。

文
章

漢
・
100
下
・
敍
傳

漢
・
88
・
儒
林
傳
贊

漢
・
99
下
・
王
莽
傳
下

漢
・
87
下
・
揚
雄
傳
下

漢
・
99
上
・
王
莽
傳
上

漢
・
12
・
平
帝
紀

漢
・
87
下
・
揚
雄
傳
下

漢
・
75
・
李
尋
傳

漢
・
75
・
李
尋
傳

漢
・
75
・
李
尋
傳

漢
・
72
・
鮑
宣
傳

漢
・
72
・
龔
勝
・
龔
舍

漢
・
36
・
劉
歆
傳

漢
・
36
・
劉
歆
傳

漢
・
98
・
元
后
傳

漢
・
88
・
儒
林
傳

漢
・
80
・
東
平
思
王
傳

漢
・
36
・
劉
向
傳

漢
・
30
・
藝
文
諸
子
序

出
典
・
卷
・
紀
志
書
傅

先
聖
制
科
先
聖
先
聖
制
科
制
科
先
聖
先
聖
先
聖
先
聖
先
聖
制
科
制
科
制
科
制
科
制
科
先
聖
制
科
制
科
意
味
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先
章
に
お
い
て
も
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、「
六
藝
」
や
「
六
經
」

に
は
、「
六
つ
の
わ
ざ
」・「
六
つ
の
テ
キ
ス
ト
」と
い
う「
学
術
」や「
書

籍
」
な
ど
の
表
層
上
の
意
味
概
念
だ
け
で
な
く
、
古
代
中
国
人
が
一

部
の
「
六
藝
」
概
念
や
多
く
の
「
六
經
」
概
念
を
想
起
し
た
と
き
に
、

必
ず
連
想
す
る
「
先
王
」
や
「
聖
人
」、「
孔
子
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の

刪
定
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
象
徴
概
念
の
付
加
が
見
ら
れ
た

28

。
こ
の

表
層
的
な
意
味
概
念
中
心
の
「
六
藝
」
と
、
象
徴
概
念
の
付
加
が
多

く
み
ら
れ
る
「
六
經
」
と
の
差
異
が
、「
六
藝
」
と
「
六
經
」
の
性

質
の
差
と
時
代
性
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

当
然
、「
五
經
」29

に
も 

、「
五
つ
の
学
術
」
や
「
五
つ
の
テ
キ
ス
ト
」

と
い
う
表
層
上
の
意
味
概
念
だ
け
で
な
く
、
象
徴
概
念
が
派
生
し
た

よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
五
經
概
念
の
変
化
と
い
う
点
に
お
い
て
、
特
筆
大
書
す

べ
き
は
、新
た
な
意
味
概
念
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

表
五
の
番
号
１
～
９
の
意
味
の
欄
に
あ
る
よ
う
に
、
武
帝
期
の
９

例
の「
五
經
」が
意
味
す
る
概
念
は
、こ
れ
ま
で
の「
六
藝
」や「
六
經
」

の
表
層
的
な
意
味
概
念
で
あ
る
「
学
術
」
や
「
書
籍
」
な
ど
を
引
き

伸
ば
し
た
、「
五
つ
の
テ
キ
ス
ト
」を
超
え
る
意
味
を
持
っ
て
お
ら
ず
、

高
次
化
さ
れ
た
象
徴
概
念
を
見
出
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
「
五
つ
の
テ
キ
ス
ト
」
は
、
す
べ
て
「
官

學
化
」
さ
れ
た
「
学
術
」
で
あ
り
、「
書
籍
」
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、

こ
れ
ま
で
の「
六
藝
」や「
六
經
」の
表
層
的
な
意
味
概
念
で
あ
る「
学

術
」や「
書
籍
」と
は
異
な
っ
て
い
る
。誤
解
を
恐
れ
ず
に
記
せ
ば
、「
六

藝
」
や
「
六
經
」
の
表
層
的
な
意
味
概
念
で
あ
る
「
学
術
」
や
「
書
籍
」

は
、
そ
の
大
多
数
が
民
間
に
お
け
る
、
そ
れ
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

表
五
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
通
り
、「
五
經
」の
表
層
的
な
意
味
概
念
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
官
學
化
」
さ
れ
た
も
の
で
、
明
ら
か
に
変
容
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
表
五
に
お
い
て
は
、「
官
學
化
」
さ
れ
た
「
学
術
」
や
「
書
籍
」、

「
制
度
」
の
類
を
「
制
科
」
と
記
載
し
て
い
る
。
や
や
用
語
と
し
て

問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
制
科
」
と
は
、「
儒
學
の
官
學
化
」

に
伴
う
国
家
と
し
て
の
施
策
に
関
わ
る
も
の
を
指
す
。
例
え
ば
五
經

博
士
に
よ
っ
て
討
議
・
制
定
さ
れ
た
「
經
義
」
や
試
験
制
度
で
あ
る

「
射
策
」、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
た
「
科
目
」
な
ど
を
指

す
も
の
を
想
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
「
六
藝
」「
六
經
」
か
ら
「
五
經
」
へ
の
表
層
的
な
意
味
概

念
の
変
化
は
、
先
に
拙
稿
「
前
漢
中
期
に
お
け
る
六
藝
論
の
形
成
―

賈
誼
『
新
書
』
六
術
・
道
德
説
篇
と
『
漢
書
』
藝
文
志
を
中
心
に
―
」

の
第
三
章
「
五
經
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
確
認
し
た
通
り
、「
五
經
」

の
創
造
が
、「
儒
學
の
官
學
化
」
を
も
た
ら
し
、従
来
の
「
六
藝
」「
六

經
」
に
よ
る
社
会
教
学
よ
り
、「
五
經
」
と
い
う
国
家
教
学
へ
の
脱

皮
を
導
き
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
筆
者
が
強
調
し
て
い

る
、
民
間
教
学
の
「
六
藝
」「
六
經
」
か
ら
、
国
家
教
学
で
あ
る
「
五

經
」
へ
と
推
移
す
る
非
連
続
性
の
側
面
な
の
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
国
家
教
学
で
あ
る
「
五
經
」
は
、「
六
藝
」「
六
經
」
か

ら
、
よ
り
強
固
な
形
で
象
徴
概
念
を
受
け
継
い
で
い
る
と
も
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

　

表
五
の
意
味
の
欄
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
元
帝
期
よ
り

後
に
な
る
と
、「
五
經
」
の
象
徴
概
念
は
、「
六
藝
」
や
「
六
經
」
と

同
様
、「
王
者
」「
聖
人
」
や
「
天
」
な
ど
の
高
次
化
さ
れ
た
象
徴
概

念
と
と
も
に
、
文
脈
の
な
か
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
目
立
つ
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
は
、「
官
學
」
の
概
念
で
あ
る
「
五
經
」
が
成
立
し
、

や
や
時
間
が
経
っ
た
後
に
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
、「
五
經
」
概

念
が
普
遍
的
価
値
観
を
持
ち
、
高
次
化
・
神
秘
化
さ
れ
た
こ
と
を
如

実
に
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
傾
向
は
、
時
代
が
下

る
に
し
た
が
っ
て
、
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

後
漢
の
章
帝
期
、
す
な
わ
ち
『
漢
書
』
の
作
者
で
あ
る
班
固
の
時

代
に
お
け
る
「
五
經
」
の
象
徴
概
念
は
、「
六
藝
」
や
「
六
經
」
と

同
様
に
、
相
当
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
先
に
拙
稿
「
前
漢
中
期
に
お
け
る
六
藝
論
の
形
成
」
に

お
い
て
説
明
を
加
え
た
通
り
、
前
漢
代
に
お
い
て
、「
六
藝
」「
六
經
」

と
「
五
經
」
を
統
合
す
る
「
六
藝
論
」
と
し
て
理
論
的
な
展
開
が
成

し
遂
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
象
徴
概
念
と
し
て
、
こ
れ
ら
三

種
の
六
藝
理
論
に
連
続
性
が
備
わ
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
展
開
し
え
た

と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、「
官
學
化
」
さ
れ
た
「
五

經
」
は
、
孔
子
以
来
の
聖
賢
観
念
と
い
う
伝
統
の
力
を
我
が
も
の
と

し
て
、
国
家
教
学
へ
と
の
し
上
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
同
時
に
「
五
經
」
は
、
先
秦
か
ら
前
漢
代
へ
の
儒
家
集
団
が

孜
々
営
々
と
育
て
上
げ
て
い
っ
た
、「
六
藝
」「
六
經
」
と
い
う
社
会

教
学
か
ら
、
国
家
の
科
目
、
国
家
の
試
験
、
そ
し
て
国
家
の
権
力
装

置
へ
と
昇
華
・
脱
皮
し
て
い
っ
た
存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
五

經
」
の
国
家
教
学
と
し
て
の
「
か
た
ち
」
の
変
容
は
、「
儒
學
」
を
「
經

學
」
へ
と
押
し
上
げ
る
推
進
力
と
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

４
．
結
語

　
「
經
學
の
成
立
」
の
解
明
を
は
か
る
嚆
矢
と
し
て
、
筆
者
は
先
年
、

先
秦
か
ら
前
漢
代
に
お
け
る
「
六
藝
」「
六
經
」
お
よ
び
「
五
經
」

の
諸
資
料
の
年
代
比
定
を
行
っ
た
上
で
、
六
藝
論
の
理
論
的
展
開
に

つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
孔
子
以
来
の
六
藝
観
念
が
、
漢
代
に
入
っ
て
「
六
經
」

と
い
う
新
た
な
観
念
を
創
造
し
、
そ
れ
ら
が
官
製
の
五
經
観
念
を
形

成
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
六
藝
」・「
六
經
」
と
い
う
民
間
に
存
在
し

た
学
問
体
系
が
、「
五
經
」
と
い
う
国
家
教
学
の
学
問
体
系
を
構
築

す
る
に
当
っ
て
、「
六
藝
」「
六
經
」
と
「
五
經
」
を
折
衷
す
る
新
た

な
体
系
的
な
理
論
と
し
て
完
成
さ
れ
、
後
世
、「
儒
敎
」
に
よ
る
国

家
理
念
を
構
成
し
、
中
国
世
界
を
形
作
っ
て
ゆ
く
一
個
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
っ
た
旨
を
確
認
し
た
。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
次
な
る
階
梯
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
前
漢
代

の
士
人
が
、「
六
藝
」「
六
經
」
や
「
官
學
化
」
さ
れ
た
「
五
經
」
に

対
し
て
、
い
か
な
る
観
念
を
持
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、『
史
記
』

『
漢
書
』
な
ど
の
資
料
よ
り
、そ
の
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
ず
、「
六
藝
」「
六
經
」
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
、「
学
術
」「
書

籍
」
と
い
う
表
層
的
な
意
味
概
念
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

た
。
と
り
わ
け
、「
六
經
」
に
つ
い
て
は
、
高
次
化
さ
れ
た
象
徴
概

念
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
理
由
と

し
て
、時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
、孔
子
以
来
の
「
儒
學
」
概
念
に
、

社
会
的
な
権
威
が
加
わ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
、
儒
家
集
団
に

よ
る
神
秘
化
も
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
あ
く
ま
で
「
六
藝
」「
六
經
」
は
、
民
間
の
社
会
教
学
と
い

う
性
質
か
ら
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
当
時
の
状
況
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
「
五
經
」
に
つ
い
て
は
、「
六
藝
」「
六
經
」
の
よ
う
な
「
学
術
」

「
書
籍
」
の
意
に
止
ま
ら
ず
、
五
經
博
士
に
よ
っ
て
討
議
・
制
定
さ

れ
た
「
經
義
」
や
試
験
制
度
で
あ
る
「
射
策
」、
ま
た
は
、
そ
れ
ら

に
用
い
ら
れ
た
「
科
目
」
な
ど
、
国
家
教
学
に
関
わ
る
表
層
的
な
意

味
概
念
が
主
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

前
漢
代
に
お
い
て
、官
製
の「
五
經
」と
い
う
学
術
概
念
が
登
場
し
、

「
經
學
」
が
成
立
し
た
こ
と
は
、学
術
の
「
官
學
化
」
の
固
定
化
と
、

そ
の
普
遍
的
価
値
観
の
高
次
化
と
神
秘
化
を
招
来
す
る
要
因
と
な
っ

た
。
本
稿
の
第
３
章
で
「
五
經
」
に
つ
い
て
検
証
を
加
え
た
と
こ
ろ
、

元
帝
期
以
降
、
非
常
に
高
次
化
・
神
秘
化
さ
れ
た
用
例
が
確
認
さ
れ

た
が
、
こ
れ
ら
は
、
そ
の
証
左
と
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、「
儒
敎
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
源
泉
で
あ
る
「
經
學
」
は
、

社
会
教
学
か
ら
国
家
教
学
へ
の
表
層
的
な
意
味
概
念
に
お
け
る
非
連

続
性
と
、「
六
藝
」「
六
經
」
と
「
五
經
」
の
象
徴
概
念
の
連
続
性
お

よ
び
理
論
的
展
開
の
継
続
性
と
い
う
、
矛
盾
す
る
二
つ
の
要
素
を
兼

ね
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
漢
代
に
お
け
る
「
經
學
」
は
、
そ
の

二
重
性
の
強
み
ゆ
え
に
、
少
し
ず
つ
、
た
だ
し
着
実
に
「
儒
敎
」
を

「
國
敎
」へ
と
引
導
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

漢
代
「
經
學
」
は
、「
儒
教
」
が
徐
々
に
中
国
社
会
に
浸
透
し
て
い

く
基
礎
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
千
年
王
国
な
ら
ぬ
二
千
年
王
朝
へ
の

新
地
平
を
拓
く
、
直
接
的
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

〈
注
〉

1 �

本
稿
に
お
い
て
は
、
特
別
に
弁
別
を
加
え
る
べ
き
固
有
名
詞
に
つ
い

て
は
、
括
弧
を
付
し
て
あ
る
。（
例
：「
儒
敎
」）
さ
ら
に
、
必
要
と
思

わ
れ
る
表
現
に
は
、
正
字
に
よ
る
表
記
を
用
い
て
い
る
。（
例
：
六
藝
、

六
經
、
五
經
）

2 �「
經
學
の
成
立
」
に
つ
い
て
述
べ
た
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
吉

川
幸
次
郎
『
支
那
人
の
古
典
と
そ
の
生
活
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
四
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年
八
月
）、平
岡
武
夫『
經
書
の
成
立
』（
全
国
書
房
、一
九
四
六
年
五
月
）

第
一
序
説
篇
、
經
書
と
尚
書
、
重
澤
俊
郎
『
原
始
儒
家
思
想
と
經
學
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
九
月
）
第
二
部
、
經
學
の
本
質
、
宇
野
精

一
「
五
經
か
ら
四
書
へ
―
經
學
史
覺
書
―
」（『
宇
野
精
一
著
作
集
』

第
四
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
一
月
）（
原
載
『
東
洋
の
文
化
と

社
會
』
第
ニ
輯
、
京
都
大
學
支
那
哲
學
史
研
究
室
、
一
九
五
二
年
三

月
）、
田
所
義
行
『
社
會
史
上
か
ら
見
た
漢
代
の
思
想
と
文
學
の
基
本

的
性
格
の
研
究
―
五
經
と
韻
文
を
主
と
し
て
―
』（
中
國
學
術
研
究
會
、

一
九
六
五
年
二
月
）、関
口
順
『
儒
学
の
か
た
ち
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
三
年
十
月
）
な
ど
が
あ
る
。

3 �

こ
の
「
儒
敎
の
国
敎
化
」
の
問
題
に
お
け
る
主
要
な
先
行
研
究
と
し

て
、
西
嶋
定
生
「
儒
敎
の
國
敎
化
と
王
莽
政
權
の
出
現
」（『
中
國
の

歴
史
２
秦
漢
帝
國
』
講
談
社　

一
九
七
四
年
）
三
四
五
、三
八
四
頁
。

板
野
長
八
「
圖
讖
と
儒
敎
の
成
立
」（『
儒
敎
成
立
史
の
研
究
』（
岩
波

書
店　

一
九
九
五
年
）
三
二
九
頁
（
原
載
『
史
學
雜
誌
』
八
十
四
―
二
・

三　

一
九
七
五
年
）。
保
科
季
子
「
圖
讖
・
太
學
・
經
典--

漢
代
「
儒

教
國
教
化
」
論
爭
に
對
す
る
新
た
な
視
座
」（『
中
国
史
学
』
十
六
号
、

二
〇
〇
六
年
十
月
）、
同
「
近
年
の
漢
代
「
儒
教
の
国
教
化
」
論
争
に

つ
い
て
」（『
歴
史
評
論
』
六
九
九
号
「
特
集　

中
国
古
代
史
研
究
の

現
状
と
課
題
」、
二
〇
〇
八
年
七
月
）、
渡
邉
義
浩
『
後
漢
國
家
の
支

配
と
儒
敎
』（
雄
山
閣　

一
九
九
五
年
）
の
序
章
、
池
田
知
久
「
第
一

章　

秦
漢
帝
國
に
よ
る
天
下
統
一
」（『
中
國
思
想
史
』
東
京
大
學
出

版
會　

二
〇
〇
七
年
、
四
、
儒
敎
國
敎
化
と
道
敎
・
佛
敎
、
儒
敎
國

敎
化
、
六
十
五
頁
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

4 �

董
仲
舒
対
策
へ
の
疑
義
に
つ
い
て
の
早
期
の
有
力
な
論
考
に
、
平
井

正
士
「
董
仲
舒
賢
良
對
策
の
年
次
に
就
い
て
」（『
史
潮
』
一
一
―
二
、

一
九
四
一
年
）
や
、
同
「
漢
代
の
儒
學
國
敎
化
に
つ
い
て
」（『
多
賀

秋
五
郎
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
・
ア
ジ
ア
の
敎
育
と
社
會
』
不
昧
堂

出
版
、一
九
八
三
年
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
平
井
氏
の
ほ
か
、西
嶋
定
生
・

板
野
長
八
両
氏
も
前
漢
武
帝
期
の
儒
教
国
教
化
に
お
け
る
董
仲
舒
の

役
割
を
限
定
す
る
方
向
で
議
論
を
行
っ
て
い
る
が
、
福
井
重
雅
「
儒

敎
成
立
史
上
の
二
三
の
問
題
―
五
經
博
士
の
設
置
と
董
仲
舒
の
事
蹟

に
關
す
る
疑
義
―
」（『
史
學
雜
誌
』
七
六
―
一
、一
九
六
七
年
）
に
お

い
て
は
、
根
本
的
に
董
仲
舒
対
策
の
資
料
性
に
疑
い
の
目
を
向
け
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

5 �

先
の
福
井
重
雅
氏
の
説
明
に
対
し
て
、
佐
川
修
「
武
帝
の
五
經
博
士

と
董
仲
舒
天
人
三
策
―
福
井
氏
の
所
説
に
對
す
る
疑
義
―
」（『
春
秋

學
論
考
』
東
方
書
店　

一
九
八
三
年
）（
原
載
『
集
刊
東
洋
學
』
第

十
七
號　

一
九
六
七
年
）、
冨
谷
至
「「
儒
敎
の
國
敎
化
」
と
「
儒
學

の
官
學
化
」」（『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
七
卷
第
四
號　

一
九
七
九
年
）

な
ど
の
反
論
が
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
福
井
氏
は
、「
前

漢
対
策
文
書
再
探
―
董
仲
舒
の
対
策
の
予
備
的
考
察
―
」（『
社
会
文

化
史
学
』
三
四
、一
九
九
五
年
、
の
ち
『
陸
賈
『
新
語
』
の
研
究
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
の
付
節
三
に
、「
漢
代
対
策
文
書
の
研
究
―
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董
仲
舒
の
対
策
の
予
備
的
考
察
―
」
と
解
題
し
て
収
録
）
や
「
董
仲
舒

の
対
策
の
基
礎
的
研
究
」（『
史
学
雑
誌
』一
〇
六
‐
二
、一
九
九
七
年
）、

「
班
固
と
董
仲
舒
―
儒
教
の
国
教
化
と
い
う
虚
構
譚
の
成
立
」（『
中
国
』

十
六
、二
〇
〇
一
年
）
な
ど
の
論
考
を
発
表
、
最
終
的
に
、
こ
れ
ら
は
、

『
漢
代
儒
敎
の
史
的
研
究
―
儒
敎
の
官
學
化
を
め
ぐ
る
定
説
の
再
檢
討

―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
と
し
て
集
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

渡
邊
義
浩
『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
教
國
家
」
の
成
立
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
九
）、
同
著
『
西
晉
「
儒
教
國
家
」
と
貴
族
制
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
〇
）、
同
著
『
儒
教
と
中
国 
「
二
千
年
の
正
統
思
想
」
の
起
源
』

（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
の
著
作
は
、
福
井
氏
の
説
明
を
基
礎

と
し
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

6 �

こ
の
董
仲
舒
対
策
な
ど
へ
の
反
論
と
し
て
、
冨
谷
至
「
書
評
・
福
井

重
雅
著
『
漢
代
儒
敎
の
史
的
研
究
―
儒
敎
の
官
學
化
を
め
ぐ
る
定
説

の
再
檢
討
―
』（『
東
洋
史
研
究
』
第
六
十
四
卷　

第
一
號　

東
洋
史

研
究
會　

二
〇
〇
五
年
六
月
）、
澤
田
多
喜
男
「
儒
敎
官
學
化
を
め
ぐ

る
論
争
に
對
す
る
創
見
」（『
東
方
』
二
九
四
號
・
二
〇
〇
五
年
八
月
）、

吉
永
慎
二
郎
「
董
仲
舒
対
策
に
お
け
る
「
天
」
と
「
命
」
―
「
儒
教

国
教
化
」
の
思
想
史
的
構
造
へ
の
一
考
察
―
」（『
中
国
学
の
十
字
路

―
加
地
伸
行
博
士
古
稀
記
念
論
集
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
な

ど
が
あ
る
。

7 �

ま
た
筆
者
も
、
五
經
博
士
の
設
置
と
董
仲
舒
対
策
に
対
す
る
疑
義

つ
い
て
再
検
討
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
「
五
經
博
士
の
設

置
に
關
す
る
疑
義
の
再
檢
討
」（『
關
西
大
學
中
國
文
學
會
紀
要
』

二
十
八
、二
〇
〇
七
年
）、
同
「
再
論
董
仲
舒
対
策
―
第
一
策
・
第
三
策

の
対
策
文
書
の
史
料
性
を
中
心
に
―
」（『
研
究
東
洋
（
東
日
本
国
際

大
学
東
洋
思
想
研
究
所
・
儒
学
文
化
研
究
所
紀
要
）』
四
、二
〇
一
四
）

を
参
照
。
福
井
説
に
は
頷
け
る
点
も
少
な
く
な
い
が
、
所
説
の
根
拠

と
な
る
資
料
お
よ
び
、
そ
の
操
作
に
は
、
い
く
ば
く
か
の
問
題
点
が

見
受
け
ら
れ
る
。
拙
稿
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
、「
五
経
」
と
「
董

仲
舒
対
策
」
に
対
す
る
根
本
的
な
疑
義
に
つ
い
て
は
、
そ
の
問
題
を

解
決
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

8 �

董
仲
舒
対
策
に
お
け
る
中
国
で
の
主
要
な
研
究
に
、
周
桂
鈿
『
董
學

探
微
』（
北
京
師
範
大
學
出
版
社　

一
九
八
九
年
、第
一
章「
董
仲
舒
考
」

三
、
對
策
之
年
）、
王
葆
玹
「「
罷
黜
百
家
、
獨
尊
儒
術
」
與
經
學
史

的
分
期
問
題
」（『
西
漢
經
學
源
流
』
東
大
圖
書
公
司
、
一
九
九
四
年
）、

余
治
平
「
董
仲
舒
：〝
天
人
三
策
〟
与
《
春
秋
繁
露
》」（『
唯
天
為
大
―

建
基
于
信
念
本
体
的
董
仲
舒
哲
学
研
究
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三

年
）、
陳
啓
雲
「
西
漢
時
〝
子
学
没
落
、
儒
学
独
尊
〟
的
問
題
」（『
儒

学
与
漢
代
歴
史
文
化
―
陳
啓
雲
文
集
二
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
）、
劉
国
民
「
董
仲
舒
対
策
之
年
考
辨
」（『
董
仲
舒
的
経

学
詮
釈
及
天
的
哲
学
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）〔
美
〕

桂
思
卓
「《
漢
書
》
第
五
十
六
卷
所
裁
之
策
論
的
完
成
時
間
」（『
从

編
年
史
到
経
典 

董
仲
舒
的
春
秋
詮
釈
学
』
中
国
法
政
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。
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9 �
い
か
な
る
研
究
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
事
実
に
対
す
る
疑
義
・

疑
問
点
の
提
起
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し

た
新
説
に
対
す
る
資
料
の
確
認
や
論
争
が
、
正
常
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
歴
史
的
事
象
に
お
け
る
不
明
や
不
確
定
な
部
分
が
、
徐
々

に
解
明
に
向
か
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

10 �

本
稿
に
お
け
る
「
六
藝
論
」
と
い
う
表
記
は
、
六
藝
・
六
經
・
五
經

そ
の
も
の
、
ま
た
は
六
藝
・
六
經
・
五
經
に
よ
る
理
論
化
に
つ
い
て
、

総
称
し
た
も
の
を
指
し
て
い
る
。

11 �

拙
稿
「
前
漢
中
期
に
お
け
る
六
藝
論
の
形
成
―
賈
誼
『
新
書
』
六
術
・

道
德
説
篇
と
『
漢
書
』
藝
文
志
を
中
心
に
―
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学

会
紀
要
』
三
十
七
、二
〇
一
六
）。
な
お
拙
稿
と
本
稿
は
、
二
〇
〇
五

年
の
日
本
中
国
学
会
第
五
十
七
回
大
会
・
第
一
部
会
（
哲
学
・
思
想
）

に
お
け
る
発
表
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。「
前
漢
期
に
お
け
る
六
經
と

五
經
の
系
譜
―
賈
誼
『
新
書
』
六
術
・
道
德
説
篇
と
『
漢
書
』
藝
文

志
を
中
心
に
―
」（
日
本
中
国
学
会
第
五
十
七
回
大
会
・
第
一
部
会
（
哲

学
・
思
想
）、
二
〇
〇
五
年
十
月
）

12 �

ま
た
、
こ
の
時
に
五
經
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
関
連
す
る
六
藝
・
六

經
な
ど
の
す
べ
て
の
用
例
を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
五
經
と
い
う
概
念
は
、
突
如
現
れ
た
の
で
は
な
く
、

そ
れ
以
前
の
概
念
や
思
惟
を
も
と
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
最
終

的
に
は
そ
れ
ら
の
流
れ
の
な
か
に
五
經
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
五
經
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
理
解
で
き
、
問
題
を
解
決
し
え

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

13 �

福
井
重
雅
『
漢
代
儒
敎
の
史
的
研
究
―
儒
敎
の
官
學
化
を
め
ぐ
る
定

説
の
再
檢
討
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
一
五
九
頁
参
照
。

14 �

な
お
本
稿
に
お
け
る
表
一
・
二
・
三
・
四
の
形
式
に
つ
い
て
、
ま
ず
用
例

に
つ
い
て
は
、時
代
を
推
定
し
、そ
の
順
に「
番
号
」を
付
し
た
。
次
に
、

用
例
の
「
時
期
」
を
記
し
、
そ
の
下
に
、
用
例
の
「
文
章
」
を
省
略

し
て
記
載
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
下
に
は
出
典
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

15 �

ま
ず
「
先
聖
」
と
は
、「
六
藝
」「
六
經
」「
五
經
」
を
、
先
王
・
孔
子

ら
聖
賢
に
仮
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
象
徴
概
念
の
高
次
化
・
神
秘

化
を
は
か
っ
た
も
の
と
規
定
し
た
。
ま
た
「
制
科
」
と
は
、
儒
学
の

官
学
化
に
伴
う
国
家
と
し
て
の
施
策
に
関
わ
る
も
の
を
指
す
。
例
え

ば
五
經
博
士
に
よ
っ
て
討
議
・
制
定
さ
れ
た
「
經
義
」
や
「
射
策
」、

ま
た
は
、
そ
の
制
度
に
用
い
ら
れ
た
「
科
目
」
な
ど
を
指
す
も
の
を

想
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
れ
は
表
層
的
な
意
味
概
念
か
ら
、

の
ち
に
象
徴
概
念
的
な
高
次
化
・
神
秘
化
さ
れ
た
性
質
を
あ
わ
せ
持
っ

て
い
く
存
在
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
「
五
經
」
に
関

す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
第
３
章
「
前
漢
代
に
お
け
る
五
經

の
観
念
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

16 �
こ
の
「
六
藝
」
に
つ
い
て
、『
詩
』『
書
』『
易
』『
春
秋
』
の
四
書
に

つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
の
存
在
が
推
定
で
き
る
た
め
、
書
物
に
用
い

る
括
弧
を
付
し
た
。「
禮
」「
樂
」
に
つ
い
て
は
、
書
物
が
存
在
し
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
固
有
名
詞
と
し
て
の
括
弧
を
付
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し
た
。
こ
れ
ら
の
処
理
に
つ
い
て
は
、関
口
順
『
儒
学
の
か
た
ち
』（
東

京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
三
年
十
月
）
に
お
け
る
方
法
論
を
参
照
し
た
。

厚
く
学
恩
を
謝
し
た
い
。

17 �

拙
稿
「
前
漢
中
期
に
お
け
る
六
藝
論
の
形
成
―
賈
誼
『
新
書
』
六
術
・

道
德
説
篇
と
『
漢
書
』
藝
文
志
を
中
心
に
―
」（『
関
西
大
学
中
国
文

学
会
紀
要
』
三
十
七
、二
〇
一
六
）
参
照
。

18 �「
六
蓺
」
の
「
蓺
」
字
は
、
原
字
「
埶
」
に
「
艸
」
が
足
さ
れ
た
も
の
。

「
藝
」
は
、
の
ち
に
混
用
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

19 �「
六
藝
」
に
つ
い
て
は
、
表
一
の
番
号
22
や
番
号
30
の
文
章
に
見
て
と

れ
る
よ
う
に
、
前
漢
代
の
後
期
に
な
る
と
、
意
味
の
高
次
化
・
神
秘

化
が
進
行
、
さ
ら
に
権
威
が
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

20 �

拙
稿
「
前
漢
中
期
に
お
け
る
六
藝
論
の
形
成
―
賈
誼
『
新
書
』
六
術
・

道
德
説
篇
と
『
漢
書
』
藝
文
志
を
中
心
に
―
」（『
関
西
大
学
中
国
文

学
会
紀
要
』
三
十
七
、二
〇
一
六
）
参
照
。

21 �

こ
の
『
荘
子
』
天
運
篇
の
成
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
前
漢
中
期
に

お
け
る
六
藝
論
の
形
成
―
賈
誼
『
新
書
』
六
術
・
道
德
説
篇
と
『
漢
書
』

藝
文
志
を
中
心
に
―
」
に
お
い
て
検
証
し
た
が
、
赤
塚
忠
氏
は
、「
漢

代
の
五
經
確
立
に
前
後
し
て
成
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
武
帝
期
前
後
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
赤

塚
忠
『
荘
子
・
下
』（
集
英
社
、
一
九
七
七
）
六
二
三
頁
参
照
。
ま
た
、

天
下
篇
の
荘
周
の
論
ま
で
は
、
劉
安
が
著
し
た
「
荘
子
略
要
」
の
文

章
で
あ
る
と
近
人
の
譚
戒
甫
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
説
明

で
あ
っ
て
も
、
と
も
に
武
帝
期
の
資
料
と
見
な
し
て
良
い
よ
う
で
あ

る
。

22 �

拙
稿
「
前
漢
中
期
に
お
け
る
六
藝
論
の
形
成
―
賈
誼
『
新
書
』
六
術
・

道
德
説
篇
と
『
漢
書
』
藝
文
志
を
中
心
に
―
」
に
お
い
て
も
述
べ
て

お
い
た
が
、
諸
橋
轍
次
氏
は
、
宋
の
曾
撙
節
『
縁
督
集
』
に
、「
六
經

は
未
だ
孔
子
の
手
を
經
ざ
る
時
、
六
經
は
六
籍
の
み
」
と
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
漢
儒
が
「
經
は
孔
子
の
手
定
せ
る
典
籍
の
名
」
と
見
な

し
て
い
た
と
す
る
。『
諸
橋
轍
次
著
作
集
』
二
、三
十
三
頁
参
照
。

23 �

儒
家
が
「
經
」
と
い
う
表
現
を
使
う
の
は
、
諸
子
に
影
響
さ
れ
た
と

見
ら
れ
て
い
る
。
平
岡
武
夫
氏
は
、「
經
と
稱
す
る
こ
と
自
体
、
實

は
却
つ
て
そ
こ
に
、
後
次
の
諸
子
的
な
さ
か
し
ら
を
暴
露
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
經
書
の
成
立
』（
全
国
書
房
、

一
九
四
六
年
）
三
十
六
頁
参
照
。

24 �

拙
稿
「
前
漢
中
期
に
お
け
る
六
藝
論
の
形
成
―
賈
誼
『
新
書
』
六
術
・

道
德
説
篇
と
『
漢
書
』
藝
文
志
を
中
心
に
―
」（『
関
西
大
学
中
国
文

学
会
紀
要
』
三
十
七
、二
〇
一
六
）
参
照
。

25 �

本
稿
第
一
章
、「
先
秦
・
前
漢
代
に
お
け
る
六
藝
・
六
經
の
観
念
に
つ

い
て
」
参
照
。「「
六
藝
」
と
は
、
先
秦
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
、
書

籍
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
、
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
始
め
、

し
ば
ら
く
経
っ
て
六
つ
の
書
籍
で
あ
る
「
六
籍
」
の
意
も
併
せ
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。」
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26 �
そ
れ
に
し
て
も
、
先
学
の
時
代
に
は
、
良
質
な
索
引
も
存
在
し
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
し
、
新
出
土
文
献
資
料
も
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
記
録
者
の
「
手
記
に
な
る
「
筆
の
文
」」
と
「
轉
記
に
よ
る
「
地

の
文
」」
に
よ
る
弁
別
な
ど
に
よ
っ
て
、
六
藝
・
六
經
お
よ
び
五
經
の

諸
資
料
の
年
代
比
定
を
行
い
、
資
料
を
時
代
順
に
配
列
し
て
み
た
と

こ
ろ
、
基
本
的
に
、
ほ
ぼ
定
説
に
沿
っ
た
結
果
が
導
き
出
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
驚
く
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
る
の
は
筆
者
だ
け
で
あ

ろ
う
か
。

27 �

陸
賈
『
新
語
』
道
基
篇
に
「
是
に
於
て
後
聖
乃
ち
五
經
を
定
め
て
六

藝
を
明
ら
か
に
す
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
福
井
重
雅
氏
が
「『
新
語
』

そ
れ
自
體
が
前
漢
後
期
以
降
に
編
集
さ
れ
た
」（
福
井
重
雅
『
陸
賈
『
新

語
』
の
研
究
』（
汲
古
書
院　

二
〇
〇
二
年
三
月
）
第
二
節
『
新
語
』

の
眞
僞
問
題　

一
『
新
語
』
眞
作
説
の
再
檢
討
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

相
当
後
に
な
っ
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

28 �

こ
の
表
層
上
の
意
味
概
念
と
象
徴
概
念
の
弁
別
に
つ
い
て
は
、
平
岡

武
夫
『
經
書
の
成
立
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
六
年
）
に
お
け
る
方
法

論
を
参
照
し
た
。

29 �

筆
者
は
、「
五
經
」
の
用
例
の
真
偽
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
た
こ
と

が
あ
る
。
拙
稿
「
五
經
博
士
の
設
置
に
關
す
る
疑
義
の
再
檢
討
」（『
關

西
大
學
中
國
文
學
會
紀
要
』
二
十
八
、二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

30 �

こ
の
二
重
性
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
社
会
教

学
か
ら
国
家
教
学
へ
の
変
容
と
い
う
表
層
的
な
意
味
概
念
に
お
け
る

非
連
続
性
と
、「
六
藝
」「
六
經
」
と
「
五
經
」
の
象
徴
概
念
の
連
続

性
お
よ
び
理
論
的
展
開
の
継
続
性
の
意
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
儒
敎
」

が
「
國
敎
」
へ
の
足
場
を
固
め
て
い
く
中
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
「
陽

儒
陰
法
」
的
な
、
徳
性
と
政
治
性
と
の
相
反
す
る
二
重
性
も
指
す
で

あ
ろ
う
。
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黄
金
律
と
平
和
経
済　
― 

国
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
分
析 

―

■
論
文
Ⅲ
■

東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部
准
教
授　

河　

合　
　
　

伸

　
　
〈
要
旨
〉

　
　

�　

本
論
の
目
的
は
、
な
ぜ
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
の
か
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
平
和
な
世
の
中
を
実
現
で
き
る
の
か
と
い
う
人

類
史
的
課
題
に
つ
い
て
、
儒
教
お
よ
び
仏
教
に
お
け
る
「
黄
金

律
」
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、
経
済
学
、
倫
理
学
、
政
治
学
の
視

点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
」
ゲ
ー

ム
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

あ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
克
服
し
難
い
「
国
益
優
先
」
の

「
利
己
主
義
的
」
思
考
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
国
家
の
ジ
レ

ン
マ
」を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
克
服
す
る
方
法
と
し
て
、
人
間
の
「
利
己
主
義
」
を
前

提
と
し
た
ホ
ッ
ブ
ジ
ア
ン
の
発
想
に
よ
る
「
国
連
と
平
和
維
持

活
動
」
と
い
う
「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」
に
よ
る
方
法
と
、
人
間
の

「
利
他
性
」
に
信
頼
を
置
く
、
儒
教
の
「
恕
」
の
教
え
と
、
法

華
経
の
「
不
軽
菩
薩
の
実
践
」
に
基
づ
い
た
「
平
和
教
育
」
と

「
相
互
文
化
交
流
」
と
い
う
、「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
に
よ
る
方

法
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
追
求
す
る
の
で
は

な
く
、
両
者
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
追
求
す
る
こ
と
が
よ
り
現
実
的

な
解
決
方
法
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、「
武
力

行
使
」
を
捨
て
「
専
守
防
衛
」
に
徹
す
る
こ
と
で
「
国
家
の
ジ

レ
ン
マ
」
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
。

１
．
は
じ
め
に

「
平
和
経
済
学
」、
そ
れ
は
儒
学
を
源
流
と
す
る
「
経
世
済
民

1

」
の

経
済
学
で
あ
る
。「
世
を
経お

さ

め
、
民
を
済す
く

う
」、
こ
れ
こ
そ
本
来
の
経

済
学
で
あ
る

2

。「
経
世
済
民
」
と
は
古
代
中
国
に
源
流
を
も
つ
東
洋

の
思
想
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
江
戸
時
代
の
儒
学
者
、
太
宰
春

臺
に
よ
る
『
經
濟
録
』
に
よ
っ
て
「
経
世
論
」（
経
世
済
民
論
）
が
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流
布
さ
れ
た

3

。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
「
日
本
資
本
主

義
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
渋
沢
栄
一
は
、
近
代
化
の
中
で
儒
学
の
精
神

を
実
践
し
、「
道
義
・
正
義
の
倫
理
規
範
」
で
あ
る
「
義
」
を
重
ん

じ
つ
つ
も
、「
功
利
、
物
質
的
利
益
」
と
さ
れ
る
「
利
」
の
追
求
も

重
視
し
た
。
た
だ
し
、「
私
利
」
だ
け
で
は
な
く
「
公
利
」
の
追
求

を
す
る
こ
と
で
「
義
」
を
全
う
す
る
「
義
利
両
全
説
」4

に
よ
っ
て
、

近
代
経
済
の
中
で
の
企
業
人
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、

現
代
に
お
い
て
「
儲
か
る
こ
と
は
全
て
い
い
こ
と
だ
」
と
い
う
「
新

自
由
主
義
」
の
思
想
と
、
そ
れ
を
基
に
展
開
さ
れ
た
「
資
本
主
義
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
中
で
影
を
潜
め
、
近
代
経
済
学
者
の
多

く
は
「
経
世
済
民
」
の
議
論
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

渋
沢
の
『
論
語
』
を
活
か
し
た
実
践
は
、
現
在
、
新
た
な
企
業
の
在

り
方
と
し
て
注
目
を
集
め
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
や
、

マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
共
通
価
値
の
創
造
）、
ま
た
は

二
〇
〇
六
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
で
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
総
裁
の
ム

ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
が
提
唱
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
」（
社

会
的
企
業
）
の
理
念
に
も
通
ず
る
先
駆
的
な
業
績
で
あ
り
、「
私
利
」

の
み
を
追
求
す
る
経
済
が
行
き
詰
ま
り
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
こ

そ
、「
温
故
知
新
」
と
し
て
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
論
で
は
、

そ
う
し
た
儒
教
の
中
か
ら
、
孔
子
の
「
黄
金
律
」
と
し
て
広
く
知
ら

れ
て
い
る
、『
論
語
』
の
一
節
に
着
目
す
る
。

　

次
に
、
平
和
や
幸
福
な
暮
ら
し
は
経
済
の
安
定
か
ら
も
た
ら
さ

れ
、
逆
に
平
和
で
あ
る
か
ら
こ
そ
安
心
し
て
日
常
の
経
済
活
動
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
に
平
和
と
経
済
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
社
会

に
と
っ
て
望
ま
し
い
平
和
実
現
の
た
め
の
経
済
を
考
え
る
。
こ
う
し

た
手
法
を
「
規
範
的
」
な
手
法
と
い
う
。
一
方
、
規
範
的
な
手
法
は

価
値
観
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
科
学
的

な
態
度
で
は
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、一
九
三
二
年
の
ラ
イ
オ
ネ
ル
・

ロ
ビ
ン
ズ
の
経
済
学
の
定
義
で
は
「
経
済
学
と
は
あ
る
与
え
ら
れ
た

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
ど
う
い
う
形
で
希
少
資
源
を
配
分
す
れ

ば
最
も
効
率
的
で
あ
る
か
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
そ

の
「
目
的
」
が
望
ま
し
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
経
済
学
者
は
発
言
で

き
な
い
、
と
い
う
「
反
規
範
的
」
な
経
済
学
の
定
義
が
生
ま
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
一
見
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
除
す
る
科
学
的
態
度
の
現

れ
と
も
と
れ
る
考
え
方
は
、
現
実
の
世
界
で
は
、
む
し
ろ
強
い
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
利
用
さ
れ
る
道
具
と
な
っ
た
。
そ
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
と
き
で

あ
る
。
ど
う
し
た
ら
最
も
効
率
的
に
戦
争
を
遂
行
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
が
ケ
ネ
デ
ィ
ー
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
時
代
に
近
代
経
済
学
者
や

近
代
経
済
学
的
な
考
え
方
の
人
々
が
集
ま
っ
て
話
し
合
わ
れ
、「
キ

ル
・
レ
ー
シ
ョ
」
と
い
う
「
ベ
ト
コ
ン
」
一
人
を
殺
す
の
に
最
も
効

率
的
な
方
法
で
費
用
が
い
く
ら
か
か
る
か
を
考
察
し
そ
の
金
額
を
は

じ
き
出
す
、
と
い
う
恐
ろ
し
い
概
念
も
生
ま
れ
た

5

。
こ
れ
は
戦
争

を
い
か
に
効
率
的
に
遂
行
す
る
か
と
い
う
「
戦
争
経
済
学
」
と
で
も
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呼
ぶ
べ
き
内
容
で
あ
る

6

。

　

こ
の
よ
う
に
ロ
ビ
ン
ズ
の
定
義
は
価
値
自
由
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

「
与
え
ら
れ
た
目
的
」
に
何
を
選
択
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
質

は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
よ
く
切
れ
る
包
丁
が
あ

る
と
す
る
。
そ
れ
は
料
理
を
す
る
た
め
に
使
う
こ
と
が
本
来
の
目
的

で
あ
る
が
、
と
き
に
は
人
を
殺
す
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

た
だ
し
、
包
丁
の
本
来
の
目
的
は
料
理
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
同
じ

技
術
を
用
い
て
人
を
殺
す
た
め
に
作
ら
れ
る
道
具
は
「
刀
」
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
同
じ
技
術
で
も
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
、
現
実
に
現
れ
る
形

や
名
称
に
は
違
い
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
平
和
経
済
学
」
と
は
、

上
述
し
た
「
戦
争
経
済
学
」
と
は
対
照
的
に
、「
経
世
済
民
」
に
加
え
、

「
平
和
を
創
出
し
維
持
し
て
い
く
た
め
に
い
か
に
効
率
的
に
希
少
な

資
源
を
用
い
て
い
く
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
学
問
で
あ
る

と
い
え
る
。
次
に
そ
の
追
求
す
べ
き
「
平
和
」
に
つ
い
て
、「
平
和
学
」

の
権
威
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
に
よ
れ
ば
「
平
和
」
に
は
、

単
に
紛
争
や
戦
争
の
合
間
と
い
っ
た
「
消
極
的
平
和
」
の
状
態
か
ら
、

戦
争
の
原
因
と
な
る
貧
困
、
飢
餓
や
領
土
問
題
、
社
会
的
差
別
な
ど

の
構
造
的
暴
力
が
な
い
「
積
極
的
平
和
」
の
状
態
ま
で
あ
る
と
い
う
。

「
平
和
経
済
学
」
に
お
い
て
は
、「
積
極
的
平
和
」、
あ
る
い
は
「
恒

久
平
和
」
に
つ
い
て
よ
り
力
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
本
論

で
は
、ゲ
ー
ム
論
に
お
け
る
「
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
応
用
し
た
「
国

家
の
ジ
レ
ン
マ
」
ゲ
ー
ム
を
用
い
た
「
恒
久
平
和
」
創
出
の
課
題
に

焦
点
を
当
て
て
議
論
を
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
、「
戦
争
」
と
「
平
和
」
を
あ
た
か
も
対
立
す
る
概
念

と
し
て
述
べ
て
き
た
が
、
歴
史
を
振
り
返
る
と
、「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」

な
ど
、
構
造
的
暴
力
に
耐
え
か
ね
た
市
民
が
「
武
力
」
を
用
い
て
構

造
を
変
え
よ
う
と
す
る
出
来
事
の
よ
う
に
「
積
極
的
平
和
」
を
得
る

た
め
に
武
力
蜂
起
を
し
た
り
、
日
本
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
荘
園

制
」
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
領
土
を
守
る
た
め
に
、対
内
的
に
は
「
上

下
関
係
」
を
受
け
入
れ
て
、
対
外
的
に
は
武
装
す
る
体
制
な
ど
、「
消

極
的
平
和
」
を
求
め
て
あ
る
種
の
「
構
造
的
暴
力
」7

を
認
め
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
戦
争
を
す
る
た
め
の
武
器
製
造
な
ら

び
に
開
発
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軍
事
目
的
で
開
発

さ
れ
た
技
術
が
平
和
利
用
さ
れ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
豊
か
な
社
会

を
生
み
出
す
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
戦
争
」
と
「
平

和
」
に
は
、
互
い
に
原
因
と
な
り
結
果
と
な
る
よ
う
な
非
常
に
密
接

な
関
係
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
戦
勝
国
は
、
敗
戦
国
に
対

し
て
賠
償
金
を
請
求
し
、「
世
界
が
独
裁
者
に
支
配
さ
れ
る
と
こ
ろ

を
救
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
戦
い
は
正
義
で
あ
る
」
と
い
う
。
し
か

し
、
そ
の
戦
争
に
よ
っ
て
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
の
が

常
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
戦
争
」
を
減
ら
し
、「
平
和
」
を
創
出
・

維
持
し
て
い
く
た
め
に
以
下
の
二
つ
の
克
服
す
べ
き
課
題
が
あ
る
と

考
え
る
。
一
つ
は
、
自
国
の
平
和
の
た
め
に
は
、
他
国
の
人
々
の
犠

牲
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
発
想
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
自
分
た
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ち
の
利
益
の
た
め
に
戦
争
が
な
く
な
っ
て
は
困
る
と
考
え
る
企
業
家

な
い
し
政
治
家
が
存
在
し
う
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

前
の
二
つ
の
課
題
に
共
通
す
る
点
は
、「
他
者
へ
の
配
慮
の
欠
如
」、

あ
る
い
は
「
利
己
主
義
」
で
あ
る
。
本
論
で
は
、平
和
経
済
の
創
出
・

維
持
に
お
い
て
中
心
と
な
る
倫
理
命
題
と
し
て
、儒
教
と
仏
教
の「
黄

金
律
」（Golden Rule
）
に
着
目
す
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
第
二
節

に
お
い
て
、
ゲ
ン
ス
ラ
ー
の
『
倫
理
と
黄
金
律
』 ［Gensler, 2013

］

を
基
に
、「
黄
金
律
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
定
義
し
、
世
界
の
主
要

宗
教
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
「
黄
金
律
」
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
に
、

東
洋
思
想
の
叡
智
で
あ
る
儒
教
と
仏
教
の
「
黄
金
律
」
に
つ
い
て
、

よ
り
詳
し
く
論
じ
る
。
次
に
第
三
節
に
お
い
て
、ゲ
ン
ス
ラ
ー
の「
農

家
の
ジ
レ
ン
マ
」
ゲ
ー
ム
を
分
析
し
、
人
間
の
本
質
が
利
己
主
義
で

あ
っ
た
と
し
て
も
「
黄
金
律
」
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
示
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
「
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
」
ゲ
ー
ム
と
し
て

応
用
す
る
と
、
現
在
の
国
際
平
和
秩
序
維
持
の
し
く
み
を
知
る
手
が

か
り
と
な
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
第
四
節
に
お
い
て
、
現
実
に
は

現
体
制
の
下
で
も
戦
争
や
紛
争
、
そ
し
て
国
際
テ
ロ
は
な
く
な
ら
な

い
ば
か
り
か
、
新
た
に
核
を
保
有
し
よ
う
と
す
る
国
も
出
て
く
る
な

ど
、「
利
己
主
義
」
だ
け
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
限

界
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
人
間
の
「
利
他
性
」
を
前
提
と
し
た
シ

ス
テ
ム
を
追
求
す
る
必
要
性
を
「
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
」
ゲ
ー
ム
を
用

い
て
分
析
す
る
。
最
後
に
第
五
節
に
お
い
て
、
結
論
を
述
べ
る
。

２
．
黄
金
律

　

黄
金
律
と
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
古
く
か
ら
人
々
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
教
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
つ
は
「
自
分
に
し
て
も
ら
い
た
い
よ
う
に
、
人
に

対
し
て
せ
よ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
人
に
対
し
て
行
動
を
起
こ
す
こ

と
を
促
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
積
極
型
」
と
呼
ば
れ
る
。
も
う
一
つ

は
、「
自
分
に
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
こ
と
は
、
人
に
対
し
て
す
る

な
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
人
に
対
し
て
行
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
禁
止
型
」
と
呼
ば
れ
る
。

通
常
、
黄
金
律
は
こ
の
ど
ち
ら
も
含
む
概
念
だ
が
、
と
き
に
は
「
積

極
型
」
を
「
黄
金
律
」
と
呼
び
、「
禁
止
型
」
を
「
銀
色
律
」
と
呼

ぶ
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
積
極
型
」
は
他
者
に
働
き
か
け
る
行
動

を
起
こ
す
の
に
対
し
て
、「
禁
止
型
」
は
他
者
に
何
も
働
き
か
け
な

い
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

8

。

　

黄
金
律
と
し
て
、「
積
極
型
」
の
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

キ
リ
ス
ト
教
で
は
、「
人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で

も
、
あ
な
た
が
た
も
人
に
し
な
さ
い
」（「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」

七
章
一
二
節
）、「
人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
を
、
人
に
も

し
な
さ
い
」（「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
六
章
三
一
節
）
が
あ
る

9

。

イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、「
あ
な
た
が
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
、
全
て

の
人
に
対
し
て
し
な
さ
い
」（
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
）、が
あ
る
。「
禁

止
型
」
の
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
儒
教
の
「
己
の
欲
せ
ざ
る
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と
こ
ろ
は
、
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
」（
孔
子
『
論
語
』
衛
霊
公
第

十
五
―
四
〇
二
）
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、「
あ
な
た
が
抑
圧

さ
れ
た
く
な
い
の
と
同
様
、人
を
抑
圧
せ
ぬ
よ
う
に
し
な
さ
い
」（
ム

ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
）
が
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
、「
自
分
が
嫌
な
こ

と
は
、ほ
か
の
だ
れ
に
も
し
て
は
な
ら
な
い
」（
旧
約
聖
書
続
編
「
ト

ビ
ト
記
」
四
章
一
五
節
）、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
、「
自
分
自
身
に

と
っ
て
有
害
だ
と
思
う
こ
と
を
他
人
に
対
し
て
決
し
て
行
う
べ
き
で

な
い
」（「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」）
が
あ
る
。
仏
教
で
は
、
そ
れ
に
該

当
す
る
言
葉
は
な
い
が
考
え
方
は
整
合
的
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る

10

が
、そ
れ
は
自
分
も
他
者
も
究
極
的
に
は
自
分
で
あ
る
と
い
う
「
大

我
」
の
精
神
に
立
ち
な
さ
い
と
い
う
教
え
を
指
し
て
い
る
も
の
と
解

釈
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
新
た
な
視
点
と
し
て
「
法
華
経
」
の
「
常

不
軽
菩
薩
」
の
実
践
に
着
目
し
て
い
く
。
以
下
で
は
、
孔
子
の
「
黄

金
律
」と
法
華
経
の「
黄
金
律
」に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
孔
子
の
「
黄
金
律
」

　

孔
子
の
黄
金
律
は
「
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
は
、
人
に
施
す
こ
と

な
か
れ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
論
語
』
衛
霊
公
第
十
五 

402
お
よ

び
顔
淵
第
十
二 

280
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

11

。
以
下
で
は
、
宮

崎
市
定
の
訳 

［
宮
崎
市
定
、
二
〇
〇
〇
］
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
こ

う
。

　

402�　

子
貢
問
曰
。
有
一
言
而
可
以
終
身
行
之
者
乎
。
子
曰
。
其
恕

乎
。
己
所
不
欲
。
勿
施
於
人
。

　

訓○�

○
　

子
貢
、
問
う
て
曰
く
、
一
言
に
し
て
以
て
終
身
こ
れ
を
行
う

べ
き
も
の
あ
る
か
。
子
曰
く
、
其
れ
恕
か
。
己
れ
の
欲
せ
ざ
る

所
は
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
。

　

新○�

○
　

子
貢
が
訪
ね
た
。
簡
単
に
一
言
で
一
生
涯
そ
れ
を
行
う
価
値

の
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
子
曰
く
、
そ
れ
は
恕
、
人

の
身
に
な
る
こ
と
だ
。
人
の
身
に
な
っ
て
み
た
ら
、
自
分
の
欲

し
な
い
こ
と
を
、人
に
加
え
る
こ
と
な
ど
で
き
る
も
の
で
な
い
。

　

280�　

仲
弓
問
仁
。
子
曰
。
出
門
如
見
大
賓
。
使
民
如
承
大
祭
。
己

所
不
欲
。
勿
施
於
人
。
在
邦
無
怨
。
在
家
無
怨
。
仲
弓
曰
。
雍

雖
不
敏
。
請
事
斯
語
矣
。

　

訓○�

○
　

仲
弓
、
仁
を
問
う
。
子
曰
く
、
門
を
出
で
て
は
大
賓
を
見
る

が
如
く
、
民
を
使
う
に
は
大
祭
を
承
く
る
が
如
く
す
。
己
れ
の

欲
せ
ざ
る
所
は
、
人
に
施
す
こ
と
な
か
れ
。
邦
に
あ
り
て
怨
み

な
く
、
家
に
あ
り
て
も
怨
み
な
し
。
仲
弓
曰
く
、
雍
、
不
敏
な

り
と
雖
も
、
請
う
、
こ
の
語
を
事
と
せ
ん
。

　

新○�
○
　

仲
弓
が
仁
と
は
何
で
あ
る
か
を
尋
ね
た
。
子
曰
く
、
家
の
門

を
一
歩
出
た
ら
ば
、
い
つ
も
大
事
な
賓
客
を
接
待
す
る
よ
う
な

張
り
つ
め
た
気
持
ち
、
人
民
を
使
役
す
る
に
は
い
つ
も
大
切
な

祭
祀
を
執
行
す
る
よ
う
な
厳
粛
な
態
度
。
自
分
の
欲
し
な
い
こ
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と
は
、
人
に
加
え
て
は
な
ら
な
い
。
一
国
の
人
民
か
ら
怨
ま
れ

る
こ
と
な
く
、
一
家
の
使
用
人
か
ら
怨
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と
を

し
な
い
。
仲
弓
曰
く
、
雍
に
は
出
来
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
仰
っ
た
と
お
り
に
努
め
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

衛
霊
公
第
十
五 
402
で
は
、
書
き
下
し
文
で
は
「
禁
止
型
」
で
あ

る
が
、
宮
崎
市
定
の
訳
で
は
「
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
た
ら
、
自

分
の
欲
し
な
い
こ
と
を
、
人
に
加
え
る
こ
と
な
ど
で
き
る
も
の
で
は

な
い
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
孔
子
が
子
貢
に
一
生

行
う
に
値
す
る
行
為
と
し
て
助
言
し
た
の
は
、「
恕
」（
人
を
思
い
や

る
こ
と
）
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
禁

止
型
」
の
黄
金
律
が
導
か
れ
て
い
る
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
す
る
と

記
述
に
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、「
恕
」
を
実
践
す
れ
ば
、
自
ず

と
「
積
極
型
」
も
導
か
れ
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ゲ

ン
ス
ラ
ー
の
『
倫
理
と
黄
金
律
』 ［Gensler, 2013

］（1.3
節
）
に
よ

れ
ば
、
川
で
お
ぼ
れ
か
か
っ
た
サ
ル
が
自
ら
脱
出
し
た
後
に
同
じ
川

に
い
た
魚
を
見
て
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
サ
ル
と
魚
の
寓
話
を
通
じ

て
、
黄
金
律
は
文
字
通
り
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
相
手
の
立
場
、
置

か
れ
て
い
る
状
態
に
自
分
の
身
を
置
い
た
上
で
、
そ
の
状
態
に
お
い

て
「
自
分
の
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
、
人
に
し
て
は
い
け
な
い
」

も
し
く
は
「
自
分
の
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
、
人
に
せ
よ
」
と
な
る
と

捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
衛
霊
公
に
お
い
て
孔

子
が
「
恕
」
を
「
黄
金
律
」
を
実
践
す
る
た
め
の
心
構
え
と
し
て
述

べ
て
い
る
こ
と
が
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

次
に
、
顔
淵
第
十
二 

208
で
は
、
書
き
下
し
文
も
宮
崎
の
訳
も
、

と
も
に
「
禁
止
型
」
と
な
っ
て
い
る

12

。
こ
の
顔
淵
の
一
節
か
ら
学

び
取
る
こ
と
が
で
き
る
点
は
、
黄
金
律
の
実
践
に
お
い
て
、「
他
者

を
決
し
て
軽
ん
じ
な
い
」
実
践
を
促
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
身

近
な
人
だ
け
で
な
く
、
一
家
の
使
用
人
、
一
国
の
人
民
に
至
る
ま
で

実
践
す
る
こ
と
が
「
仁
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
精
神
は
、
次
節
で
述
べ
る
法
華
経
の
「
不
軽
菩
薩
」
の
実
践
に

も
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ン
ス
ラ
ー［Gensler, 2013

］（1.6

節
）

に
お
い
て
、
法
律
の
勉
強
を
し
て
い
る
学
生
が
、
自
分
が
怠
け
た
た

め
に
テ
ス
ト
に
通
ら
な
い
状
況
に
な
り
、
指
導
教
員
が
そ
の
学
生
を

「
思
い
や
っ
て
」
成
績
を
甘
く
す
る
よ
う
こ
と
は
、一
見
「
黄
金
律
」

に
反
し
な
い
よ
う
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

真
面
目
に
や
っ
て
き
た
別
の
学
生
が
不
合
格
に
な
る
場
合
や
、
不
真

面
目
だ
っ
た
学
生
が
法
律
の
専
門
家
に
な
る
こ
と
で
社
会
に
与
え
る

悪
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
第
三
者
の
立
場
へ
の
想
像
力
が
欠
け

て
い
る
た
め
「
黄
金
律
」
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
顔
淵
第
十
二 

280
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
精
神

に
通
じ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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（
２
）
法
華
経
の
「
黄
金
律
」

　

次
に
、
法
華
経
「
常
不
軽
菩
薩
品
」
第
二
十
に
説
か
れ
る
「
不
軽

菩
薩
」
の
実
践
が
、
黄
金
律
に
一
致
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。

　　

法
華
経
「
常
不
軽
菩
薩
品
」
第
二
十
の
一
節

13 

　

�

我
深
敬
汝
等
、
不
敢
軽
慢
。
所
以
者
何
、
汝
等
皆
行
菩
薩
道
、
当

得
作
仏
。

『�

我
れ
は
深
く
汝
等
を
敬
い
、
敢
え
て
軽
慢
せ
ず
。
所
以
は
何
ん
、

汝
等
は
皆
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
、当
に
作
仏
す
る
こ
と
を
得
べ
し
』

「
不
軽
菩
薩
」
は
仏
の
教
え
が
形
式
的
に
し
か
行
わ
れ
な
く
な
る
像

法
の
時
代
に
お
い
て
、
自
己
中
心
的
な
考
え
方
（
増
上
慢
）
の
人
々

に
対
し
て
、「
わ
た
し
は
あ
な
た
を
敬
い
、
決
し
て
軽
ん
じ
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
あ
な
た
は
菩
薩
道
を
行
じ
て
仏
に
な
ら
れ
る
方
だ
か
ら

で
す
」14

と
い
っ
て
、
遠
方
か
ら
で
も
人
び
と
を
見
か
け
る
と
近
づ

い
て
い
っ
て
讃
嘆
し
、
礼
拝
す
る
こ
と
を
行
と
し
て
い
た
、
と
い
う
。

そ
し
て
、
多
く
の
人
々
は
め
ん
く
ら
い
、
な
か
に
は
、
小
馬
鹿
に
さ

れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
き
り
立
ち
、菩
薩
に
罵
言
を
浴
び
せ
た
り
、

石
を
投
げ
た
り
、
棒
や
杖
で
叩
こ
う
と
す
る
者
も
あ
っ
た
。
す
る
と

菩
薩
は
そ
の
場
か
ら
逃
げ
去
っ
て
難
を
避
け
る
が
、
そ
れ
で
も
遠
く

か
ら
、「
わ
た
し
は
あ
な
た
方
を
軽
ん
じ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
方
は
み

ん
な
仏
に
な
ら
れ
る
方
た
ち
だ
か
ら
で
す
」
と
声
高
に
唱
え
、
礼
拝

し
続
け
た
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
、
い
つ
し
か
か
の
菩
薩
を
「
常
不

軽
」
と
あ
な
ど
っ
て
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

15

。

　

こ
の
「
不
軽
菩
薩
」
の
礼
拝
行
は
、
一
見
す
る
と
、「
相
手
が
嫌

が
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
」
の
で
「
黄
金
律
」
に
反
す
る
よ
う
に
受

け
取
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
手
に
ど
れ
だ
け
裏
切
ら
れ
て
も

こ
ち
ら
か
ら
は
決
し
て
裏
切
ら
ず
、
相
手
の
中
に
眠
る
仏
性
を
見
出

し
、
相
手
の
尊
厳
を
ど
こ
ま
で
も
尊
重
し
続
け
る
態
度
は
、
究
極
的

に
は
自
身
の
内
な
る
仏
性
の
存
在
と
い
う
尊
厳
を
認
め
、
そ
れ
を
他

者
に
も
認
め
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
黄
金
律
」
の
「
積
極

型
」
の
実
践
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
以
下
で
分
析

す
る
ゲ
ー
ム
理
論
に
お
い
て
、
い
く
ら
相
手
が
「
裏
切
り
」
を
選
択

し
て
も
「
協
調
」
を
選
択
し
続
け
る
「
黄
金
律
戦
略
」
に
符
合
し
て

い
る
。
そ
し
て
、「
常
不
軽
菩
薩
品
」
で
は
、
仏
の
教
え
が
形
式
的

に
な
っ
て
き
た
世
の
中
に
あ
っ
て
、
人
々
か
ら
罵
声
を
浴
び
せ
ら
れ

な
が
ら
も
相
手
の
仏
性
を
敬
い
続
け
る
こ
と
で
、「
法
華
経
」
の
教

え
に
巡
り
合
い
、
そ
の
「
法
華
経
」
の
教
え
を
説
き
広
め
る
こ
と
で

仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
不
軽
菩
薩
を
軽
ん
じ
た
人
々
も
、
非

常
に
長
い
間
苦
し
み
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
再

び
常
不
軽
菩
薩
の
教
化
を
受
け
た
の
で
、
最
終
的
に
は
仏
道
を
求
め

る
者
と
な
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
本
論
の

分
析
を
経
た
４
．（
３
）
で
再
び
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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（
３
）「
黄
金
律
」
は
す
た
れ
た
の
か

「
利
己
主
義
」（
エ
ゴ
イ
ズ
ム
）
の
観
点
か
ら
、「
黄
金
律
」
の
実
践

は
「
ば
か
げ
て
い
る
」
あ
る
い
は
、「
不
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
説

が
あ
る
。
ゲ
ン
ス
ラ
ー 

［Gensler, 2013

］（7.1

節
）
は
、
そ
れ
を

「
倫
理
的
利
己
主
義
」（ethical egoism

）
と
「
心
理
的
利
己
主
義
」

（psychological egoism

）
の
二
つ
の
利
己
主
義
に
分
け
て
い
る
。

「
倫
理
的
利
己
主
義
」
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
。

　
　

�　

我
々
は
、
結
局
は
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
黄
金
律
に
し
た
が
う
の
は
ば
か
げ
て

い
る
し
、
実
際
、
我
々
は
し
ば
し
ば
人
を
欺
く
こ
と
で
自
分
を

利
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

　

倫
理
的
利
己
主
義
者
か
ら
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
い
か
さ
ま
」

（cheating

）
を
し
て
利
益
を
上
げ
る
こ
と
は
何
も
問
題
な
い
こ
と

で
あ
り
、
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
か

ら
同
じ
こ
と
を
さ
れ
る
の
は
不
愉
快
で
あ
る
に
決
ま
っ
て
い
る
が
、

世
の
中
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
お
か
ま
い
な
し
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
、
現
代
の
金
儲
け
主
義
、
拝
金
主
義
の
風
潮
は
根

強
く
、
日
本
に
お
い
て
も
激
し
い
競
争
環
境
の
中
で
ま
と
も
な
商
売

（
黄
金
律
を
守
る
）
を
し
て
い
た
ら
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
検
査

を
ご
ま
か
す
な
ど
の
「
い
か
さ
ま
」
を
し
て
で
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

し
て
利
益
を
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
大
手
企
業
が
あ
り
、
そ
れ
が
発

覚
す
る
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。
し
か
し
、
一
度
失
っ
た
「
信
頼
」

は
容
易
に
修
復
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
結
果
的
に
損
を
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

も
う
一
つ
の
「
心
理
的
利
己
主
義
」
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
。

　
　

�　

我
々
は
、
進
化
の
結
果
と
し
て
、
生
ま
れ
つ
き
究
極
的
に
は

自
身
の
利
益
の
み
に
関
心
が
あ
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
生
き
物
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
黄
金
律
に
従
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

し
、従
お
う
と
す
れ
ば
欲
求
不
満
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

　　

こ
ち
ら
の
主
張
は
、も
は
や
「
す
べ
き
」
と
か
「
す
べ
き
で
な
い
」

と
か
の
倫
理
的
枠
組
み
を
超
え
て
、も
と
も
と
我
々
は
「
利
己
主
義
」

な
動
物
と
し
て
生
ま
れ
て
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
「
進
化
」
の
過
程
を

生
き
残
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
利
己
主
義
的
に
ふ
る

ま
う
の
は
当
然
で
あ
る
し
、
そ
の
方
が
む
し
ろ
自
然
だ
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
主
張
に
対
し
て
、
ゲ
ン
ス
ラ
ー
は
、
こ
の
ど

ち
ら
の
考
え
方
も
誤
り
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
両
方
の
エ

ゴ
イ
ズ
ム
を
仮
に
認
め
た
と
し
て
も
、「
黄
金
律
」
は
な
お
有
効
で

あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
興
味
深
い
事
例
を
示
し
て

い
る
。
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３
．
黄
金
律
と
国
家
の
ジ
レ
ン
マ

（
１
）
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
社
会
契
約
説
」16 

　

ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
は
２
．（
３
）
の
二
種
類
の
利
己
主
義
が
人
々

を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
で
も
な
お
、「
啓
蒙

さ
れ
た
自
己
愛
」
は
「
黄
金
律
」
に
基
づ
く
社
会
契
約
を
生
み
出
す

と
い
う
「
社
会
契
約
説
」
を
唱
え
た
。

　

ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ま
ず
我
々
に
、
人
間
の
原
始
的
状
況
も
し
く
は
、

道
徳
も
社
会
的
規
則
も
な
い
「
自
然
状
態
」
を
想
像
さ
せ
る
。
社
会

的
規
則
が
な
け
れ
ば
、
利
己
主
義
的
な
人
間
は
彼
ら
の
関
心
に
任
せ

て
、
嘘
を
つ
き
、
盗
み
を
し
、
人
を
殺
す
で
あ
ろ
う
。
誰
も
農
業
な

ど
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
仮
に
種
を
植
え
て
肥
料
や
水
を
や
り
、

せ
っ
か
く
育
て
て
も
、
い
ざ
収
穫
の
時
期
に
な
る
と
他
の
誰
か
に

よ
っ
て
収
穫
物
が
盗
ま
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。そ
の
他
、

資
源
の
奪
い
合
い
と
な
り
、
攻
撃
を
恐
れ
、
皆
だ
い
た
い
同
じ
な
の

で
、
誰
も
自
分
の
身
を
他
者
か
ら
の
攻
撃
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
社
会
は
混
と
ん
と
し
、
生
活
は
惨
め
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ホ
ッ
ブ
ズ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
人
生
は
「
孤
独
で
、
貧
し
く
、
不

快
で
、
粗
暴
で
あ
り
、
そ
し
て
短
い
」
も
の
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
、自
然
状
態
に
お
け
る
合
理
的
な
利
己
主
義
者
た
ち
は
、

彼
ら
の
利
権
を
守
る
た
め
に
社
会
的
規
則
を
守
る
こ
と
に
合
意
す
る

で
あ
ろ
う
。
彼
ら
自
身
の
財
産
の
所
有
権
を
認
め
て
ほ
し
い
な
ら

ば
、
他
の
人
た
ち
の
財
産
の
所
有
権
も
認
め
る
こ
と
に
同
意
す
る
で

あ
ろ
う
し
、
彼
ら
自
身
の
生
存
権
を
認
め
て
ほ
し
い
な
ら
ば
、
他
の

人
た
ち
の
生
存
権
も
認
め
る
こ
と
に
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は

社
会
的
規
則
を
黄
金
律
の
「
積
極
型
」
に
従
っ
て
設
置
す
る
で
あ
ろ

う
。す
な
わ
ち
、「
我
々
は
他
者
か
ら
こ
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
た
い
、

だ
か
ら
、
他
の
人
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
に
扱
お
う
」
と
い
う
具
合

で
あ
る
。
こ
う
し
て
道
徳
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
道
徳
（
こ
れ
は
黄
金

律
に
集
約
さ
れ
る
）
は
、
利
己
主
義
的
な
人
間
が
、
自
分
た
ち
の
財

産
を
よ
り
増
や
し
、
社
会
を
混
と
ん
状
態
に
し
な
い
た
め
に
、
自
然

状
態
に
お
い
て
合
意
す
る
社
会
契
約
で
あ
る
［H

obbes, 1651

］。

　

社
会
契
約
に
合
意
し
た
後
、
利
己
主
義
者
た
ち
は
、
実
際
に
は
自

分
た
ち
の
利
益
に
合
致
し
な
い
限
り
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
規
則
違
反
者
を
罰
す
る
た
め
の
絶
対

君
主
の
存
在
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
絶
対
君
主
制
を
嫌
う

最
近
の
ホ
ッ
ブ
ジ
ア
ン
は
、
そ
の
代
わ
り
と
な
る
も
の
を
提
唱
す
る 

［Brandt, 1972

］。
そ
れ
は
、
規
則
違
反
者
が
外
的
（
疎
外
、
社

会
的
制
裁
、
法
的
罰
則
）
と
内
的
（
罪
の
意
識
、
心
配
、
自
尊
心
の

喪
失
）
の
両
方
か
ら
制
裁
を
受
け
る
よ
う
に
し
、
逆
に
規
則
を
遵
守

し
て
い
る
者
は
賞
賛
さ
れ
、
自
分
た
ち
自
身
の
気
持
ち
が
良
く
な
る

よ
う
に
、
社
会
が
仕
向
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
が
人
々
を
し
て
そ
の
規
則
に
従
う
こ
と
に
自
ら
の
関
心

を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
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（
２
）
農
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム

　

こ
こ
で
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
社
会
契
約
説
」
の
考
え
方
を
、
ゲ
ー

ム
理
論
の
枠
組
み
を
使
っ
て
説
明
す
る
。
ゲ
ン
ス
ラ
ー
は
「
囚
人
の

ジ
レ
ン
マ
」
の
代
わ
り
に
「
農
家
の
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
で

説
明
し
て
い
る
。
両
者
は
利
得
構
造
や
得
ら
れ
る
結
果
は
同
じ
で
あ

る
が
、
そ
の
結
果
の
解
釈
が
異
な
る
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。「
囚
人

の
ジ
レ
ン
マ
」
で
は
、
互
い
に
利
己
主
義
的
に
行
動
し
た
結
果
、
裏

切
り
に
あ
た
る「
自
白
」を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
が
、そ
の
結
果
は
、

当
人
た
ち
に
と
っ
て
は
望
ま
し
く
な
い
も
の
の
、
社
会
的
に
見
た
場

合
に
は
む
し
ろ
望
ま
し
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
農
家
の

ジ
レ
ン
マ
」
は
、
互
い
に
利
己
主
義
的
に
行
動
し
た
結
果
が
、
当
人

た
ち
に
と
っ
て
も
、
社
会
的
に
み
て
も
望
ま
し
く
な
い
結
果
と
な
る

ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
」
の
説
明
に
適
し

て
い
る
と
い
え
る
。

「
農
家
の
ジ
レ
ン
マ
」
で
は
、
太
郎
さ
ん
の
一
家
と
次
郎
さ
ん
の
一

家
が
競
い
合
っ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
両
家
が
協
力
し
て
収
穫
し
た

場
合
の
金
額
の
合
計
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
だ
け
の
た
め
に
行

動
し
た
場
合
の
金
額
の
合
計
よ
り
も
高
い
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
が
よ
り
多
く
の
金
額
を
得
た
い
と
だ
け
考
え
て
い
る

も
の
と
し
、「
盗
む
」
か
「
誠
実
」
で
あ
る
か
の
二
者
択
一
の
選
択

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
も
し
、ど
ち
ら
も
「
誠
実
」

を
選
択
す
る
な
ら
ば
、
お
互
い
に
六
〇
万
円
分
の
収
穫
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
し
、
一
方
が
「
盗
む
」
を
選
択
し
、
他
方
が
「
誠
実
」

を
選
択
す
る
な
ら
ば
、盗
ん
だ
方
が
八
〇
万
円
分
の
収
穫
を
獲
得
し
、

誠
実
な
方
は
た
っ
た
一
〇
万
円
分
し
か
収
穫
が
得
ら
れ
な
い
も
の
と

す
る
。
そ
し
て
互
い
に
「
盗
む
」
を
選
択
し
た
場
合
は
、
盗
む
こ
と

と
守
る
こ
と
に
時
間
を
取
ら
れ
る
た
め
、
結
果
的
に
互
い
に
二
〇
万

円
分
し
か
収
穫
で
き
な
い
も
の
と
し
よ
う
。
こ
れ
を
、
利
得
表
に
ま

と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

表１　農家のジレンマゲーム

次郎
太郎 誠　実 盗　む

誠　実 60、60 10、80

盗　む 80、10 20、20

出典：ゲンスラーの「農家のジレンマ」より
　　　筆者作成

五
万
円
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
よ
う
。
す
る
と
先

の
利
得
表
は
次
の
よ
う
に
変
わ
る
。



59

■論文
　

表
1
の
利
得
の
う
ち
、
左
側
が
太
郎
の
右
側
が
次
郎
の
利
得
を
表

し
て
い
る
。
太
郎
の
側
に
立
っ
て
み
る
と
、
次
郎
が
「
誠
実
」
な
ら

ば
、
太
郎
は
「
誠
実
」
よ
り
も
「
盗
む
」
こ
と
で
よ
り
多
く
の
金
額

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
次
郎
が
「
盗
む
」
な
ら
ば
、
太
郎

も
「
盗
む
」
方
が
よ
り
多
く
の
金
額
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
次
郎
の
行
動
に
関
わ
ら
ず
、
太
郎
は
「
盗
む
」
こ
と
を
選
択

す
る
。
次
郎
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
た
め
、次
郎
も「
盗

む
」
を
選
択
す
る
。
そ
の
結
果
、
両
者
が
「
盗
む
」
を
選
択
し
、
そ

れ
ぞ
れ
二
〇
万
円
分
の
収
穫
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
互
い

に
「
誠
実
」
を
選
択
す
る
場
合
に
得
ら
れ
る
結
果
よ
り
も
、
劣
っ
て

い
る
。
お
互
い
「
黄
金
律
」
に
従
っ
て
い
た
方
が
、「
利
己
主
義
的
」

に
行
動
す
る
よ
り
も
、社
会
的
に
み
て
望
ま
し
い
結
果
が
得
ら
れ
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
両
家
が
利
己
主
義
的
に
行
動
す
る
た
め
に
、

そ
う
し
た
結
果
が
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
状
態
を「
農
家
の
ジ
レ
ン
マ
」

あ
る
い
は
「
社
会
的
ジ
レ
ン
マ
」
と
呼
ぶ
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
理
解
で
き
た
「
合
理
的
な
利
己
主
義
者
」
た
ち

は
、
ホ
ッ
ブ
ジ
ア
ン
流
に
考
え
る
と
、
政
府
を
樹
立
し
て
「
盗
む
」

行
為
に
対
し
て
罰
則
を
与
え
る
体
制
に
合
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
す
な
わ
ち
、「
黄
金
律
」
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
し
、
そ
れ

に
従
わ
な
い
者
に
は
罰
則
を
与
え
る
と
い
う
体
制
に
合
意
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
、「
盗
む
」
行
為
に
た
い
し
て
は
三
〇
万
円
の
罰

金
を
課
す
こ
と
に
し
、
そ
う
し
た
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
常
に

五
万
円
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
よ
う
。
す
る
と
先

の
利
得
表
は
次
の
よ
う
に
変
わ
る
。

表２　政府と罰則の導入

次郎
太郎 誠　実 盗　む

誠　実 55、55 ５、45

盗　む 45、５ － 15、－ 15

出典：ゲンスラーの「農家のジレンマ」より
　　　筆者作成

　

こ
の
た
め
、「
合
理
的
な
利
己
主
義
者
」
は
相
手
が
「
誠
実
」
で

あ
る
場
合
に
は
、「
誠
実
」
で
あ
る
こ
と
を
選
択
し
、相
手
が
「
盗
む
」

を
選
択
し
て
も
、
自
分
も
「
盗
む
」
を
選
択
し
て
罰
則
を
課
さ
れ
る

よ
り
は
、「
誠
実
」
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
両
者
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と
も
に
「
誠
実
」
を
選
択
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
五
五
万
円
分
の
利
得
を

得
る
こ
と
に
な
る
。

　

よ
り
よ
い
選
択
は
、
政
府
を
立
て
な
く
と
も
自
然
状
態
に
お
い

て
、黄
金
律
に
従
っ
て
互
い
に
「
誠
実
」
を
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
五
万
円
を
政
府
に
献
上
す
る
必
要
が
な
く
、
互
い
に

六
〇
万
円
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ホ
ッ
ブ
ジ
ア
ン

は
、
そ
れ
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
状
態
に

お
い
て
は
誰
も
が
利
己
主
義
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
皆

が
「
黄
金
律
」
に
従
う
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、社
会
体
制
を
し
て
、

黄
金
律
に
従
う
こ
と
が
個
々
人
の
得
に
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
主
張
す
る
。現
代
経
済
学
に
お
け
る
発
想
も
、ま
さ
に
ホ
ッ

ブ
ジ
ア
ン
と
同
じ
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、人
間
は
本
質
的
に「
利
己
的
」

で
あ
る
か
ら
、「
利
他
性
」
を
期
待
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
そ
れ
よ

り
も
、
た
と
え
「
利
己
的
」
に
行
動
し
て
も
、
結
果
的
に
社
会
が
よ

り
よ
い
状
態
に
な
る
よ
う
な
体
制
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
、
鮮
烈
な
主
張
に
対
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
、
ジ
ョ

ゼ
フ
・
バ
ト
ラ
ー
、
そ
し
て
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
は
多
く

の
点
か
ら
反
論
し
た
。
そ
れ
ら
の
要
点
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

・�

人
間
は
、
も
と
も
と
、
完
全
に
非
道
徳
で
利
己
的
で
は
な
い
。

そ
れ
よ
り
、
あ
る
程
度
、「
黄
金
律
」
的
な
善
悪
の
判
断
が

で
き
る
し
、
他
者
に
関
心
を
払
う
も
の
で
あ
る
。

　
　

・�

自
然
状
態
に
お
い
て
、
我
々
は
絶
対
君
主
制
で
は
な
く
、
民

主
主
義
に
合
意
す
る
。

　
　

・�

道
徳
的
行
動
を
、
罰
則
に
よ
っ
て
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

ホ
ッ
ブ
ズ
の
貢
献
は
、
仮
に
「
黄
金
律
」
に
な
じ
ま
な
い
「
利
己

的
」
で
善
悪
の
判
断
も
つ
か
な
い
よ
う
な
人
間
ば
か
り
が
社
会
に
存

在
し
て
も
、「
黄
金
律
」
を
社
会
体
制
に
組
み
込
む
よ
う
な
結
果
に

な
る
こ
と
を
示
し
た
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
絶
対
君
主
の
存
在
を
政

府
に
置
き
換
え
た
ホ
ッ
ブ
ジ
ア
ン
の
発
想
で
あ
れ
ば
、
現
代
の
警
察

な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
の
本
質
を
う
ま
く
説
明
し
て
い
る

と
い
え
る
。

（
３
）
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム

　

農
家
の
ジ
レ
ン
マ
に
お
い
て
、
太
郎
家
と
次
郎
家
は
互
い
に
協
力

す
る
た
め
に
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
強
権
を
発
動
で
き
る
よ
り
上

の
存
在
を
認
め
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
そ
れ
を
専
制
君
主
と
し
た
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
専
制
君
主
を
、
議
会
制
民
主
主
義
に
お
い
て
選
出

さ
れ
た
議
員
と
官
僚
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
政
府
と
す
れ
ば
、
現
代

に
お
け
る
国
家
と
国
民
の
関
係
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ

こ
で
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
強
権
を
発
動
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で
き
る
組
織
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
警
察
組
織
お
よ
び

軍
隊
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
対
内
的
な

秩
序
維
持
に
力
を
発
揮
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
対
外
的
な
脅
威
に
対

し
て
の
自
衛
組
織
と
も
な
る
。
国
家
が
成
立
し
は
じ
め
た
時
代
に
は

よ
り
多
く
の
土
地
と
働
き
手
と
な
る
人
々
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
。

つ
ま
り
、
領
土
、
領
民
の
拡
大
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
権
力
の
庇
護
を

求
め
て
人
々
が
自
発
的
に
参
加
す
る
場
合
と
、
権
力
側
が
よ
り
強
大

な
力
を
得
る
た
め
に
別
の
権
力
を
倒
し
、
そ
の
元
に
い
た
領
民
を
自

己
の
権
力
下
に
お
こ
う
と
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
が
権
力
対
権

力
の
武
力
衝
突
で
あ
り
戦
争
で
あ
る
。
利
己
主
義
的
な
個
人
の
集
ま

り
は
、
利
己
主
義
的
な
国
家
と
な
り
、
自
国
民
の
平
和
と
繁
栄
を
約

束
す
る
は
ず
の
国
が
、
同
じ
く
自
国
民
の
平
和
と
繁
栄
を
約
束
す
る

別
の
国
と
の
間
で
衝
突
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
農
家
の
ジ
レ

ン
マ
」
な
ら
ぬ
「
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
」
ゲ
ー
ム
と
し
て
次
の
よ
う
に

表
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
ま
ず
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
Ａ

国
と
Ｂ
国
は
と
も
に
武
力
行
使
と
い
う
選
択
肢
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
軍
隊
を
保
持
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
実

力
行
使
に
及
ぶ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
お
互
い
の
国
が
認
識

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
、
Ｂ
国
に
お
い
て
武
力
を

持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、
友
好
し
か
外
交
の
選
択
肢
が
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、
国
益
を
優
先
す
る
Ａ
国
は
Ｂ
国
を
武
力
に
よ
っ
て
併
合
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
な
る
。
Ｂ
国
の
武
力
が
Ａ
国
に
対
し
て
圧

倒
的
に
弱
い
場
合
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
こ
れ
は
歴
史
的
に
も
、

か
つ
て
武
力
を
持
っ
て
い
な
い
時
期
が
あ
っ
た
琉
球
王
国
が
薩
摩
藩

に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
た
ケ
ー
ス
や
、
帝
国
主
義
時
代
に
列
強
各
国
が

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
や
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
国
々
を
植
民
地
と
し
て
い
っ

表３　国家のジレンマゲーム

Ｂ国
Ａ国 友　好 武力行使

友　好 60、60 10、80

武力行使 80、10 20、20

出典：ゲンスラーの「農家のジレンマ」より
　　　筆者作成
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た
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
は
、Ａ
国
と
Ｂ
国
の
武
力
が
同
程
度
で
あ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

次
に
、そ
う
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
見
た
場
合
、こ
こ
で
の
ゲ
ー

ム
の
解
は
互
い
に
武
力
行
使
を
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
戦
争
を
す
る

こ
と
に
な
る
。こ
れ
は
相
手
が
友
好
的
な
外
交
を
し
て
き
た
場
合
は
、

こ
ち
ら
が
武
力
行
使
を
す
る
こ
と
で
国
益
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

し
、
相
手
が
武
力
行
使
を
し
て
き
た
場
合
は
、
や
は
り
武
力
行
使
で

対
抗
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
自
国
の
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
は
、
国
家
間
の
戦
争
と
な
り
、
互

い
に
国
益
を
大
き
く
損
ね
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
二
度
に
わ
た
る
世

界
大
戦
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

　

農
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、「
啓
蒙
さ
れ
た
利
己
主
義
」

に
お
い
て
、
政
府
と
警
察
の
導
入
に
よ
り
黄
金
律
を
担
保
す
る
し
く

み
を
構
築
し
た
よ
う
に
、
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
に
あ
た
る
そ
れ

は
、
国
連
と
平
和
維
持
活
動
の
創
設
に
あ
た
る
と
い
え
る
。
第
一
次

大
戦
と
第
二
次
大
戦
の
間
に
創
設
さ
れ
た
国
際
連
盟
が
、
平
和
主
義

的
な
紛
争
解
決
の
手
段
を
模
索
し
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
第
二
次
世

界
大
戦
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
軍
事
的
強
制
力
を

も
っ
た
平
和
維
持
活
動
を
行
う
し
く
み
が
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

17 

と
の
反
省
か
ら
国
際
連
合
に
お
い
て
は
平
和
維
持
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
ホ
ッ
ブ
ジ
ア
ン
の
「
合
理
的
な
利
己
主

義
者
」
の
主
張
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
軍
事
的
強

制
力
な
ど
で
否
が
応
で
も
従
わ
せ
る
手
法
を
「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」
に

よ
る
平
和
創
出
の
手
法
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

も
う
一
つ
、
ホ
ッ
ブ
ジ
ア
ン
の
「
合
理
的
な
利
己
主
義
者
」
を
前

提
と
し
な
が
ら
も
両
国
が
「
友
好
」
を
選
択
す
る
可
能
性
の
根
拠
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
無
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
「
暗

黙
の
協
調
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
無
限
回
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
に
お

い
て
は
、
ト
リ
ガ
ー
戦
略
ま
た
は
し
っ
ぺ
返
し
戦
略
に
お
い
て
将
来

の
利
得
を
あ
る
程
度
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
お
互
い
に
「
友
好
」
を
選

択
す
る
こ
と
が
最
適
と
な
り
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
直
観
的
に

述
べ
れ
ば
、「
長
い
目
」
で
み
た
と
き
に
、
互
い
に
「
友
好
」
を
続

け
る
方
が
、「
武
力
」
を
行
使
し
、
戦
争
状
態
に
な
る
よ
り
も
長
期

的
な
国
益
が
大
き
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
直
接
的
な
対
話
が
な
い
場

合
で
も
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
す
る
こ
と
が
互
い
に
武
力
行
使
を
回

避
す
る
「
抑
止
力
」
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

対
話
お
よ
び
拘
束
力
の
あ
る
合
意
が
可
能
な
場
合
に
は
、
国
家
間
で

の
「
軍
事
同
盟
」
や
「
平
和
友
好
条
約
」
の
締
結
は
、
長
期
的
な
関

係
を
担
保
す
る
も
の
と
な
る
。

４
．
黄
金
律
と
平
和
経
済

（
１
）
孔
子
の
黄
金
律
と
「
平
和
の
配
当
」

「
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
お
い
て
、「
合
理
的
な
利
己
主
義
者
」
を

前
提
と
し
た
場
合
に
、
国
連
と
平
和
維
持
活
動
が
、
お
互
い
に
黄
金
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律
を
守
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
各
国
の
武
力
保
持
は
暗
黙
的
な
「
抑
止
力
」
と
し

て
平
和
状
態
を
維
持
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
し

か
し
、
東
西
冷
戦
に
お
け
る
核
軍
拡
競
争
が
物
語
る
よ
う
に
、
大
国

は
互
い
に
軍
事
的
優
位
に
立
と
う
と
す
る
た
め
、
大
量
に
核
弾
頭
を

製
造
、
保
持
す
る
こ
と
と
な
り
、
人
類
滅
亡
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
ば

か
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
い
っ
た

「
代
理
戦
争
」
が
起
こ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
、
冷
戦
終
結
後
に
お
い
て
は
国
際
テ
ロ
組
織
に
よ
る
「
テ
ロ
」
が

頻
発
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
合
理
的
な
利
己
主
義
者
」
を
前
提

と
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
ホ
ッ
ブ
ジ
ア
ン
の
主
張
に
対
し
て
、
ロ
ッ
ク
や
ル
ソ
ー

が
反
論
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
に
本
然
的
に
備
わ
っ
て
い
る
「
利

他
性
」
の
薫
発
こ
そ
が
、
こ
の
脱
出
し
が
た
い
負
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
鍵
と
な
る
の
で
あ
る
。
２
．（
１
）
に
お
い
て
、孔
子
の
「
黄
金
律
」

の
前
提
と
し
て
、
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
「
恕
」
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
こ
れ
を
実
践

し
て
み
よ
う
。
ま
ず
Ａ
国
は
、
Ｂ
国
の
立
場
に
立
っ
た
時
、
Ｂ
国
の

選
択
に
関
係
な
く
、
Ａ
国
の
「
友
好
」
で
来
た
場
合
の
Ｂ
国
の
利
得

は
、
Ａ
国
が
「
武
力
行
使
」
で
来
た
場
合
の
Ｂ
国
の
利
得
よ
り
も
高

く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
Ｂ
国
が
Ａ
国
に
し
て
ほ
し
い
行

動
は
「
友
好
」
で
あ
り
、
同
時
に
し
て
ほ
し
く
な
い
行
動
は
「
武
力

行
使
」
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、黄
金
律
の
「
積
極
型
」
と
「
禁
止
型
」

は
、い
ず
れ
も「
友
好
」を
選
択
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
Ｂ
国
も
「
黄
金
律
」
に
従
え
ば

「
友
好
」
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
Ａ
国
も
Ｂ
国
も

と
も
に
「
友
好
」
を
選
択
す
る
「
平
和
の
配
当
」
が
実
現
す
る
。
こ

こ
で
「
平
和
の
配
当
」
と
は
国
家
同
士
が
互
い
に
友
好
関
係
を
結
ぶ

こ
と
で
、
軍
事
費
を
削
減
し
、
自
由
貿
易
な
ど
を
通
じ
て
実
現
し
う

る
利
益
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
黄
金
律
」を
守
る
こ
と
が
、ホ
ッ

ブ
ジ
ア
ン
の
国
連
と
平
和
維
持
活
動
の
し
く
み
が
な
く
て
も
、
あ
る

い
は
長
期
的
な
関
係
を
前
提
と
し
な
く
て
も
成
立
す
る
の
で
、
最
も

効
率
的
な
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
こ
で
、「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
」
こ
と
を
、（
自
分
の

利
得
だ
け
で
な
く
）「
相
手
の
利
得
を
考
慮
す
る
」
と
い
う
「
利
他

性
」
に
置
き
換
え
て
み
る
。
そ
こ
で
相
手
の
利
得
を
ど
れ
く
ら
い
我

が
こ
と
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
度
合
い
を
表
す
パ

ラ
メ
ー
タ
を
「
徳
因
子
」
と
呼
び
、
α
で
表
す
こ
と
に
し
よ
う
。
こ

こ
で
、
α
の
値
は
０
以
上
１
以
下
と
す
る

18

。
こ
の
考
え
方
を
基
に

作
成
し
た
の
が
次
の
表
４
で
あ
る
。
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今
、
α
が
０
の
と
き
、
自
分
の
利
得
し
か
考
え
な
い
の
で
、
通
常

の
「
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
お
け
る
利
得
表
と
な
る 

。
こ
れ
は
河

合 

［
河
合
伸
、
二
〇
一
八
］
の
「
聖
人
の
調
和
」
ゲ
ー
ム
を
応
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
利
得
表
を
一
般
化
す
る
と
次
の
表
５
の
よ
う

に
な
る
。

　

こ
こ
で
、G

>H
>L>M

,2H
>

（G
+M

）>2L 

で
あ
る
。

河
合
の
補
題
２　

国
家
の
ジ
レ
ン
マ
の
利
得
が
、L+H

<G
+M

な

ら
ば
、
こ
の
ゲ
ー
ム
の
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
は
、
徳
因
子
α
の
大
き
さ
に

応
じ
て
次
の
表
６
の
よ
う
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
。

表４　「利他性」を考慮した国家のジレンマゲーム

Ｂ国
Ａ国 友　好 武力行使

友　好 60+60α、60+60α 10+80α、80+10α

武力行使 80+10α、10+80α 20+20α、20+20α

出典：筆者作成

表５　徳因子を考慮した利得表

Ｂ国
Ａ国 友　好 武力行使

友　好 H＋αH, H+αH M＋αG, G+αM

武力行使 G＋αM, M+αG L＋αL, L+αL

出典：河合の「聖人の調和」より筆者作成
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河
合
の
補
題
２

20

に
よ
れ
ば
、
表
４
の
場
合
、
Ａ
国
も
Ｂ
国
も
共

に
α
が
5
分
の
2
以
上
の
と
き
、「
平
和
の
配
当
」
が
最
適
解
と
し

て
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
る
含
意
は
、
相
手
の
こ
と
を
思
う
「
思
い

や
り
」の
気
持
ち（
徳
因
子
α
の
大
き
さ
）が
、「
あ
る
程
度
」あ
れ
ば
、

「
平
和
の
配
当
」は
達
成
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

自
国
の
国
益
さ
え
増
え
れ
ば
、
他
国
は
ど
う
な
っ
て
も
よ
い
と
す
る

の
で
は
な
く
、
自
国
も
他
国
も
共
に
繁
栄
す
る
こ
と
の
方
が
よ
い
と

す
る
考
え
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
で
は
、
こ
の
徳
因
子
α
の
値
が
ゼ

ロ
に
近
い
よ
う
な
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
れ
は
「
平
和
教

育
」
を
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
費
用
が
e
で
あ
っ
た

と
し
よ
う
。
こ
の
費
用
は
単
に
自
国
の
道
徳
教
育
に
使
う
費
用
と
し

て
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
は
互
い
の
国
の
人

た
ち
が
定
期
的
に
交
流
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
費
用
と
し

て
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
費
用
e
を
増
や
す
ほ
ど
、
互
い
に
相

手
の
こ
と
を
考
慮
す
る
徳
因
子
α
の
値
が
増
加
す
る
も
の
と
す
る

21

。

す
る
と
、
表
２
の
ホ
ッ
ブ
ジ
ア
ン
の
政
府
と
罰
則
の
場
合
と
は
異
な

り
、
こ
の
費
用
は
す
べ
て
の
利
得
か
ら
一
定
に
控
除
さ
れ
る
も
の
と

な
る
。
そ
の
場
合
、
補
題
２
の
条
件
は
全
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
よ
う
に
両
国
の
教
育
や
文
化
的
交
流
に
基
づ
く
手
法
を

「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」に
よ
る
平
和
創
出
の
手
法
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

表６　徳因子の範囲と解の特徴

徳因子の範囲 α< Ｌ-Ｍ
Ｇ-Ｌ

Ｌ-Ｍ ≤α< Ｇ-Ｈ
Ｇ-Ｌ Ｈ-Ｍ α≥ Ｇ-Ｈ

Ｈ-Ｍ

解の特徴 国家のジレンマ チキンゲーム 平和の配当

出典：河合の「聖人の調和」より筆者作成
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（
２
）
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
の
実
験

22

　

４
．（
１
）
で
み
た
よ
う
に
、
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
に
お
い

て
、「
黄
金
律
を
守
る
国
家
の
集
団
は
、
自
己
中
心
的
な
国
家
の
集

団
よ
り
も
よ
い
結
果
を
各
国
に
も
た
ら
す
」こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、

Ａ
国
が
孔
子
の
「
黄
金
律
」
を
守
り
、
Ｂ
国
が
守
ら
な
い
場
合
、
Ａ

国
は
「
友
好
」、
Ｂ
国
は
「
武
力
行
使
」
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
り
、

Ａ
国
は
Ｂ
国
に
平
和
の
配
当
の
多
く
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、「
自
己
中
心
的
な
一
国
家
は
、
他
の
黄
金
律
を
守
る
国
に

対
し
て
よ
い
結
果
を
自
国
に
も
た
ら
す
」
こ
と
が
わ
か
る
。
政
治
学

者
の
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド ［A

xelrod, 1984

］
は
、
囚
人

の
ジ
レ
ン
マ
の
繰
り
返
し
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
行
動
様

式
（
戦
略
）
が
高
得
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
実
験
し
た
。

そ
こ
で
は
次
の
よ
う
な
戦
略
が
考
え
ら
れ
た

23

。

　
　

・
利
己
主
義
戦
略
：
常
に
「
武
力
行
使
」
を
選
択
す
る
。

　
　

・
黄
金
律
戦
略
：
常
に
「
友
好
」
を
選
択
す
る
。

　
　

・�

無
作
為
戦
略
：「
武
力
行
使
」
と
「
友
好
」
を
ラ
ン
ダ
ム
に

決
定
す
る

　
　

・�

交
互
戦
略
：
最
初
に
「
友
好
」
を
選
択
し
、
そ
の
後
交
互
に

「
武
力
行
使
」
と
「
友
好
」
を
選
択
す
る
。

　
　

・�

ト
リ
ガ
ー
戦
略
：
最
初
に
「
友
好
」
を
選
択
し
、
相
手
が
一

度
で
も
「
武
力
行
使
」
を
選
択
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
は

常
に
「
武
力
行
使
」
を
選
択
す
る
。

　
　

・�

し
っ
ぺ
返
し
戦
略
：
最
初
に
「
友
好
」
を
選
択
し
、
以
降
は

相
手
の
前
期
の
戦
略
に
合
わ
せ
て
今
期
の
戦
略
を
決
定
す

る
。

　

こ
れ
ら
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
対

戦
さ
せ
る
こ
と
で
そ
の
集
計
結
果
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
し
っ
ぺ
返

し
戦
略
を
採
っ
た
国
が
最
も
高
い
利
得
を
得
る
と
い
う
結
果
が
出

た
。
な
ぜ
、
し
っ
ぺ
返
し
戦
略
が
よ
り
利
得
を
獲
得
で
き
た
の
か
。

そ
れ
は
、
最
初
に
「
友
好
」
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
し
っ
ぺ
返
し
戦

略
、
黄
金
律
戦
略
、
ト
リ
ガ
ー
戦
略
の
相
手
と
は
常
に
「
平
和
の
配

当
」
の
関
係
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
利
己
主
義
戦
略
の

国
に
対
し
て
は
最
初
に
大
き
く
利
得
を
失
う
も
の
の
、そ
の
後
は「
武

力
行
使
」
を
選
択
す
る
こ
と
で
、「
武
力
行
使
」
を
さ
れ
て
も
「
友

好
」
を
取
り
続
け
る
黄
金
律
戦
略
の
場
合
よ
り
も
損
失
を
小
さ
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
交
互
戦
略
を
と
る
相
手
に
対
し
て
は
、
し
っ
ぺ

返
し
戦
略
の
場
合
、
最
初
に
「
平
和
の
配
当
」
が
実
現
し
た
後
、
次

の
期
に
は
裏
切
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
次
の
期
に
裏
切
り
返
す
こ
と

が
で
き
る
一
方
で
、
黄
金
律
戦
略
の
場
合
は
そ
の
時
に
「
平
和
の
配

当
」
に
と
ど
ま
る
た
め
、
や
は
り
こ
の
場
合
も
し
っ
ぺ
返
し
戦
略
が

黄
金
律
戦
略
の
利
得
を
上
回
る
こ
と
が
わ
か
る
。
無
作
為
戦
略
に
対

し
て
も
、
黄
金
律
戦
略
が
「
平
和
の
配
当
」
を
得
る
か
、
そ
れ
を
大

き
く
失
う
し
か
な
い
の
に
対
し
て
、
し
っ
ぺ
返
し
戦
略
は
、
そ
れ
ら

に
加
え
、大
き
く
利
得
を
得
る
場
合
が
あ
る
。
し
っ
ぺ
返
し
戦
略
は
、
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い
わ
ゆ
る
「
目
に
は
目
を
」
と
い
う
道
徳
的
に
は
「
黄
金
律
」
に
劣

る
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、そ
れ
が
「
黄
金
律
」
を
上
回
る
の
は
、

協
力
関
係
を
破
る
国
に
対
し
て
は
断
固
と
し
た
対
応
を
す
る
こ
と
で

損
失
の
拡
大
を
防
い
で
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は

単
な
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
現
実
に
は
こ
こ
に
想
定
さ
れ

て
い
な
い
効
果
も
働
く
た
め
、
必
ず
し
も
「
し
っ
ぺ
返
し
」
が
「
黄

金
律
」
を
道
徳
的
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。一
例
と
し
て
黄
金
律
戦
略
を
と
る
国
が
ゼ
ロ
と
な
り
、し
っ

ぺ
返
し
戦
略
を
と
る
国
と
利
己
主
義
的
な
国
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い

る
場
合
、結
果
は
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
し
っ

ぺ
返
し
戦
略
の
国
ば
か
り
の
場
合
は
、「
平
和
の
配
当
」
を
得
る
わ

け
で
あ
る
が
、
見
た
目
は
黄
金
律
戦
略
と
区
別
が
つ
か
な
い
こ
と
に

な
る
。
す
る
と
、
し
っ
ぺ
返
し
戦
略
は
最
初
に
「
友
好
」
を
選
択
す

る
こ
と
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
最
初
に
「
武
力
行
使
」
で
は

な
く
「
友
好
」
を
選
択
す
る
の
か
、
そ
の
根
拠
が
明
確
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
節
の
「
利
他
性
」
を
考
慮

し
た
分
析
が
そ
の
根
拠
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
３
）
不
軽
菩
薩
の
実
践
と
「
黄
金
律
」

　

こ
こ
で
、「
不
軽
菩
薩
」
の
実
践
と
「
黄
金
律
」
と
の
関
連
を
考

察
す
る
。
不
軽
菩
薩
は
相
手
か
ら
悪
口
罵
詈
、
と
き
に
刀
杖
瓦
石
で

攻
撃
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
避
け
つ
つ
も
常
に
相
手
を
敬
い
続
け
る
。

こ
れ
は
何
度
裏
切
ら
れ
て
も
協
力
を
続
け
る
黄
金
律
戦
略
の
姿
勢
と

重
な
る
。
た
だ
し
、
不
軽
菩
薩
の
賢
さ
は
相
手
か
ら
迫
害
を
受
け
た

ら
そ
れ
を
受
け
続
け
る
の
で
は
な
く
、ま
た
や
り
返
す
の
で
も
な
く
、

そ
こ
か
ら
「
い
っ
た
ん
離
れ
る
」
と
い
う
選
択
を
し
た
の
ち
に
、
再

び
「
黄
金
律
」
の
実
践
を
し
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
に
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
第
三
の

選
択
肢
で
あ
る
。
一
方
で
、
不
軽
菩
薩
を
軽
蔑
し
て
い
た
民
衆
は
長

期
間
に
わ
た
っ
て
地
獄
の
苦
し
み
を
味
わ
い
、
そ
の
後
に
不
軽
菩
薩

の
法
華
経
の
教
え
を
受
け
て
教
化
さ
れ
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
説
か
れ
て
い
る
重
要
な
点
は
、
仮
に
政
府
と
警
察
が
な
く
て
も
、

「
黄
金
律
」
を
守
り
誠
実
に
行
動
す
る
菩
薩
に
対
し
て
、
一
種
の
裏

切
り
を
続
け
る
「
利
己
主
義
者
」
の
行
動
は
、
苦
し
み
を
味
わ
い
続

け
る
と
い
う
「
心
の
次
元
」
で
の
罰
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
過
程
を
経
て
得
ら
れ
る
教
訓
は
、
ど
れ

だ
け
迫
害
を
受
け
て
も
相
手
を
敬
い
続
け
る
行
動
が
、
自
身
の
仏
性

を
呼
び
覚
ま
す
だ
け
で
な
く
、
結
果
的
に
は
迫
害
を
加
え
て
き
た
そ

の
相
手
の
仏
性
も
呼
び
覚
ま
し
、
自
他
共
に
救
済
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
を
、
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
ゲ
ー
ム
に
当
て
は
め
て
考
察
す

る
。
ま
ず
Ａ
国
の
選
択
肢
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
友
好
」
と
「
武

力
行
使
」で
は
な
く
、「
友
好
」と「
専
守
防
衛
」と
い
う
も
の
が
あ
る
。
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表
７
は
、
Ａ
国
の
み
が
「
不
軽
菩
薩
の
実
践
」
を
行
っ
た
場
合
の
利

得
表
と
し
て
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
、驚
く
べ
き
こ
と
に
、ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
は
、Ａ
国
が
「
専

守
防
衛
」、
Ｂ
国
が
「
友
好
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
平
和
の
配
当

が
実
現
す
る
。
こ
れ
は
Ｂ
国
が
「
友
好
」
を
選
択
し
た
場
合
、
こ
れ

表７　不軽菩薩の実践

Ｂ国
Ａ国 友　好 武力行使

友　好 60、60 10、80

専守防衛 60、60 40、40

出典：筆者作成

ま
で
で
あ
れ
ば
、
Ａ
国
は
「
武
力
行
使
」
を
選
択
肢
に
持
っ
て
い
た

た
め
に
、
そ
れ
を
実
行
す
る
と
Ｂ
国
の
利
得
が
大
き
く
減
っ
て
い
た

の
に
対
し
て
、
Ａ
国
は
「
専
守
防
衛
」
で
あ
る
た
め
、
Ｂ
国
が
「
友

好
」
で
く
る
以
上
、
お
互
い
傷
つ
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
構
造
に
変

わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
Ｂ
国
か
ら
し
て
も
、
Ａ
国
が

「
友
好
」
の
場
合
、
Ｂ
国
は
「
武
力
行
使
」
を
選
択
す
る
こ
と
で
大

き
く
利
益
を
得
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
Ａ
国
が
「
専
守
防
衛
」
の
場

合
は
、Ｂ
国
が
「
武
力
行
使
」
を
す
る
と
、両
国
と
も
に
「
武
力
行
使
」

の
場
合
よ
り
は
損
失
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、「
友
好
」
を
選
択
す

る
方
が
国
益
は
大
き
い
た
め
、「
武
力
行
使
」
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

５
．
お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、「
平
和
経
済
」
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、「
国
家
の
ジ

レ
ン
マ
」
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
な
ぜ
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
の
か
、

と
い
っ
た
問
題
の
本
質
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
打
開
策
を
み

て
き
た
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
は
、
国
連
と
平
和
維
持
活
動
の
よ
う

な
「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」
に
よ
る
も
の
と
、
両
国
の
教
育
や
交
流
を
通

じ
て
醸
成
さ
れ
る
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
や
他
者
へ
の
尊
敬
の
念
と

い
っ
た
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
に
よ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
み
た
。
興

味
深
い
の
は
、
両
者
と
も
に
「
黄
金
律
」
を
実
践
す
る
こ
と
を
基
盤

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
従
来
の
「
利
己
性
」
を
前
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提
と
し
た
「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」
に
よ
る
方
法
だ
け
で
は
な
く
、「
利

他
性
」
を
前
提
と
し
た
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
に
よ
る
方
法
で
も
「
平

和
の
配
当
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」
だ
け
で
も
「
ソ
フ

ト
パ
ワ
ー
」
だ
け
で
も
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
た
め
、
両
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
「
消
極
的
平
和
」
の
み
な
ら
ず
「
積
極
的
平
和
」
の
創
出

に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
４
．（
３
）
で
み
た
よ

う
に
、「
専
守
防
衛
」
に
徹
す
る
こ
と
は
、「
平
和
の
配
当
」
を
実
現

す
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
日
本
国
憲
法
改
正
論

議
に
お
い
て
、「
自
衛
隊
」
の
存
在
を
認
め
る
と
し
て
も
、
外
交
の

手
段
と
し
て
「
武
力
行
使
」
は
絶
対
に
し
な
い
で
「
専
守
防
衛
」
に

徹
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
「
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
風
潮
は
、
こ
こ
で
の

議
論
と
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
互
い
に
「
武
力
行
使
」
を
選
択
す

る
国
家
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
憂
う
る
ば
か
り
で
あ

る
。
ま
た
現
実
に
は
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
に
対
す
る
期
待
や
信
頼
は

低
く
、「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」
に
頼
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、「
利
他
性
」

に
基
づ
く
「
教
育
」
や
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）」
な
ど
の
国
境

を
越
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
な
ど
、「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
各
国
に
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

〈
注
〉

1 �「
経
世
済
民
」
と
い
う
言
葉
は
古
代
中
国
に
お
い
て
徐
々
に
形
成
さ
れ

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
「
済
」
と
い
う
字
が
「
民
を
救
う
」
と

い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
紀
元
前
の
五
世
紀
頃
の
孔
子
の

『
論
語
』
に
出
て
く
る
次
の
一
節
に
あ
る
「
如も

し
博
く
民
に
施
し
て
能

く
衆
を
済す

く

う
も
の
あ
ら
ば
如い
か
ん何
ぞ
や
」（［
宮
崎
市
定
、
二
〇
〇
〇
］、

雍
也
第
六
―
一
四
七
、一
〇
一
頁
）。
次
に
、
紀
元
後
の
四
世
紀
に
は
葛

洪
の
『
抱
朴
子
』
内
篇
巻
之
十
八
「
地
眞
」
で
「
經
世
濟
俗
」
と
い
う

言
葉
で
現
れ
る
。
こ
の
概
念
が
短
縮
さ
れ
て
「
經
濟
」
と
な
る
の
も
こ

の
頃
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
七
世
紀
頃
に
な
る
と
王
通
「
文
中
子
」
巻
六

「
禮
樂
篇
」に「
皆
有
經
濟
之
道
」＝
經
世
濟
民
と
い
う
解
釈
が
現
れ
る
。

詳
し
く
は
阿
部 

［
阿
部　

弘
、
二
〇
一
〇
］（
五
九
、六
〇
、一
一
四
頁
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

2 �

緑
川
［
緑
川
浩
司
、
二
〇
一
七
］
七
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

3 �

日
本
に
お
け
る
経
世
済
民
論
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
阿

部 

［
阿
部　

弘
、
二
〇
一
〇
］（
第
二
章
）、
も
し
く
は
為
永
［
為
永
行

雄
、 

二
〇
一
六
］（
第
一
章
、
一
八
～
二
〇
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

4 �「
義
理
両
全
説
」
に
つ
い
て
は
、
高
野
［
高
野
暁
子
、
二
〇
〇
九
］

一
四
六
頁
を
参
照
し
た
。

5 �
宇
沢
・
渡
辺
［
宇
沢
弘
文
・
渡
辺　

格
、
二
〇
一
七
］
二
三
、二
四
頁
。

な
お
、
本
書
は
一
九
七
七
年
に
朝
日
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
科

学
者
の
疑
義
－
経
済
学
と
生
命
学
の
対
話
』
の
再
刊
で
あ
る
。
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6 �
ポ
ー
ス
ト
に
よ
る
同
タ
イ
ト
ル
の
著
書
『
戦
争
の
経
済
学
』［
ポ
ー
ル
・

ポ
ー
ス
ト
著　

山
形
浩
生
訳
、
二
〇
〇
七
］
が
存
在
す
る
の
で
参
照

さ
れ
た
い
。
た
だ
し
、
同
書
は
戦
争
を
奨
励
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

戦
争
が
い
か
に
コ
ス
ト
の
か
か
る
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
主
眼
が
あ
り
、
そ
の
過
激
な
タ
イ
ト
ル
と
は
裏
腹
に
平
和
経
済

を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

7 �

鎌
倉
時
代
の
荘
園
制
と
旧
仏
教
を
利
用
し
た
支
配
体
制
に
つ
い
て
は

佐
藤
［
佐
藤
弘
夫
、
二
〇
一
四
］
第
六
章
の
「
仏
土
の
論
理
」
を
参

照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
本
書
は
一
九
九
四
年
に
第
三
文
明
社
の
「
レ

グ
ル
ス
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
再
刊
で
あ
る
。

8 �

岡
部
［
岡
部
光
明
、
二
〇
一
七
］
第
九
章
に
お
い
て
一
般
的
に
整
理

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
黄
金
律
」
に
つ
い
て
は
ワ
ト
ル
ズ 

［W
attles, 

1996

］
も
参
照
さ
れ
た
い
。

9 �

ゲ
ン
ス
ラ
ー
［Gensler, 2013

］pp.40-43.

10 �

仏
教
に
は
そ
れ
に
該
当
す
る
言
葉
は
な
い
が
、
黄
金
律
と
整
合
的
で

あ
る
と
す
る
見
解
は
、
岡
部
［
岡
部
光
明
、
二
〇
一
七
］
第
九
章
、

二
八
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

11 �

以
下
の
引
用
は
宮
崎
［
宮
崎
市
定
、二
〇
〇
〇
］
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

四
〇
二
、二
八
〇
と
い
う
の
は
通
し
番
号
で
あ
る
。

12 �

こ
の
こ
と
か
ら
、
宮
崎
の
訳
に
お
い
て
は
、
文
脈
に
適
し
た
言
葉
遣

い
を
柔
軟
に
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

13 

［
創
価
学
会
教
学
部
編
、
二
〇
〇
二
］
五
五
七
頁
。

14 �「
我
深
敬
汝
等
、
不
敢
軽
慢
。
所
以
者
何
、
汝
等
皆
行
菩
薩
道
、
当
得

作
仏
（
我
は
深
く
汝
等
を
敬
い
、
敢
え
て
軽
慢
せ
ず
。
所
以
は
何
ん
、

汝
等
は
皆
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
、
当
に
作
仏
す
る
こ
と
を
得
べ
け
れ

ば
な
り
）」

15 �

こ
こ
で
の
記
述
は
中
村
［
中
村
瑞
隆
、
一
九
八
四
］
二
四
三
～
二
四
四

頁
を
参
考
に
し
て
い
る
。

16 �

以
下
、本
論
３
．（
１
）、 

３
．（
２
）の
議
論
は
、ゲ
ン
ス
ラ
ー［Gensler, 

2013

］（7.2

節
）
の
議
論
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

17 �

こ
の
点
の
議
論
に
つ
い
て
は
武
田
［
武
田
昌
之
、
一
九
九
一
］
を
参

照
さ
れ
た
い
。

18 �

利
他
性
の
効
用
関
数
は
、
バ
ッ
ト
・
大
垣
・
矢
口
（Bhatt, O

gaki, 
&

 Y
aguchi, 2015

）
お
よ
び
河
合
［
河
合　

伸
、
二
〇
一
八
］
を
参

照
さ
れ
た
い
。

19 �

仏
教
用
語
を
用
い
る
と
、
α
が
０
の
と
き
を
「
小
我
」
と
呼
び
、
α

が
１
の
と
き
を
、
自
分
と
相
手
の
利
得
を
全
く
同
等
に
考
慮
す
る
た

め
、「
大
我
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

20 �

河
合
［
河
合　

伸
、 

二
〇
一
八
］
補
題
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。

21 �
バ
ッ
ト
他
（Bhatt, O

gaki, &
 Y

aguchi, 2015

）
で
は
、
家
族
間
の

利
他
性
を
考
慮
し
、
徳
因
子
α
の
値
が
家
族
で
共
に
過
ご
す
時
間
が

長
い
ほ
ど
大
き
く
な
る
と
し
て
い
る
。

22 �

以
下
、
本
論
４
．（
２
）
の
議
論
は
、
ゲ
ン
ス
ラ
ー
［Gensler, 2013

］
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（14.3f

節
後
半
）
の
議
論
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

23 �
以
下
の
議
論
は
ゲ
ン
ス
ラ
ー
［Gensler, 2013

］14.3f, pp.212-215.
を
参
照
し
つ
つ
、
筆
者
な
り
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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ポ�

ー
ル
・
ポ
ー
ス
ト
著　

山
形
浩
生
訳
（
二
〇
〇
七
）『
戦
争
の
経
済
学
』

バ
ジ
リ
コ
。

阿
部　

弘
（
二
〇
一
〇
）『
経
世
済
民
論
と
経
済
学
』 

創
成
者
。

為
永
行
雄
（
二
〇
一
六
）『
人
間
主
義
の
経
済
』
揺
籃
社
。

宇�

沢
弘
文
・
渡
辺　

格
（
二
〇
一
七
）『
生
命
・
人
間
・
経
済
学
―
科
学

者
の
疑
義
』 

日
本
経
済
新
聞
社
。

岡
部
光
明 （
二
〇
一
七
）『
人
間
性
と
経
済
学
』 

日
本
評
論
社
。

河�

合　

伸
（
二
〇
一
八
）「
聖
人
の
調
和
と
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
」
東
日
本

国
際
大
学
研
究
紀
要
第
二
三
巻
一
号
、
掲
載
確
定
。

宮
崎
市
定
（
二
〇
〇
〇
）『
現
代
語
訳　

論
語
』 

岩
波
書
店
。

高�

野
暁
子
（
二
〇
〇
九
）「
于
臣
『
渋
沢
栄
一
と
〈
義
利
〉
思
想
―
近
大

東
ア
ジ
ア
の
実
業
と
教
育
』」
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科　

教

育
学
研
究
室　

研
究
室
紀
要　

第
三
五
号
、 

一
四
五
―
一
五
〇
。

佐
藤
弘
夫
（
二
〇
一
四
） 『
鎌
倉
仏
教
』 

筑
摩
書
房
。

　

創
価
学
会
教
学
部
編（
二
〇
〇
二
）『
妙
法
蓮
華
経 

並 

開
結
』 

創
価
学
会
。

中�

村
瑞
隆
（
一
九
八
四
）『
仏
教
を
読
む
④　

ほ
ん
と
う
の
道　

法
華
経
』 

集
英
社
。

武�

田
昌
之
（
一
九
九
一
）『
国
際
連
盟
と
ド
イ
ツ
の
平
和
主
義
―
軍
事
制

裁
の
問
題
を
中
心
に
』
北
海
道
東
海
大
学
紀
要　

人
文
社
会
学
系　

第

四
号
、
一
〇
九
―
一
二
三
。

緑
川
浩
司
（
二
〇
一
七
）『
論
語
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』
財
界
二
一
。
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淵
岡
山
に
お
け
る
「
藤
樹
学
」
の
展
開

■
論
文
Ⅳ
■

〈
要
旨
〉

�　

�　

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
代
表
的
儒
者
・
中
江
藤
樹
の
学
派
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
中
江
藤
樹
の
学
派
は

全
国
に
広
ま
っ
た
。
全
国
的
な
伝
播
を
主
導
し
た
人
物
に
、
淵ふ

ち

岡こ
う

山ざ
ん

と
い
う
藤
樹
の
直
弟
子
が
い
た
。
岡
山
は
、
中
江
藤
樹
が
唱
え

た
「
修
己
」
に
関
す
る
儒
学
的
修
養
論
を
継
承
し
た
。
た
だ
し
岡

山
は
、
た
だ
自
ら
の
心
を
善
く
す
る
た
め
の
方
法
論
だ
け
を
考
察

し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
自
分
が
他
者
と
の
交
流
の
場
面
に
お
け

る
「
自
ら
の
心
の
正
し
い
在
り
方
」
や
、
他
者
理
解
な
ど
を
問
題

に
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
岡
山
の
主
張
は
、
岡
山
の
弟
子
達
か

ら
の
質
問
を
契
機
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
岡
山
は
、
学
習

者
た
ち
の
疑
問
に
応
え
る
か
た
ち
で
藤
樹
の
学
問
を
展
開
さ
せ
て

い
っ
た
。
し
か
し
岡
山
は
、
藤
樹
の
唱
え
た
学
問
が
儒
学
思
想
を

ど
の
よ
う
に
実
践
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
方
法
論
の
模
索
で

あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
ま
た
岡
山
は
、
自
分
の
継
承
し

た
学
問
が
儒
学
思
想
を
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
の
か
と
い
う
課
題

に
自
覚
的
で
あ
っ
た
。

　

�　

そ
の
後
の
弟
子
た
ち
は
、
儒
学
思
想
よ
り
も
「
藤
樹
の
教
え
」

を
基
点
に
学
問
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
藤
樹
の
教
え
に

忠
実
に
な
る
一
方
、
世
間
の
学
習
者
の
問
題
関
心
と
距
離
が
出
来

て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
藤
樹
学
派
の
広
が
り
が
徐
々
に
狭
ま
っ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

１
． 

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
前
期
に
活
動
し
た
儒
者
、
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
～

四
八
）
は
、大
陸
か
ら
渡
来
し
た
明
末
清
初
の
様
々
な
書
籍
を
通
し
、

自
力
で
「
儒
学
」
の
思
想
世
界
を
理
解
し
た
人
物
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
中
国
明
代
の
王
陽
明
、
王
龍
渓
と
い
う
思
想
に
影
響
を
受
け
た

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
博
士
研
究
員　

高　

橋　

恭　

寛
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こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
か
つ
て
は
「
日
本
陽
明
学
派
の
祖
」
と
も

称
さ
れ
て
き
た

1

。

　

藤
樹
の
学
徳
に
惹
か
れ
、
書
籍
で
学
ぶ
「
朱
子
学
」
に
は
な
い
魅

力
を
感
じ
て
藤
樹
の
元
に
集
ま
っ
た
者
も
少
な
く
な
い
。決
し
て「
朱

子
学
」
や
「
陽
明
学
」
の
枠
に
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
教
え
を
受
け
継

い
だ
後
学
た
ち
が
「
藤
樹
学
派
」
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
後
述
の

淵
岡
山
と
い
う
高
弟
が
京
都
で
学
館
を
構
え
た
こ
と
で
、
教
え
を
乞

う
人
が
全
国
か
ら
や
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

世
間
で
の
認
知
度
は
高
く
、没
後
半
世
紀
ほ
ど
で
中
江
藤
樹
を「
王

陽
明
の
学
問
の
導
入
者
」
と
し
て
評
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

�

参
「
中
江
与
右
衛
門
の
学
問
は
い
か
に
」
京
「
王
陽
明
の
跡
を

か
ん
が
へ
性
理
の
至
極
良
知
良
能
の
を
し
へ
を
た
づ
ね
、
道
春

ほ
ど
博
文
に
は
あ
ら
ね
ど
、
徳
実
を
本
と
し
て
真
理
を
さ
ぐ
り

い
だ
さ
れ
し
は
此
人
の
大
功
な
り
。」（『
元
禄
太
平
記
』
六
「
○

身
の
行
の
は
じ
め
な
る
を
や
」2

）

　

ま
た
そ
の
学
問
だ
け
で
は
な
く
、
没
後
「
孝
子
」
と
し
て
藤
井
懶

斎
『
本
朝
孝
子
伝
』（
一
六
八
九
年
刊
）
に
も
輯
録
さ
れ
た
よ
う
に
、

江
戸
期
を
通
じ
て
そ
の
人
徳
の
高
さ
が
顕
彰
さ
れ
た
伝
記
的
人
物
で

も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
道
徳
的
理
想
と
し
て
の
「
中
江
藤
樹
」
像
は
、

近
代
の
修
身
教
科
書
に
も
引
き
継
が
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
全
国
的
に
広
ま
っ
た
は
ず
の
藤
樹
の
学
問
は
、
江
戸

後
期
、
寛
政
年
間
頃
に
も
な
る
と
「
学
派
」
と
し
て
従
事
す
る
学
者

が
減
少
し
、
衰
微
の
見
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
に
藤
樹
の
学
問
の
継
承
者
は
、
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
学
問
の
伝
授
が
口
伝
で
あ
っ
て
、
手
引
き
の
よ
う
な
も
の
の
相

続
が
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
点
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

　
　

�

藤
樹
先
師
之
学
、
奥
州
・
武
州
・
勢
州
・
畿
内
・
中
国
・
九
州

迄
、
凡
て
二
十
四
ヶ
国
に
渡
り
候
由
、
別
而
当
地
は
北
方
三
子

之
余
沢
、
郡
中
に
及
し
、
士
庶
人
共
学
レ
之
、
夥
敷
同
志
有
レ
之
、

先
師
小
川
郷
在
世
以
来
、
百
七
十
年
近
〈
先
師
小
川
へ
移
給
ふ

年
よ
り
、寛
政
十
二
年
迄
、百
六
十
七
年
、御
終
焉
後
、今
年
迄
、

百
五
十
三
年
に
成
る
〉
連
綿
と
し
て
口
授
伝
来
致
候
処
、
今
世

甚
微
々
に
相
成
、
纔
五
七
輩
に
て
、
手
引
之
相
続
も
無
レ
之
と

申
は
、
残
念
至
極
、
畢
竟
御
互
之
不
徳
故
と
、
恐
入
た
る
義
に

存
候
。（『
北
川
子
示
教
録
』
北
示
―
二
四

3

）

　

泰
平
の
世
も
深
ま
り
、
儒
学
テ
キ
ス
ト
や
儒
学
の
素
養
を
身
に
付

け
た
学
者
が
増
え
、
学
塾
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
立
ち
上
が
る
時
代
と

な
れ
ば
〈
教
師
と
弟
子
〉
と
い
う
人
間
関
係
自
体
は
自
然
と
生
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
儒
学
の
「
学
派
」
と
し
て
一
定
の
特
徴
を

有
し
つ
つ
、
江
戸
期
を
通
じ
て
連
綿
と
続
い
た
学
脈
は
多
い
と
は
言
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え
な
い
。
曲
が
り
な
り
に
も
藤
樹
の
学
問
は
、
会
津
喜
多
方
の
地
に

お
い
て
幕
末
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
近
代
を
迎
え
た
。
近
江
高
島
の

藤
樹
書
院
は
現
代
に
至
る
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
世
相
が
移
り
担

い
手
も
か
わ
る
な
か
、
学
習
者
が
〈
中
江
藤
樹
の
学
問
〉
に
一
貫
し

て
求
め
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の

学
問
の
一
貫
性
と
変
容
を
追
い
か
け
る
こ
と
は
、
な
ぜ
藤
樹
の
学
問

が
衰
微
し
て
い
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
少
数
派
で
あ
れ
、
人
々
が
ど

の
よ
う
な
学
問
を
求
め
て
い
た
の
か
、
江
戸
期
に
お
け
る
学
問
の
多

様
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、藤
樹
の
弟
子
に
あ
た
る
淵
岡
山
に
注
目
す
る
。

淵
岡
山
は
、
京
都
に
学
館
を
築
い
た
と
き
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
全

国
的
な
伝
播
を
主
導
し
た
人
物
で
あ
る
。
岡
山
が
ど
の
よ
う
に
藤
樹

の
学
問
を
語
っ
て
い
た
の
か
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
岡
山
の

考
え
の
何
が
、
全
国
に
散
ら
ば
る
弟
子
た
ち
を
惹
き
つ
け
た
の
か
を

窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
時
代
が
下
る
こ
と
で
世
間

が
学
問
に
求
め
る
も
の
と
、
藤
樹
の
弟
子
た
ち
の
学
問
と
の
間
に
、

ど
の
よ
う
な
ズ
レ
が
生
じ
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
ゆ
く
た
め
に
は
、

藤
樹
没
後
に
弟
子
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
藤
樹
の
学
問
を
世

に
問
う
た
の
か
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
、
学
祖
・
中
江
藤
樹
に
お
い
て
「
学
問
」
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た

い
。
そ
の
上
で
、
高
弟
・
岡
山
の
学
問
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

２
．
中
江
藤
樹
の
学
問

　

ま
ず
中
江
藤
樹
と
い
う
儒
者
に
と
っ
て
の
「
学
問
」
と
は
、
端
的

に
述
べ
る
な
ら
ば
、自
ら
の
〈
善
な
る
心
〉（
儒
学
用
語
で
は
「
明
徳
」

と
い
う
）
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
四
書
五
経
と

い
っ
た
儒
学
経
典
が
手
立
て
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
事
物
に

応
接
す
る
な
か
で〈
善
な
る
心
〉（
＝
明
徳
）を
発
揮
す
る
こ
と
が「
学

問
」
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
は
、
彼
の
主
著
『
翁
問
答
』
か
ら
窺
い

知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　

�

体
充
曰
、
正
真
の
が
く
も
ん
は
、
い
か
や
う
な
る
が
く
も
ん
に

て
御
座
候
や
。
師
の
曰
、
ま
づ
明
徳
を
あ
き
ら
か
に
す
る
を
、

こ
こ
ろ
ざ
し
の
根
本
と
さ
だ
め
、
四
書
五
経
の
心
を
師
と
し
、

応
事
接
物
の
境
界
を
、砺
石
と
な
し
て
明
徳
の
宝
珠
を
み
が
き
、

（
中
略
）
か
く
の
ご
と
く
ま
な
ぶ
を
、正
真
の
学
問
と
云
な
り
。

（『
翁
問
答
』
三
―
一
〇
七
・
八

4 

）

　

こ
の
〈
善
な
る
心
〉（
＝
明
徳
）
を
発
揮
す
る
こ
と
と
は
、
物
質

社
会
の
な
か
で
得
ら
れ
る
快
不
快
や
幸
不
幸
を
超
え
た
、
絶
対
的
な

安
楽
を
求
め
る
こ
と
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。自
分
の〈
善
な
る
心
〉（
＝

明
徳
）
を
フ
ル
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
安
楽
」
の
境
地

に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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�　

凡
夫
の
ね
が
ふ
、
富
貴
は
小
富
貴
と
云
て
、
ち
い
さ
き
富
貴

也
。
小
富
貴
の
ほ
か
に
、
至
富
貴
と
て
、
広
大
無
類
な
る
富
貴

あ
り
。
此
大
富
貴
は
、
ぼ
ん
ふ
の
目
に
は
み
え
ぬ
ゆ
へ
に
、
も

と
め
ね
が
ふ
こ
と
な
し
。聖
賢
は
此
大
富
貴
を
、お
も
ひ
の
ま
ゝ

に
得
た
ま
ふ
に
よ
つ
て
、
小
富
貴
を
ば
わ
す
れ
た
ま
ひ
て
、
求

め
ね
が
ひ
た
ま
は
ね
ば
、
疏
食
飲
水
、
箪
瓢
陋
巷
の
貧
賤
に
居

た
ま
ひ
て
も
、
無
上
の
真
楽
つ
ね
に
泰
然
と
あ
り
て
、
ぼ
ん
ぶ

の
小
富
貴
を
得
た
る
た
の
し
み
と
お
な
じ
口
に
も
か
た
る
べ
き

事
に
あ
ら
ず
。（『
翁
問
答
』
三
―
一
一
一
・
二
）

　

こ
こ
で
藤
樹
が
説
い
て
い
る
学
問
と
は
人
間
な
ら
ば
誰
も
が
取
り

組
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
実
現
可
能
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
確
信

が
藤
樹
に
は
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
周
囲
の
学
習
者
に
示
し
て

み
て
も
、
学
習
意
欲
や
進
捗
具
合
に
は
学
習
者
個
々
人
の
差
が
あ

り
、
誰
も
が
藤
樹
の
思
い
描
い
た
通
り
の
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
か
た
ち
で
藤
樹
の
も
と
に
は
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
学
問
成
就
が
果
た
せ
る
の
か
と
い
う
質
問
の
書
簡

が
届
く
。
そ
こ
で
藤
樹
は
誰
も
が
果
た
し
得
る
方
法
論
を
模
索
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
多
く
の
著
作
や
書
簡
は
、
藤
樹
自
ら
の
学
習
の

蓄
積
に
よ
る
学
問
世
界
の
広
が
り
を
示
す
と
同
時
に
、
誰
も
が
着
手

出
来
る
方
法
論
の
確
立
を
課
題
と
し
た
な
か
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
と
言
え
る
。

　

た
と
え
ば
書
簡
で
も
弟
子
か
ら
は
、〈
己
の
一
身
を
慎
む
〉（
＝
慎

独
）
た
め
の
心
の
保
ち
方
を
努
力
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
の

志
す
ら
立
た
な
い
と
い
う
質
問
を
受
け
て
い
た
。
藤
樹
は
受
け
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
「
心
学
」
へ
と
向
か
お
う
と
思
っ
て
も
「
う
ま
く

学
習
出
来
な
い
」
と
い
う
「
学
問
に
挫
け
た
者
」
へ
の
対
応
を
繰
り

返
し
論
じ
て
い
た
。

　
　

�

御
志
う
は
の
空
に
て
、
自
反
慎
独
の
御
受
用
成
兼
申
旨
、
御
尤

な
が
ら
沙
汰
の
か
ぎ
り
と
奉
レ
存
候
。
心
裏
面
に
常
住
不
息
の

良
知
の
主
人
公
御
座
候
。
此
君
に
御
対
面
成
ら
れ
工
夫
御
勤
め

候
は
ゞ
、い
つ
と
な
く
浮
気
除
き
申
す
べ
く
候
。（「
答
国
領
太
。

一
」
二
―
三
七
八
）

　

こ
の
よ
う
に
藤
樹
自
ら
が
学
ん
だ
儒
学
思
想
に
つ
い
て
、そ
の〈
学

問
の
目
的
意
識
〉
と
〈
学
問
成
就
の
方
法
論
〉
を
藤
樹
自
ら
の
言
葉

で
語
っ
た
の
が
中
江
藤
樹
で
あ
っ
た
。
書
籍
か
ら
得
る
「
朱
子
学
」

と
は
少
々
異
な
っ
た
路
線
で
儒
学
思
想
を
展
開
し
た
中
江
藤
樹
の
思

想
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
門
弟
た
ち
が
藤
樹
の
住
ま
う
近
江
高
島
の
藤

樹
書
院
に
集
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
藤
樹
の
学
問
を
継
承

し
た
高
弟
が
淵
岡
山
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。



76

研究　東洋

３
．
淵
岡
山
の
登
場

　

淵
岡
山
（
一
六
一
七
～
八
七
）
は
、
奥
州
仙
台
出
身
の
人
。
江
戸

で
幕
臣
一
尾
伊
織
に
仕
え
る
。
一
尾
氏
の
所
領
が
近
江
蒲
生
郡
に
あ

り
、
そ
の
縁
で
中
江
藤
樹
に
入
門
し
た
。
藤
樹
没
後
の
一
六
七
四
年

（
延
宝
二
年
）、
京
都
西
陣
に
学
舎
を
開
き
、
藤
樹
の
教
え
を
世
に

広
め
た
。
岡
山
の
弟
子
筋
の
者
た
ち
は
京
都
、
大
坂
を
中
心
に
会
津

喜
多
方
、江
戸
、伊
勢
、美
作
な
ど
に
展
開
し
た
。
主
な
資
料
に
『
岡

山
先
生
示
教
録
』『
岡
山
師
覚
書
』
な
ど
が
あ
る
。

　

岡
山
以
下
の
藤
樹
学
派
に
つ
い
て
は
、
戦
中
戦
後
に
柴
田
甚
五
郎

に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
藤
樹
の
思
想
継
承
者
た
る
岡
山
の
存
在

に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
後
は
、木
村
光
徳
、吉
田
公
平・

小
山
国
三
と
二
度
に
わ
た
っ
て
学
派
の
資
料
が
整
理
さ
れ
た

5

。
と
り

わ
け
木
村
光
徳
に
よ
っ
て
学
派
内
部
の
個
々
人
に
関
す
る
特
色
が
指

摘
さ
れ
て
は
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
藤
樹
と
の
比
較
の
な
か
で
の
特

殊
性
と
い
う
性
質
に
留
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

藤
樹
没
後
、
岡
山
以
降
の
思
想
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
か

つ
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る

6

。
岡
山
は
藤
樹
の
学
術
を
継
承
し
た

人
物
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
藤
樹
が
模
索
し
た
〈
誰
も
が
学
問
成
就

し
得
る
方
法
論
〉
や
〈
学
問
へ
の
志
が
弱
ま
る
こ
と
へ
の
対
処
〉
に

つ
い
て
も
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。

　
　

�

直
に
御
志
た
ゆ
み
不
レ
申
候
得
は
、
忽
君
子
之
域
ニ
御
至
候
程

の
御
器
量
か
と
の
御
も
く
ろ
み
に
て
御
座
候
。
乍
レ
去
誰
し
も

初
学
の
時
の
す
ゝ
み
、
一
た
ゆ
む
も
の
か
と
の
事
に
候
。
其
時

提
撕
能
い
た
し
候
へ
は
、
志
堅
立
定
ル
由
に
御
座
候
間
、
能
々

御
志
物
に
た
ゆ
ま
さ
れ
ざ
る
や
う
に
御
用
心
可
レ
被
レ
成
と
の

御
有
増
に
て
候
。（
岡
示
三
―
一
）

　

別
の
と
こ
ろ
で
は
、
初
学
の
と
き
以
来
の
「
志
」
が
弛
ま
ず
、
継

続
的
に
「
志
」
を
維
持
し
て
学
問
を
進
め
て
ゆ
く
た
め
に
は
「
勇
」

と
い
う
状
態
の
必
要
だ
と
い
う
話
を
岡
山
は
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
岡
書
中
―
三
）。
岡
山
は
常
に
動
く
「
心
の
状
態
」
の
な
か
で
、

心
を
常
に
新
た
に
す
る
「
日
新
」
と
い
う
方
法
論
を
提
示
し
て
い
た

（
岡
示
二
―
五
）。

　

こ
の
よ
う
に
岡
山
も
藤
樹
以
来
の
学
問
に
挫
け
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
る
の
が
よ
い
の
か
を
課
題
と
し
て
〈
内
心
〉
を
修

め
る
方
法
論
を
課
題
と
し
て
い
た
。
し
か
し
内
心
の
分
析
と
い
う
点

で
は
学
祖
・
中
江
藤
樹
の
思
索
に
遠
く
及
ば
な
い
。
藤
樹
の
学
統
を

継
い
だ
岡
山
の
学
問
は
、
藤
樹
の
言
説
に
基
づ
く
だ
け
で
は
な
く
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
岡
山
な
り
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
講
説
を
組
み
立

て
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
藤
樹
の
説
い
た
修

養
論
の
問
題
を
、
自
ら
の
内
心
だ
け
の
問
題
に
収
束
さ
せ
な
い
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
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岡
山
は
、人
が
頑
な
に
な
っ
て
動
け
な
く
な
る
と
い
う
〈
す
く
み
〉

と
い
う
心
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
心
の
〈
す
く
み
〉
に

つ
い
て
「
他
人
を
も
〈
す
く
ま
せ
る
〉
患
い
」
が
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
藤
樹
学
の
教
え
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
中
江
藤
樹

の
学
問
を
「
人
間
関
係
の
学
問
」
で
も
あ
る
と
意
識
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
岡
山
は
、
自
分
の
心
を
縛
っ
て
不
自
由
に
な
る
の
を
避
け
、

他
人
と
交
流
を
は
か
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
　

�

師
曰
、
大
体
人
ハ
ス
ク
ミ
カ
チ
ナ
ル
モ
ノ
也
。
一
身
ノ
内
聊
ニ

テ
モ
ス
ク
ミ
ア
レ
ハ
、
何
事
モ
難
レ
通
、
不
自
由
也
。
人
ヲ
ス

ク
メ
サ
ル
事
藤
樹
之
家
法
也
。
按
ル
ニ
得
テ
不
得
テ
出
来
不
出

来
ノ
四
品
ヲ
弁
ル
ト
キ
ハ
、
自
己
ニ
モ
ス
ク
ミ
ナ
ク
、
人
ヲ
モ

ス
ク
ム
ル
病
ヒ
ナ
シ
。（
岡
示
四
―
三
）

　

こ
の
〈
他
者
へ
の
意
識
〉
が
岡
山
に
お
い
て
は
藤
樹
以
上
に
強
調

さ
れ
て
い
る
。
藤
樹
で
あ
れ
、
岡
山
で
あ
れ
、
如
何
な
る
状
況
に
お

い
て
も
、
自
分
の
内
心
を
ど
の
よ
う
に
正
し
く
保
つ
か
が
問
題
と
な

る
。
た
だ
藤
樹
の
場
合
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
自
ら
の
心
の
修
め
方

を
説
く
こ
と
が
大
事
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
岡
山
の
場
合
は
、〈
す
く
み
〉
の
問
題
に
対
し
て
も
、
自

ら
の
心
の
〈
す
く
み
〉
の
み
に
着
目
す
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば

「
或
人
問
、
貴
人
高
位
に
交
ル
時
、
す
く
む
念
有
。
是
を
禁
せ
ん
と

す
れ
は
、猶
以
力
ら
出
て
、平
和
に
無
レ
之
候
。
い
か
ゝ
心
得
候
は
ヽ
、

安
堵
可
レ
仕
候
哉
。」
の
よ
う
に
、
貴
人
や
高
位
の
人
と
の
交
流
の

な
か
で
生
じ
る
場
合
、ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
、

他
者
と
の
関
係
の
な
か
で
の
〈
す
く
み
〉
と
い
う
具
体
的
な
問
題
に

直
面
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
そ
の
〈
す
く
み
〉
に
対
し
て
岡
山
は
、
現
実
世
界
に
お
け

る
欲
望
か
ら
解
き
放
た
れ
な
い
と
逃
れ
ら
れ
な
い
と
答
え
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
上
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
師
・
藤
樹
が
「
小
富
貴
」

と
「
大
富
貴
」
と
の
二
つ
に
切
り
分
け
た
よ
う
な
話
と
大
き
な
相
違

点
は
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
藤
樹
の
教
え
は
自
ら
の
心
を
正
し
く
保
つ

た
め
の
心
法
が
中
心
に
あ
る
。
た
だ
岡
山
の
場
合
、
欲
望
の
生
じ
る

内
容
を
具
体
的
に
「
貴
人
高
位
」
と
交
流
す
る
な
か
で
の
〈
す
く
み
〉

が
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
如
何
な
る
場
面
で
も
生

じ
る
よ
う
な
漠
然
と
し
た
〈
す
く
み
〉
で
は
な
く
、
人
間
関
係
の
場

に
お
け
る
自
ら
の
心
持
ち
を
ど
の
よ
う
に
保
つ
の
か
と
い
う
問
題
へ

と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

�

答
云
、
万
欲
全
く
放
下
せ
さ
る
内
ハ
、
之
す
く
み
免
れ
か
た
し
。

欲
有
る
故
に
、
向
の
人
に
鼻
つ
ら
を
通
さ
れ
、
我
か
身
な
か
ら

自
由
ニ
な
ら
さ
る
故
、
す
く
む
な
る
へ
し
。
欲
の
為
に
人
に
随

ふ
も
、
安
身
立
命
を
希
ふ
為
也
。
然
と
も
媚
諂
ふ
時
ハ
、
其
身

不
レ
安
、
其
命
不
レ
立
。
誠
に
い
や
し
き
事
、
る
い
な
し
。
君
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子
ハ
飢
て
義
に
飽
、事
を
求
る
と
な
ん
。
何
そ
諂
ら
ん
哉
。（
岡

示
追
―
六
二
）

　

中
江
藤
樹
の
学
問
を
継
承
す
る
以
上
、
そ
れ
が
「
修
己
」
の
学
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
い
。
藤
樹
と
岡
山
の
違
い
は
、
社
会
生

活
の
な
か
で
の
「
修
己
」
で
あ
る
と
具
体
的
な
日
常
の
視
点
を
導
入

し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
岡
山
へ
は
藤
樹
と
異
な
り
「
同
志

に
交
る
と
世
人
に
交
る
と
、
趣
二
ツ
に
な
る
事
ハ
い
か
ゝ
。」
と
い

う
質
問
が
来
て
い
る
。
弟
子
た
ち
も
様
々
に
広
が
る
人
間
関
係
の
な

か
で
、
ど
の
よ
う
に
他
者
と
向
き
合
う
の
か
、
そ
の
距
離
感
に
つ
い

て
悩
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

学
者
で
あ
ろ
う
と
そ
う
で
な
か
ろ
う
と
区
別
す
る
必
要
が
な
い
と

い
う
藤
樹
の
言
葉
を
踏
ま
え
、
学
問
仲
間
と
の
交
流
に
お
い
て
も
世

間
の
人
々
と
の
交
流
に
お
い
て
も
名
利
の
欲
が
お
き
、「
良
知
」
の

発
動
に
お
い
て
両
者
に
区
別
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。

　
　

�

答
曰
、
昔
藤
樹
先
生
曰
、
吾
儕
学
問
す
る
と
百
姓
の
田
を
耕
す

と
一
般
な
る
と
の
御
常
談
に
候
へ
つ
る
。（
中
略
）
本
体
呈
露

に
お
い
て
は
、
同
志
も
世
人
も
一
般
な
る
へ
し
。
い
か
ゝ
と
な

れ
は
、
同
志
に
交
る
時
も
、
名
利
利
根
毀
誉
得
喪
有
レ
之
時
ハ

本
体
に
あ
ら
す
と
自
反
に
お
よ
び
候
。
世
人
に
交
て
も
名
利
利

害
発
る
時
ハ
、
良
知
こ
れ
を
し
る
。
其
知
る
ニ
お
よ
び
て
は
、

替
ら
さ
る
所
有
。
爰
を
以
同
志
も
世
人
も
一
般
な
る
事
自
反
有

レ
之
度
事
に
候
。（『
岡
山
先
生
示
教
録
』
岡
示
七
―
四
八
）

　

回
答
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
具
体
的
な
人
と
人
の
関
係
に
落
と
し
込
ん
で
「
修
己
」
を
考

え
る
言
説
は
藤
樹
か
ら
は
出
て
こ
な
い
。
藤
樹
で
あ
れ
ば
、
自
ら
の

心
の
問
題
に
終
始
さ
せ
る
。
た
と
え
ば
藤
樹
は
弟
子
へ
の
書
簡
の
な

か
で
、
中
国
北
宋
の
程
明
道
、
程
伊
川
と
い
う
二
人
の
儒
者
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
た
。
程
伊
川
が
酒
宴
で
遊
女
が
歌
い
舞
う
こ
と

に
腹
を
立
て
て
退
出
し
た
の
に
対
し
て
、
兄
の
程
明
道
は
平
然
と
そ

の
場
に
居
続
け
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
明
道
は
、
伊
川
が
自
ら
の
心

の
内
に
い
る
「
遊
女
」
に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
戒
め
た
と

い
う
話
で
あ
る
。

　
　

�

昔
程
明
道
伊
川
兄
弟
と
も
に
酒
宴
の
座
に
御
座
候
時
、
酒
の
挨

拶
に
遊
女
出
で
う
た
ひ
舞
候
ヘ
バ
、
伊
川
ハ
座
を
立
破
り
御
帰

り
、
明
道
ハ
其
儘
御
座
候
而
、
酒
宴
事
終
り
て
、
座
中
の
人
々

と
一
度
に
御
帰
り
、
其
明
る
日
明
道
伊
川
御
対
面
候
折
節
、
伊

川
は
昨
日
之
遊
女
を
嫌
ひ
め
さ
れ
た
る
心
解
ず
、
顔
色
を
だ
や

か
な
ら
ず
候
ヘ
バ
明
道
の
い
は
く
、
昨
日
座
中
に
遊
女
あ
れ

ど
も
、
我
心
に
遊
女
な
し
。
今
日
座
中
に
遊
女
な
け
れ
ど
、
そ

な
た
の
心
に
遊
女
有
り
と
戒
め
給
ひ
き
。（「
答
谷
川
子
」
二
―
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三
七
九
）

　

こ
れ
は
伊
川
が
厳
格
な
儒
者
で
あ
っ
た
と
い
う
個
別
の
性
格
に
基

づ
い
た
特
別
な
話
で
は
な
い
。「
誰
に
て
も
む
か
ひ
の
人
に
目
を
付

た
る
は
あ
し
く
候
」（「
同
」
二
―
三
八
〇
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

誰
で
あ
っ
て
も
他
者
に
目
を
向
け
る
こ
と
自
体
に
否
定
的
で
あ
っ

た
。「
爾
ハ
爾
を
せ
よ
、我
ハ
我
を
せ
ん
の
心
持
肝
要
に
候
。」（「
同
」

二
―
三
七
九
）
と
弟
子
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
藤
樹
の
考
え
方
か
ら
は
、
他
者
と
の
具
体
的
な
交
流

の
場
面
は
大
き
な
関
心
事
と
な
ら
ず
、
ど
こ
ま
で
も
ひ
と
り
の
人
に

お
け
る
自
ら
の
心
の
問
題
と
い
う
話
に
な
る
。
他
者
と
の
関
係
の
問

題
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。『
大
学
』
三
綱
領
の
「
親
民
」

の
「
民
」
を
「
人
」
と
読
み
、「
五
倫
ヲ
包
テ
見
ベ
シ
。」（「
大
学
解
」

二
―
二
四
）
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
続
け
て
「
親
民
ハ
心
上
ニ
在

テ
講
ズ
。
事
迹
ニ
就
テ
見
コ
ト
ナ
カ
レ
。」（「
同
」
二
―
二
四
）
と

あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
ま
ず
は
自
ら
の
心
の
問
題
と
し
て
考
え

て
い
た
。
藤
樹
の
中
心
的
課
題
は
あ
く
ま
で
も
「
修
己
」
で
あ
り
、

他
者
関
係
へ
と
目
を
向
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

藤
樹
の
弟
子
た
ち
は
、
自
ら
の
内
心
を
正
す
に
し
て
も
他
者
へ
と

目
を
向
け
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
者
と
の
交
流
の
な
か
で
動
揺

し
た
自
ら
の
心
を
ど
の
よ
う
に
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か

を
問
題
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
他
人
と
是
非
を
争
っ
た

と
き
、
先
方
の
ほ
う
が
七
分
も
八
分
も
分
が
悪
い
よ
う
な
状
況
で

争
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
気
分
を
害
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
場
合
に
、
い
く
ら
先
方
の
分
が
悪
く
て
も
〈
他
人
を
咎
め
る
〉
と

い
う
こ
と
は
、
鏡
を
よ
そ
に
向
け
て
、
他
の
処
の
非
を
照
ら
し
て
指

摘
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
を
省
み
る
「
自
反
」
と
は

言
え
な
い
。「
君
子
は
己
に
求
め
、
小
人
ハ
人
に
求
め
る
」
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
ら
の
「
本
体
」
に
立
ち
返
る
努
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
弁
え
て
い
れ
ば
、
安
堵
に
も
似
た
気
持
ち
に
立
ち
返
れ

る
と
す
る
。

　
　

�

人
に
対
し
候
て
、
是
非
を
争
ひ
候
時
、
此
方
ハ
十
の
物
二
つ
三

つ
こ
と
あ
し
け
れ
、
あ
な
た
ハ
七
つ
八
つ
も
き
こ
へ
ぬ
仕
方
有

と
、
不
興
弥
増
な
り
。（
中
略
）
然
る
に
人
を
咎
る
ハ
、
鏡
に

そ
む
き
向
ふ
か
如
く
、
餘
所
の
非
を
照
し
か
そ
へ
て
、
誠
の
自

反
に
あ
ら
す
と
弁
候
へ
ハ
、
当
下
本
体
の
一
端
に
立
帰
り
、
安

堵
に
似
た
る
様
に
覚
候
。
所
謂
君
子
ハ
求
レ
己
、
小
人
ハ
求
レ

人
と
か
や
。
遅
く
も
心
得
た
る
も
の
か
な
。（
岡
示
追
―
九
七
）

　

確
か
に
藤
樹
の
教
え
の
基
本
と
し
て
中
心
に
あ
る
の
は
自
ら
の
心

構
え
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
他
者
関
係
に
注
目
し
た
岡
山
に
お

い
て
も
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
他
者
と
の
関
係
で
う

ま
く
い
か
な
い
と
い
う
難
題
は
、藤
樹
に
は
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
り
、
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岡
山
な
り
の
展
開
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
「
一
家
難
レ
和
事
挙
世
ノ
通

病
ニ
候
。」
の
よ
う
な
家
庭
内
の
人
間
関
係
の
困
難
に
も
踏
み
込
ん

で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
、「
乍
レ
去
勢
ノ
ナ
キ
モ
ノ
ハ
独
其
身

ヲ
能
ス
ル
ヨ
リ
外
ハ
、
古
今
共
ニ
無
レ
之
ト
見
ヘ
申
候
。」（
岡
書
中

―
一
三
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
我
が
身
を
正
す
と
い
う

「
修
己
」
を
説
く
点
で
は
藤
樹
由
来
の
教
え
と
い
え
る
。

　

た
だ
弟
子
た
ち
か
ら
の
質
問
に
は
、「
問
、
人
を
見
る
事
は
、
い

か
様
に
い
た
し
候
得
ハ
見
ゆ
る
事
に
候
哉
。」（
岡
示
五
―
三
六
）
の

よ
う
な
〈
人
を
観
る
目
〉
の
問
題
な
ど
、
日
常
生
活
に
即
し
た
問
題

に
応
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

平
田
氏
の
と
こ
ろ
の
奉
公
人
は
、
口
や
か
ま
し
く
、
ね
じ
け
て
、

貪
り
が
ち
で
、
人
並
み
外
れ
て
性
格
が
悪
い
た
め
、
一
家
の
人
が
み

な
嫌
っ
て
い
た
。
あ
る
と
き
、
淵
岡
山
の
前
で
、
そ
の
奉
公
人
を
批

判
し
て
色
々
と
う
わ
さ
し
た
と
き
、
岡
山
は
、
そ
の
者
の
見
方
が
あ

る
の
だ
と
し
、
子
供
の
と
き
を
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
か
え
っ
て
愛

着
す
ら
湧
く
と
答
え
て
い
る
。

　
　

�

平
田
氏
の
侍
、
ひ
す
か
し
く
、
ね
ち
け
、
む
さ
ほ
り
か
ち
に
し

て
、
人
並
に
勝
れ
悪
人
品
也
。
一
家
の
人
、
皆
に
く
み
き
ら
ひ

て
、或
時
師
の
前
に
て
か
の
者
の
非（

マ
マ
）判

し
て
色
々
の
取
沙
汰
也
。

此
時
師
の
云
、
か
の
者
見
や
う
有
て
、
少
も
不
レ
障
。
幼
少
の

時
に
反
し
て
見
る
時
は
、
却
示
愛
起
り
ぬ
と
な
り
。（
岡
示
五

―
九
四
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
実
際
の
人
間
交
流
の
現
場
で
自
ら
の
「
心
」
を

ど
の
よ
う
に
落
ち
着
か
せ
る
の
か
と
い
う
実
践
的
な
問
題
が
浮
上
し

て
い
た
。
こ
れ
は
岡
山
へ
と
弟
子
た
ち
が
問
い
質
し
て
き
た
も
の
が

多
く
、
藤
樹
の
学
問
に
求
め
る
も
の
の
広
が
り
を
見
出
だ
す
こ
と
が

出
来
る
。

　

岡
山
は
、
周
囲
か
ら
の
求
め
も
あ
っ
て
か
、
新
た
な
場
面
に
お
け

る
藤
樹
の
教
え
の
展
開
を
試
み
て
い
た
。
そ
れ
で
も
藤
樹
の
学
問
を

「
王
学
」
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
次

節
で
は
岡
山
が
抱
い
て
い
た
先
師
藤
樹
の
学
問
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
見
て
ゆ
き
た
い
。

４
．
淵
岡
山
の
自
覚
す
る
〈
先
師
・
藤
樹
の
学
〉

　

冒
頭
で
見
た
よ
う
に
「
王
学
」
と
い
え
ば
中
江
藤
樹
と
い
う
世
評

が
元
禄
時
代
に
は
存
在
し
て
い
た
。
世
間
で
藤
樹
の
学
問
と「
王
学
」

と
を
関
連
付
け
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
が
、
岡
山

は
こ
の
動
き
に
必
ず
し
も
賛
同
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む

し
ろ
世
間
で
「
王
学
」
や
「
心
学
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
否
定

的
で
あ
っ
た
。

　

世
間
の
学
者
は
、よ
い
生
活
を
望
み
、長
寿
を
好
み
、他
人
と
違
っ

た
意
見
に
こ
だ
わ
る
人
が
多
く
、先
師
藤
樹
の
学
問
を
求
め
る
人
を
、
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「
心
学
者
」
や
「
陽
明
流
」
な
ど
と
言
っ
て
軽
ん
じ
て
い
る
。
真
実

の
学
問
の
受
用
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い
、

と
い
う
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。

　
　

�

就
レ
中
世
上
之
学
者
勝
心
深
御
座
候
と
覚
申
候
。
就
レ
夫
少
存

付
候
間
申
進
候
。
世
間
を
祈
、
寿
を
好
ミ
、
異
論
を
構
申
候
人

多
候
而
、
先
師
之
学
脈
を
求
る
人
を
は
、
或
は
心
学
者
、
或
ハ

陽
明
流
な
と
ゝ
申
候
て
さ
み
し
、
真
実
の
受
用
い
か
ゝ
と
云
事

を
不
レ
稟
し
て
戸
外
ニ
て
押
の
け
た
か
り
申
候
。
此
段
此
頃
之

大
な
る
妨
と
、
気
の
毒
ニ
奉
レ
存
候
。（
岡
示
七
―
二
八
）

「
王
学
」
や
「
心
学
」
な
ど
と
世
間
で
言
わ
れ
て
お
り
、
特
異
な
学

問
「
異
学
」
な
ど
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
対
し

て
岡
山
は
、
あ
く
ま
で
自
分
た
ち
は
伏
羲
以
来
の
儒
学
の
王
道
た
る

「
聖
学
」
を
行
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た
。

　
　

�

藤
樹
学
術
末
葉
に
至
り
て
は
、
心
学
或
新
学
な
と
ゝ
唱
ひ
あ
や

ま
り
、
近
来
は
異
学
の
様
に
申
族
も
承
候
。
い
か
な
る
故
や
ら

ん
。
末
学
多
ク
ハ
学
域
を
改
替
候
様
に
相
聞
候
。（
中
略
）
吾

党
の
学
は
伏
羲
氏
よ
り
初
め
、代
々
之
聖
学
と
申
度
候
素
志
也
。

（
岡
示
一
―
一
八
）

　

こ
こ
で
一
言
付
け
加
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
当
時
の
世
評
や
岡

山
た
ち
の
自
意
識
と
一
線
を
画
し
て
、
彼
等
の
主
張
を
分
析
す
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
「
心
学
」
と
し
て
の
特
徴
が
色
濃
い
と
い
う

点
で
あ
る

7

。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
岡
山
た
ち
が
自
ら

の
言
葉
で
ど
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
学
問
を
意
識
し
て
い
る
の
か
を

見
て
ゆ
く
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

藤
樹
が
大
陸
よ
り
伝
わ
る
聖
人
の
学
た
る
儒
学
を
独
力
で
習
得
し

た
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
者
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
着
手
出
来
る
の

か
と
い
う
方
法
論
を
考
察
し
た
人
物
だ
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
独
特

な
学
問
を
説
い
た
学
者
で
は
な
く
、
よ
り
容
易
に
着
手
出
来
る
学
問

と
し
て
提
示
し
た
人
物
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る

8

。

　
　

�

コ
ヽ
ニ
我
藤
樹
先
生
直
ニ
神
聖
ノ
至
道
ヲ
発
明
シ
テ
、
上
古
神

人
ノ
遺
志
ヲ
継
、
遠
ク
ハ
異
朝
聖
人
ノ
学
脈
ヲ
自
得
シ
テ
、
且

学
者
用
力
下
手
ノ
実
地
ヲ
開
示
シ
、
聖
学
ノ
蘊
奥
ヲ
指
揮
シ
玉

フ
事
易
簡
直
截
ナ
リ
。（
岡
示
六
―
八
）

　

こ
れ
は
、
別
の
場
で
も
「
藤
樹
先
生
別
に
易
簡
に
手
を
下
す
学
脈

を
開
悟
し
給
ふ
。
其
流
を
く
み
て
吾
人
此
術
を
学
事
、
嗚
呼
何
之
幸

そ
や
。」（
岡
示
五
―
一
四
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
藤
樹
の
学
問

と
は
「
分
か
り
や
す
く
儒
学
的
修
養
法
を
説
い
た
流
派
」
と
い
う
自

意
識
を
岡
山
も
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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た
と
え
ば
岡
山
は
、
あ
る
人
に
藤
樹
の
学
問
の
「
主
意
」
は
何
か

と
問
わ
れ
た
ど
の
よ
う
に
答
え
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
質
問
を
受
け

た
。
そ
の
よ
う
な
質
問
に
対
し
て
岡
山
は
、藤
樹
の
学
問
の
「
手
段
」

は
色
々
あ
る
が
、
中
心
的
内
容
は
「
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
と
い
う

回
答
を
し
て
い
る
。

　
　

�

或
人
問
、　〔
闕
字
〕藤

樹
の
学
主
意
ハ
如
何
と
問
人
あ
ら
ハ
、
い
か
様

に
答
可
レ
申
候
哉
。

　
　

�

師
曰
、
藤
樹
の
学
の
手
段
色
々
有
レ
之
候
得
共
、
其
の
内
明
か

を
主
意
と
め
さ
れ
候
と
可
レ
申
候
。「
明
か
」
と
云
事
申
つ
く

し
か
た
し
。（
岡
示
五
―
七
〇
）

「
明
ら
か
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
ち
ょ
う
ど
今
お
こ
な
っ

て
い
る
こ
と
の
内
実
が
明
瞭
た
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
な
の
は
、
次

の
資
料
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

岡
山
は
『
孝
経
』
出
典
の
「
愛
敬
」
と
い
う
徳
目
を
取
り
上
げ
、「
愛

敬
」
の
発
揮
の
仕
方
に
も
〈
暗
然
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
〉・〈
明
白

で
十
分
で
あ
る
〉
と
い
う
「
明
ら
か
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
違

い
が
あ
る
と
い
う
。
内
実
を「
明
ら
か
」に
し
て
、「
ど
う
す
れ
ば
は
っ

き
り
と
十
分
に
発
動
す
る
の
か
」
と
い
う
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
藤

樹
の
学
術
の
中
心
に
あ
る
。

　
　

�

愛
敬
と
い
へ
と
も
、
畢
竟
明
に
て
な
け
は
、
用
に
不
レ
立
候
と

な
り
。
或
る
時
或
ル
医
の
門
に
薬
取
の
諸サ

ム
ラ
イ
カ侯
た
ゝ
す
み
居
候
。

折
ふ
し
雨
し
き
り
ふ
り
候
。
藤
尾
子
愛
敬
お
こ
り
、
我
か
門
を

開
き
腰
か
け
へ
入
れ
め
さ
れ
た
り
。
師
此
事
を
御
聞
、
藤
尾
氏

を
格
て
の
給
ひ
け
る
は
、
愛
敬
た
て
の
く
ら
き
沙
汰
な
り
。
世

渡
り
の
医
者
の
主
意
合
点
な
き
事
也
と
そ
。（
岡
示
五
―
七
一
）

　

岡
山
は
、「
先
生
所
二
諸
生
一
曰
、
聖
人
ノ
道
モ
別
ハ
ナ
シ
。
愛
敬

ノ
ミ
ナ
リ
」（
岡
示
五
―
七
五
）
と
発
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
上
記

の
「
愛
敬
」
の
二
文
字
を
重
ん
ず
る

9

。
そ
の
「
愛
敬
」
も
、「
明
ら
か
」

に
た
て
な
け
れ
ば
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
内
実
を
「
明
ら
か
」
に
す
る
こ
と
と
、
既
に
述
べ

た
よ
う
に
藤
樹
の
学
問
が
「
用
力
下
手
ノ
実
地
ヲ
開
示
」
し
た
も
の

だ
と
い
う
理
解
と
共
通
し
て
い
る
の
は
、
行
う
べ
き
内
容
を
確
か
な

か
た
ち
で
判
明
さ
せ
て
実
践
可
能
な
も
の
と
し
て
人
々
に
説
く
こ
と

が
藤
樹
の
学
問
の
中
心
的
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

　

大
陸
伝
来
の
学
術
が
誰
も
が
学
び
得
る
こ
と
の
出
来
る
学
問
で
あ

り
、
誰
も
が
日
常
の
人
間
関
係
で
大
過
な
く
過
ご
す
た
め
の
学
問
と

し
て
、
新
た
な
要
請
に
応
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
岡
山
の
学
問
展

開
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
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５
．
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
中
江
藤
樹
高
弟
の
淵
岡
山
が
、
藤
樹
の
学
問
を
ど
の

よ
う
な
か
た
ち
で
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
自
分
た
ち
が
奉

ず
る
学
問
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
意
識
し
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
見
て
き
た
。

　

岡
山
は
、〈
他
者
〉
を
視
野
に
入
れ
、
具
体
的
な
〈
日
常
生
活
〉

の
な
か
で
の
心
の
正
し
方
に
つ
い
て
論
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
師
・
藤
樹
が
あ
ま
り
言
及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
話
題
で
あ
り
、

岡
山
が
弟
子
た
ち
の
質
問
に
答
え
る
か
た
ち
で
新
た
に
出
し
た
方
向

性
で
あ
る
。
藤
樹
没
後
、
藤
樹
が
唱
え
た
学
問
は
、「
王
学
」
や
「
心

学
」
な
ど
と
世
間
で
は
見
な
さ
れ
て
い
た
。
岡
山
は
、
そ
の
よ
う
な

見
解
に
否
定
的
で
あ
り
、
藤
樹
が
大
陸
よ
り
伝
わ
る
聖
人
の
学
た
る

儒
学
を
独
力
で
習
得
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
者
が
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
着
手
出
来
る
の
か
と
い
う
方
法
論
を
考
察
し
た
人
物
だ
と
改

め
て
強
調
し
た
。
実
践
が
困
難
な
よ
う
に
も
思
え
る
儒
学
と
い
う
学

問
を
誰
も
が
着
手
可
能
な
か
た
ち
で
説
明
し
、
日
常
の
な
か
で
も
活

用
可
能
な
も
の
と
し
て
開
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
が
多
く
の
学

習
者
を
惹
き
つ
け
た
一
つ
の
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
岡
山
に
よ
る
藤
樹
の
学
問
は
、
そ
の
後
、
ど
の
よ

う
な
展
開
を
見
せ
る
の
か
。
岡
山
の
弟
子
で
伊
勢
の
石
河
定
源

（
一
六
八
七
～
一
七
六
五
）
が
、
一
七
二
一
年
（
享
保
六
年
）
に
公

儀
へ
と
提
出
し
た
「
藤
樹
の
学
問
」
の
趣
意
書
で
は
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、儒
学
に
お
け
る
中
心
的
な
経
典『
大
学
』・

『
中
庸
』・『
孝
経
』
を
元
に
し
て
、
王
学
の
影
響
を
受
け
た
上
で
、

学
問
の
「
工
夫
」
を
分
か
り
や
す
く
教
示
し
た
の
が
〈
藤
樹
先
生
の

教
え
〉
と
し
て
い
る
。

　
　

�

専
孝
経
大
学
中
庸
を
以
て
、
自
ら
修
め
人
を
教
り
。
孝
経
は
啓

蒙
を
作
り
、
前
賢
未
発
の
旨
を
開
示
し
、
大
中
は
解
を
述
て
、

講
学
の
助
と
す
。（
中
略
）
其
致
良
知
の
旨
ハ
、
王
子
に
本
づ

き
て
、
是
に
加
ふ
る
に
当
下
の
二
字
を
以
し
端
的
の
工
夫
を
示

す
。
世
人
字
々
句
々
偏
ニ
王
子
に
の
み
か
た
む
け
り
と
お
も
ふ

は
、
先
師
の
意
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
、
大
学
考
に
お
い
て
是
を
見

る
べ
し
。（
石
河
定
源
『
藤
樹
先
師
学
術
旨
趣
大
略
』、『
全
集
』

五
―
六
五
）

　

藤
樹
後
学
と
し
て
、
王
学
の
影
響
を
認
め
て
い
る
一
方
で
、「
世

人
字
々
句
々
偏
ニ
王
子
に
の
み
か
た
む
け
り
と
お
も
ふ
は
、
先
師
の

意
に
あ
ら
ざ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
世
間
で
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
「
王
学
」
の
み
が
藤
樹
の
学
問
の
特
徴
で
は
な
く
、
そ
の

方
法
論
（
工
夫
）
に
こ
そ
藤
樹
の
学
問
の
核
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
淵
岡
山
以
来
の
見
方
が
継
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

と
こ
ろ
が
石
河
定
源
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
松
本
以
休
な
る
人
物
（
？
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～
一
七
一
八
）
は
、「
先
師
は
天
に
通
し
給
ふ
人
也
。」（
松
―
三
）

な
ど
の
よ
う
な
藤
樹
が
天
に
通
じ
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
主

張
を
の
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
本
以
休
は
、
藤
樹
の
学
問
と
は
そ

れ
ま
で
の
学
者
た
ち
が
述
べ
て
こ
な
か
っ
た
内
容
で
あ
り
、
天
地
自

然
の
道
理
へ
と
す
ぐ
に
到
達
す
る
道
だ
と
述
べ
る
。

　
　

�

藤
樹
先
生
の
手
引
は
、
先
賢
未
発
之
処
に
て
、
天
理
へ
す
く
に

通
達
す
る
道
也
。
此
に
難
の
時
節
可
二
黙
止
一
は
、
誠
に
沙
汰

の
か
き
り
に
て
候
。（『
松
本
以
休
先
生
示
教
録
』、
松
―
三
四
）

　

自
分
た
ち
の
学
問
を
語
る
際
の
起
点
や
基
点
が
「
先
師
・
藤
樹
先

生
」
に
な
っ
て
ゆ
き
、『
大
学
』『
中
庸
』『
孝
経
』
を
中
心
と
し
た

儒
学
世
界
が
後
退
し
て
ゆ
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。そ
の
た
め
、「
良
知
」

を
は
じ
め
と
し
た
儒
学
用
語
を
用
い
て
も
「（
心
を
）
如
何
に
修
め

る
の
か
」
と
い
う
「
方
法
論
」
を
深
化
さ
せ
て
ゆ
く
方
向
に
傾
き
、

結
果
的
に
世
間
が
考
え
て
い
た
「
心
学
」
と
い
う
呼
称
に
違
わ
ぬ
も

の
と
な
っ
て
ゆ
く
。
無
論
、
儒
学
世
界
の
大
前
提
を
無
視
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、「
藤
樹
が
何
を
語
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
を
中
心
に

据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
藤
樹
の
学
術
〉
は
「
藤
樹
心
学
」
と
し

て
の
独
自
性
を
深
め
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　

藤
樹
・
岡
山
が
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
た
世
間
の
学
習
者
の
問
題
関

心
に
ど
の
よ
う
に
応
じ
る
の
か
と
い
う
態
度
は
、
孫
弟
子
以
降
の
世

代
に
お
い
て
、
果
た
し
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。「
心
学
」

と
し
て
の
学
問
を
堅
守
す
る
の
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
ど
う

か
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈
注
〉

1 �

吉
田
公
平
「
中
江
藤
樹
と
陽
明
学
―
―
誠
意
説
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」

（『
日
本
思
想
史
学
』
第
一
六
号
、
一
九
八
四
、
の
ち
に
『
日
本
に
お

け
る
陽
明
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
）
に
収
録
）

2 �『
叢
書
江
戸
文
庫
六
都
の
錦
集
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
）、

　

 

一
五
六
頁
。

3 �

中
江
藤
樹
の
弟
子
た
ち
に
関
す
る
資
料
は
『
中
江
藤
樹
心
学
派
全
集
』

（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
七
）
か
ら
の
引
用
。
引
用
テ
キ
ス
ト
の
番
号
は
、

当
該
書
籍
に
基
づ
く
も
の
。

4 �

中
江
藤
樹
に
関
す
る
資
料
は
『
藤
樹
先
生
全
集
』
全
五
冊
（
岩
波
書

店
、
一
九
四
〇
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
引
用
箇
所
は
、
冊
数
―
ペ
ー

ジ
数
で
示
し
て
い
る
。

5 �

木
村
光
徳
『
日
本
陽
明
学
派
の
研
究
』（
明
徳
出
版
、
一
九
八
六
）
お

よ
び
吉
田
公
平
・
小
山
国
三
『
藤
樹
心
学
派
全
集
』（
研
文
出
版
、

二
〇
〇
八
）

6 �
拙
稿
「
藤
樹
没
後
の
藤
樹
学
」、『
日
本
思
想
史
研
究
』
第
四
六
号
、

二
〇
一
六
。

7 �

吉
田
公
平
『
日
本
近
世
の
心
学
思
想
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
）
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8 �
中
江
藤
樹
個
人
の
評
価
と
し
て
は
、「
先
師
博
学
多
才
ノ
力
ニ
テ
其
道

ヲ
得
玉
フ
カ
。
師
ノ
曰
、
先
師
ノ
先
師
タ
ル
処
、
文
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ

徳
ニ
ア
リ
。
学
術
ノ
要
モ
又
文
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
自
得
ニ
ア
リ
。」（
岡

示
六
―
八
）
と
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
岡
山
は
藤
樹
の
学
知
の
広
さ

に
そ
の
先
師
の
力
を
見
出
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
徳
性
に
こ

そ
藤
樹
の
藤
樹
た
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
学
問
に
つ
い

て
も
、
そ
の
学
術
が
多
彩
で
博
学
だ
か
ら
で
は
な
く
、
自
ら
学
び
得

た
「
自
得
」
に
藤
樹
の
学
問
の
魅
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
岡
山
が
答
え

て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

9 �「
愛
敬
」
の
語
は
、
儒
教
テ
キ
ス
ト
の
ひ
と
つ
『
孝
経
』
天
子
第
二
に

出
て
く
る
語
句
で
あ
る
（
愛
親
者
。
不
敢
悪
於
人
。
敬
親
者
。
不
敢

慢
於
人
。
愛
敬
。
尽
於
事
親
。
而
徳
教
加
於
百
姓
。
刑
於
四
海
。
蓋

天
子
之
孝
也
）。

 　

�　

ま
た
中
江
藤
樹
も
「
経
解
」
の
な
か
で
「
性
は
譬
え
ば
飴
餹
の
如
く
、

愛
敬
は
厥
の
滋
味
な
り
。
名
義
の
異
な
る
所
に
泥
み
、
一
貫
の
理
に

迷
ふ
こ
と
勿
か
れ
。
当
下
自
在
の
心
、
温
々
に
し
て
惺
々
、
純
一
に

し
て
無
雑
な
り
。
愛
敬
は
真
実
の
性
な
り
。」（「
愛
敬
」
一
―
三
三
）

と
書
き
残
し
て
い
る
よ
う
に
重
要
な
用
語
と
し
て
考
え
て
い
た
。
た

だ
し
、
藤
樹
・
岡
山
に
お
け
る
「
愛
敬
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は

本
稿
の
趣
旨
と
逸
れ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
言
及
は
控
え
た
い
。

※�

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
藤
樹
心
学
の

思
想
史
的
展
開
と
意
義
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号 15K

20866

）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



86

研究　東洋

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
生
活
文
化
の
多
様
性　
― 

ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
湖
沼
地
帯
か
ら 

―

■
論
文
Ⅴ
■

１
．
は
じ
め
に

　

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
中
で
も
、
エ
ジ
プ
ト
は
、
初
期
文
明
～
地
中

海
文
明
～
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
が
歴
史
の
中
で
重
層
的
に
折
り
重
な
っ

て
堆
積
す
る
場
と
し
て
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
異
な
る
質
の

文
明
を
通
し
て
、「
肥
沃
な
ナ
イ
ル
」
の
も
と
で
形
成
さ
れ
た
生
活

文
化
の
型
が
、
長
大
な
時
間
軸
の
壁
を
貫
い
て
、
古
代
か
ら
現
代
ま

で
残
存
し
て
き
た
こ
と
が
エ
ジ
プ
ト
の
特
質
と
さ
れ
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
文
明
が
絶
え
ず
民
族
の
興
亡
に
よ
っ
て
滅
び
て
は
生
ま
れ
変
わ
っ

て
き
た
イ
メ
ー
ジ
と
対
比
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、

エ
ジ
プ
ト
は
シ
ナ
イ
半
島
、
リ
ビ
ア
砂
漠
、
ヌ
ビ
ア
等
の
多
様
な
自

然
環
境
に
取
り
囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
環
境
を
最
大
限
に
活
用

し
た
生
活
文
化
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
い
わ
ば
「
ナ
イ
ル
文
明
の
周
縁
」
で
は
、
生
産
性
の
低
い

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
あ
た
か
も
ナ
イ
ル
流
域
の
生
活
文
化
の
み
が

強
調
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
ま
ず
、
エ
ジ
プ
ト
文
明
論
の
中
で
の
「
肥
沃

な
ナ
イ
ル
」
が
背
負
っ
て
き
た
生
活
文
化
像
が
ど
の
よ
う
に
形
作
ら

れ
て
き
た
か
を
、
主
に
ハ
ム
ダ
ー
ン
（


, G.

）
の
議
論
を
中

心
に
振
り
返
り
、〈
エ
ジ
プ
ト
に
地
域
的
な
偏
差
は
無
い
〉
と
主
張

す
る
説
の
根
源
を
検
証
し
た
い
。
次
に
い
わ
ば
痩
せ
た
周
域
と
み
ら

れ
て
き
た
地
域
の
中
か
ら
、
地
中
海
沿
岸
の
潟
湖
の
事
例
を
反
証
に

挙
げ
て
、
そ
こ
で
営
ま
れ
て
き
た
生
活
文
化
の
型
に
ど
の
よ
う
な
特

徴
が
み
ら
れ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ま
で

の
文
明
論
の
議
論
で
は
、
潟
湖
周
域
の
低
地
帯
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

生
産
性
の
低
さ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
俎
上
に
上
が
っ

て
こ
な
か
っ
た
地
域
の
人
々
が
、
古
代
に
は
活
発
な
経
済
活
動
を
営

ん
で
い
た
こ
と
を
復
元
す
る
著
者
自
身
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を

紹
介
し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
生
活
文
化
の
多
様
性

長
谷
川　
　
　

奏

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
客
員
研
究
員

早
稲
田
大
学
総
合
研
究
機
構
客
員
教
授
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■論文

に
関
す
る
問
題
に
光
を
当
て
て
い
く
。

２
．
ハ
ム
ダ
ー
ン
に
み
る
同
質
性
の
議
論

　

本
章
で
は
、
ナ
イ
ル
沿
岸
で
形
成
さ
れ
た
文
明
の
特
質

に
関
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
地
理
学
者
ガ
マ
ー
ル
・
ハ
ム

ダ
ー
ン
（G







）
の
著
作
『
エ
ジ
プ
ト
の
個
性
』

（


）
の
中
で
の
論
点
か
ら
考
え
て
み
た
い

1

。

　

ハ
ム
ダ
ー
ン
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
個
性
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
、

同
質
性
（

）
と
い
う
概
念
を
挙
げ
て
い
る
が
、〈
自
然
の
同

質
性
〉
を
作
り
上
げ
た
根
源
は
、
ナ
イ
ル
を
め
ぐ
る
自
然
環
境
に
あ

り
、
ナ
イ
ル
の
氾
濫
は
、
人
々
の
生
活
の
場
や
暮
ら
し
の
場
ま
で
も

支
配
す
る
と
主
張
す
る

2

。
ま
た
氾
濫
が
与
え
る
自
然
的
同
質
性
の

ね
も
と
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
標
高
が
き
わ
め
て
僅
か
ず
つ
上
流
か

ら
下
流
に
降
下
す
る
原
理
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
ゆ
る
や
か

な
も
の
で
、
知
覚
で
き
な
い
も
の
で
あ
り 

、
デ
ル
タ
と
上
エ
ジ
プ

ト
と
い
う
代
表
的
な
二
地
域
さ
え
も
段
階
的
な
差
異
で
あ
り
、
構
造

（

）
や
質
（

）
の
違
い
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は

な
い
、
と
主
張
す
る

3

。
ま
た
エ
ジ
プ
ト
は
、
た
し
か
に
デ
ル
タ
で

は
多
く
の
異
文
化
要
素
を
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
基
本
的
に
は
東
西

も
南
も
厳
し
い
砂
漠
環
境
で
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
古
来
よ
り
、
外
来

の
人
々
を
追
い
返
す
地
と
い
う
よ
り
は
引
き
込
む
地
で
あ
り
、
呑
み

こ
み
か
つ
消
化
す
る
吸
収
力
に
よ
っ
て
、
外
か
ら
や
っ
て
き
た
人
々

が
溶
け
込
ん
で
し
ま
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
エ
ジ
プ
ト
全
土
に
わ
た
る

〈
人
種
の
同
質
性
〉
が
で
き
あ
が
っ
た
と
述
べ
る
の
で
あ
る

4

。

　

こ
れ
ら
の
等
質
性
の
議
論
の
後
に
、
ハ
ム
ダ
ー
ン
は
、
さ
ら
に
エ

ジ
プ
ト
の
地
理
的
特
性
を
挙
げ
、そ
れ
が
古
代
も
現
代
も
変
わ
ら
ず
、

交
通
や
人
々
の
集
散
の
場
の
形
成
に
繋
が
る
点
を
論
じ
て
い
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
ま
ず
デ
ル
タ
と
上
エ
ジ
プ
ト
の
特
質
に
関
し

て
触
れ
て
い
る
。
デ
ル
タ
に
関
し
て
は
、
北
か
ら
南
の
軸
に
沿
っ

て
、
規
則
的
な
自
然
の
線
の
束
に
な
っ
て
い
る
が
、
双
方
が
支
え
あ

う
自
然
の
節
を
形
作
る
よ
う
な
東
西
に
わ
た
る
水
平
方
向
の
自
然
の

軸
が
無
い
場
と
し
て
規
定
し
、
デ
ル
タ
を
「
結
節
点
の
無
い
中
央
」

（


）と
表
現
し
た

5

。
一
方
の
上
エ
ジ
プ
ト
も
、

支
配
的
な
中
心
を
欠
い
た
軸
（




）
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
れ
は
伸
び
た
裂
け
目
の
よ
う
な
線

状
の
伸
び
で
あ
り
、
長
く
は
あ
る
が
幅
が
無
く
、
動
き
の
軸
や
そ
の

方
向
性
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

6

。
デ
ル
タ
と
上
エ
ジ
プ

ト
が
こ
の
よ
う
に
不
安
定
な
地
理
的
な
性
格
を
背
負
っ
た
中
で
、
歴

史
的
に
首
都
が
置
か
れ
た
場
は
、
い
つ
も
戦
略
的
に
重
要
な
結
節
点

で
あ
っ
た
と
し

7

、
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
の
性
格
と
し
て
、
地
中
海
か

ら
急
湍
の
あ
る
ヌ
ビ
ア
の
地
ま
で
、エ
ジ
プ
ト
の
全
土
は
、首
都
（
カ

イ
ロ
）
の
リ
ズ
ム
と
連
動
し
て
き
た
、
と
主
張
す
る
。

　

そ
し
て
、
ハ
ム
ダ
ー
ン
が
述
べ
る
こ
う
し
た
〈
自
然
の
同
質
性
〉

や
〈
人
種
の
同
質
性
〉
の
中
で
、
人
々
の
日
々
の
生
活
が
営
ま
れ
た
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場
と
し
て
、
ナ
イ
ル
の
沃
土
空
間
に
作
ら
れ
た
村
落
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
た
。
エ
ジ
プ
ト
に
は
伝
統
的
に
ナ
イ
ル
の
氾
濫
に
際
し
て
、
水
面

下
に
沈
ま
な
い
よ
う
な
人
工
的
な
丘
陵
の
上
に
作
ら
れ
る
カ
ル
ヤ

（
）
と
呼
ば
れ
る
高
台
で
、
概
ね
円
形
状
を
呈
し
、
周
囲
の

円
周
か
ら
無
秩
序
に
細
い
路
地
が
伸
び
る
村
落
が
あ
り
、
こ
れ
が
ハ

ム
ダ
ー
ン
論
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
高
所

に
あ
る
ホ
ウ
ド
（
灌
漑
用
溜
池
）
が
、低
地
に
住
む
人
々
の
生
命
や
、

あ
る
い
は
死
さ
え
も
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
水
の
関
係

は
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
ナ
イ
ル
河
谷
に
入
り
込
み
、
そ
れ
は
あ
た
か

も
、
容
器
に
浸
し
た
水
が
均
等
に
広
が
っ
て
い
く
水
平
原
理
の
よ
う

に
等
質
的
に
広
が
り
、
フ
ァ
ラ
オ
的
な
専
制
の
舞
台
と
な
っ
て
い
っ

た
、
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る

8

。

3
．
画
一
化
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
脱
却

　

フ
ァ
ラ
オ
時
代
の
ナ
イ
ル
沃
土
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
イ
メ
ー
ジ
に

関
し
て
は
、
マ
ニ
ン
グ
（M

aning, J.G.

）
に
よ
る
エ
ド
フ
で
の
資

料
が
理
解
し
易
い
事
例
と
な
る
（
図
1
）（M

anning 1999:97
）。

こ
こ
で
は
、
ナ
イ
ル
と
砂
漠
の
中
間
地
点
に
置
か
れ
た
「
囲
い
地
」

（in n xprw

）
は
防
風
林
等
が
置
か
れ
て
風
よ
け
が
作
ら
れ
た
場

所
で
あ
り
、
こ
こ
が
一
般
の
居
住
地
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
、
砂
漠
に
近
い
部
分
は
「
高
台
の
地
」（AH qAy

）

と
表
現
さ
れ
、
砂
漠
の
縁
に
も
近
く
水
は
け
の
よ
か
っ
た
地
で
あ

り
、
果
樹
園
等
に
利
用
さ
れ
た
場
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ナ
イ

ル
に
最
も
近
い
場
は
「
島
状
の
地
」（AH m

Ay

）
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
は
氾
濫
時
に
沃
土
の
多
く
が
島
状
に
取
り
残
さ
れ
た
地
点

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
通
常
ヤ
シ
や
湿
地
の
植
物
が
生
息

し
た
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
低
地
で
は
、
氾
濫
の
時
期
に
は
水
が
溢
れ

る
が
、
播
種
期
を
経
て
穀
物
や
野
菜
の
収
穫
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
低
地
は
あ
る
意
味
で
、
ナ
イ
ル
沃
土
の
豊
か
さ
の
象
徴

で
も
あ
っ
た
。
囲
い
地
や
高
台
の
地
で
植
え
ら
れ
た
樹
木
は
、
時
代

を
経
る
に
つ
れ
て
、ア
プ
リ
コ
ッ
ト
や
リ
ン
ゴ
、モ
モ
、葡
萄
、オ
リ
ー

ブ
等
の
西
ア
ジ
ア
～
地
中
海
に
由
来
す
る
植
物
が
多
く
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
（
長
谷
川
二
〇
一
六
ｂ
：
三
〇
八
―

三
一
〇
）、
一
方
、
ナ
イ
ル
沃
土
の
低
地
は
、
氾
濫
の
場
で
あ
り
つ

つ
も
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、
ナ
イ
ル
の
文
明
を
育
む
場
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
エ
ジ
プ
ト
の
中
で
も
、
デ
ル
タ
の
海
洋
沿
岸
部
（
西
方
の

リ
ビ
ア
砂
漠
か
ら
シ
ナ
イ
半
島
へ
と
続
く
潟
湖
―
マ
リ
ユ
ー
ト
湖
、

イ
ド
ゥ
ク
湖
、
ブ
ル
ル
ス
湖
、
マ
ン
ザ
ラ
湖
、
バ
ル
ダ
ウ
ィ
ー
ル
湖

―
の
連
鎖
地
域
）
は
、
こ
う
し
た
ナ
イ
ル
の
沃
土
地
帯
と
は
全
く
異

な
る
景
観
を
作
り
上
げ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
地
域
は
全
デ

ル
タ
域
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
広
範
な
地
域
を
占
め
て
い
た
が
、
こ
れ

ら
の
多
く
は
、
一
九
六
〇
年
代
近
く
に
な
る
ま
で
、
灌
漑
施
設
が
及

ば
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
図
3
）（Richard 

1982 : 10-11
）。
灌
漑
の
普
及
が
遅
れ
た
理
由
は
、
当
該
の
海
洋
沿
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岸
部
が
、
前
六
、〇
〇
〇
～
五
、〇
〇
〇
年
あ
た
り
に
、
気
候
温
暖

化
の
影
響
を
受
け
て
海
進
が
覆
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
中
に
塩
基
性

土
壌
が
残
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
お
り
、
灌
漑
地
図
で
は
空
白
の
地

と
な
っ
て
き
た
（T

ousson 1934

）9

。
本
論
で
取
り
上
げ
る
の
は
、

こ
の
う
ち
の
、
イ
ド
ゥ
ク
湖
周
辺
で
の
考
古
学
の
研
究
成
果
で
あ

る
10

。

　

さ
て
、
一
八
七
二
年
作
成
の
歴
史
地
図
に
よ
れ
ば
、
学
史
で
も
顧

み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
イ
ド
ゥ
ク
湖
周
辺
に
は
、
実
際
に
は
多
く

の
考
古
学
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
（M

ahm
ud Bey 1872: cartes 

des environs d ,A
lexandrie, 1/200,000

）。
二
〇
一
〇
年
に
こ
れ

ら
を
概
査
し
た
英
国
調
査
隊
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
末
期
王

朝
時
代
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
活
動
痕
跡
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
が
（W

ilson 2010: 111-126
）、
そ
れ
で
は
こ

れ
ら
の
遺
跡
を
営
ん
だ
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
ぶ
り
で
日
々

を
送
る
人
々
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
塩
基
性
土
壌
に
よ
り
、
通

常
の
ナ
イ
ル
沿
岸
で
営
ま
れ
る
集
約
的
な
農
業
は
困
難
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、農
業
、漁
業
、狩
猟
・
牧
畜
、製
造
業（
土
器
、

ガ
ラ
ス
器
、
葦
や
椰
子
の
植
物
繊
維
を
用
い
た
織
物
や
籠
細
工
等
の

製
造
）
や
小
舟
を
用
い
た
輸
送
業
等
に
よ
り
、〈
専
業
化
〉
と
は
反

対
の
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
〈
パ
ー
ト
タ
イ
ム
〉
的
な
生
業
を
組
み
合
わ

せ
た
「
生
業
複
合
」
が
最
も
考
え
ら
れ
る
生
活
像
で
あ
る
（
図
4
）。

　

近
代
に
入
っ
て
、
近
代
的
な
灌
漑
手
法
の
導
入
や
ハ
イ
ダ
ム
建
設

に
よ
り
、
湖
の
湖
面
は
大
き
く
縮
減
し

11

、
さ
ら
に
こ
の
地
域
を
特

徴
づ
け
て
い
た
内
陸
砂
丘
も
近
代
の
開
発
で
削
平
さ
れ
、
多
く
が
果

樹
園
や
養
魚
場
に
変
貌
し
た
が
、
当
該
地
域
で
は
歴
史
的
に
、
海
岸

砂
丘
や
内
陸
砂
丘
の
頂
部
に
設
け
ら
れ
た
集
落
が
緑
地
帯
や
そ
の
縁

の
集
落
と
相
ま
っ
て
、
地
域
的
な
経
済
活
動
の
核
と
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る

12

。
こ
の
地
域
で
は
、
平
坦
な
東
西
軸
の
地
形
断
面

（W
-E

）
に
比
較
し
て
、
南
北
軸
の
地
形
断
面
（N

-S

）
で
は
、
海

洋
～
海
岸
砂
丘
～
潟
湖
（
塩
分
濃
度
の
高
い
湖
面
）
～
内
陸
砂
丘
～

潟
湖
（
淡
水
の
湖
面
）
～
緑
地
と
い
う
偏
差
の
大
き
な
環
境
が
み
ら

れ
る
独
特
の
地
理
環
境
に
あ
り
（
図
5
）（
春
山
他 

二
〇
一
四
）、

こ
う
し
た
自
然
環
境
を
最
大
限
に
生
か
し
た
経
済
活
動
が
営
ま
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
た
。

４
．
低
地
に
お
け
る
生
活
文
化
の
実
像
を
求
め
て

�

―
考
古
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―

　

前
章
で
の
低
地
に
お
け
る
経
済
活
動
の
仮
説
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
近
年
考
古
学
の
領
域
で
は
、
研
究
対
象
地
域
内
に
あ
る
砂
丘

丘
陵
に
残
る
古
代
村
落
遺
構
の
実
態
解
明
が
始
ま
っ
て
い
る

13（
図

３
）。
コ
ー
ム
・
ア
ル
＝
デ
ィ
バ
ー
ゥ
（K

om
 al-D

ibaʻ

）
遺
跡
は
、

当
該
地
区
に
残
り
考
古
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
遺
跡
の
一
つ
で
あ

る
（



）。
遺
跡
は
南
北
二
つ
の
砂
丘

の
丘
よ
り
な
る
が
、
こ
の
う
ち
集
落
遺
跡
と
思
わ
れ
る
南
の
丘
は
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約
六
㏊
の
広
さ
で
あ
り
、
丘
の
頂
部
は
麓
（
海
抜
標
高1m

ほ
ど
の

位
置
）
か
ら
一
〇
ｍ
ほ
ど
の
標
高
差
を
測
る
。
英
国
調
査
隊
が
簡

単
な
試
錐
調
査
を
行
い
遺
構
の
全
体
像
を
推
測
し
た
経
緯
が
あ
る

が
（W

ilson et al. 2012: 109-116

）、
基
本
的
に
未
調
査
で
あ
り
、

こ
こ
を
二
〇
一
五
年
以
降
筆
者
ら
が
踏
査
し
て
い
る
考
古
学
調
査
の

成
果
を
記
す
。

　

磁
気
探
査
（Grad 601, 60H

Z

）
に
よ
っ
て
は
、
南
の
丘
の
西
斜

面
部
分
に
お
い
て
顕
著
な
反
応
が
得
ら
れ
た
。
反
応
の
う
ち
の
い
く

つ
か
は
、
地
表
面
に
肉
眼
で
観
察
さ
れ
る
煉
瓦
遺
構
と
も
一
致
す
る

の
で
、
探
査
図
は
日
乾
煉
瓦
で
建
造
さ
れ
た
集
落
（
住
居
、
竈
等
の

施
設
、
倉
庫
、
家
畜
小
屋
、
道
路
、
広
場
等
）
を
捕
捉
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
集
落
の
分
布
は
丘
陵
の
ほ
ぼ
西
～
南
側
に
集
中
し

て
お
り
、
遺
構
は
い
ず
れ
も
東
西
軸
よ
り
や
や
傾
斜
し
た
軸
線
を
有

す
る
。
ま
た
建
築
調
査
で
は
、
丘
の
頂
上
部
か
ら
ナ
オ
ス
の
基
部
と

思
わ
れ
る
遺
構
部
分
が
み
つ
か
っ
た
。
ナ
オ
ス
の
横
幅
は
約
六
六
〇

㎝
、
壁
厚
は
七
六
㎝
で
、
煉
瓦
規
格
は
三
八
㎝
Ｌ
×
二
〇
㎝
Ｗ
で
あ

り
、
ロ
ー
マ
時
代
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
二
〇
㎝
Ｌ
大
の
規
格
と

は
大
き
な
異
な
り
を
み
せ
て
い
る
。
ナ
オ
ス
は
横
長
の
部
屋
を
南
面

さ
せ
た
一
室
構
成
で
あ
り
、
入
口
の
位
置
は
中
心
か
ら
若
干
東
側
に

ず
れ
て
い
る
。
壁
体
の
厚
さ
も
煉
瓦
二
枚
分
で
、
小
規
模
の
建
物
と

し
て
は
重
厚
な
作
り
で
あ
る
。
ま
た
丘
の
中
腹
か
ら
は
、
煉
瓦
規
格

は
三
六
㎝
Ｌ
×
一
九
㎝
Ｗ
の
煉
瓦
四
枚
分
の
堂
々
と
し
た
厚
み
を
持

つ
壁
（
一
四
四
㎝
）
が
発
見
さ
れ
、
丘
の
頂
部
の
ナ
オ
ス
を
取
り
囲

む
周
壁
を
な
す
と
考
え
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
遺
構
の
正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
煉
瓦
規
格
が

示
唆
す
る
年
代
軸
の
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
王

朝
時
代
を
視
野
に
入
れ
た
い
（
Ⅰ
期
）。
さ
ら
に
丘
陵
の
各
所
に
は

隆
起
し
た
小
山
が
観
察
さ
れ
、
前
身
の
遺
構
が
堆
積
し
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
（
0
期
）。
南
丘
陵
に
広
が
る
住
居
は
、
ナ
オ
ス
を
有
す

る
神
殿
の
周
囲
に
発
展
し
た
遺
構
群
（
Ⅱ
期
）
は
、
典
型
的
な
神
殿

周
域
住
居
の
可
能
性
が
あ
り
、
地
表
面
か
ら
の
表
採
遺
物
調
査
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
遺
物
か
ら
、
集
落
の
最
も
重
要
な
活
動
時
期
は
後
一

～
三
世
紀
（
あ
る
い
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
後
期
）
に
想
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ド
ゥ
ク
湖
の
ほ
と
り
に
お
け
る
日
本
隊
の
遺
跡

調
査
か
ら
、
そ
の
年
代
と
古
代
集
落
の
プ
ラ
ン
の
あ
り
方
の
お
お
よ

そ
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
古
代
に
は
さ
ら
に
同
様
規

模
の
砂
丘
村
落
が
、
い
く
つ
か
の
砂
丘
列
の
最
も
高
い
標
高
部
分

に
多
数
分
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
後
半
の
歴
史
地

図
と
考
え
合
わ
せ
て
も
、
た
と
え
ば
一
九
二
六
年
地
図
局
作
成
地
図

（


 


ī

）
の

海
抜
標
高
の
一
ｍ
ラ
イ
ン
は
、
ナ
イ
ル
氾
濫
期
に
お
け
る
古
景
観
を

復
元
す
る
大
き
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
を

結
ん
で
み
る
と
、
ナ
イ
ル
の
氾
濫
期
に
は
、
古
砂
丘
列
の
集
合
体
と

も
い
う
べ
き
景
観
と
な
っ
た
内
陸
砂
丘
で
は
、
砂
丘
列
の
狭
い
間
隙
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に
氾
濫
水
が
入
り
江
と
し
て
入
り
込
み
、
湖
の
内
湾
と
取
り
結
ば
れ

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
長
谷
川
二
〇
一
四
：
七
六
―
八
二
）。
こ

の
景
観
を
、
古
代
景
観
と
し
て
敷
衍
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
な
ら
ば
、
当
該
地
区
で
は
、
複
数
の
砂
丘
丘
陵
が
、
陸
地
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
加
え
、
内
湾
と
入
り
江
を
通
じ
て
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
流

通
が
行
わ
れ
、
三
〇
㎞
西
方
の
首
都
圏
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
と
密
接

に
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
と
ナ
イ
ル

の
ラ
シ
ー
ド
支
流
を
結
ん
だ
マ
ハ
ム
デ
ィ
ー
ヤ
運
河
が
近
代
に
再
興

さ
れ
、
船
に
よ
る
交
通
や
輸
送
に
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
夙
に
知

ら
れ
る
が
（
図
7
）、
遺
跡
地
区
で
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
漁
業

や
狩
猟
（
主
に
鳥
類
の
捕
獲
）
に
依
存
し
た
暮
ら
し
が
一
九
六
〇
年

代
の
開
発
振
興
あ
た
り
の
前
段
階
あ
た
り
ま
で
、
ま
だ
色
濃
く
残
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た

14

。

５
．
お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
生
活
文
化
の
多
様
性
を
、

エ
ジ
プ
ト
を
事
例
に
考
察
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
前

身
の
文
明
が
厚
く
堆
積
す
る
場
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
が
、
ナ
イ
ル

の
沃
土
に
依
存
し
た
生
活
文
化
が
歴
史
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
づ
く
っ

て
き
た
点
が
ハ
ム
ダ
ー
ン
の
文
明
論
か
ら
も
確
認
さ
れ
た
。
本
論
で

は
そ
う
し
た
画
一
的
な
生
活
文
化
像
を
脱
し
、
多
様
な
生
活
文
化
が

営
ま
れ
て
き
た
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
デ
ル
タ
の
湖
沼
地

帯
の
事
例
を
検
証
し
て
き
た
。
デ
ル
タ
の
湖
沼
地
帯
の
う
ち
の
一
つ

で
あ
る
イ
ド
ゥ
ク
湖
の
事
例
か
ら
は
、
当
該
の
地
域
に
お
い
て
、
低

地
帯
に
特
有
な
「
生
業
複
合
」
に
よ
っ
て
、
活
発
な
経
済
活
動
が
営

ま
れ
て
い
た
歴
史
的
な
一
断
面
が
推
測
さ
れ
、
こ
れ
を
実
証
的
に
論

証
す
る
で
あ
ろ
う
考
古
学
の
遺
跡
調
査
の
成
果
を
紹
介
し
た
。
発
掘

調
査
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
探
査
成
果
を
総
合

し
て
も
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
～
ロ
ー
マ
時
代
に
神
殿
周
域
住
居
の
形
態
を

と
る
砂
丘
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
、
周
域

の
砂
丘
集
落
と
一
体
に
な
り
、
経
済
活
動
の
核
と
な
る
場
が
形
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
考
え
ら
れ
る

15

。
こ
れ
は
ナ
イ
ル
沃
土
に
お
け
る
生

活
文
化
の
型
と
は
大
き
く
離
れ
る
も
の
で
あ
り
、
デ
ル
タ
の
湖
沼
地

帯
で
は
、
集
約
的
な
農
業
が
困
難
な
環
境
に
対
し
、
制
約
を
受
け
た

地
理
環
境
を
最
大
限
活
用
し
た
営
み
が
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
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16 �

長
沢
栄
治　

一
九
九
七
：「
エ
ジ
プ
ト
の
中
央
集
権
性
︱
ガ
マ
ー
ル
・

ヒ
ム
ダ
ー
ン
著
『
エ
ジ
プ
ト
の
個
性
』
を
め
ぐ
っ
て
」
後
藤
晃
・
鈴

木
均
編
『
中
東
に
お
け
る
中
央
集
権
制
と
地
域
性
―
イ
ラ
ン
と
エ
ジ

プ
ト
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
五
九
～
一
一
九
。

17 �

長
谷
川
奏　

二
〇
一
二
：「
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
自
然
環
境
と
人
間
活

動
の
痕
跡
―
緑
地
、
砂
漠
、
岩
盤
尾
根
、
低
湿
地
を
め
ぐ
る
人
間
活

動
の
痕
跡
」
長
谷
部
史
彦
編
『
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
環
境
と
文
明
Ⅰ
』

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
、
四
三
―
五
六
。

18 �

長
谷
川
奏　

二
〇
一
四
：「
エ
ジ
プ
ト
西
方
デ
ル
タ
の
景
観
復
元
―
イ

ド
ゥ
ク
湖
南
域
の
遺
跡
テ
リ
ト
リ
ー
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』五
七（
一
）一
、

日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
、
七
六
―
八
二
。

19 �
長
谷
川
奏 

二
〇
一
六
ａ :

「
エ
ジ
プ
ト
・
地
中
海
沿
岸
湖
沼
地
帯
の

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
村
落
―
経
済
活
動
の
復
元
考
察
（
1
） 

聞
き
取
り
調
査
」

『
第
二
三
回
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
～
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古
学
研
究
』
ヘ
レ
ニ
ズ



93

■論文

ム
～
イ
ス
ラ
ー
ム
考
古
学
研
究
会
、
四
一
―
四
七
。

20 �
長
谷
川
奏　

二
〇
一
六
ｂ
：「
地
中
海
、
砂
漠
と
ナ
イ
ル
の
水
辺
の
は

ざ
ま
で
―
前
身
伝
統
と
対
峙
し
た
外
来
権
力
の
試
み
」『
環
境
に
挑
む

歴
史
学
』
勉
誠
出
版
、
三
〇
八
―
三
二
二
。

21 �

長
谷
川
奏　

二
〇
一
七
：「
エ
ジ
プ
ト
西
方
デ
ル
タ
・
イ
ド
ゥ
ク
湖
南

域
の
考
古
学
調
査
（
二
〇
一
六
）
―
探
査
画
像
に
み
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

集
落
の
構
造
」『
第
二
四
回
西
ア
ジ
ア
発
掘
調
査
報
告
会
報
告
集
』
日

本
西
ア
ジ
ア
考
古
学
会
、
一
二
四
―
一
二
九
。

22 �

春
山
成
子
、
長
谷
川
奏　

二
〇
一
四
：「
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
環
境
変

化
」『
地
理
』
五
九
―
九
、
古
今
書
院
、
八
三
―
八
七
。

** 

図
７
、９
：Lernert and Landrock

、
図
８
： 
筆
者
撮
影

〈
注
〉

1 �

本
論
で
用
い
る
資
料
は
、
一
九
六
七
年
に
初
版
が
出
さ
れ
、
一
九
八
〇

年
代
に
四
分
冊
の
形
で
再
版
さ
れ
た
も
の
で
、
二
〇
一
三
年
に
再
び

印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
ム
ダ
ー
ン
が
『
エ
ジ
プ
ト
の
個
性
』

の
初
版
を
出
版
し
た
一
九
六
七
年
は
、
ナ
セ
ル
に
よ
る
民
族
革
命
が

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
惨
敗
に
よ
っ
て
挫
折
し
た
年
に
発
行
さ
れ
て

お
り
、
エ
ジ
プ
ト
の
豊
か
な
重
層
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
読
み

解
こ
う
と
す
る
エ
ジ
プ
ト
的
性
格
論
の
重
要
性
が
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
社
会
背
景
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
（
長
沢
二
〇
一
三
：

一
六
五
―
一
六
六
）。
エ
ジ
プ
ト
の
個
性
を
生
み
出
す
の
は
地
理
的
特

質
に
他
な
ら
ず
、
現
代
エ
ジ
プ
ト
社
会
あ
る
い
は
現
代
エ
ジ
プ
ト
人

の
個
性
を
形
作
る
も
の
さ
え
、
そ
の
本
質
は
地
理
的
特
質
に
集
約
さ

れ
る
と
い
う
考
え
方
に
は
、
地
理
学
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歴
史
学
・

考
古
学
分
野
が
扱
う
文
化
論
に
も
深
く
関
わ
る
知
見
を
提
供
し
て
い

る
。

2 � 

「
ナ
イ
ル
河
谷
は
全
て
氾
濫
す
れ
ば
一
体
と
な
り
、
大
地
は
水
に
よ
っ

て
形
作
ら
れ
る
が
、
同
様
に
そ
の
川
が
生
み
出
し
た
も
の
や
沈
殿
物

に
よ
っ
て
も
覆
わ
れ
る
。
…
そ
し
て
ナ
イ
ル
は
唯
一
の
河
谷
に
よ
っ

て
作
ら
れ
、
ナ
イ
ル
は
自
然
景
観
を
形
作
る
絶
対
的
か
つ
最
も
主
要

な
管
理
者
で
あ
り
、
明
白
な
形
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
…
そ
し
て
、

ナ
イ
ル
は
エ
ジ
プ
ト
の
大
地
に
同
質
性
を
与
え
、
人
々
の
生
活
や
暮

ら
し
の
場
ま
で
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
…
そ
の
よ
う
な
国
は
他
に

い
か
な
る
事
例
も
な
く
、
そ
れ
は
全
て
に
及
び
、
た
っ
た
一
つ
の
地

理
環
境
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。」（




）

3 � 

「
そ
れ
は
も
し
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
的
な
標
高
の
異
な
り

に
よ
っ
て
、
僅
か
に
か
つ
徐
々
に
変
わ
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
長
い

地
理
空
間
で
あ
っ
て
も
知
覚
で
き
な
い
も
の
で
も
あ
る
。
…
ナ
イ
ル

河
谷
は
氾
濫
す
れ
ば
、
自
然
に
同
一
景
観
と
な
り
、
デ
ル
タ
と
上
エ

ジ
プ
ト
と
い
う
伝
統
的
な
二
つ
の
差
異
が
形
状
や
面
積
に
み
ら
れ
よ

う
と
、
そ
れ
は
構
造
や
質
の
違
い
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。」

（




）
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4 �「
エ
ジ
プ
ト
は
か
つ
て
か
ら
〈
追
い
出
す
地
〉
と
い
う
よ
り
は
〈
引

き
込
む
地
〉
で
あ
り
、
…
外
側
の
攻
撃
の
波
に
対
し
て
、
エ
ジ
プ
ト

は
内
部
か
ら
の
力
を
用
い
て
き
た
が
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
沸
点
の
よ

う
に
、
大
き
な
体
の
な
か
で
、
外
か
ら
や
っ
て
き
た
人
種
の
大
部
分

が
溶
け
込
ん
で
し
ま
う
ま
で
、
呑
み
こ
み
か
つ
消
化
し
て
し
ま
う
よ

う
な
、
貴
重
で
生
命
力
あ
る
生
物
学
的
な
吸
収
力
な
の
で
あ
り
、
…
」

（



）

5 �「（
デ
ル
タ
で
は
）
決
定
的
な
中
心
あ
る
い
は
焦
点
の
存
在
を
み
つ
け

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
お
よ
そ
北
か
ら
南
の
軸
に
沿
っ

て
、
規
則
的
な
自
然
の
線
の
束
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
デ
ル
タ

の
ナ
イ
ル
支
流
と
運
河
で
あ
り
、
結
節
点
と
も
い
う
べ
き
自
然
の
節

を
形
作
る
よ
う
な
東
西
に
わ
た
る
水
平
方
向
の
自
然
の
軸
が
無
い
の

で
あ
る
。
実
際
、
歴
史
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歴
史
上

今
日
に
至
る
ま
で
、
デ
ル
タ
で
水
平
方
向
に
わ
た
る
動
き
や
交
通
は

困
難
で
あ
っ
た
。」（






）

6 �「（
一
方
、
上
エ
ジ
プ
ト
は
）
自
然
の
上
で
支
配
的
な
中
心
に
全
く
欠

け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
裂
け
目
の
よ
う
な
線
状

の
伸
び
、
あ
る
い
は
閉
じ
た
管
と
も
い
う
べ
き
形
状
は
、
長
く
は
あ

る
が
幅
が
無
く
、
動
き
の
軸
や
そ
の
方
向
性
は
一
つ
で
あ
り
、
あ
る

都
市
が
他
の
都
市
よ
り
優
れ
て
い
る
な
ど
と
い
う
表
現
は
全
く
あ
た

ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
見
出
さ
れ
る
の
は
、
単
に
数
学
的
な

距
離
の
分
割
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。」（






）

7 �「
デ
ル
タ
の
先
端
（
根
元
の
部
分
）
は
、
ナ
イ
ル
河
谷
の
ウ
エ
ス
ト
の

部
分
で
あ
る
。」 （






）
ま
た
「
地
中
海
か
ら
急
湍
の
あ

る
ヌ
ビ
ア
の
地
ま
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
全
土
は
、
カ
イ
ロ
の
リ
ズ
ム
と

連
動
し
た
。
そ
し
て
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
首
都
の
中
心
は

他
の
ど
ん
な
町
よ
り
も
大
き
く
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
社
会
的

に
も
文
化
的
に
も
エ
ジ
プ
ト
の
中
心
で
あ
る
。」（




1

）

8 �「
灌
漑
の
耕
地
は
、
も
し
管
理
な
く
放
置
さ
れ
れ
ば
、
人
々
が
水
の
恩

恵
を
享
受
す
る
一
方
で
、
反
対
に
お
互
い
の
流
血
（
の
事
態
）
に
直

面
す
る
局
面
に
導
く
の
で
あ
る
。
…
こ
れ
は
つ
ま
り
望
め
ば
好
意
や

身
び
い
き
に
よ
っ
て
水
の
便
宜
を
諮
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
望
め
ば

相
手
を
逮
捕
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
水

の
関
係
は
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
ナ
イ
ル
河
谷
に
入
り
込
み
、
そ
れ
は

あ
た
か
も
、
容
器
に
浸
し
た
水
が
均
等
に
広
が
っ
て
い
く
水
平
原
理

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
…
」（




）

9 �T
oussun

の
こ
の
灌
漑
地
図
は
、
エ
ジ
プ
ト
革
命
以
前
の
灌
漑
の
進

行
状
況
を
端
的
に
物
語
る
資
料
で
あ
る
。
一
方
、
筆
者
が
個
人
的
に

収
集
し
た
灌
漑
省
発
行
の
地
図
（

ī
ū

ī


ī

）
に
よ
れ
ば
、
西
方
デ
ル
タ
で
はZaghloul-Bersiq 

irrigation project

等
、
一
九
五
〇
年
代
の
末
あ
た
り
か
ら
、
大
規
模

な
灌
漑
事
業
が
進
行
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

10 �

考
古
学
の
領
域
か
ら
、
ブ
ハ
イ
ラ
と
呼
ば
れ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

の
後
背
地
を
見
渡
す
と
、
ま
ず
特
徴
的
な
の
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
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ア
の
南
西
部
で
あ
り
、
こ
こ
は
地
中
海
沿
岸
に
沿
っ
て
石
灰
岩
尾
根

と
そ
の
尾
根
に
沿
っ
て
狭
く
伸
び
る
マ
リ
ユ
ー
ト
湖
に
象
徴
さ
れ
る

地
区
で
あ
る
。
マ
リ
ユ
ー
ト
湖
に
沿
っ
て
は
、
多
神
教
や
キ
リ
ス
ト

教
の
巡
礼
の
た
め
に
人
々
は
湖
を
渡
り
、
地
場
産
業
と
し
て
の
葡
萄
・

オ
リ
ー
ブ
を
中
心
と
す
る
農
業
生
産
や
石
材
の
切
り
出
し
・
窯
業
・

ガ
ラ
ス
産
業
等
を
中
心
に
し
て
、
活
発
な
経
済
活
動
が
営
ま
れ
た
（de 

Cosson 1935

他
）。
も
う
一
つ
の
代
表
的
な
地
域
は
、
マ
リ
ユ
ー
ト

湖
の
か
つ
て
の
湖
面
の
南
端
に
位
置
す
る
地
域
で
、
こ
こ
に
は
多
く

の
ナ
イ
ル
支
流
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
西
方
デ
ル
タ
の
主
要

な
流
通
拠
点
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
ま
た
リ
ビ
ア
砂
漠
と
し
て
の
接
点

で
も
あ
っ
た
た
め
、
砂
漠
域
と
の
交
渉
と
防
衛
と
い
う
二
つ
の
側
面

を
持
っ
て
き
た
（Jackson 2002

他
）。
こ
れ
ら
の
地
域
と
比
較
し
て
、

本
論
で
述
べ
る
イ
ド
ゥ
ク
湖
周
辺
は
、
カ
ノ
プ
ス
支
流
が
貫
流
す
る

地
区
と
し
て
着
目
さ
れ
る
以
外
に
は
、
ラ
シ
ー
ド
支
流
の
氾
濫
が
広

範
に
広
が
る
低
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
生
産
性
の
低
さ
と
あ
い

ま
っ
て
、
研
究
が
最
も
遅
れ
た
地
域
と
な
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
（
長

谷
川
二
〇
一
二
：
四
三
―
五
六
）。

11 �

マ
リ
ユ
ー
ト
湖
で
は
、『
エ
ジ
プ
ト
誌
』
が
記
録
さ
れ
た
一
八
世
紀
末

～
一
九
世
紀
初
の
段
階
か
ら
七
〇
年
ほ
ど
経
た
一
九
世
紀
末
の
段
階

で
、
既
に
湖
面
範
囲
は
半
分
ほ
ど
に
縮
減
し
、
そ
の
後
の
一
〇
〇
年

で
さ
ら
に
半
分
が
失
わ
れ
て
お
り
、
イ
ド
ゥ
ク
湖
で
も
当
然
同
じ
状

況
が
考
え
ら
れ
る
（H

airy 2009: 190-205

）。

12 �

イ
ド
ゥ
ク
湖
東
南
に
は
、
一
〇
、〇
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
気
候
変
動
期
に

由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
古
砂
丘
が
厚
く
堆
積
し
て
お
り
、
一
九
六
四

年
撮
影
のCorona

衛
星
画
像
で
は
こ
れ
が
明
ら
か
に
残
存
し
て
い

る
。
従
っ
て
こ
の
地
域
で
は
、
当
該
年
代
以
降
の
四
〇
～
五
〇
年
間

の
土
地
開
発
に
よ
っ
て
農
耕
地
、
果
樹
園
、
養
魚
場
な
ど
に
変
貌
し

て
い
る
点
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
研
究
対
象
地
域
の
一
角
の
果

樹
園
に
お
い
て
、
今
現
在
も
削
平
さ
れ
ず
残
存
す
る
黄
色
砂
と
草
地

の
土
地
被
覆
か
ら
な
る
小
丘
の
存
在
がW

orld V
iew

 2

画
像
か
ら

新
た
に
確
認
さ
れ
た
。
小
丘
上
に
は
構
築
物
の
痕
跡
と
も
考
え
ら
れ

る
三
本
の
壁
体
基
礎
も
判
読
さ
れ
、
砂
丘
丘
陵
の
頂
部
が
古
代
の
重

要
な
遺
跡
テ
リ
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
点
が
裏
付
け
ら
れ
た
（H

asegaw
a

（ed.

） 2013: 7 by Etaya et al

）。

13 �

特
に
イ
ド
ゥ
ク
湖
周
辺
で
は
、Schedia, K

om
 al-Gharaf, K

om
 al-

W
asit, K

om
 al-A

hm
ar, K

om
 A

ziza

等
に
お
け
る
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
調
査
隊
の
成
果
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
概
要
に
関
し

て
は
、調
査
成
果
を
総
括
し
た
以
下
の
書
を
参
照
さ
れ
た
い
（K

enaw
i 

2014: 89-91, 100-101, 106

）。
本
論
で
紹
介
す
る
筆
者
の
日
本
隊
調

査
は
、
科
研
費
基
盤
（
Ｂ
）「
エ
ジ
プ
ト
西
方
デ
ル
タ　

コ
ー
ム
・
ア

ル
＝
デ
ィ
バ
ー
ゥ
遺
跡
の
考
古
学
調
査
」（
平
成
28
～
32
年
、
研
究

代
表
者
：
長
谷
川
奏
、
課
題
番
号
：17H

04535

）
で
実
行
さ
れ
て
い

る
。
調
査
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
（
長
谷
川

二
〇
一
七
）。
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14 �「
湖
は
今
で
は
多
く
が
養
魚
場
に
変
貌
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
海
際

の
塩
分
濃
度
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、
小
エ
ビ
（g



）、
ス
ズ
キ

（
）、
タ
イ
（

）
等
が
獲
れ
、
一
方
の
淡
水
域
で
は
、
ナ
イ

ル
・
テ
ィ
ラ
ピ
ア
（

）、
ボ
ラ
（

）、
ナ
マ
ズ
（



）、
コ

イ
（




）
等
が
獲
れ
た
（
た
だ
し
ボ
ラ
は
塩
水
域
と
淡
水

域
の
双
方
に
生
息
す
る
）。
鳥
に
は
飛
来
の
日
数
が
長
い
も
の
と
ご
く

数
日
の
短
い
も
の
が
い
る
。
最
も
一
般
的
な
の
は
白
サ
ギ
（

）

で
、
餌
と
な
る
も
の
は
何
で
も
食
べ
る
が
、
私
た
ち
が
「
熱
い
鳥

（

）」
と
呼
ん
で
い
る
シ
マ
ア
ジ
（
カ
モ
科
マ
ガ
モ
属
）

（

）
は
特
別
な
餌
し
か
狙
わ
な
い
。
多
く
の
鳥
が
九
月
か
ら

一
二
月
に
飛
来
す
る
が
、「
湖
の
ア
ヒ
ル
（

）」
の

よ
う
に
恒
常
的
に
や
っ
て
く
る
も
の
も
い
る 
。
昔
は
誰
も
が
こ
う
し

た
鳥
を
捕
獲
す
る
独
自
の
場
所
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
場
所
は

き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
、
鳥
を
捕
ま
え
る
疑
似
餌
（

）

が
置
か
れ
、
ま
た
鳥
た
ち
を
引
き
込
む
た
め
の
葦
の
笛
も
利
用
さ
れ

た
。
ま
た
捕
獲
の
際
に
、
葦
の
支
え
の
仕
掛
け
を
持
つ
網
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。」と
い
う
聞
き
取
り
成
果
に
依
拠
し
て
い
る（
長

谷
川
二
〇
一
六
ａ
：
四
一
～
四
七
）。
ち
な
み
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の

記
録
で
は
、
一
九
〇
六
～
一
三
年
に
は
、
一
〇
〇
万
～
二
〇
〇
万
羽
、

一
九
一
九
年
に
は
七
五
万
羽
、
一
九
二
五
～
二
六
年
に
は
五
〇
万
羽

が
、
ダ
ミ
エ
ッ
タ
や
ポ
ー
ト
サ
イ
ー
ド
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ

れ
た
。
ま
た
趣
味
的
な
狩
猟
は
、
主
に
、
カ
イ
ロ
お
よ
び
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
の
狩
猟
協
会
に
よ
る
も
の
で
、
一
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の

四
ヶ
月
間
に
一
六
日
の
狩
猟
日
が
許
さ
れ
て
お
り
（
一
週
間
に
一
日
）、

一
九
八
〇
年
代
の
末
に
お
い
て
も
、
二
〇
万
～
三
〇
万
の
収
穫
が
報

告
さ
れ
て
い
る
（Shaltout et al. 2005 : 451

）。

15 �

こ
う
し
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
経
済
活
動
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に

ま
で
継
続
さ
れ
た
か
に
関
し
て
は
、
今
後
の
発
掘
調
査
の
進
展
か
ら

結
論
付
け
ら
れ
る
が
、
当
該
地
区
に
お
け
る
前
近
代
の
歴
史
の
中
で

は
、
古
典
考
古
学
上
で
も
見
落
と
さ
れ
て
き
た
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
死
生
観　
― 

通
過
儀
礼
と
輪
廻
転
生 

―

■
論
文
Ⅵ
■

　
　
〈
要
旨
〉

　
　

�　

本
論
の
目
的
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
に
お
け
る
バ
リ
・

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
誕
生
か
ら
死
去
ま
で
の
通
過
儀
礼
を
概
観

し
、
と
く
に
公
開
火
葬
を
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か

れ
ら
の
死
生
観
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
バ
リ
・

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
で
は
こ
れ
ら
の
通
過
儀
礼
は
輪
廻
転
生
を
保
障
す

る
た
め
に
あ
り
、
生
ま
れ
て
き
た
者
の
前
世
と
の
つ
な
が
り
の

確
認
と
そ
の
生
涯
の
幸
福
、
そ
し
て
死
後
の
再
生
を
約
束
す
る

た
め
に
あ
る
と
も
言
え
る
。
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
通
過

儀
礼
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
出
現
す
る
再
生
型
の
輪
廻
転
生

を
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　
　

�　

バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教　

通
過
儀
礼　

公
開
火
葬　

輪
廻
転
生

１
．
バ
リ
島
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
つ
い
て

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
ほ
ぼ
中
央
、
ジ
ャ
ワ
島
東
隣
に
位
置
す

る
バ
リ
島
は
現
地
人
口
の
90
％
、
約
三
〇
〇
万
人
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

徒
の
島
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
で
は
二
億
人
を
超
え
る
全

人
口
の
88
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
り
、
バ
リ
島
は
そ
の
中
に
お
い

て
独
自
の
宗
教
文
化
を
持
つ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
あ
る
東
南
ア
ジ
ア

で
は
、
紀
元
一
世
紀
ご
ろ
か
ら
交
易
先
で
あ
る
イ
ン
ド
文
化
の
流
入

を
受
け
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
広
範
囲
に
広
ま
っ
て
い
た
が
、
一
五
世

紀
に
至
っ
て
イ
ス
ラ
ム
教
が
勢
力
を
伸
長
し
、
そ
の
後
ほ
ぼ
全
域
を

席
巻
し
た
。
唯
一
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
生
き
残
っ
た
の
が
バ
リ
島
で
あ

る
1 
２
。

　

バ
リ
島
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
イ
ン
ド
に
そ
の
源
流
は
あ
る

が
、
バ
リ
島
固
有
の
土
着
宗
教
と
混
交
し
独
自
の
宗
教
文
化
を
構
成

東
日
本
国
際
大
学
地
域
振
興
戦
略
研
究
所
客
員
教
授　

小　

野　

隆　

彦
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し
て
い
る

3

。

　

バ
リ
人
は
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ダ
ル
マ
と
称

し
て
い
る
が
、
ダ
ル
マ
と
は
〝
行
う
べ
き
行
為
〟
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
こ
の
宗
教
が
生
活
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ

る
4

。

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
特
徴
で
あ
る
カ
ー
ス
ト
に
よ
る
社
会
階
層
区
分

も
イ
ン
ド
同
様
存
在
す
る
が
、
イ
ン
ド
と
は
異
な
っ
て
い
て
、
カ
ー

ス
ト
に
よ
る
社
会
の
閉
塞
感
は
な
い
。
高
僧
に
な
る
た
め
に
は
最
上

位
の
ブ
ラ
フ
マ
ナ
出
身
で
あ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
職
業

は
カ
ー
ス
ト
と
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
王
族
で
も
観
光
業
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。
ま
た
、
カ
ー
ス
ト
間
の
通
婚
も
可
能
で
あ
る

5
。

　

イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
で
は
神
像
が
信
仰
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
が
、
バ
リ
島
で
は
神
像
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
信
仰
の
対
象
は

具
体
的
な
姿
の
な
い
神
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
神
が
降
臨
し

て
く
る
と
き
に
お
迎
え
す
る
神
座
の
塔
が
寺
院
に
用
意
さ
れ
て
い

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
供
物
を
用
意
し
祈
り
を
捧
げ
る
。

　

バ
リ
島
に
は
ジ
ャ
ワ
か
ら
伝
播
し
独
自
の
文
化
に
ま
で
発
展
し
た

宮
廷
音
楽
由
来
の
ガ
ム
ラ
ン
と
舞
踊
が
あ
る
。
ガ
ム
ラ
ン
と
舞
踏
は

バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
儀
式
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の

存
在
は
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
華
や
か
さ
を
加
え
、
信
徒
に
と
っ

て
は
ガ
ム
ラ
ン
奉
納
の
踊
り
手
や
演
奏
者
と
し
て
儀
式
に
お
い
て
神

に
奉
仕
す
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
る

6

。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
と
固
有
文
化
の
中
で
人
々
は
バ
リ
・
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
と
し
て
生
ま
れ
、
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
社
会
規
範
で

あ
る
ダ
ル
マ
に
従
っ
て
神
に
祈
り
神
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し

て
、
や
が
て
死
ん
で
い
く
。
そ
の
人
生
の
折
々
に
あ
る
の
が
通
過
儀

礼
や
祭
礼
へ
の
参
加
で
あ
り
、
そ
れ
を
全
う
す
る
こ
と
で
輪
廻
転
生

が
完
成
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

7
。

２
．
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

　

バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
に
お
け
る
輪
廻
転
生
の
概
形
を
と
ら
え
る
と
、

イ
ン
ド
に
起
源
を
も
つ
輪
廻
型
で
は
な
く
、
よ
り
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な

再
生
型
で
あ
る
と
考
え
る
。
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
が
信
じ
て
い

る
輪
廻
転
生
と
は
、
今
生
き
て
い
る
自
分
自
身
は
、
亡
く
な
っ
た
親

族
の
だ
れ
か
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
本
人
の
死
後

祖
霊
界
へ
赴
き
、
そ
の
後
再
び
親
族
内
に
再
生
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
望
ま
し
い
。

　

そ
れ
に
比
し
て
、
輪
廻
型
は
カ
ル
マ
（
業
）
と
よ
ば
れ
る
因
果
応

報
の
原
理
に
よ
っ
て
、
死
後
も
は
や
来
世
は
ど
こ
に
、
ま
た
何
に
生

ま
れ
変
わ
る
か
は
不
明
で
あ
り
、
苦
悩
と
困
難
を
伴
う
。
そ
の
よ
う

な
苦
悩
溢
れ
る
輪
廻
転
生
か
ら
脱
出
し
て
理
想
郷
へ
到
達
す
る
こ
と

を
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
が
解
脱
と
し
て
説
い

て
い
る
。
バ
リ
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
広
ま
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
そ

の
よ
う
な
高
度
な
宗
教
哲
学
に
基
づ
く
輪
廻
型
の
輪
廻
転
生
論
が
導
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入
さ
れ
て
い
る
が
、
民
衆
は
そ
れ
を
目
指
し
て
は
い
な
い
。
バ
リ
で

は
自
ら
を
シ
ワ
神
と
同
化
で
き
る
ほ
ど
の
霊
力
を
持
つ
高
僧
プ
タ
ン

ダ
や
特
別
な
修
行
を
積
ん
だ
も
の
だ
け
が
輪
廻
転
生
の
繰
り
返
し
か

ら
の
解
脱
を
目
指
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る

8
。

　

さ
て
、
西
ア
フ
リ
カ
の
イ
グ
ボ
族
を
対
象
と
す
る
先
行
研
究
に
よ

る
と
、
再
生
型
の
生
ま
れ
変
わ
り
に
お
い
て
は
、
何
人
も
自
然
に
自

律
的
に
生
ま
れ
変
わ
り
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
死
後
再
生
す
る

た
め
に
は
し
か
る
べ
き
努
力
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
が
祭
礼
を
お
こ

な
う
こ
と
、
呪
術
を
駆
使
す
る
こ
と
、
葬
送
の
供
養
と
儀
礼
を
尽
く

す
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る

9
。

　

バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
も
同
様
で
、
生
ま
れ
変
わ
り
の
た
め
の

努
力
と
し
て
、
幾
多
の
通
過
儀
礼
の
完
遂
、
祭
礼
へ
の
参
加
、
神
へ

の
奉
仕
、
そ
し
て
葬
送
の
供
養
と
儀
礼
と
し
て
の
火
葬
の
実
施
が
必

要
条
件
と
な
る
。
と
く
に
葬
送
は
遺
族
に
お
い
て
も
大
変
重
要
な
儀

礼
で
あ
り
、
で
き
う
る
限
り
の
財
力
を
投
入
し
て
死
者
の
再
生
を
願

う
火
葬
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
通
過
儀
礼

　

バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
通
過
儀
礼
は
妊
娠
判
明
時
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
人
生
の
折
々
に
行
わ
れ
、
死
去
後
葬
礼
を
盛
大
に
行

う
こ
と
で
終
了
す
る
。
彼
ら
の
死
生
観
に
従
え
ば
、
通
過
儀
礼
を
完

遂
す
る
こ
と
は
死
後
の
輪
廻
転
生
を
確
実
に
す
る
。
そ
し
て
人
と
し

て
の
成
長
過
程
に
お
い
て
節
目
節
目
で
困
難
を
克
服
す
る
霊
力
と
方

策
を
神
々
か
ら
拝
受
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る

10
。

　

妊
娠
時
か
ら
通
過
儀
礼
が
始
ま
る
の
は
、
母
親
の
胎
内
に
や
ど
っ

た
命
は
、
一
族
の
だ
れ
か
の
魂
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

魂
は
前
世
で
死
を
迎
え
た
時
に
一
族
に
よ
る
盛
大
な
火
葬
に
よ
っ
て

肉
体
か
ら
解
放
さ
れ
、
天
界
に
無
事
昇
っ
て
祖
霊
界
に
く
ら
し
て
い

た
が
、
次
の
人
生
の
た
め
に
一
族
の
母
親
の
胎
内
に
降
り
て
き
た
と

信
じ
ら
れ
て
い
る

11
。

　

妊
娠
が
わ
か
る
と
、
両
親
は
バ
リ
の
暦
の
吉
日
を
選
び
供
物
を
持

参
し
て
高
僧
で
あ
る
プ
タ
ン
ダ
か
、
村
の
寺
守
り
の
プ
マ
ン
ク
に
会

い
に
行
き
、
お
守
り
を
受
け
取
り
、
出
産
の
無
事
を
祈
る
。
出
産
を

迎
え
る
と
、
胎
盤
、
羊
水
、
血
、
胞
衣
が
新
生
児
と
同
時
に
生
ま
れ

た
四
兄
弟
と
し
て
祭
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
以
後
新
生
児
を
見
守
る
存
在

と
な
る
。

　

誕
生
後
一
二
日
目
に
は
屋
敷
内
の
神
座
の
あ
る
社
や
台
所
で
高
僧

に
よ
る
新
生
児
の
清
め
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
こ
ろ
、
両

親
と
そ
の
家
族
が
タ
パ
カ
ン
と
呼
ば
れ
る
霊
能
力
者
も
し
く
は
呪
術

師
ル
ク
ン
を
訪
ね
、
新
生
児
が
一
族
の
誰
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る

か
を
聞
く
。
何
代
か
以
前
の
父
系
親
族
の
名
が
告
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

生
後
三
ヶ
月
目
に
い
た
っ
て
入
魂
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
れ

ま
で
三
ヶ
月
間
、
新
生
児
は
ま
だ
人
間
で
は
な
く
、
神
に
近
い
存
在
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と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
儀
礼
を
境
に
先
に
告
げ
ら
れ

た
魂
が
完
全
に
新
生
児
に
乗
り
移
っ
て
一
人
の
人
間
に
な
る
。
こ
れ

で
祖
先
霊
の
再
生
が
完
成
さ
れ
る
。

　

生
後
二
一
〇
日
目
に
バ
リ
の
ウ
ク
暦
に
よ
る
一
年
目
の
誕
生
日
が

来
る
。
そ
れ
ま
で
幼
児
は
抱
い
て
育
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
日
初

め
て
大
地
を
踏
み
し
め
る
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
大
量
の
供
物
が
用
意

さ
れ
、
子
供
を
浄
め
霊
力
を
高
め
る
た
め
の
儀
式
と
な
る
。
そ
の
後

同
様
に
ウ
ク
暦
に
よ
る
二
年
目
、
三
年
目
の
誕
生
日
儀
式
も
行
わ
れ

る
。

　

独
特
な
通
過
儀
礼
と
し
て
、
成
人
式
に
あ
た
る
削
歯
儀
礼
、
ポ
ト

ン
・
ギ
ギ
が
あ
る

12
。
こ
れ
は
先
の
と
が
っ
た
門
歯
と
犬
歯
を
削
歯

師
に
削
り
落
と
し
て
も
ら
う
儀
式
で
あ
る
。
先
の
と
が
っ
た
歯
は
獣

の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ
を
削
ら
ず
に
死
に
至
る
と
天
界
で
は
獣
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
て
し
ま
い
、
一
族
に
輪
廻
転
生
が
で
き
な
く
な
る
。

削
歯
を
受
け
て
い
る
間
は
悪
霊
に
と
り
つ
か
れ
る
こ
と
を
最
大
限
防

ぐ
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
呪
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
算
段
が

儀
式
を
通
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
リ
の
生
活
基
盤
は
父
系
親
族
集
団
で
あ
り
、
一
族
の
大
き
な
屋

敷
内
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
家
屋
を
建
て
て
暮
ら
し
て
い
る
。
屋
敷

内
に
は
共
通
の
祖
霊
を
祀
る
社
が
あ
り
、
毎
日
供
物
が
奉
じ
ら
れ
祈

り
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
バ
リ
で
は
結
婚
し
て
初
め
て
そ
の
親
族
集

団
の
一
員
と
認
め
る
の
で
、
結
婚
式
は
そ
れ
を
認
知
す
る
重
要
な
通

過
儀
式
と
な
っ
て
い
る
。

４
．
火
葬
に
よ
る
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て

　

前
述
の
よ
う
な
数
々
の
通
過
儀
礼
を
完
遂
し
、
神
に
祈
り
と
供
物

を
捧
げ
つ
つ
、バ
リ
の
人
々
は
人
生
を
終
了
す
る
。
そ
し
て
死
去
後
、

霊
魂
は
火
葬
儀
礼
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
界
に
赴
き
、
神
格

化
さ
れ
た
祖
霊
と
な
っ
て
一
族
の
社
に
祀
ら
れ
、
生
ま
れ
変
わ
り
を

待
つ
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
火
葬
の
際
、
遺
族
が
浄
化
儀
礼
を
徹
底

す
れ
ば
、
天
界
の
階
層
、
神
格
が
向
上
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
で
き
う
る
か
ぎ
り
の
火
葬
儀
礼
を
執
り
行
う
理
由
で
あ
る
。

と
く
に
王
族
に
お
い
て
は
そ
れ
が
顕
著
で
、
葬
送
儀
礼
は
公
開
火
葬

と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
大
規
模
な
公
開
火
葬
の
例
と
し
て
、
バ
リ
島
ウ
ブ
ド
で

二
〇
一
一
年
八
月
一
八
日
に
執
り
行
わ
れ
た
王
族
の
葬
祭
を
詳
細
に

説
明
し
、
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る

13
。

５
．
ウ
ブ
ド
王
家
の
公
開
火
葬

　

ウ
ブ
ド
王
家
のA

nak A
gung N

iag Rai

女
史
が
享
年
八
〇
歳

で
二
〇
一
一
年
五
月
一
四
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
女
史
は
〝
最
後
の

ウ
ブ
ド
王
〟
と
称
さ
れ
た
故T

jokorda Gde A
gung Sukaw

ati

氏
の
未
亡
人
で
あ
る
。
高
僧
の
決
定
に
よ
り
、
女
史
の
公
開
火
葬
は

同
年
八
月
一
八
日
に
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
遺
体
は
ホ
ル
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マ
リ
ン
に
よ
る
防
腐
処
理
が
行
わ
れ
、
八
月
一
一
日
ま
で
は
王
宮
内

のBade Gedong 

と
い
う
部
屋
で
床
に
つ
い
て
い
て
、
毎
日
食
事

と
飲
み
物
が
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
た
。
八
月
一
一
日
に
は
遺
体
を
聖
水

で
清
め
る
お
身
拭
の
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
て
、
納
棺
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
遺
体
は
王
宮
内
のBade Gede

と
呼
ば
れ
る
お
堂
に
安
置
さ

れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
宗
教
上
の
死
去
は
八
月
一
一
日
と
す
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

６
．
葬
式
塔
と
聖
牛
に
つ
い
て

 

火
葬
の
儀
式
は
遺
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
王
宮
か
ら
東
に
約
900
ｍ

離
れ
た
プ
ラ 

ダ
ラ
ム 

プ
リ
寺
院
で
公
開
の
形
で
執
り
行
わ
れ
る
。

そ
の
際
、
遺
体
は
バ
デ
と
呼
ば
れ
る
葬
式
塔
に
収
め
ら
れ
人
々
に
担

が
れ
て
運
ば
れ
る
。
ま
た
、
遺
体
は
火
葬
場
到
着
後
、
ル
ン
ブ
ー
と

呼
ば
れ
る
聖
牛
を
形
ど
っ
た
木
製
の
像
の
胎
内
に
移
さ
れ
、
火
葬
さ

れ
る
が
、
そ
の
聖
牛
も
葬
式
塔
と
同
様
に
王
宮
か
ら
担
が
れ
て
い

く
。
こ
の
葬
式
塔
と
聖
牛
は
ウ
ブ
ド
の
住
民
に
よ
っ
て
女
史
の
死
後

数
十
日
を
費
や
し
て
製
作
さ
れ
た
が
、
ウ
ブ
ド
王
宮
の
前
庭
で
お
こ

な
わ
れ
た
こ
の
作
業
に
は
毎
日
五
〇
人
以
上
の
住
民
が
動
員
さ
れ
て

い
る
。

　

葬
式
塔
は
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
宇
宙
観
に
よ
っ
て
、
神
輿
の
基

部
が
地
下
界
、
装
飾
の
あ
る
部
分
が
地
上
界
、
層
を
な
し
て
い
る
パ

ゴ
タ
の
部
分
が
天
上
界
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
遺
体
を
納
め
た
棺

は
地
上
界
と
天
上
界
の
間
に
納
め
ら
れ
、
火
葬
場
ま
で
運
ば
れ
て
い

く
。

　

聖
牛
の
色
は
カ
ー
ス
ト
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
て
、
王
族
な
ら

び
に
貴
族
層
の
場
合
は
黒
色
、
僧
侶
階
級
は
赤
色
、
平
民
階
級
は
白

色
が
使
用
さ
れ
る
。

　

今
回
の
火
葬
で
は
、被
葬
者
が
王
族
の
未
亡
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

葬
式
塔
な
ら
び
に
聖
牛
は
異
例
の
大
き
さ
で
、
葬
式
塔
の
パ
ゴ
タ
は

九
層
、高
さ
は
25
ｍ
、聖
牛
の
高
さ
も
7
・
5
ｍ
と
発
表
さ
れ
て
い
た
。

重
さ
は
公
表
が
な
い
が
、
か
な
り
の
も
の
で
あ
る
。
遺
族
に
と
っ
て

こ
の
よ
う
な
葬
式
塔
と
聖
牛
を
故
人
の
た
め
に
用
意
す
る
こ
と
は
、

故
人
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
表
す
手
段
で
も
あ
る
。

７
．
公
開
火
葬
当
日
の
詳
細

　

八
月
一
八
日
午
前
九
時
、ウ
ブ
ド
王
宮
で
葬
祭
儀
式
が
始
ま
っ
た
。

王
宮
前
庭
に
は
招
待
者
の
た
め
の
受
付
が
あ
り
、
記
帳
を
す
る
が
香

典
な
ど
を
渡
す
こ
と
は
な
い
。
招
待
者
は
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
。

前
庭
の
舞
台
に
は
二
組
の
ガ
ム
ラ
ン
が
い
て
、
交
互
に
演
奏
を
し
て

い
た
。
会
葬
者
の
服
装
は
伝
統
的
な
バ
リ
の
正
装
で
、
男
性
は
白
ま

た
は
黒
の
詰
襟
の
よ
う
な
上
着
と
サ
ル
ー
ン
、
女
性
は
派
手
で
は
な

い
が
伝
統
的
な
ク
バ
ヤ
で
あ
っ
た
。

　

割
れ
門
の
横
を
通
っ
て
王
宮
の
内
部
に
は
い
り
、
中
庭
に
用
意
さ

れ
た
椅
子
に
座
っ
て
出
棺
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
お
茶
と
お
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菓
子
が
く
ば
ら
れ
、静
粛
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る
。
午
前
一
一
時
過
ぎ
に
は
ブ
ッ
フ
ェ
ス

タ
イ
ル
の
食
事
が
提
供
さ
れ
た
。

　

午
後
〇
時
過
ぎ
、出
棺
の
時
刻
と
な
る
。
前
庭
に
戻
っ
て
待
つ
と
、

割
れ
門
か
ら
供
物
を
頭
に
乗
せ
た
女
性
陣
が
ま
ず
現
れ
、
護
衛
兵
の

一
団
、
輿
に
乗
っ
た
王
族
の
王
子
と
姫
君
、
喪
主
と
遺
族
、
故
人
の

愛
用
品
を
担
ぐ
男
性
陣
な
ど
が
隊
列
を
組
ん
で
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

　

午
後
〇
時
三
五
分
、
出
棺
。
数
人
の
男
性
陣
が
棺
を
担
い
で
割
れ

門
か
ら
で
て
く
る
。
棺
は
大
き
な
葬
式
塔
の
上
部
、
パ
ゴ
タ
の
下
に

納
め
ら
れ
て
運
ば
れ
る
が
、
そ
の
高
さ
ま
で
棺
を
担
ぎ
上
げ
る
た
め

の
ス
ロ
ー
プ
が
前
庭
の
横
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

午
後
〇
時
四
五
分
、
棺
が
ス
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
葬
式
塔
に
納
め
ら

れ
、
二
五
〇
名
ほ
ど
の
担
ぎ
手
に
よ
っ
て
火
葬
場
で
あ
る
プ
ラ 

ダ

ラ
ム 

プ
リ
寺
院
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。（
写
真
１
）

　

葬
式
塔
と
聖
牛
は
ウ
ブ
ド
王
宮
か
ら
プ
ラ 

ダ
ラ
ム 

プ
リ
寺
院
ま

で
ラ
ヤ
・
ウ
ブ
ド
通
り
の
約
900
ｍ
を
担
が
れ
て
い
く
が
、
大
変
な
重

さ
の
た
め
50
ｍ
ほ
ど
で
担
ぎ
手
は
交
代
す
る
。
葬
式
塔
の
高
さ
は
25

ｍ
あ
る
の
で
ラ
ヤ
・
ウ
ブ
ド
通
り
の
電
線
類
は
す
べ
て
外
さ
れ
、
一

帯
は
停
電
、
電
話
も
不
通
と
な
る
。
葬
列
は
ま
ず
ガ
ム
ラ
ン
隊
が

先
導
し
、
踊
り
子
、
衛
兵
隊
な
ど
が
続
く
。
そ
の
後
に
聖
牛
を
約

二
〇
〇
名
の
担
ぎ
手
が
担
い
で
い
く
。
聖
牛
の
後
ろ
に
供
物
を
頭
に

乗
せ
た
女
性
陣
、
輿
に
乗
っ
た
王
子
と
姫
君
、
ド
ラ
を
中
心
と
し
た

ガ
ム
ラ
ン
隊
が
続
き
、
葬
式
塔
が
葬
列
の
最
後
と
な
る
。
ラ
ヤ
・
ウ

ブ
ド
通
り
の
両
側
は
観
光
客
で
溢
れ
、
そ
の
う
ち
葬
列
に
も
多
く
の

観
光
客
が
合
流
し
て
収
拾
が
つ
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

午
後
二
時
一
五
分
、
聖
牛
と
葬
式
塔
が
一
時
間
半
を
か
け
て
プ

ラ 

ダ
ラ
ム 

プ
リ
寺
院
に
到
着
し
た
。
プ
ラ 

ダ
ラ
ム 

プ
リ
寺
院
に

は
二
層
瓦
葺
き
の
大
き
な
建
物
の
前
に
広
場
が
あ
り
、
そ
の
中
央
に

火
葬
用
の
台
座
が
作
ら
れ
て
い
る
。
聖
牛
と
葬
式
塔
の
到
着
時
に
は

す
で
に
建
物
の
中
も
広
場
の
ま
わ
り
も
観
光
客
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

午
後
三
時
半
過
ぎ
、
聖
牛
を
火
葬
台
座
に
移
す
作
業
が
終
了
、
高

僧
に
よ
る
清
め
が
行
わ
れ
た
の
が
午
後
四
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
。（
写

真
２
）

　

午
後
四
時
半
、葬
式
塔
か
ら
ス
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
棺
が
降
ろ
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
火
葬
台
座
の
周
り
を
反
時
計
回
り
に
三
周
す
る
。
聖
牛
に

写真 1　担がれて動き出す葬式塔
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遺
体
を
移
す
作
業
は
御
簾
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　

午
後
五
時
五
〇
分
、
高
僧
に
よ
る
清
め
と
祈
り
の
直
後
、
遺
族
の

線
香
に
よ
っ
て
聖
牛
に
点
火
さ
れ
、
遺
体
は
火
葬
と
な
っ
た
。（
写

真
３
）
ま
さ
に
霊
魂
が
肉
体
か
ら
離
れ
、
天
界
に
昇
っ
て
祖
霊
と
な

る
の
を
会
場
に
い
る
数
千
人
が
見
守
る
こ
と
と
な
る
。

 　

そ
の
後
、
遺
骨
は
遺
族
に
よ
っ
て
拾
わ
れ
、
遺
灰
と
な
る
。
遺

写真２　火葬台座に乗る聖牛

写真３　火葬によって天に昇る

灰
は
そ
の
日
の
う
ち
に
遺
族
に
よ
っ
て
サ
ヌ
ー
ル
地
区
の
海
に
運
ば

れ
散
骨
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
故
人
の
墓
は
な
く
、
も
ち
ろ
ん
位
牌

な
ど
も
な
い
。

　

バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
に
と
っ
て
、
人
の
死
は
来
世
へ
の
再
出

発
で
あ
る
か
ら
、
公
開
火
葬
は
悲
し
む
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

世
に
産
ん
で
く
れ
た
両
親
と
先
祖
、
そ
し
て
神
へ
の
恩
義
に
対
す
る

返
礼
の
方
法
と
し
て
、
ま
た
故
人
の
再
生
を
願
っ
て
、
で
き
う
る
限

り
の
儀
礼
を
尽
く
す
の
が
公
開
火
葬
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
王
族
に
よ
る
公
開
火
葬
は
、
地
域
経
済
振
興
の
視
点

か
ら
み
る
と
大
き
な
経
済
的
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
我
が
国

に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
葬
祭
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
遺
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族
が
支
払
っ
た
金
品
は
葬
式
産
業
に
吸
収
さ
れ
、
地
域
社
会
に
還
元

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
比
し
て
、
バ
リ
島
に
は
葬
式
産
業
は

な
く
、
地
域
の
住
民
が
葬
祭
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
か
ら
、
地
域
社

会
へ
の
還
元
が
可
能
と
な
る
。
た
と
え
ば
今
回
の
公
開
火
葬
で
は
、

二
ヶ
月
半
に
わ
た
る
準
備
期
間
の
作
業
と
当
日
の
動
員
で
の
べ
数
千

人
に
お
よ
ぶ
近
隣
住
民
が
動
員
さ
れ
、
臨
時
雇
用
と
い
う
形
で
賃
金

が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
膨
大
な
量
の
物
品
も
地
域
の
零
細
な
企

業
を
中
心
に
発
注
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
当
日
は
万
を
越
す
観
光
客

が
見
学
に
訪
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
経
済
的
効
果

も
大
き
い
。
公
開
火
葬
へ
の
遺
族
に
よ
る
大
き
な
支
出
は
、
故
人
の

天
界
に
お
け
る
神
格
の
上
昇
と
生
ま
れ
変
わ
り
の
完
遂
の
た
め
で
は

あ
る
が
、
地
域
振
興
も
視
野
に
入
れ
た
社
会
貢
献
事
業
の
側
面
も
あ

る
と
い
え
よ
う
。

８
．
む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
バ
リ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
が
も
つ
死
生
観
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
再
生
型
の
輪
廻
転
生
を
彼
ら
が
当
然
の

こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
確
実
に
す
る
た
め
に

種
々
の
通
過
儀
礼
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
と
く
に
公
開
火
葬
の
実
際

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
た
。

　

な
お
、
本
論
は
二
〇
一
一
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
バ
リ
島
ウ
ブ

ド
な
ら
び
に
そ
の
近
郊
の
プ
リ
ア
タ
ン
に
お
い
て
実
施
し
た
数
次
の

現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
著
作
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
下
記
の

各
位
に
ご
協
力
と
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。
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「
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語
に
関
す
る
一
考
察

■
論
文
Ⅶ
■

１
．
は
じ
め
に

　

毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
に
出
て
、
司
会
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

人
が
、「
自
分
は
小
さ
い
こ
ろ
発
達
障
害
だ
っ
た
の
で
、
母
親
が
劇

団
と
か
に
入
れ
た
の
で
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
語
っ
て

い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｍ
県
の
元
知
事
が
、「
発
達
障
害
と
い
う

か
ら
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
。個
性
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
」と
言
っ

た
と
い
う
こ
と
がyahoo

ニ
ュ
ー
ス
に
出
て
い
た
。

　

現
在
、
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
「
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語
に
は

二
通
り
の
意
味
合
い
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
つ
は
、
こ
の
司
会
者
の

体
験
に
あ
る
よ
う
な
使
い
方
で
、
日
本
で
し
か
通
用
し
な
い
。
も
う

一
つ
は
、
診
断
的
用
語
と
し
て
の
「
発
達
障
害
」
で
あ
る
。

２
．
日
本
で
流
行
し
て
い
る
用
語
「
発
達
障
害
」

　

昨
今
、
日
本
で
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
「
発
達
障
害
」
と
い

う
用
語
は
、「D

SM
-Ⅲ

」
に
記
載
さ
れ
て
い
たD

evelopm
ental 

D
isorder

（
日
本
語
訳
・
発
達
障
害
）
と
い
う
用
語
と
は
意
味
合
い

が
違
う
。
流
行
用
語
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
自
分
は
、

小
さ
い
頃
ち
ょ
っ
と
お
か
し
か
っ
た
か
ら
、
母
が
発
達
障
害
だ
ろ
う

と
言
っ
て
、
劇
団
に
入
れ
た
ら
、
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
っ

た
発
言
に
あ
る
よ
う
な
使
い
方
を
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
人
が
、「
発
達
障
害
」
で
は
な
く
個
性
で
は
な
い

か
と
応
答
し
て
い
る
が
、
個
性
的
な
人
、
ユ
ニ
ー
ク
な
人
、
ち
ょ
っ

と
風
変
わ
り
な
人
、
集
団
か
ら
は
み
出
る
人
、
人
と
は
違
う
考
え
方

を
す
る
人
、天
才
的
な
人
、他
人
と
一
斉
の
行
動
を
し
な
い
人
、等
々

に
、「
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語
を
使
う
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

　

個
性
的
な
あ
る
人
が「
発
達
障
害
」と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
ネ
ッ

ト
で
知
っ
た
。
呼
ば
れ
た
人
は
「
革
命
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」
の
著

者
で
あ
る
。
彼
は
ユ
ニ
ー
ク
な
人
で
、
平
均
的
な
生
き
方
を
し
て
い

東
日
本
国
際
大
学　

玉　

永　

公　

子
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な
い
こ
と
がSN

S

を
見
る
と
よ
く
分
か
る
。
こ
の
人
に
、
誰
か
が
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
、
発
達
障
害
の
子
の
育
て
方

に
つ
い
て
質
問
し
て
い
た
。「
革
命
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
」
の
作
者

は
、
考
え
方
や
行
動
が
平
均
か
ら
ず
っ
と
離
れ
て
、
優
れ
て
い
る
人

で
、
障
害
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
い
る
人
で
は
な
い
。

　

今
の
日
本
で
は
、
こ
う
い
っ
た
人
々
に
対
し
、「
発
達
障
害
」
と

い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
、
巷
で
流
行
し
て
い
る
。

　

他
に
も
「
発
達
障
害
」
用
語
の
使
い
方
に
、
筆
者
が
一
言
居
士
と

な
る
の
が
、
以
下
の
場
面
で
あ
る
。

　

あ
る
落
語
家
と
タ
レ
ン
ト
が
、
自
分
は
発
達
障
害
で
あ
る
と
公
表

し
た
。
そ
の
時
、
筆
者
は
「
彼
ら
は
広
汎
性
発
達
障
害
（
自
閉
症
）

だ
っ
た
の
か
」
と
思
っ
た
が
、
読
ん
で
い
く
と
、
前
者
は
発
達
障
害

の
中
の
「
学
習
障
害
」
だ
と
言
い
、
自
叙
伝
を
出
版
し
て
い
る
後
者

は
、
幼
い
頃
、「A

D
D

」
と
診
断
さ
れ
た
と
語
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、「
自
分
は
学
習
障
害
」、「
自
分
はA

D
D

」
と

は
言
え
な
い
社
会
的
な
背
景
が
日
本
に
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
学

習
障
害
（LD

」」
や
「A

D
D

」
は
ス
テ
ィ
グ
マ
（
汚
名
）
で
、「
発

達
障
害
」
と
い
う
用
語
の
方
が
生
き
や
す
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

適
切
な
対
応
で
改
善
で
き
るLD

やA
D

H
D

/A
D

D

を
、
発
達
障

害
と
い
う
用
語
に
包
括
し
て
、
対
応
の
手
掛
か
り
が
な
く
て
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
、
と
い
う
思
い
を
人
々
が
抱
く
こ
と
を

懸
念
す
る
。

３
．
診
断
的
用
語
「
発
達
障
害
」
の
内
容

（
１
）D

S
M

-Ⅲ

とD
S

M
-Ⅳ

の
表
記

「
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語
は
、
一
九
八
七
年
版
の
精
神
疾
患
の
診

断
・
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
（D

SM
-Ⅲ

）
に
使
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

あ
る
。
そ
こ
で
使
わ
れ
た D

evelopm
ental D

isorder 

の
日
本
語

訳
で
あ
る
。

　

D
SM

-Ⅲ

で
は
、Developm

ental D
isorder （

発
達
障
害
）
を
、

次
の
三
つ
の
状
態
を
括
る
用
語
と
し
て
使
っ
た
。

　

１
）　

知
的
障
害
（
精
神
遅
滞
）

　

２
）　

広
汎
性
発
達
障
害
（
自
閉
症
）

　

３
）　Learning D

isabilities

（LD

）

　

以
上
の
総
称
と
し
て
始
ま
り
、後
に
４
）「A

D
H

D

」が
加
わ
っ
て
、

四
つ
を
括
っ
た
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
四
分
野
の
ど

れ
か
一
つ
の
診
断
基
準
に
当
て
は
ま
れ
ば
、「
発
達
障
害
」
と
判
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
は
異
な
り
、
四

つ
す
べ
て
を
貫
く
厳
密
な
定
義
は
な
い
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
。

　
D

SM
-Ⅲ

発
行
の
七
年
後
、
一
九
九
四
年
に
、
改
訂
版
のD

SM
-

Ⅳ
が
出
版
さ
れ
た
。
す
る
と
、D

SM

（
診
断
書
内
）
の
分
類

の
仕
方
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
四
分
野
を
一
つ
の
用
語

D
evelopm

ental D
isorder 

（
発
達
障
害
）
で
は
括
れ
な
く
な
る
と
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い
う
状
況
が
起
き
た
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
、
滝
川
一
廣
（
小
児
精

神
科
医
）
の
解
説
を
引
用
す
る
。

「D
SM

は
、
診
断
を
い
く
つ
か
の
軸
に
分
け
て
、
各
軸
ご
と
に
ア

セ
ス
メ
ン
ト
す
る
多
軸
診
断
を
と
っ
て
い
る
。
軸
ご
と
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
患
者
を
捉
え
る
た
め
で
あ
る
。

D
SM

-Ⅲ

で
は
、〈
発
達
障
害
〉
は
〈
人
格
障
害
〉
と
並
ん
で
Ⅱ
軸

に
置
か
れ
た
。
精
神
障
害
は
一
般
に
Ⅰ
軸
に
置
か
れ
る
が
、
発
達
障

害
と
人
格
障
害
だ
け
は
別
の
軸
に
分
離
さ
れ
た
わ
け
で
、
こ
の
二
つ

は
、
一
般
の
精
神
障
害
と
は
次
元
の
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た

ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
な
ぜ
か
、D

SN
-Ⅳ

に
改
訂
さ
れ
る
と
、
Ⅱ
軸

は
〈
精
神
遅
滞
〉
と
〈
人
格
障
害
〉
だ
け
に
な
り
、〈
広
汎
性
発
達

障
害
〉
以
下
は
、
Ⅰ
軸
に
繰
り
込
ま
れ
た
。〈
精
神
遅
滞
〉
と
〈
広

汎
性
発
達
障
害
〉
と
は
別
次
元
に
分
け
ら
れ
た
わ
け
で
、
そ
う
な
れ

ば
、〈
精
神
遅
滞
〉
と
〈
広
汎
性
発
達
障
害
〉
を
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
括
る
の
は
具
合
が
悪
い
。
そ
の
せ
い
かD

SM
-Ⅳ

で
は
〈
発
達
障

害
〉と
い
う
総
称
は
姿
を
消
し
て
い
る
。D

SM

的
に
は
短
い
命
だ
っ

た
わ
け
だ
が
、
用
語
だ
け
は
生
き
残
っ
て
、
今
日
ま
で
頻
用
さ
れ
て

い
る
。D

SM

の
軸
立
て
が
ど
う
で
あ
れ
、
１
～
４
を
〈
発
達
障
害
〉

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
括
る
捉
え
方
が
一
般
化
し
て
い
る
の
は
、
何

ら
か
の
共
通
性
な
い
し
近
似
性
を
臨
床
家
た
ち
が
経
験
的
に
直
観
し

て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
直
感
に
き
ち
ん
と
言
葉
を
与
え
な

い
と
、
い
た
ず
ら
な
概
念
の
拡
大
や
拡
散
が
生
じ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
る
。
現
在
起
き
て
い
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
」

　

滝
川
は
、D

evelopm
ental　

D
isorder

（
発
達
障
害
）
と
い
う

用
語
に
つ
い
てD

SM
-III

の
表
記
か
ら
の
変
遷
を
詳
し
く
述
べ
、
こ

の
用
語
の
使
い
方
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

（
２
）
用
語
「
発
達
障
害
」
の
捉
え
方

　

河
合
俊
雄
（
心
理
学
者
、
心
理
療
法
家
）
は
、「
近
年
に
お
い
て
、

〈
発
達
障
害
〉
と
い
う
診
断
を
受
け
る
人
が
統
計
的
に
増
え
て
い

る
。
…
…
一
九
四
三
年
に
自
閉
症
と
い
う
名
の
下
で
発
見
さ
れ
た
症

状
が
、
年
を
追
っ
て
増
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
、
そ
の
よ
う
に
医
学
モ
デ
ル
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ

う
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
河
合
は
「
発
達
障
害
」
を
自

閉
症
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

河
合
は
、
医
学
の
世
界
で
は
新
し
い
病
気
の
発
生
や
流
行
が
つ
き

も
の
で
、
ペ
ス
ト
、A

ID
S

、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
増
加
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
例
を
あ
げ
、「
心
理
療
法
や
精
神
医
学
に
お
い
て

も
新
し
い
病
理
や
症
状
が
登
場
し
流
行
す
る
こ
と
が
あ
る
。そ
し
て
、

か
つ
て
流
行
し
た
対
人
恐
怖
症
、境
界
例
、解
離
性
障
害
な
ど
は
減
っ

て
い
き
、
そ
の
あ
と
か
ら
、
近
年
に
非
常
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
が
〈
発
達
障
害
〉
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

河
合
の
書
の
中
に
「〈
発
達
障
害
〉
を
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

を
広
げ
て
、A

D
H

D

等
の
軽
症
の
も
の
を
含
め
て
捉
え
た
方
が
、
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心
理
療
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
と
っ
て
は
適
切
で
あ
る
、
そ
し
て
、
そ

の
中
核
的
な
特
徴
は
、
主
体
の
欠
如
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と

述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
、D

SM
-Ⅲ

で
、D

evelopm
ental 

D
isorder

（
発
達
障
害
） 

は
知
的
障
害
（
精
神
遅
滞
）、
自
閉
症
、

LD

、A
D

H
D

の
四
分
野
を
指
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、「A

D
H

D

を
含

め
て
捉
え
た
方
が
」
と
い
う
必
要
は
な
い
。
さ
ら
に
、
発
達
障
害
の

中
核
的
な
特
徴
は
、「
主
体
の
欠
如
」と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

自
閉
症
の
人
に
は
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
が
、LD

やA
D

H
D

の
人

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

（
３
）
日
本
以
外
で
は
ど
う
か
？
―
―
例
え
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア

　

筆
者
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
二
〇
一
五
年
一
二
月
ま
で
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ペ
ラ
州
の
特
別
教
育
に
携
わ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
四
つ

の
状
態
をD

evelopm
ental D

isorder

（
発
達
障
害
）
と
い
う
用
語

で
括
っ
て
、
そ
の
用
語
が
流
行
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
を
、A

utism

（
自
閉
症
）、LD

（
デ
ィ
ス

レ
ク
シ
ア
）、A

D
H

D

、
精
神
遅
滞
（
知
的
障
害
）
と
い
う
用
語
で

呼
び
、そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
対
応
を
す
べ
く
努
力
し
て
い
た
。
特
に
、

言
語
性LD

　
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
に
関
し
て
は
、
日
本
語
と
は
言

語
形
態
の
違
い
も
あ
り
、
そ
の
診
断
法
や
教
育
法
が
日
本
よ
り
は
進

ん
で
い
た
。

　

二
〇
一
四
年
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
国
際
自
閉
症

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
大
統
領
夫
人
が
パ
ト
ロ
ン
と
な
る
盛
大
な
も
の
で

あ
っ
た
。
二
〇
一
三
年
にD

SM
-5

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
と
い
う
用
語
に
、
自
閉
症
の
す
べ
て
の
状
態

が
総
括
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
々
的
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
自
閉
症
、LD

、A
D

H
D

、
知
的
障
害
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
態
に
応
じ
た
教
育
的
な
関
わ
り
を
目
指
し
て
い
る
が
、

自
閉
症
教
育
が
特
に
遅
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
自
閉
症
の
構

造
化
教
室
を
構
築
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
指
導
法
ま
で
を
伝
え
た
。
マ

レ
ー
シ
ア
の
教
師
た
ち
は
、
誠
実
に
、
筆
者
の
伝
え
る
教
育
内
容
を

学
ん
だ
。
そ
し
て
今
、
自
閉
症
の
特
性
を
踏
ま
え
た
教
育
方
法
は
、

ペ
ラ
州
の
多
く
の
学
校
で
実
践
さ
れ
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う

報
告
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
、
真
摯
に
対

応
し
て
い
る
。

（
４
）
日
本
で
は
？

　

日
本
で
は
、
初
等
教
育
局
特
別
支
援
教
育
科
の
通
達
で
、
特
別
支

援
教
育
が
施
行
さ
れ
る
直
前
の
二
〇
〇
七
年
三
月
一
五
日
付
で
、「
発

達
障
害
者
の
定
義
に
よ
る
公
文
書
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
〈LD

、

A
D

H
D

、
高
機
能
自
閉
症
〉
を
〈
発
達
障
害
〉
と
表
記
す
る
」
と

し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は
「
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語
の
定
義
を

「
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、

学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
」
と
定
め
て
、
支
援
の
法
律
を



111

■論文

制
定
し
た
。　

　

し
か
し
、
二
〇
一
三
年
に
改
訂
版D

SM
-5

が
発
行
さ
れ
て
、
自
閉

症
は
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
も
広
汎
性
発
達
障
害
も
高
機
能
自
閉

症
も
、す
べ
て
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
と
い
う
用
語
に
収
め
ら
れ
た
。

D
SM

で
用
語
の
変
化
が
あ
っ
た
の
ち
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
、
文

部
科
学
省
は
、「
発
達
障
害
を
含
む
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
に

対
す
る
教
育
体
制
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
～
発
達
障
害
等
の
可
能
性
の

あ
る
段
階
か
ら
、
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
気
付
き
、
支
え
、
つ
な
ぐ
た
め

に
～
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の
通
達
を
出

し
て
い
る
。こ
こ
に
は
、自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
もLD

もA
D

H
D

も
、

そ
の
用
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
行
政
的
に
も
日
本
で
は
「
発
達
障

害
」
と
い
う
総
括
用
語
が
腰
を
据
え
て
い
る
。
し
か
し
、
自
閉
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
症
、LD

、A
D

H
D

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
が
前
面
に
出
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
い
っ
た
背
景
の
も
と
、「
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語
に
括
ら

れ
た
三
分
野
の
そ
れ
ぞ
れ
を
復
習
し
、
用
語
「
発
達
障
害
」
に
つ
い

て
の
考
察
を
試
み
る
。

　
（
５
）「D

S
M

-Ⅳ

」
の
表
記

　

ま
ず
、「D

SM
-Ⅳ

」
に
お
け
る
、
用
語
「
発
達
障
害
」
に
つ
い
て

復
習
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
診
断
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
総
括
的
用
語
と
し
て
の
「
発
達

障
害
（D

evelopm
ental 　

D
isorder

）」
と
い
う
表
記
は
消
え
、

「
通
常
、
幼
児
期
、
小
児
期
ま
た
は
青
年
期
に
初
め
て
診
断
さ
れ

る
障
害
（D

isorder U
sually First D

iagnosed in Infancy, 
Childhood, or　

A
dolescence

）」
と
い
う
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
、

　

１
）
精
神
遅
滞
（M

ental　

Retardation

）

　

２
）
学
習
障
害
（Learning D

isorder

）

　

３
）
運
動
能
力
障
害
（M

otor Skills D
isorder

）

　

４
）�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
（Com

m
unication 

D
isorders

）

　

５
）�

広
汎
性
発
達
障
害
（Pervasive　

D
evelopm

ental　

D
isorders

）

　

６
）�

注
意
欠
陥
お
よ
び
破
壊
的
行
動
障
害
（A

ttention-D
eficit 

and D
isruptive Behavior D

isorder

）

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

D
SM

-Ⅳ

でD
evelopm

ental D
isorder

「
発
達
障
害
」
と
い
う

用
語
が
つ
い
て
い
た
の
は
、
広
汎
性
発
達
障
害
（
自
閉
症
）
だ
け
で

あ
る
。　

（
６
）「D

S
M

-5

」
の
表
記

　

D
SM

-5
版
の
表
記
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
診
断
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
総

括
的
用
語
はN

eurodevelopm
ental　

D
isorder 

（
神
経
発
達
症
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群
）
で
あ
る
。「
発
達
障
害
」
で
は
な
い
。

　

下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
：

　

１
）
知
的
能
力
障
害
群
（Intellectual D

isabilities

）

　

２
）�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
症
群
（Com

m
unication 

D
isorder

）

　

３
）
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（A

utism
 Spectrum

 D
isorder

）

　

４
）�

注
意
欠
如
・
多
動
症
（A

ttention-D
eficit/H

yperactivity 
D

isorder

）

　

５
）
限
局
性
学
習
症
（Specific Learning D

isorder

）

　

６
）
運
動
症
群
（M

otor D
isorders

）

と
な
っ
て
い
る
。

「
神
経
発
達
症
群
」
と
は
、
発
達
期
に
発
症
す
る
一
群
の
疾
患
で
あ

る
。
典
型
的
に
発
達
期
早
期
に
明
ら
か
と
な
り
、
社
会
的
、
学
業
、

職
業
に
お
け
る
機
能
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
、
発
達
の
不
備
に
よ
り

起
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

発
達
の
不
備
の
範
囲
は
学
習
ま
た
は
実
行
機
能
の
制
御
な
ど
、
特

異
的
で
限
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
社
会
的
技
能
ま
た
は
知
能
の
全
般
的

な
問
題
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
とD

SM
-5

に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

　

D
SM

-5

に
表
記
さ
れ
た
最
新
の
情
報
を
踏
ま
え
て
、
以
下
に
、
自

閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
、A

D
H

D

、LD

に
つ
い
て
の
詳
細
を
記
し
て

い
く
。

（
７
）
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

　

一
九
四
三
年
に
、
ア
メ
リ
カ
の
小
児
精
神
科
医
、
カ
ナ
ー
が
見
出

し
た
子
ど
も
の
状
態
が
あ
る
。
言
語
の
遅
れ
や
知
的
な
遅
れ
、
固
執

性
な
ど
を
呈
す
る
子
ど
も
た
ち
で
、
自
閉
症
（A

utism

）
と
名
付

け
ら
れ
た
。
カ
ナ
ー
は
、
当
初
、
そ
の
子
ら
を
小
児
性
ス
キ
ソ
フ
レ

ニ
ア
（
統
合
失
調
症
）
と
診
断
し
た
が
、
後
に
、
そ
れ
と
は
異
な
る

状
態
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

翌
年
の
一
九
四
四
年
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
小
児
精
神
科
医
、
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
は
、
カ
ナ
ー
の
見
出
し
た
自
閉
症
に
状
態
が
似
て
い
る

け
れ
ど
、
知
的
な
遅
れ
も
言
語
の
問
題
も
持
た
な
い
子
ど
も
の
事
例

を
報
告
し
た
。

　

こ
れ
は
、「D

SM
-Ⅳ

」
で
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
状
態
は
、
言
語
障
害
が
な
く
、
知
能
も
平
均
か
そ
れ
以
上
だ
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず
、
対
人
関
係
に
問
題
が
あ

り
、
社
会
生
活
に
不
適
応
を
起
こ
す
と
さ
れ
る
。

　

D
SM

-Ⅳ

に
、「
広
汎
性
発
達
障
害
」
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て;

　

１
、自
閉
性
障
害
（A

utism
 D

isorder

）
＝
自
閉
症
（A

utism

）

　

２
、
レ
ッ
ト
障
害
（Rett ,s D

isorder

）

　

３
、�

小
児
期
崩
壊
性
障
害
（Childhood D

isintegrative 
D

isorder

）

　

４
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
（A

sperger ,s D
isorder

）

　

５
、�

特
定
不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
（Pervasive 
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D
evelopm

ental D
isorder N

ot O
therw

ise Specified 

〈Including A
typical A

utism

〉）

が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
、「D

SM
-5

」
で
「
自
閉
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（A

utism

　

Spectrum
 D

isorder

）」
の
用
語
に

収
め
ら
れ
、
下
位
分
類
は
な
く
な
っ
た
。

　

D
SM

-5

発
行
以
後
（
二
〇
一
三
年
）、「
医
者
にA

SD

と
診
断

さ
れ
た
」
と
言
っ
て
、
自
分
は
重
大
な
病
を
持
っ
て
い
る
と
深
刻

に
な
っ
て
い
た
青
年
が
い
た
が
、
そ
れ
は
、A

utism
 Spectrum

 
D

isorder

（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）
の
頭
文
字
で
あ
る
。A

SD

が
何
か
を
知
ら
せ
ず
に
、
そ
れ
だ
け
を
診
断
名
と
し
て
伝
え
た
ら
、

深
刻
に
な
る
人
が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
深
刻
に
な

る
と
い
う
点
で
、
そ
の
人
は
、
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
線
上
の
、
健
常
に

近
い
位
置
の
人
な
の
だ
ろ
う
。
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
内
容
は
、

D
SM

-

Ⅳ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
全
て
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
複

雑
で
あ
る
。

　　

レ
ッ
ト
障
害
（Rett ,s D

isorder

）
は
、正
常
な
発
達
の
期
間
（
生

後
五
か
月
か
ら
四
八
か
月
）
の
後
に
発
症
す
る
。
頭
部
の
成
長
の
減

速
、
手
の
技
能
の
喪
失
、
対
人
関
係
の
消
失
、
協
調
の
悪
い
歩
行
、

重
篤
な
表
出
性
、
受
容
性
の
言
語
発
達
障
害
な
ど
が
起
き
る
。

　　

小
児
期
崩
壊
性
障
害
（Childhood D

isintegrative D
isorder

）

は
、
生
後
少
な
く
と
も
二
年
間
の
正
常
な
発
達
で
、
一
〇
歳
未
満
に

獲
得
さ
れ
た
技
能
（
表
出
性
、
受
容
性
言
語
、
対
人
的
技
能
、
排
便

排
尿
の
機
能
、
運
動
能
力
な
ど
）
の
喪
失
が
あ
る
。
障
害
は
他
の
特

定
の
広
汎
性
発
達
障
害
ま
た
は
統
合
失
調
症
で
は
う
ま
く
説
明
で
き

な
い
状
態
で
あ
る
。

　

特
定
不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
、（
非
定
形
自
閉
症
を
含
む
）

（Pervasive D
evelopm

ental D
isorder N

ot O
therw

ise 
Specified

、Including A
typical A

utism

）
は
、
相
互
的
人
間

関
係
ま
た
は
言
語
的
、
非
言
語
的
意
思
伝
達
力
の
発
達
に
重
症
で
広

範
な
障
害
の
あ
る
場
合
、
ま
た
は
情
動
的
な
行
動
、
興
味
、
活
動
が

存
在
し
て
い
る
が
、
特
定
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
統
合
失
調
症
、
統

合
失
調
症
型
人
格
障
害
、
ま
た
は
回
避
性
人
格
障
害
の
基
準
を
満
た

さ
な
い
場
合
に
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。

　

自
閉
性
障
害
（A

utistic D
isorder

）
＝
自
閉
症
（A

utism

）
は
、

次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

　

対
人
相
互
反
応
に
お
け
る
質
的
な
障
害
：

　
　

・�

目
と
目
で
見
つ
め
合
う
、
顔
の
表
情
、
身
体
の
姿
勢
、
身
振

り
な
ど
対
人
相
互
反
応
を
調
節
す
る
非
言
語
性
行
動
の
使
用

の
著
名
な
障
害
。

　
　

・
発
達
の
水
準
に
相
応
し
た
仲
間
関
係
を
持
つ
こ
と
の
失
敗
。 
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・�

楽
し
み
、
興
味
、
成
し
遂
げ
た
も
の
を
他
人
と
共
有
す
る
こ

と
を
自
発
的
に
も
と
め
る
こ
と
の
失
敗
。

　
　

・
対
人
的
ま
た
は
情
緒
的
相
互
性
の
欠
如
。

　

意
思
伝
達
の
質
的
な
障
害
：

　
　

・
話
し
言
葉
の
発
達
の
遅
れ
ま
た
は
完
全
な
欠
如
。

　
　

・�

十
分
会
話
の
あ
る
も
の
で
は
、
他
人
と
会
話
を
開
始
し
継
続

す
る
能
力
の
著
名
な
障
害
。

　
　

・
情
動
的
で
反
復
的
な
言
語
の
使
用
ま
た
は
独
特
な
言
語
。

　
　

・
自
発
的
な
ご
っ
こ
遊
び
や
社
会
的
な
物
ま
ね
遊
び
の
欠
如
。

　

�

行
動
、
興
味
お
よ
び
活
動
が
限
定
さ
れ
、
反
復
的
で
情
動
的
な
様

式
：

　
　

・�

対
象
に
お
い
て
異
常
な
ほ
ど
、
常
同
的
で
限
定
さ
れ
た
型
の

一
つ
、
ま
た
は
い
く
つ
か
の
興
味
だ
け
に
熱
中
す
る
。

　
　

・
特
定
の
機
能
的
で
な
い
習
慣
や
儀
式
に
こ
だ
わ
る
。

　
　

・�

常
同
的
で
反
復
的
な
運
動
（
手
や
指
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
た
り

ね
じ
曲
げ
る
。
ま
た
は
複
雑
な
全
身
の
動
き
）

　
　

・
物
体
の
一
部
に
持
続
的
に
熱
中
す
る
。

　

三
歳
以
前
に
始
ま
る
機
能
の
遅
れ
ま
た
は
異
常
：

　
　

・
対
人
相
互
作
用
。

　
　

・
対
人
的
意
思
伝
達
に
用
い
ら
れ
る
言
語
。

　
　

・
象
徴
的
、
ま
た
は
想
像
的
遊
び
。　

　

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
障
害
（A

sperger ,s D
isorder

）
は
、
社
会
的
、

職
業
的
、
他
の
重
要
な
領
域
に
お
け
る
機
能
の
著
し
い
障
害
を
引
き

起
こ
す
が
、
言
語
の
遅
れ
は
な
く
、
認
知
の
発
達
、
年
齢
に
相
応
し

た
自
己
管
理
能
力
、
適
応
能
力
、
小
児
期
に
お
け
る
環
境
へ
の
好
奇

心
な
ど
に
明
ら
か
な
遅
れ
は
な
い
。

　

他
の
特
定
の
広
汎
性
発
達
障
害
ま
た
は
統
合
失
調
症
の
基
準
は
満

た
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

対
人
相
互
作
用
の
質
的
な
障
害
：

　
　

・�

目
と
目
で
見
つ
め
合
う
、
顔
の
表
情
、
身
体
の
姿
勢
、
身
振

り
な
ど
対
人
相
互
反
応
を
調
節
す
る
非
言
語
活
動
の
使
用
の

著
名
な
障
害
。

　
　

・
発
達
の
水
準
に
相
応
し
た
仲
間
関
係
を
作
る
こ
と
の
失
敗
。

　
　

・�

楽
し
み
、
興
味
、
成
し
遂
げ
た
も
の
を
他
人
と
共
有
す
る
こ

と
を
自
発
的
に
も
と
め
る
こ
と
の
失
敗
。

　
　

・
対
人
的
ま
た
は
情
緒
的
相
互
性
の
欠
如
。

　

�

行
動
、
興
味
お
よ
び
活
動
が
限
定
さ
れ
、
反
復
的
で
常
同
的
な
様

式
：

　
　

・�

対
象
に
お
い
て
異
常
な
ほ
ど
、
常
同
的
で
限
定
さ
れ
た
型
の

一
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
興
味
だ
け
に
熱
中
す
る
。

　
　

・�
特
定
の
機
能
的
で
な
い
習
慣
や
儀
式
に
か
た
く
な
に
こ
だ
わ

る
。

　
　

・�

常
同
的
で
反
復
的
な
運
動
（
手
や
指
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
た
り
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ね
じ
曲
げ
る
、
ま
た
は
複
雑
な
全
身
の
動
き
）　

　
　

・
物
体
の
一
部
に
持
続
的
に
熱
中
す
る
。

（
８
）
自
閉
症
の
様
相

　

一
個
人
が
全
て
の
項
目
を
満
た
す
こ
と
は
な
い
が
、D

SM
-Ⅳ

に

記
載
さ
れ
た
特
性
を
知
る
と
、「
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語
が
頻
繁

に
聞
こ
え
て
く
る
社
会
は
異
常
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
特
性
を
箇
条
書
き
に
し
て
も
、
自
閉
症
の
姿
は
見
え
て

こ
な
い
。
そ
れ
で
、
玉
井
秀
介
著
『
自
閉
症
』（
一
九
七
二
）
と
熊

谷
高
幸
著
『
自
閉
症
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
一
九
九
三
）
の
著
述

か
ら
、
自
閉
症
の
様
相
を
伝
え
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
様
相
を
知
る
と
、
三
つ
の
状
態
を
統
括
し
た
用
語
「
発

達
障
害
」
は
、
簡
単
に
使
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
自
閉
症
と
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の
文
献
が
日
本
に
入
っ
て

き
た
の
は
戦
後
で
、
牧
田
清
志
（
東
海
大
学
教
授
）
が
カ
ナ
ー
の
考

え
を
、
平
井
義
信
（
元
大
妻
大
学
教
授
）
が
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の
考
え

を
伝
え
た
そ
う
で
あ
る
。
日
本
で
自
閉
症
の
例
が
初
め
て
報
告
さ
れ

た
の
は
、
一
九
五
二
年
で
、
玉
井
も
そ
の
年
に
最
初
の
ケ
ー
ス
に
出

会
い
、
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
に
、
カ
ナ
ー
・
タ
イ
プ
の
自
閉
症
に

あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
の
母
親
の
詳
細
な
育
児
記
録
が
、
玉
井
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

・
玉
井
の
記
述
（
１
）

　
　

�　

満
二
歳
に
な
る
ま
で
は
、
一
人
遊
び
の
多
い
子
と
い
う
く
ら

い
で
、
歩
き
は
じ
め
、
こ
と
ば
な
ど
は
普
通
で
あ
る
。
二
歳
過

ぎ
か
ら
、
お
も
ち
ゃ
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
取
り
返
し
に
い
か

な
い
と
か
、
長
い
言
葉
が
外
国
語
の
よ
う
に
な
る
と
か
、
疑
え

ば
疑
え
る
記
述
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
間
も
な
く
母
親
の
記
録

は
途
切
れ
、
半
年
の
間
に
急
激
な
変
化
が
起
こ
る
。
母
親
は
記

録
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
彼
に
あ
っ
た
と

き
は
、
三
歳
半
で
あ
っ
た
。
黒
い
ベ
レ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
た
貴
公

子
の
よ
う
な
整
っ
た
顔
立
ち
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
言
葉
も
表

情
も
失
っ
て
い
た
…

　

・
玉
井
の
記
述
（
２
）

　
　

�　

自
閉
児
は
矛
盾
や
例
外
を
許
容
し
た
り
、
場
面
に
よ
っ
て
変

化
し
た
り
と
い
う
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
…
あ
る
子
は
、〈
水

虫
は
何
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
虫
か
〉と
き
い
た
。昆
虫
だ
と
思
っ

て
い
る
ら
し
い
。母
親
は
困
っ
て
、あ
れ
は
虫
で
は
な
い
と
言
っ

た
。
す
る
と
こ
の
子
は
〈
虫
で
な
い
も
の
を
虫
と
い
う
な
〉
と

答
え
た
と
い
う
。

　

自
閉
症
の
症
状
が
見
え
始
め
る
こ
ろ
の
状
態
と
、
融
通
の
き
か
な

い
特
性
に
つ
い
て
、
熊
谷
も
記
述
し
て
い
る
。
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・
熊
谷
の
記
述
（
１
）

　
　

�　

自
閉
症
と
は
現
在
で
は
、
出
生
前
も
し
く
は
出
生
後
の
ご
く

初
期
に
発
生
す
る
発
達
障
害
の
独
特
な
タ
イ
プ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
未
完
成
な
、
ま
た
、
そ
れ
だ
け
に
爆

発
的
な
発
達
を
遂
げ
る
幼
い
脳
に
起
き
た
小
さ
な
出
来
事
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
最
初
は
小
さ
な
異
変
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大

き
な
建
築
物
の
大
事
な
骨
組
み
に
出
来
た
わ
ず
か
な
亀
裂
の
よ

う
。
自
閉
症
者
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
間
も
な
く
の
間
は
、

こ
の
異
変
に
よ
る
傷
跡
を
、
そ
の
あ
ど
け
な
い
表
情
の
下
に
読

み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
否
、
む
し
ろ
自
閉
症
の
幼
児
は
、

き
わ
だ
っ
て
端
正
な
容
貌
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
…

優
れ
た
記
憶
力
や
計
算
能
力
な
ど
、
自
閉
症
者
が
時
と
し
て
示

す
才
能
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
持
つ
あ
る
種
の
能
力
と
一
致
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
人
間
の
持
つ
巧
み
な
適
応
力
に
は

る
か
に
及
ば
ず
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
と
共
通
し
た
問
題
が
、
時
と
し
て
自
閉
症
に
も
見
出

さ
れ
る
」（
筆
者
註
、
こ
の
引
用
の
一
行
目
の
〈
発
達
障
害
〉

と
い
う
語
は
、
従
来
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
、
流
行
し
て

い
る
〈
発
達
障
害
〉
の
意
味
で
は
な
い
）

　
　

�　

ま
た
、
自
閉
症
は
複
数
の
原
因
に
由
来
し
た
障
害
を
持
つ
症

候
群
で
、
症
状
は
一
人
ひ
と
り
違
い
、
ど
の
症
状
を
本
質
と
す

る
か
に
よ
っ
て
診
断
法
は
異
な
る
と
し
て
、
カ
ナ
ー
が
自
閉
症

の
症
状
と
し
た
五
つ
の
特
性
を
熊
谷
は
要
約
し
紹
介
し
て
い

る
。

　

・
熊
谷
の
記
述
（
２
）

　
　

�　

カ
ナ
ー
の
自
閉
症
、
五
つ
の
特
性
は
「
周
囲
か
ら
の
極
端
な

孤
立
」「
言
葉
の
発
達
の
歪
み
」「
強
迫
的
な
同
一
性
保
持
の
傾

向
」「
物
に
対
す
る
特
別
な
技
能
や
優
れ
た
記
憶
力
」「
潜
在
的

な
知
能
」
で
あ
る
。

　
　

�　

熊
谷
は
「
こ
の
よ
う
に
診
断
の
大
枠
は
決
ま
っ
て
き
た
け
れ

ど
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
を
自
閉
症
と
み
な
す
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
境
界
線
を
引
き
に
く
い
」
と
し
て
、
同
じ
子
ど
も
が
診

断
者
に
よ
っ
て
、
自
閉
症
に
な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ
た
り
す
る

矛
盾
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
（
９
）D

S
M

-5

に
表
現
さ
れ
た
自
閉
症
の
様
相

　

D
SM

-5

は
、「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
」
の
診
断
的
特
徴
を
次
の

よ
う
に
表
示
し
て
い
る
。

「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
基
本
的
特
徴
は
、
持
続
す
る
相
互
的
な

社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
対
人
的
相
互
反
応
の
障
害
、
お
よ

び
、
限
定
さ
れ
た
反
復
的
な
行
動
、
興
味
、
ま
た
は
活
動
の
様
式
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
幼
児
期
早
期
か
ら
認
め
ら
れ
、
日
々
の

活
動
を
制
限
す
る
か
障
害
す
る
。（
中
略
）
障
害
の
徴
候
も
ま
た
、
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自
閉
症
状
の
重
症
度
、
発
達
段
階
、
歴
年
齢
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化

す
る
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
い
う
単
語
で
表
現
さ

れ
る
。

　

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
は
、
以
前
に
は
早
期
幼
児
自
閉
症
、
小
児

自
閉
症
、
カ
ナ
ー
型
自
閉
症
、
高
機
能
自
閉
症
、
非
定
型
自
閉
症
、

特
定
不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
小
児
崩
壊
性
障
害
、
お
よ
び
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
障
害
と
呼
ば
れ
て
い
た
障
害
を
包
括
し
て
い
る
」

　

D
SM

-5

で
「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
」
と
表
現
は
変
わ
っ
て
も
、

D
SM

-Ⅳ

の
記
載
や
玉
井
、
熊
谷
の
表
現
す
る
自
閉
症
の
様
相
に
変

わ
り
は
な
い
。

　
（
10
）
脳
の
障
害

　

自
閉
症
の
原
因
を
カ
ナ
ー
は
初
め
、
脳
の
障
害
と
考
え
る
が
、
そ

の
後
、
心
因
説
を
唱
え
、
後
に
ま
た
、
脳
に
現
れ
た
障
害
に
よ
る
も

の
と
い
う
よ
う
に
変
遷
し
て
い
く
。

　

脳
の
障
害
説
の
代
表
者
、
英
国
の
精
神
科
医
ウ
イ
ン
グ
は
、
自
閉

症
児
を
長
期
に
観
察
し
、
改
善
さ
れ
に
く
い
の
は
言
語
よ
り
も
社
会

的
な
発
達
の
遅
れ
が
深
刻
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

熊
谷
は
「
最
近
の
神
経
心
理
学
的
研
究
に
お
い
て
、
自
閉
症
の
脳

で
は
、
言
語
や
認
知
の
働
き
に
関
す
る
皮
質
部
に
損
傷
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
少
な
く
、
も
っ
と
深
部
の
脳
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
次
々
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
深
部
の
脳
と
い
え
ば
、

ヒ
ト
の
欲
求
や
感
情
や
本
能
的
な
社
会
的
行
動
の
発
生
源
で
あ
る
」

と
述
べ
、
深
部
の
脳
障
害
説
か
ら
く
る
情
緒
の
障
害
も
考
え
ら
れ
る

と
述
べ
て
い
る
。

　

病
因
は
、
脳
の
形
態
異
常
、
感
染
症
、
先
天
性
代
謝
異
常
、
染
色

体
異
常
に
よ
る
も
の
な
ど
、
数
十
か
ら
数
百
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
て
い

る
。

　

熊
谷
は
、「
自
閉
症
の
人
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
そ
の
振
る
舞
い
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
も
、
内
部
世

界
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
一
風
変
わ
っ
た
人
た
ち
な
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
不
思
議
さ
は
、
宇
宙
の
別
の
と
こ
ろ
か
ら
突
然
や
っ

て
き
た
不
思
議
さ
で
は
な
く
、
私
た
ち
と
起
源
を
同
じ
く
す
る
と
こ

ろ
か
ら
現
れ
た
不
思
議
さ
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
と
分
岐
し
て
出
来

た
距
離
が
増
す
に
従
っ
て
、
そ
の
不
思
議
さ
も
増
し
て
い
く
の
だ
っ

た
」
と
、
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
著
述
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
線
上
の
一
方
の
端
に
、
自

閉
症
の
状
態
が
あ
る
人
々
、
も
う
一
方
の
端
に
、
自
閉
症
の
状
態
が

な
い
人
々
が
存
在
し
て
い
て
、「
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
特
性
」
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
の
線
上
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
生
き
て
い
る
と
い
う
図
が
浮

か
ん
で
く
る
。

　

D
SM

-5

で
、「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
」
と
い
う
診
断
名
に
な
っ

た
が
、
熊
谷
が
「
私
た
ち
と
起
源
を
同
じ
く
す
る
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
と
、
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
い
う
言
葉
が
、
筆
者
の
中
で
同
じ
イ
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メ
ー
ジ
と
し
て
浮
か
ぶ
。　

同
じ
起
源
そ
し
て
同
じ
線
上
の
ど
こ
か

に
我
々
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
11
）A

D
H

D

　

A
ttention D

eficit H
yperactivity D

isorder

（
注
意
欠
如
／

多
動
症
）
の
頭
文
字
で
、AD

H
D

で
あ
る
。
こ
の
状
態
は
、「
不
注
意
」

「
多
動
」「
衝
動
」
の
三
つ
を
主
な
徴
候
と
す
る
。

　

D
SM

-5

に
、A

D
H

D

の
徴
候
が
、A

BCD
E

ま
で
記
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
状
態
を
確
実
に
伝
え
る
た
め
、
少
し
長
い
が
、
以
下
に
紹

介
す
る
。　

　

Ａ
：�（
１
）お
よ
び
／
ま
た
は（
２
）に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
、

不
注
意
お
よ
び
／
ま
た
は
多
動
性
―
衝
動
性
の
持
続
的
な
様

式
で
、
機
能
ま
た
は
発
達
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
も
の
：

（
１
）�「
不
注
意
」：
以
下
の
症
状
の
う
ち
六
つ
（
ま
た
は
そ
れ
以
上
）

が
少
な
く
と
も
六
か
月
持
続
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
程
度

は
発
達
の
水
準
に
不
相
応
で
、
社
会
的
お
よ
び
学
業
的/
職

業
的
活
動
に
直
接
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
で
あ
る
。

　
　

注
：�

そ
れ
ら
の
症
状
は
、
単
な
る
反
抗
的
行
動
、
挑
戦
、
敵
意

の
表
れ
で
は
な
く
、
課
題
や
指
示
を
理
解
で
き
な
い
こ
と

で
も
な
い
。
青
年
期
後
期
お
よ
び
成
人
（
一
七
歳
以
上
）

で
は
、
少
な
く
と
も
五
つ
以
上
の
症
状
が
必
要
で
あ
る
。

　

 

（
ａ
）�

学
業
、
仕
事
、
ま
た
は
そ
の
他
の
活
動
に
お
い
て
、
し
ば

し
ば
綿
密
に
注
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
不
注

意
な
間
違
い
を
す
る
（
例
：
細
部
を
見
過
ご
し
た
り
、
見

逃
し
て
し
ま
う
。
作
業
が
不
正
確
で
あ
る
）。

 　
（
ｂ
）�

課
題
ま
た
は
遊
び
の
活
動
中
に
、
し
ば
し
ば
注
意
を
持
続

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
（
例
：
講
義
、
会
話
、
ま
た
は

長
時
間
の
読
書
に
集
中
し
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
）。

　

 

（
ｃ
）�

直
接
話
し
か
け
ら
れ
た
と
き
に
し
ば
し
ば
聞
い
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
。

 　
（
ｄ
）�

し
ば
し
ば
指
示
に
従
え
ず
、
学
業
、
用
事
、
ま
た
は
職
場

で
の
義
務
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
例
：
課
題

を
始
め
る
が
す
ぐ
に
集
中
で
き
な
く
な
る
、
ま
た
は
容
易

に
脱
線
す
る
）。

　

 

（
ｅ
）�

課
題
や
活
動
を
順
序
立
て
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
困
難
で
あ

る
（
例
、
一
連
の
課
題
を
遂
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
資

料
や
持
ち
物
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
難
し
い
、
作
業
が

乱
雑
で
ま
と
ま
り
が
な
い
、
時
間
の
管
理
が
苦
手
、
締
切

が
守
れ
な
い
）。

　
 

（
ｆ
）�

精
神
的
努
力
の
持
続
を
要
す
る
課
題
（
例
：
学
業
や
宿
題
、

報
告
書
の
作
成
、
書
類
に
も
れ
な
く
記
入
す
る
こ
と
、
長

い
文
書
を
見
直
す
こ
と
）
に
従
事
す
る
こ
と
を
し
ば
し
ば

避
け
る
、
嫌
う
、
ま
た
は
い
や
い
や
行
う
。

　

 

（
ｇ
）�
課
題
や
活
動
に
必
要
な
も
の
（
例
：
学
校
教
材
、鉛
筆
、本
、
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道
具
、
財
布
、
鍵
、
書
類
、
眼
鏡
、
携
帯
電
話
）
を
し
ば

し
ば
な
く
し
て
し
ま
う
。

　

 

（
ｈ
）�
し
ば
し
ば
外
的
な
刺
激
（
青
年
後
期
お
よ
び
成
人
で
は
無

関
係
な
考
え
も
含
ま
れ
る
）
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
気
が
散
っ

て
し
ま
う
。

　

 

（
ｉ
）�

し
ば
し
ば
日
々
の
活
動
（
例
：
用
事
を
足
す
こ
と
、
お
使

い
を
す
る
こ
と
、
お
金
の
支
払
い
、
会
合
の
約
束
を
守
る

こ
と
）
で
忘
れ
っ
ぽ
い
。

（
２
）�

多
動
性
お
よ
び
衝
動
性
：
以
下
の
症
状
の
う
ち
六
つ
（
ま
た

は
そ
れ
以
上
）
が
少
な
く
と
も
六
ヶ
月
持
続
し
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
程
度
は
発
達
の
水
準
に
不
相
応
で
、
社
会
的
お
よ

び
学
業
的
／
職
業
的
活
動
に
直
接
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど

で
あ
る
。

　
　

注
：�

そ
れ
ら
の
症
状
は
、
単
な
る
反
抗
的
態
度
、
挑
戦
、
敵
意

な
ど
の
表
れ
で
は
な
く
、
課
題
や
指
示
を
理
解
で
き
な
い

こ
と
で
も
な
い
。
青
年
後
期
お
よ
び
成
人（
一
七
歳
以
上
）

で
は
、
少
な
く
と
も
五
つ
以
上
の
症
状
が
必
要
で
あ
る
。

　

 

（
ａ
）�

し
ば
し
ば
手
足
を
そ
わ
そ
わ
動
か
し
た
り
ト
ン
ト
ン
叩
い

た
り
す
る
、
ま
た
は
椅
子
の
上
で
も
じ
も
じ
す
る
。

　

 

（
ｂ
）�

席
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
面
で
し
ば
し
ば

席
を
離
れ
る
（
例
：
教
室
、
職
場
、
そ
の
他
の
作
業
場
所

で
、
ま
た
は
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
他
の
場

面
で
、
自
分
の
場
所
を
離
れ
る
）。

 　
（
ｃ
）�

不
適
切
な
状
況
で
し
ば
し
ば
走
り
ま
わ
っ
た
り
高
い
と
こ

ろ
へ
登
っ
た
り
す
る
（
青
年
ま
た
は
成
人
で
は
、
落
ち
着

か
な
い
感
じ
の
み
に
限
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
）。

　

 

（
ｄ
）�

静
か
に
遊
ん
だ
り
、
余
暇
活
動
に
つ
く
こ
と
が
し
ば
し
ば

で
き
な
い
。

　

 

（
ｅ
）�

し
ば
し
ば
〝
じ
っ
と
し
て
い
な
い
〟、ま
た
は
ま
る
で
〝
エ

ン
ジ
ン
で
動
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
〟
行
動
す
る
（
例
：

レ
ス
ト
ラ
ン
や
会
議
に
長
時
間
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ま
た
は
不
快
に
感
じ
る
：
他
の
人
達
に
は
、
落
ち
着

か
な
い
と
か
、
一
緒
に
い
る
こ
と
が
困
難
と
感
じ
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
）。

　

 

（
ｆ
）
し
ば
し
ば
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
。

　

 

（
ｇ
）�

し
ば
し
ば
質
問
が
終
わ
る
前
に
だ
し
ぬ
い
て
答
え
始
め
て

し
ま
う
（
例
：
他
の
人
達
の
言
葉
の
続
き
を
言
っ
て
し
ま

う
：
会
話
で
自
分
の
番
を
待
つ
こ
と
が
で
き
な
い
）。

　
 

（
ｈ
）�

し
ば
し
ば
自
分
の
順
番
を
待
つ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。（
例：

列
に
並
ん
で
い
る
と
き
）。

　

 
（
ｉ
）�

し
ば
し
ば
他
人
を
妨
害
し
、邪
魔
す
る（
例
：
会
話
、ゲ
ー
ム
、

ま
た
は
活
動
に
干
渉
す
る;

相
手
に
聞
か
ず
に
又
は
許
可

を
得
ず
に
他
人
の
物
を
使
い
始
め
る
か
も
し
れ
な
い
：
青
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年
ま
た
は
成
人
で
は
、
他
人
の
し
て
い
る
こ
と
に
口
だ
し

し
た
り
、
横
取
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）。

　

Ｂ
：�
不
注
意
ま
た
は
多
動
性
―
衝
動
性
の
症
状
の
う
ち
い
く
つ
か

が
一
二
歳
に
な
る
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。

　

Ｃ
：�

不
注
意
ま
た
は
多
動
性
―
衝
動
性
の
症
状
の
う
ち
い
く
つ
か

が
二
つ
以
上
の
状
況
（
例
：
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
友
人
や

親
戚
と
い
る
と
き
：
そ
の
他
の
活
動
中
）
に
お
い
て
存
在
す

る
。

　

Ｄ
：�

こ
れ
ら
の
症
状
が
、
社
会
的
、
学
業
的
、
ま
た
は
職
業
的
機

能
を
損
な
わ
せ
て
い
る
ま
た
は
そ
の
質
を
低
下
さ
せ
て
い
る

と
い
う
明
確
な
証
拠
が
あ
る
。

　

Ｅ
：�

そ
の
症
状
は
、
統
合
失
調
症
、
ま
た
は
他
の
精
神
病
性
障
害

の
経
過
中
に
の
み
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
精
神
疾
患

（
例
：
気
分
障
害
、
不
安
症
、
解
離
症
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

障
害
、
物
質
中
毒
ま
た
は
離
脱
）
で
は
う
ま
く
説
明
さ
れ
な

い
。

　

以
上
がD

SM
-5

で
表
記
さ
れ
たA

D
H

D

の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の

中
の
一
つ
や
二
つ
の
行
動
が
数
回
あ
っ
て
も
、A

D
H

D

と
は
判
断

し
な
い
。
そ
の
特
徴
が
六
個
以
上
六
ヶ
月
以
上
続
く
こ
と
が
、
診
断

に
は
必
要
で
あ
る
。

　

次
は
、A

D
H

D

が
世
界
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
の
復
習
で
あ
る
。

・
榊
原
の
著
述
（
1
）

「
多
動
性
障
害
児
」
と
い
う
著
書
で
、
榊
原
洋
一
（
小
児
神
経
医
学

者
）
は
、「
多
動
性
障
害
は
医
学
に
お
い
て
、
最
も
よ
く
研
究
さ
れ

た
疾
患
で
あ
り
、
そ
の
疾
患
単
位
の
正
当
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
他

の
ど
ん
な
疾
患
の
デ
ー
タ
も
圧
倒
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
、
ア

メ
リ
カ
の
医
学
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
紹
介
し
て
い
る
。
以
下

は
、
榊
原
の
著
述
か
ら
の
ま
と
め
で
あ
る
。

　

一
〇
〇
年
前
か
ら
、
多
動
性
傾
向
が
強
い
子
ど
も
は
認
識
さ
れ
て

い
て
、
診
断
基
準
もD

SM
-Ⅳ

やW
H

O

（
世
界
保
健
機
構
）
な
ど

で
分
類
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、〈
注
意
欠
陥
、多
動
、衝
動
〉

が
診
断
の
三
要
素
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
医
学
界
で
は
〈
多
動
性
障

害
〉
は
、〈
病
気
〉
と
み
な
し
て
い
る
が
、
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
の
人
々
は
、
医
者
も
含
め
、
こ
れ
を
独
立
し
た
〈
病
気
〉
で
あ
る

と
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
る
と
言
う
。
リ
タ
リ
ン
等
の
薬
が
効

く
と
い
う
事
実
さ
え
な
け
れ
ば
、〈
多
動
性
障
害
〉
と
い
う
レ
ッ
テ

ル
は
必
要
な
い
と
い
う
の
が
一
般
的
な
医
師
の
気
持
ち
で
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
17
％
と
い
う
有
病
率
の
高
さ
も
〈
病
気
〉
と
呼
ん

で
よ
い
の
か
と
い
う
疑
問
を
持
つ
。

・
榊
原
の
著
述
（
2
）
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〈
多
動
性
障
害
〉
の
子
ど
も
の
症
状
は
、
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
大

多
数
の
子
ど
も
た
ち
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
。
ど
こ
ま
で
は
正
常
で
、

ど
こ
か
ら
が
異
常
と
判
断
し
に
く
い
症
状
ば
か
り
で
あ
る
。し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
の
医
学
界
は
、
病
因
論
的
な
立
場
で
は
な
く
、
実
利
的
な

立
場
で
捉
え
て
い
る
か
ら
、〈
病
気
〉
と
し
て
よ
い
か
な
ど
と
い
う

の
は
、
あ
ま
り
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
大
事
な
こ

と
は
、
そ
の
よ
う
な
症
状
で
社
会
的
に
不
適
応
を
起
こ
し
て
い
る
子

ど
も
が
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が
、
薬

物
療
法
に
よ
っ
て
症
状
が
改
善
し
、
社
会
的
な
不
適
応
が
軽
快
す
る

と
い
う
事
実
な
の
で
あ
る
。

　

A
D

H
D

に
関
す
る
知
識
を
得
て
、
自
閉
症
と
同
じ
状
態
だ
と
捉

え
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
を
「
発
達
障
害
」
と
い
う
用

語
で
括
る
こ
と
が
、
い
か
に
大
雑
把
で
あ
る
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。

2
、�Learning D

isabilities

（LD

）
―
―
―
―
―
―
―D

SM
で
は

Learning D
isorder 

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
―
１　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
者
が
発
見
し
た
学
業
上
の
不
調

　

総
体
的
に
は
、
平
均
、
あ
る
い
は
平
均
以
上
の
知
的
能
力
を
持
ち

な
が
ら
、
基
礎
的
な
一
部
の
学
習
に
つ
ま
ず
く
子
ど
も
た
ち
に
関
心

を
持
っ
た
最
初
の
人
々
は
、
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
者
た
ち

で
あ
る
。

　

学
業
の
「
で
き
な
さ
」
は
、主
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
顕
れ
て
い
た
。

そ
う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
医
学
的
な
検
査
を
し
て
も
、
こ
れ
と

わ
か
る
原
因
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
微
妙
で
わ
か
り
に
く

い
機
能
不
調
と
思
わ
れ
る
ソ
フ
ト
サ
イ
ン
を
示
す
こ
と
は
よ
く
あ
っ

た
。
結
果
と
し
て
、「
知
覚
障
害
」
と
い
う
よ
う
な
診
断
名
が
、
初

期
の
こ
ろ
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
学
業
に
困
難
を
示
す
状
態
に
つ
い
て
、（
１
）
中
枢
神

経
系
の
機
能
不
調
と
（
２
）
原
因
の
追
及
な
し
に
「
で
き
な
さ
」
を

改
善
す
る
と
い
う
、
二
つ
の
方
向
付
け
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

学
業
上
の
特
殊
な
不
調
を
描
写
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医

者
た
ち
は
、
医
学
上
の
用
語
と
し
て
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（
言
語
の

不
調
）、デ
ィ
ス
カ
リ
キ
ュ
リ
ア
（
計
算
の
不
調
）、デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ

ア
（
書
き
文
字
の
不
調
）、
デ
ィ
ス
プ
ラ
キ
シ
ア
（
協
調
運
動
障
害
）

と
い
っ
た
用
語
を
命
名
し
た
。

　

基
礎
学
習
の
「
で
き
な
さ
」
を
示
す
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
、

医
者
た
ち
は
早
く
か
ら
治
療
的
献
身
を
尽
く
し
た
の
で
あ
る
が
、
教

育
者
た
ち
が
関
心
の
目
を
む
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
十
世
紀

も
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
出
遅
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
12
）
―
２　

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
たLD

用
語

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
ク
ラ
ス
で
問
題
を
示
す
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子
ど
も
た
ち
に
、
ス
ロ
ー
ラ
ー
ナ
ー
（
学
び
が
遅
い
）、
ク
ラ
ム
ジ
ー

（
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
）、フ
ー
リ
ッ
シ
ュ
（
馬
鹿
）、ハ
イ
パ
ー
（
暴

れ
ん
坊
）、
な
ど
と
い
っ
た
呼
び
名
を
つ
け
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た

呼
び
名
は
五
〇
以
上
も
あ
っ
た
と
、
教
育
学
者
、
マ
リ
ア
ン
・
フ
ロ

ス
テ
ィ
グ
（
フ
ロ
ス
テ
ィ
グ
・
ス
ク
ー
ル
創
設
者
）
の
著
述
に
あ
る
。

　

IQ

は
平
均
以
上
の
数
値
を
示
す
の
に
、
そ
う
い
っ
た
呼
び
名
は

ス
テ
ィ
グ
マ
（
汚
名
）
で
あ
る
と
、
父
母
た
ち
は
心
を
痛
め
て
い

た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
、
一
九
六
三
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
で
持
た
れ
た
父
母
会
で
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
教
授
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

カ
ー
ク
が
、
五
〇
以
上
も
の
呼
び
名
を
ま
と
め
て
、Learning　

D
isabilities

に
し
よ
う
と
提
案
し
た
。
そ
れ
は
す
ぐ
に
可
決
さ
れ
、

そ
こ
で
、Learning D

isabilities 

と
い
う
用
語
が
生
ま
れ
た
。

　

日
本
で
は
、
学
習
障
害
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

D
isability

で
は
な
く
、
な
ぜD
isabilities 

と
複
数
に
な
っ
て
い

る
の
か
と
い
え
ば
、そ
の
状
態
が
一
つ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。カ
ー

ク
が
そ
の
用
語
を
提
案
し
た
と
き
、
言
語
の
で
き
な
さ
（
話
し
、
読

み
、
書
き
、
な
ど
な
ど
）、
算
数
の
で
き
な
さ
（
計
算
、
推
理
、
な

ど
な
ど
）、
細
か
い
動
き
（
巧
緻
性
）、
行
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
と

い
っ
た
、
学
業
と
行
動
の
多
様
な
で
き
な
さ
が
包
含
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

一
九
七
五
年
に
な
っ
て
、
時
の
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
の
ゴ
ー
サ
イ
ン

で
、LD

はSpecial  Education

（
特
別
教
育
）の
一
分
野
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ギ
フ
テ
ッ
ド
（
優
秀
児
）
も
特
別
教
育
の
一
分
野

を
占
め
る
こ
と
で
も
わ
か
る
が
、
特
別
教
育
イ
コ
ー
ル
障
害
児
教
育

で
は
な
い
。
ギ
フ
テ
ッ
ド
の
「
特
別
」
は
「
優
秀
」
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
、LD

の
特
別
は
、「
教
え
方
を
一
斉
に
せ
ず
、
特
別
な
指
導

法
で
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
、
筆
者
は
捉
え
て
い
る
。

（
12
）
―
３　

LD

は
器
質
的
、
永
続
的
（
発
達
の
遅
れ
で
は
な
い
）

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、LD

と
さ
れ
る
人
々
の
80
％
が
、Dyslexia

（
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
・
言
語
性LD

）
と
い
う
実
体
が
あ
る
。
英
語
の
綴
り

と
発
音
の
難
し
さ
は
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（
読
み
困
難
）
の
要
因
に

な
る
が
、
一
語
一
音
の
日
本
語
で
は
、
ひ
ら
が
な
が
読
め
な
い
と
い

う
状
況
が
、
他
の
「
で
き
な
さ
」
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
問
題
に
な
る
こ

と
は
な
い
。
言
語
の
違
い
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
様
相
に

は
違
い
が
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
のN

ICH
D

（
子
ど
も
の
健
康
に
関
与
す
る
国
立
機
関
）

の
調
査
や
コ
ロ
ラ
ド
、
ボ
ー
マ
ン
・
グ
レ
イ
な
ど
の
調
査
機
関
は
、

音
韻
に
関
す
る
「
読
み
の
で
き
な
さ
」
が
神
経
生
物
学
的
、
遺
伝
的

な
要
素
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。　

「
読
み
の
で
き
な
さ
」
は
、
発
達
的
な
遅
れ
で
は
な
く
、
器
質
的
に

持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
永
続
的
で
あ
る
。
研
究
機
関
は
発
達

的
な
遅
れ
と
は
し
て
い
な
い
。

　

器
質
的
な
も
の
は
永
続
し
て
も
、
読
み
に
関
し
て
、
早
期
の
適
切
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な
対
応
で
改
善
で
き
る
こ
と
を
支
持
す
る
研
究
機
関
や
研
究
者
は
多

い
。　

　

読
み
も
含
め
、七
つ
の
タ
イ
プ
（
聞
く
、話
す
、読
む
、書
く
、読
解
、

計
算
、
数
学
的
思
考
）
の
う
ち
、
一
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
「
学
習

の
で
き
な
さ
」
を
持
つ
こ
と
が
器
質
的
に
実
証
さ
れ
な
い
と
、
言
語

性LD

と
は
判
定
で
き
な
い
。

（
12
）
―
４　

LD

は
総
括
的
用
語

　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
カ
ー
ク
がLearning D

isabilities 

と
い
う
用
語

を
提
案
し
た
と
き
、
言
語
分
野
だ
け
で
な
く
、
行
動
的
な
分
野
も
、

教
室
で
問
題
に
な
る
子
ど
も
は
全
てLD
用
語
に
統
括
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
言
語
性LD

と
非
言
語
性LD

を
分
け
て
研
究
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
今
で
も
言
語
性
、
非
言
語
性
を
包
括
し
てLD

用
語
を

使
っ
て
い
る
。

　

LD

用
語
に
は
包
含
す
る
も
の
が
多
く
、
一
つ
の
定
義
に
収
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
教
育
心
理
学
者
、Stanovich

（
ス
タ
ノ

ヴ
ィ
ッ
チ
）
は
、LD

と
い
う
総
括
的
用
語
は
破
棄
さ
れ
る
べ
き
だ

と
主
張
し
て
い
る
。　

　

言
語
性
だ
け
を
考
え
て
も
、「
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
、
読
解
、

計
算
、
数
学
的
思
考
」
の
七
分
野
を
ひ
っ
く
る
め
てLD

と
い
う
用

語
で
包
括
的
に
定
義
す
る
の
で
は
な
く
、
七
つ
の
分
野
を
そ
れ
ぞ
れ

に
定
義
す
る
こ
と
の
方
が
、
的
確
に
、
効
果
的
に
定
義
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
言
語
性LD

だ
け
で
も
、
ス
タ
ノ

ヴ
ィ
ッ
は
、
そ
の
七
分
野
を
統
括
し
た
定
義
に
反
論
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

自
閉
症
、LD

、AD
H

D

を
統
括
し
た「
発
達
障
害
」と
い
う
用
語
で
、

各
々
に
適
切
な
対
応
は
で
き
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
12
）
―
５　

言
語
性LD

（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
は
言
語
を
基
礎
と
す
るLD

で
あ
る
。

D
yslexia

（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
と
い
う
単
語
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の

D
ys

（
不
十
分
な
、
乏
し
い
、
不
適
切
な
）
とLexis

（
単
語
、
言
語
）

に
由
来
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
不
十
分
あ
る
い
は
不
適
切
な
言
語
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。

　

視
覚
や
聴
覚
の
プ
ロ
セ
ス
（
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を
理
解

す
る
ま
で
の
過
程
）
や
言
語
プ
ロ
セ
ス
（
言
葉
を
話
し
た
り
聞
い
た

り
書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
進
行
・
経
過
）
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
こ

と
が
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
主
な
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
聞

い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
内
容
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
や
、
考
え
た
り

話
し
た
り
し
た
こ
と
を
文
章
化
す
る
こ
と
に
問
題
が
生
じ
る
。

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
は
、
発
達
途
上
で
起
き
た
も
の
で
は
な
く
（
発

達
障
害
で
は
な
く
）、
生
ま
れ
な
が
ら
に
あ
る
。
生
き
て
い
る
間
中

ず
っ
と
続
く
状
態
で
あ
る
が
、
そ
の
状
態
は
改
善
で
き
る
。
典
型
的

な
一
斉
授
業
で
は
な
く
、個
々
の
学
び
方
に
沿
っ
て
学
習
す
れ
ば（
特
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別
な
教
育
を
す
れ
ば
）
状
態
は
改
善
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
脳
の
構
造
と
機
能
の
違
い

が
原
因
で
起
き
る
。
平
均
あ
る
い
は
平
均
以
上
の
学
ぶ
能
力
と
、
学

業
成
績
間
に
予
期
せ
ぬ
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
。
そ
の
問
題
は
、
行

動
的
な
も
の
で
も
、
心
理
的
な
も
の
で
も
、
社
会
的
な
も
の
で
も
、

動
機
的
な
も
の
で
も
、知
的
な
発
達
の
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
も
な
い
。

さ
ら
に
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
は
病
気
で
は
な
く
、
そ
れ
を
治
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。

　

つ
ま
り
、
そ
の
様
相
を
も
っ
て
生
ま
れ
た
人
で
、
そ
の
人
そ
の
も

の
、
そ
の
人
の
特
性
、
特
徴
、
と
い
う
表
現
で
し
か
な
い
。
発
達
の

障
害
で
は
な
い
。

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
人
々
は
ユ
ニ
ー
ク
で
、
能
力
的
に
強
い
面
と

弱
い
面
が
あ
る
。
他
の
人
と
は
異
な
る
方
法
で
学
び
、
美
術
、
運
動
、

建
築
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
電
気
、
機
械
、
ド
ラ
マ
、
音
楽
等
の
分
野

で
優
れ
た
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

中
に
は
豊
か
な
精
神
性
を
持
つ
人
々
も
多
い
。

（
12
）
―
６　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
徴
候

　

自
分
の
子
ど
も
や
ク
ラ
ス
の
児
童
生
徒
が
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
で
は

な
い
か
と
思
う
と
き
、
次
に
書
い
た
よ
う
な
状
況
を
観
察
し
て
、
頻

度
な
ど
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

1
）�

音
の
連
続
や
単
語
の
音
節
を
聞
き
取
る
こ
と
が
不
十
分
で
あ

る
。

　

2
）
単
語
の
読
み
取
り
が
困
難
で
あ
る
。

　

3
）
単
語
の
書
き
取
り
に
困
難
が
あ
る
。

　

4
）�

書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
と
き
、
数
の
連
続
性
や
、
文
字
の

形
、
単
語
の
文
字
の
つ
な
が
り
を
把
握
す
る
力
が
弱
い
。

　
　
　

��（
例 �b 

と d

、sing 

と sign

、left 

と felt

、soiled 

と 
solid

、scared 

と sacred

、　

18
と
81
、　

25
と
52
、　

68
と
86　

等

　

5
）
考
え
た
こ
と
を
文
章
に
表
現
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　

6
）�

話
し
言
葉
が
す
ぐ
に
出
な
い
（
言
葉
に
す
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
）。

　

7
）聞
い
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
完
全
で
は
な
い
。

　

8
）
考
え
た
こ
と
を
口
述
表
現
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　

9
）
読
解
力
の
問
題
が
あ
る
。

　

10
）
文
字
を
書
く
こ
と
の
困
難
が
あ
る
（
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア
）。

　
　

　

こ
れ
ら
は
、
英
語
圏
に
お
け
る
言
語
性LD

の 

様
相
で
あ
る
が
、

5
～
10
は
、
日
本
語
圏
の
言
語
性LD

に
も
当
て
は
ま
る
（
項
目
4

に
あ
る
数
字
、18
と
81
な
ど
に
関
し
て
は
、日
本
語
圏
で
も
起
き
る
）。

　

以
上
の
徴
候
を
す
べ
て
持
つ
人
は
い
な
い
。
一
つ
か
二
つ
、
あ
る

い
は
数
個
の
特
徴
を
示
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
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（
12
）
―
７　

ア
メ
リ
カ
のLD

人
口
の
80
％
が
言
語
性

　

ア
メ
リ
カ
の
保
健
局
は
、
合
衆
国
人
口
の
ほ
ぼ
15
％
がLD

状
態

で
あ
る
と
見
積
も
っ
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
80
％
～
85
％
が
言
語
ス
キ
ル
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
基

本
的
な
問
題
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

イ
エ
ー
ル
大
学
の
研
究
で
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
問
題
の
あ
る
人

は
、
合
衆
国
人
口
の
20
％
に
も
及
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。　

　

こ
れ
ら
の
研
究
は
、LD

の
中
心
的
課
題
が
、デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア（
言

語
問
題
）
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、LD

と
言

わ
れ
る
人
々
の
多
く
は
、
言
語
に
関
す
る
こ
と
に
「
で
き
な
さ
」
を

持
つ
。
二
〇
〇
六
年
の
調
査
で
は
460
万
人
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
が

LD

で
あ
る
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
85
％
が
言
語
に
問
題
を
持

つ
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
な
の
で
あ
る
。

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
は
生
涯
続
く
も
の
だ
が
、
状
態
に
適
っ
た
指
導

で
、
人
々
は
読
む
こ
と
や
書
く
こ
と
を
学
ん
で
い
け
る
。
早
い
時
期

の
確
認
と
対
応
は
、
学
校
や
人
生
に
お
け
る
成
功
へ
の
因
と
な
る
。

そ
こ
に
は
、
教
師
、
学
習
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
言
語
セ
ラ
ピ
ス
ト
等
の
援

助
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
12
）
―
８　

�D
isability 

で
は
な
く D

ifference

（
能
力
を
欠

く
の
で
は
な
く
、
学
び
方
の
違
い
）
で
あ
る
。

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
人
が
読
ん
だ
り
、
綴
っ
た
り
、
話
し
た
り
す

る
と
き
に
示
す
「
で
き
な
さ
」
の
程
度
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。彼
ら
は
非
常
に
聡
明
で
、言
語
以
外
の
分
野
で
強
い
面
を
持
っ

て
い
る
。
こ
の
状
態
をLearning D

isabilities

（LD

）
と
呼
ぶ
こ

と
で
、
そ
の
人
た
ち
は
学
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
と
捉
え
ら
れ
る
傾
向

が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
状
態
を
考
慮
し
た
教
え
方
（
教
え

方
の
違
い
）
に
よ
っ
て
、よ
り
よ
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「D
isability

（
能
力
を
欠
く
）」
と
い
う
言
葉
よ
り
も
「D

ifference

（
違
い
）」
と
い
う
言
葉
を
使
う
方
が
適
し
て
い
る
と
い
う
ア
メ
リ

カ
の
教
師
や
関
係
機
関
の
専
門
家
は
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、「
学

ぶ
能
力
が
な
い
」
で
は
な
く
「
学
び
方
の
違
い
」
な
の
で
あ
る
。
こ

の
「
違
い
」
は
、
子
ど
も
が
読
み
書
き
を
す
る
年
齢
に
な
る
ま
で
は

潜
伏
し
て
い
る
。
就
学
に
達
す
る
ま
で
、
こ
の
違
い
は
明
確
に
顕
れ

て
こ
な
い
。

　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
「
学
び
方
の
違
い
」
は
、
そ
の
人
々
が
考
え

た
り
話
し
た
り
で
き
ず
、
創
作
能
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
は
い
な
い
。
彼
ら
は
、
作
家
に
も
、
医
者
に
も
、
弁
護
士
に
も
、

詩
人
に
も
、
技
術
者
に
も
芸
術
家
に
も
、
そ
し
て
教
師
に
も
な
れ
る
。

　

自
分
に
あ
っ
た
学
び
方
を
見
つ
け
て
学
習
し
、
自
分
の
中
に
あ
る

強
い
面
を
活
か
す
職
業
を
選
ぶ
こ
と
が
賢
明
で
あ
る
。
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（
12
）
―
９　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
人
々

　

過
去
に
お
い
て
、
人
生
に
成
功
し
た
多
く
の
人
が
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
で
あ
っ
た
し
、
現
在
で
も
多
く
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
人
々
が
成

功
し
た
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
七
月
二
八
日
付
の
『
タ
イ
ム
・
マ
ガ
ジ
ン
』
の
表
紙

を
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
子
ど
も
が
飾
り
、特
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
世
界
的
に
有
名
な
人
々
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い

た
。

「
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
は
、
四
歳
ま
で
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
試
練
の
末
、
発
明
王
と
な
っ
た
。〈
ト
ッ
プ
ガ
ン
〉
で

一
躍
有
名
に
な
っ
た
俳
優
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
は
、
こ
の
映
画
に
出
た

時
で
さ
え
、
読
み
能
力
に
欠
け
る
状
態
で
、
今
で
も
脚
本
の
読
み
に

は
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
。
推
理
作
家
の
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

は
単
語
の
読
み
に
も
が
い
た
が
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
冊
の
本
を
執
筆
し
、

二
〇
億
ド
ル
を
売
り
上
げ
て
、〈
事
件
簿
の
女
王
〉
と
な
っ
た
。
ウ

オ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
も
読
み
困
難
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
テ
ク
ニ

カ
ラ
ー
の
構
想
を
実
現
さ
せ
た
。
俳
優
ウ
ー
ピ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー

グ
は
高
校
を
落
第
し
た
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
す
る
才
能
が

あ
っ
た
。」

　

そ
し
て
、『
タ
イ
ム
・
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、「
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
状
態

は
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
偉
大
な
こ
と
を
な
し
遂
げ
る
た
め
の
支
障
に

は
な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
彼
ら
の
独
創
性
を
か
き
た
て
る
燃
料

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。

　

LD

の
人
々
の
実
例
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の

二
十
八
代
大
統
領
で
あ
っ
た
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
は
、
八
歳

ま
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
一
一
歳
ま
で
読
む

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
学
校
で
は
口
頭
に
よ
る
応
答
の
み

が
よ
く
で
き
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
後
、
国
際
連

盟
の
設
立
を
提
案
し
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
現
在
、
国
際
連
合
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
湧
き
上
が
る
独
創
力
は
、
言
語
ス
キ
ル
の
弱

点
を
凌
駕
し
た
の
で
あ
る
。

　

南
北
戦
争
の
パ
ッ
ト
ン
将
軍
の
伝
記
を
作
成
し
て
い
た
編
集
者

が
、彼
の
書
き
残
し
た
文
章
を
見
て
、彼
が
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
で
あ
っ

た
こ
と
を
発
見
し
た
。
パ
ン
ク
チ
ュ
エ
イ
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
レ

タ
ー
な
ど
の
表
現
が
、
小
学
生
低
学
年
の
作
文
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

軍
隊
の
集
会
で
は
、
部
下
か
ら
渡
さ
れ
た
原
稿
を
上
下
逆
に
持
っ
て

い
て
、
文
な
ど
見
ず
に
、
自
分
の
言
葉
で
演
説
し
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、言
語
ス
キ
ル
の
強
力
な
弱
点
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

偉
大
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
発
揮
し
て
、
戦
い
に
勝
つ
優

秀
な
将
軍
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

野
球
の
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
の
学
校
時
代
は
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
状

態
で
、学
習
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、い
っ

た
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
る
と
、
ま
る
で
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
、
生

き
生
き
と
ボ
ー
ル
を
手
玉
に
取
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
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ア
カ
デ
ミ
ー
女
優
の
シ
ェ
ー
ル
は
、単
語
の
綴
り
に
ミ
ス
が
多
く
、

電
話
番
号
を
覚
え
る
事
も
で
き
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
歌
手
と
し

て
、
俳
優
と
し
て
、
一
流
の
人
で
あ
っ
た
。

　

彼
ら
を
発
達
障
害
者
と
呼
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら

の
状
態
は
、
発
達
上
起
き
た
障
害
で
は
な
く
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
器

質
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
の
基
礎
教
育
の
時
代
に
は
、
特
別
な
教
育
シ
ス
テ

ム
は
な
か
っ
た
が
、
も
が
き
な
が
ら
も
、
自
己
の
強
い
面
を
見
出
し

て
成
功
へ
と
人
生
を
進
め
て
い
る
。
弱
い
面
に
執
着
せ
ず
、
強
い
面

を
伸
ば
す
こ
と
が
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
（LD
）
教
育
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

（
12
）
―
10　

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
発
音
指
導

　

そ
れ
で
は
、
弱
い
面
に
は
、
い
か
な
る
対
応
も
、
し
な
い
で
お
く

の
か
？

　

二
〇
世
紀
半
ば
以
降
、LD

状
態
に
教
育
者
の
関
心
が
向
け
ら
れ
、

改
善
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
、
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

数
年
前
、
ア
メ
リ
カ
のLD

（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
状
態
）
に
、
ど

の
よ
う
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
学
す
る
た
め
、
デ
ィ
ス

レ
ク
シ
ア
協
会
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
支
部
を
訪
問
し
た
。
毎
週
月
曜

日
か
ら
木
曜
日
ま
で
、
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
、
熱
心

な
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

指
導
者
は
、
元
教
師
の
ソ
リ
ス
氏
で
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
研
究

者
、
オ
ー
ト
ン
と
ギ
リ
ン
ガ
ム
が
考
案
し
た
、
視
覚
・
聴
覚
・
触
覚

を
同
時
に
使
う
マ
ル
テ
ィ
・
セ
ン
ソ
リ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
教
材

が
使
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
日
の
受
講
者
は
六
人
で
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
の
広
い
地
域

か
ら
集
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
の
日
は
、「
ラ
ビ
ッ
ト
単
語
」
と
呼
ば
れ
る
単
語
の
発
音
の
練

習
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
母
音
と
子
音
、
同
じ
子
音
と
母
音
が
連
な
っ

て
い
る
単
語
の
読
み
方
指
導
で
あ
っ
た
。

　

手
順
は
、rabbit

のabbi 

の
上
部
に
、vc/cv

（
母
音
／
子
音
）

と
書
き
、b

とb

の
間
に
縦
線
を
引
き
、ab

1bi

は
じ
め
のb

音
は

発
音
す
る
が
次
のb

音
は
発
音
し
な
い
の
で
線
で
消
す
。
さ
ら
に
は

じ
め
のb

の
前
の
字a

と
次
の
文
字b

の
後
ろ
の
文
字i

に
ア
ク
セ
ン

ト
が
付
く
こ
と
を
記
す
。
そ
の
作
業
を
し
な
が
ら
「
ラ
ビ
ッ
ト
」
と

発
音
す
る
と
い
う
や
り
方
で
、
こ
の
単
語
の
読
み
を
学
ん
で
い
く
。

　

他
に
、fossil,  fennel,  m

allet,  goddess,  m
am

m
al,  pallet, 

な
ど
の
「
ラ
ビ
ッ
ト
単
語
」 

も
同
じ
作
業
を
し
な
が
ら
発
音
練
習
が

行
わ
れ
て
い
た
。
受
講
者
は
、
聞
い
て
（
聴
覚
）、
見
て
（
視
覚
）、

唇
の
動
き
や
開
く
大
き
さ
、
舌
の
動
き
を
確
か
め
て
（
触
覚
）、
複

数
の
感
覚
器
官
を
利
用
し
て
学
ん
で
い
く
。

　

次
は
、
映
像
に
出
て
く
る
モ
デ
ル
教
師
の
発
音
を
聞
い
て
、
ス
ペ
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ル
を
書
き
続
け
る
。

　

例
え
ば
、trum

 

に pet 

を
続
け
て
、vc/cv　

の
文
字「trum

pet

」

を
綴
っ
て
い
く
。
他
に
は
、velvet,　

talcum
, m

agnet, optic, 
cam

pus, m
ascot, contact, 

等
、
母
音
と
子
音
の
発
音
を
聞
い
て
、

音
を
基
に
ラ
ビ
ッ
ト
単
語
を
綴
っ
て
い
く
練
習
が
続
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
基
礎
言
語
ス
キ
ル
は
初
等
教
育
の
一
斉
授
業
で
は
身

に
つ
か
ず
、
大
人
に
な
っ
て
も
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
受
講
者
の
話

を
聞
く
と
、
英
語
圏
のLD
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
教
育
が
進
展
せ

ざ
る
を
得
な
い
必
要
性
が
あ
る
の
だ
と
納
得
し
た
。

　

日
本
語
圏
に
あ
っ
て
は
、
平
均
的
な
知
的
水
準
で
、
普
通
に
社
会

人
と
し
て
働
く
人
が
、
平
仮
名
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
漢
字
は
別
と
し
て
、
平
仮
名
は

一
語
一
音
で
あ
る
か
ら
、
五
〇
音
で
学
ん
だ
音
と
単
語
に
使
わ
れ
て

い
る
音
は
同
じ
で
あ
る
。「
は
」
を
「W

a

」、「
へ
」
を
「e
」
と
読

む
例
外
的
発
音
も
、
一
度
な
ら
っ
て
小
学
校
時
代
に
身
に
つ
か
な
い

な
ら
、
そ
れ
はLD

で
は
な
い
。
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
12
）
―
11　

デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア

　

LD

問
題
を
早
く
か
ら
見
出
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
者
た
ち

が
付
け
た
言
語
性LD

の
用
語
と
し
て
、「
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」
の
他

に
「
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
字
を
書
く
こ
と
の

困
難
を
意
味
す
る
。

　

デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア
の
人
が
書
い
た
文
字
に
は
、「
読
み
に
く
い

文
字
、
不
規
則
で
調
和
し
な
い
文
字
、
読
み
や
す
い
字
だ
が
書
き
方

が
大
変
に
ゆ
っ
く
り
、
非
常
に
小
さ
い
文
字
、
鏡
映
文
字
、
活
字
体

に
大
文
字
と
小
文
字
が
ラ
ン
ダ
ム
に
交
ざ
っ
た
も
の
、
キ
ャ
ピ
タ
ル

レ
タ
ー
の
混
乱
、パ
ン
ク
チ
ュ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
間
違
い
」な
ど
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
る
。

　

日
本
語
に
お
け
る
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア
と
聞
い
て
、
ま
ず
思
い
浮

か
ぶ
状
態
は
、
小
学
一
年
生
が
鏡
文
字
を
書
く
こ
と
で
あ
る
。
鏡
に

映
し
た
よ
う
に
左
右
が
逆
に
な
っ
た
文
字
を
書
く
子
は
珍
し
く
は
な

い
。
し
か
し
、
成
長
に
伴
い
、
二
年
生
に
な
る
と
鏡
文
字
を
書
く
子

は
減
っ
て
い
き
、
三
年
生
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
る
。
知

的
水
準
が
平
均
ま
た
は
平
均
以
上
で
あ
る
の
に
、
高
学
年
や
成
人
に

な
っ
て
も
鏡
文
字
を
書
き
続
け
る
場
合
、
そ
の
他
の
原
因
が
な
い
場

合
、
そ
の
人
は
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア
（LD

）
と
判
断
し
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア
の
鏡
文
字
は
見
て
す
ぐ
に
わ
か
る

が
、
他
の
状
態
（
読
み
に
く
い
文
字
、
不
規
則
な
文
字
な
ど
）
は
、

神
経
学
的
な
も
の
な
の
か
、
性
格
的
な
も
の
な
の
か
、
判
断
は
難
し

い
。
こ
の
判
断
に
は
、
空
間
認
知
能
力
は
ど
う
か
、
上
下
左
右
の
混

乱
が
あ
る
か
ど
う
か
等
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
、
非
常
に
簡

単
に
言
語
性LD

に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

自
閉
症
、A

D
H

D

、LD

の
内
容
を
知
っ
た
後
で
は
、
一
つ
の
用
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語「
発
達
障
害
」に
三
つ
を
括
る
こ
と
に
、違
和
感
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

４
．
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
作
ら
れ
た
用
語

　

教
育
用
語
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
た

め
に
、
再
び
、
玉
井
収
介
の
著
書
か
ら
、
用
語
「
情
緒
障
害
」
と
用

語
「
自
閉
症
」
に
つ
い
て
の
文
章
を
要
約
し
て
、以
下
に
引
用
す
る
。

　
　

�

情
緒
障
害
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
六
一
年
に
児
童
福
祉
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
〈
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
〉
が
新
し
い
タ

イ
プ
の
施
設
と
し
て
発
足
し
た
と
き
か
ら
で
あ
る
。
…
初
め
は

学
術
用
語
と
し
て
で
は
な
く
行
政
上
の
用
語
と
し
て
使
わ
れ
出

し
た
の
で
あ
る
。
…
し
か
し
、
情
緒
障
害
と
は
何
か
、
と
い
う

こ
と
は
法
律
に
も
そ
れ
を
受
け
た
政
令
に
も
書
か
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
…
そ
の
定
義
ら
し
い
も
の
が
初
め
て
出
て
き
た
の

は
、
一
九
六
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
…
と
こ
ろ
で
、
ほ
と
ん
ど

同
じ
時
期
に
、
二
つ
の
会
議
が
互
い
に
独
立
に
、
こ
の
用
語
の

使
い
方
を
示
し
た
。
一
つ
は
中
央
児
童
福
祉
審
議
会
で
あ
る
。

こ
の
審
議
会
が
厚
生
大
臣
に
対
し
て
、〈
情
緒
障
害
児
短
期
治

療
施
設
の
対
象
と
な
る
べ
き
子
ど
も
は
…
〉
と
い
う
内
容
の
意

見
具
申
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
…
精
神
医
学
に

お
け
る
心
因
性
行
動
異
常
と
い
う
の
に
近
い
使
い
方
な
の
で
あ

る
。
但
し
書
き
と
し
て
〈
知
能
の
遅
れ
、
身
体
的
病
気
な
ど
、

一
時
的
原
因
が
あ
る
場
合
は
除
く
〉〈
自
閉
症
、
自
閉
傾
向
の

強
い
子
は
除
く
〉
と
し
て
い
る
。

　
　

�

同
じ
時
期
、
一
九
六
七
年
に
文
部
省
が
児
童
の
心
身
障
害
の
実

態
調
査
を
行
っ
た
と
き
、〈
情
緒
障
害
〉
と
い
う
用
語
が
一
つ

の
項
目
と
し
て
起
こ
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
情
緒
障
害
を
担
当
し

た
委
員
会
で
は
、〈
こ
の
用
語
の
中
に
含
め
る
も
の
は
〉
と
但

し
書
き
を
し
て
、〈
緘
黙
の
疑
い
、
登
校
拒
否
の
疑
い
、
神
経

症
の
疑
い
〉
と
続
け
た
。
こ
こ
ま
で
は
心
因
性
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
前
述
の
意
見
具
申
と
矛
盾
し
な
い
。
し
か
し
、
委
員
会

は
そ
の
あ
と
に
、〈
自
閉
症
の
疑
い
、
精
神
病
の
疑
い
〉
と
続

け
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
ち
ら
で
は
自
閉
症
が
こ
の
言
葉
に

入
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ほ
ぼ
同
時
に
、
審

議
会
と
委
員
会
が
、
別
の
人
間
で
構
成
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、

こ
う
い
う
不
都
合
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
…
現
在
で
は
、
情

緒
障
害
に
自
閉
症
を
含
め
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
情
緒
障

害
イ
コ
ー
ル
自
閉
症
と
思
っ
て
い
る
人
さ
え
い
る
。
こ
の
矛
盾

を
ど
う
整
理
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

重
要
な
教
育
用
語
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
て
い
る
こ
と
を
多

く
の
国
民
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

教
育
用
語
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、D

SM
-5

で
、
学
習
障
害
（LD

）
は
、「
局
限
性
学
習
症
」、
注
意
欠
陥
・
多
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動
性
障
害
（A

D
H

D

）
は
、「
注
意
欠
如
・
多
動
性
症
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
「
障
害
」
で
は
な

く
「
症
」
と
い
う
訳
語
に
な
っ
て
い
る
。

「
発
達
障
害
」
と
い
う
用
語
も
絶
対
的
な
用
語
で
は
な
い
。

　

D
SM

の
改
編
ご
と
に
歴
史
的
な
変
遷
が
あ
り
、D

SM
-5

で
、
そ

の
総
括
用
語
は
「
発
達
障
害
」
で
は
な
く
、「
神
経
発
達
症
群
」
と

な
っ
た
。N

eurodevelopm
ental D

isorder

の
日
本
語
訳
に
「
障

害
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
用
語
に
関
す

る
世
界
的
な
動
向
に
、日
本
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
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伊
藤
仁
斎
の
「
実
学
」　
― 

多
元
的
普
遍
性
の
思
想 

―

■
論
文
Ⅷ
■

１
．
は
じ
め
に

　

一
七
～
一
九
世
紀
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
思
想
動
向
を
「
実

学
」
と
い
う
概
念
か
ら
把
握
す
る
試
み
が
改
め
て
模
索
さ
れ
て
い

る
1

。
初
期
実
学
を
代
表
す
る
学
者
と
し
て
、
一
般
的
に
、
中
国

で
は
黄
宗
羲
（
一
六
一
〇
～
一
六
九
五
）、
顧
炎
武
（
一
六
一
三
～

一
六
八
二
）、
王
夫
之
（
一
六
一
九
～
一
六
九
二
）、
朝
鮮
で
は
柳
馨

遠
（
一
六
二
二
～
一
六
七
三
）、
李
瀷
（
一
六
八
一
～
一
七
六
二
）、

日
本
で
は
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
～
一
七
〇
五
）、
荻
生
徂
徠

（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
思
想
史
の
文
脈
に
お
い
て
仁
斎
や
徂
徠
は
一
般
に
古
学
派
と

さ
れ
る
が
、
そ
の
主
な
学
問
的
特
徴
は
朱
子
学
を
批
判
し
て
孔
孟
・

先
王
に
戻
る
こ
と
を
主
張
し
た
点
に
あ
る

2

。
日
本
の
古
学
を
東
ア

ジ
ア
の
実
学
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
直
す
意
味
は
那
辺
に
あ
る
だ

ろ
う
か
。
儒
学
の
機
能
と
い
う
側
面
に
着
目
し
て
実
学
を
再
定
義
し

た
際
、
実
学
の
機
能
と
し
て
倫
理
性
と
批
判
性

3

、
ま
た
は
社
会
的

争
奪
性
の
解
消
方
法
な
ど
が
認
め
ら
れ
る

4

。
た
だ
そ
の
視
点
は
中

国
や
朝
鮮
の
実
学
に
た
い
す
る
説
明
と
し
て
有
効
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
を
日
本
の
儒
学
に
当
て
は
め
る
と
、
日
本
の
実
学
は
批
判
性
・
倫

理
性
が
十
分
に
機
能
で
き
て
い
な
い
日
常
肯
定
の
学
問
、
ま
た
は
国

家
主
義
的
な
富
国
強
兵
の
た
め
の
実
用
の
学
問
と
し
か
評
価
さ
れ
な

い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
少
な
く
と
も
日
本
の
初

期
実
学
で
あ
る
仁
斎
の
儒
学
に
対
し
て
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な

く
、
日
本
の
儒
学
の
経
験
を
通
じ
て
再
び
東
ア
ジ
ア
の
儒
学
を
眺
め

る
と
、
以
上
と
は
ま
た
別
の
儒
学
の
機
能
、
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
の

実
学
の
新
た
な
側
面
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
特
に
伊
藤
仁
斎
の
学
問
内
容
を
実
学
と
い
う
観
点
か
ら

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
実
学
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、

仁
斎
の
思
想
を
東
ア
ジ
ア
の
思
想
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
前
提
作
業

東
北
学
院
大
学
非
常
勤
講
師　

宣　
　
　

芝　

秀
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と
な
る
こ
と
を
企
図
す
る
。

　

仁
斎
は
「
実
徳
」「
実
理
」「
実
学
」
な
ど
の
語
を
し
ば
し
ば
用
い

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
仁
斎
の
実

学
は
、
韓
国
や
中
国
に
お
け
る
初
期
実
学
の
性
格
と
重
な
り
な
が
ら

も
、
独
自
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
特
に
「
実
理
」
は
、
仁
斎
が
中

世
思
想
を
支
配
し
た
仏
教
的
世
界
観
の
「
無
常
」
を
批
判
す
る
際
に

持
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
、「
無
常
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
強
調
さ

れ
た
の
が
「
人
倫
」
で
あ
っ
た

5

。
中
世
の
「
無
常
」
か
ら
「
人
倫
」

へ
の
転
換
、
す
な
わ
ち
「
虚
」
か
ら
「
実
」
へ
の
転
換
に
、
仁
斎
の

「
人
倫
日
用
」
重
視
の
思
想
が
位
置
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
彼

の
「
人
倫
日
用
」
を
め
ぐ
る
思
考
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
実

学
的
な
面
貌
を
最
も
よ
く
表
し
て
い
る

6

。 

　

仁
斎
の
実
学
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
仁
斎
の
実
学
を
伝
統

的
な
「
人
間
的
真
実
の
追
求
の
実
学
」、「
道
徳
的
実
践
の
実
学
」

だ
と
し
、
儒
学
の
伝
統
的
な
枠
組
み
か
ら
抜
け
出
な
い
も
の
と
し

て
評
価
す
る

7 

。
ま
た
「
実
心
実
学
」8

と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
誠
」

や
「
愛
」
と
い
っ
た
「
実
心
」
の
実
践
を
重
視
し
、
こ
れ
を
他
者
と

の
関
係
性
の
中
で
実
現
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
点
を
そ
の
特
徴
と
し

て
挙
げ
る
が
、
そ
れ
を
思
想
全
体
像
に
お
い
て
解
明
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い

9

。
一
方
、
韓
国
の
実
学
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
学

問
と
「
日
用
」
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
実
学
的
精
神
が
、
朝
鮮
の

実
学
者
で
あ
る
丁
若
鏞
（
一
七
六
二
～
一
八
三
六
）
と
共
通
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

10

。
仁
斎
は
学
問
に
お
け
る
過
度
の
知
の

追
求
を
警
戒
し
て
実
践
を
重
視
し
て
お
り

11

、
し
た
が
っ
て
仁
斎
に

と
っ
て
学
と
は
、
知
的
な
探
求
よ
り
は
、「
道
」
を
如
何
に
実
践
す

る
か
を
中
心
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
道
」
の
実

践
は
「
日
用
」
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
だ
が
、「
人
倫
日
用
」

と
い
う
仁
斎
の
言
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
仁
斎
に
と
っ
て
「
日
用
」

は
「
人
倫
」
と
い
う
他
者
と
の
人
間
関
係
の
網
を
離
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
道
」
の
実
践
の
場
も
ま
た
一
人
の
完
結
し

た
観
念
世
界
の
内
部
（
／
外
部
）
で
は
な
く
、
他
者
と
関
係
を
結
ん

で
生
き
る
日
常
生
活
の
交
流
現
場
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
論
で
は
、
仁
斎
の
「
人
倫
日
用
」
の
思
想
が
持
つ
実
学

的
含
意
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
仁
斎
が
自
他
の
関
係
性
を

如
何
に
と
ら
え
て
い
た
か
を
確
認
し
、
併
せ
て
そ
の
基
礎
と
な
る
人

間
観
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
つ
づ
い
て
仁
斎
の
「
道
」
の
解
釈
の
特

徴
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
「
学
問
」
と
「
日
用
」
の
関
係
像
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仁
斎
の
学
問
の
特
徴
を
提
示
す
る
。
以
上
の

検
討
か
ら
、
最
後
に
仁
斎
の
実
学
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

試
み
る
。

２
．
仁
斎
の
日
常
か
ら
見
た
自
他
の
関
係
性

　

仁
斎
は
一
六
二
七
年
、
京
都
の
上
層
町
人
家
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
仁
斎
の
父
系
の
先
祖
は
戦
国
時
代
に
海
外
貿
易
の
中
心
地
で
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あ
っ
た
堺
の
町
人
で
あ
っ
た
が
、
十
六
世
紀
末
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
る

全
国
統
一
に
伴
い
、
堺
の
町
人
が
大
坂
な
ど
に
移
住
さ
れ
、
仁
斎
の

祖
父
も
京
都
に
移
る
。
仁
斎
の
祖
父
は
京
都
に
お
い
て
も
財
産
を
築

き
、
連
歌
な
ど
を
通
し
て
京
都
の
文
化
人
と
交
流
を
持
つ

12

。
仁
斎

の
父
親
の
婚
家
、
す
な
わ
ち
仁
斎
の
母
方
の
祖
父
は
連
歌
師
と
し
て

名
を
馳
せ
た
里
村
紹
巴
（
一
五
二
五
～
一
六
〇
二
）
で
あ
り
、
里
村

家
は
代
々
幕
府
専
属
の
連
歌
師
と
な
る
な
ど
、
影
響
力
の
あ
る
文
化

人
の
家
で
あ
っ
た

13

。
連
歌
と
は
、
個
人
的
な
詩
作
で
あ
る
俳
句
と

は
異
な
り
、複
数
の
作
者
に
よ
る
共
同
詩
作
を
原
則
と
す
る
も
の
で
、

公
家
、
武
士
、
町
人
の
間
で
大
き
な
流
行
を
見
せ
た
。
連
歌
師
を
中

心
に
八
人
前
後
が
集
ま
り
十
余
時
間
に
わ
た
っ
て
、
複
数
の
作
者
が

合
作
し
て
百
句
を
詠
む
が
、
こ
の
時
の
参
席
者
は
作
者
と
読
者
を
兼

ね
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
戦
国
時
代
を
経
て
、
連
歌
は
庶
民
化
、
地

方
化
し
な
が
ら
全
盛
期
を
迎
え
、
特
に
紹
巴
は
大
衆
化
を
志
向
し
て

連
歌
の
社
交
機
能
を
重
視
し
て
広
く
連
歌
を
流
布
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
仁
斎
の
外
祖
母
は
吉
田
意
安
（
一
五
五
八
～
一
六
一
〇
）

と
い
う
名
医
の
娘
で
、
意
安
は
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
～

一
六
一
八
）
と
交
流
関
係
を
持
つ
な
ど
、
儒
学
に
つ
い
て
も
深
い
造

詣
を
持
っ
て
い
た
人
で
あ
る

14

。
意
安
の
兄
は
角
倉
了
以（
一
五
五
四

～
一
六
一
四
）
で
あ
り
、
京
都
の
嵯
峨
を
本
拠
地
と
し
て
朱
印
船
貿

易
に
従
事
し
た
京
都
で
も
有
数
の
豪
商
で
、
彼
が
行
っ
た
河
川
土
木

事
業
は
日
本
初
の
社
会
性
、
公
益
性
を
帯
び
た
地
域
開
発
事
業
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
る

15

。
日
本
の
算
術
の
発
展
に
お
い
て
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
和
算
書『
塵
劫
記
』の
著
者
の
吉
田
光
由（
一
五
九
八

～
一
六
七
二
）
も
角
倉
家
の
一
員
で
あ
り
、
一
家
は
近
世
の
科
学
技

術
の
社
会
化
を
代
表
す
る
高
度
な
技
術
を
備
え
た
集
団
で
あ
る
と
さ

れ
る
。

　

仁
斎
の
最
初
の
妻
は
医
師
の
娘
で
、
江
戸
中
期
を
代
表
す
る
画
家

の
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）、
尾
形
乾
山
（
一
六
六
三

～
一
七
四
三
）
と
は
従
妹
の
間
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
仁
斎
の
家
系

は
里
村
家
、
角
倉
家
な
ど
の
当
代
一
流
の
文
化
人
の
家
と
つ
な
が
っ

て
お
り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
こ
れ
ら
の
親
戚
を
訪
ね
、
成
人
し
た
後
も

継
続
的
に
交
流
す
る
。

　

こ
う
し
た
文
芸
・
技
術
集
団
的
な
雰
囲
気
は
仁
斎
の
学
問
の
方
向

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
仁
斎
は
学

問
修
養
の
共
同
結
社
で
あ
る
「
同
志
会
」
を
結
成
し
、
そ
こ
で
得
ら

れ
た
議
論
を
自
ら
の
学
問
の
土
台
と
し
た
が
、
仁
斎
の
家
系
に
由
来

す
る
上
記
の
雰
囲
気
、
た
と
え
ば
複
数
の
人
が
共
に
詩
を
詠
み
共
有

す
る
と
い
っ
た
環
境
は
、
仁
斎
の
学
問
の
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。「
わ
た
し
は
年
少
の

門
人
の
説
で
も
、
も
し
取
る
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て
そ
れ
に
従

う
。『
論
語
』
と
『
孟
子
』
の
解
を
作
成
し
た
時
も
す
べ
て
そ
の
よ

う
に
し
た
。
つ
ま
り
門
人
ら
と
相
談
し
て
、
皆
の
議
論
が
決
ま
っ
た

後
に
、
そ
れ
を
書
に
記
さ
せ
、
も
し
も
理
に
合
わ
な
い
も
の
が
あ
れ
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ば
訂
正
さ
せ
た
」16

と
述
懐
す
る
よ
う
に
、
仁
斎
の
代
表
作
で
あ
る

『
論
語
古
義
』・『
孟
子
古
義
』
で
す
ら
、
仁
斎
独
自
の
著
述
で
は
な

く
、
門
人
と
議
論
し
て
得
ら
れ
た
説
を
反
映
し
て
著
述
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
仁
斎
が
学
問
を
趣
味
で
楽
し
む
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
業

を
捨
て
て
ま
で
学
問
に
専
念
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
や
、
周
囲
か
ら

理
解
さ
れ
な
い
孤
独
な
生
活
を
長
く
送
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
期

は
、
仁
斎
が
一
五
、六
歳
か
ら
三
六
歳
ま
で
の
約
二
〇
年
の
間
続
い

た
。
仁
斎
は
こ
の
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

 　
　

�

私
は
か
つ
て
十
五
、六
歳
の
時
に
学
問
を
好
み
、
初
め
て
聖
賢

の
道
に
志
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
親
戚
や
友
人

は
、
儒
学
で
は
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
み

な
「
医
師
に
な
る
の
が
よ
い
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
私
は

聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
し
て
答
え
な
か
っ
た
。
忠
言
は
や
ま
ず

非
難
は
減
ら
な
か
っ
た
。
親
が
高
齢
化
し
て
家
計
は
傾
き
、

年
を
取
っ
て
も
思
う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
彼
ら

は
義
を
引
き
礼
に
拠
っ
て
、
わ
た
し
が
親
を
奉
養
し
な
い
と

ま
す
ま
す
責
め
た
。
そ
の
理
に
屈
し
て
言
葉
は
詰
ま
り
、偽
っ

て
答
え
た
こ
と
も
一
度
や
二
度
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
と
き

播
州
か
ら
大
叔
父
が
上
京
し
た
。
訪
ね
て
会
う
こ
と
を
求
め

た
が
、
拒
否
し
て
会
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
わ
た

し
が
業
を
改
め
な
い
こ
と
を
怒
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
親

戚
が
間
に
立
っ
て
説
得
し
て
く
れ
て
、
や
っ
と
会
う
こ
と
が

で
き
た
。
わ
た
し
を
愛
す
る
こ
と
が
深
け
れ
ば
深
い
者
ほ
ど
、

わ
た
し
を
攻
め
る
こ
と
に
ま
す
ま
す
努
め
、
そ
の
苦
痛
の
さ

ま
は
、あ
た
か
も
囚
人
が
尋
問
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
…
…
わ
た
し
を
愛
す
る
こ
と
の
深
い
者
は
、
わ
が
敵
と

な
っ
た
の
で
あ
る

17
。 

　

仁
斎
の
周
辺
の
親
戚
・
友
人
は
、
仁
斎
が
儒
学
を
本
業
に
し
よ
う

と
す
る
や
、
こ
れ
に
強
く
反
対
す
る
。
経
済
的
に
安
定
す
る
医
業
を

選
ば
ず
、
儒
学
一
つ
で
生
計
を
立
て
よ
う
と
す
る
仁
斎
の
選
択
に
た

い
し
、
周
り
は
よ
り
合
理
的
・
実
用
的
で
穏
全
な
生
き
方
を
勧
め
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
医
者
が
儒
者
を
兼
ね
る
こ
と
を
断
固
と
拒
否

し
、
学
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
心
し
た
仁
斎
に
と
っ
て
周
り
の

反
応
は
、「
わ
た
し
を
愛
す
る
心
の
深
い
人
が
わ
た
し
の
敵
」
と
し

か
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
じ
て
仁
斎
は
、
愛
す
る
心
が
深
け

れ
ば
深
い
ほ
ど
互
い
の
意
思
が
衝
突
す
る
矛
盾
状
況
を
発
生
す
る
の

が
、
人
間
関
係
の
一
つ
の
真
実
の
姿
で
あ
る
と
認
識
す
る
。
相
手
を

愛
す
る
心
が
、
む
し
ろ
相
手
の
内
的
世
界
の
充
実
を
尊
重
で
き
ず
、

既
成
の
安
全
な
論
理
に
従
う
こ
と
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。

　

人
が
他
人
と
接
す
る
と
き
、
そ
の
内
的
世
界
に
つ
な
が
る
通
路
は
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な
い
の
だ
ろ
う
か
。
他
人
の
内
的
世
界
は
不
可
知
の
対
象
で
あ
る
と

い
う
点
で
、
仁
斎
は
自
己
と
他
者
の
間
に
絶
対
的
な
断
絶
が
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
た
。

　
　

�

人
は
自
分
の
好
き
嫌
い
に
つ
い
て
は
極
め
て
は
っ
き
り
知
っ
て

い
る
が
、
他
人
の
好
き
嫌
い
に
た
い
し
て
は
無
神
経
で
気
づ
か

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
人
は
私
と
い
つ
も
疎
隔
断
絶
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
過
度
に
憎
み
過
ぎ
た
り
、
あ
る
い
は
応
対
の
節

度
を
失
っ
た
り
、
知
り
合
い
が
困
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
無

神
経
で
憐
れ
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
不
仁
・
不
義
の
極
地
に
至

ら
な
い
人
は
稀
で
あ
る
。
も
し
も
人
に
待
す
る
と
き
、
そ
の
人

の
好
き
嫌
い
は
ど
う
で
あ
る
か
、
そ
の
立
場
や
行
動
基
準
は
ど

う
で
あ
る
か
を
忖
度
し
て
、
他
人
の
心
を
わ
た
し
の
心
と
し
、

他
人
の
体
を
わ
た
し
の
体
と
し
て
、
詳
細
に
体
察
し
、
よ
く
思

い
量
れ
ば
、
人
の
過
ち
と
い
う
の
は
、
い
つ
も
や
む
を
得
な
い

と
こ
ろ
や
、
我
慢
で
き
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
の
で
、
深
く
は

憎
め
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
、
雲
が
わ
き
お
こ
る

よ
う
に
（
寛
容
な
心
が
わ
き
お
こ
っ
て
）、
ど
ん
な
こ
と
で
も

必
ず
寛
容
に
努
め
て
、
き
び
し
く
待
さ
な
い
よ
う
に
な
る

18
。 

　

仁
斎
は
、
自
身
の
感
情
が
分
か
る
よ
う
に
は
他
人
の
感
情
を
分
か

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
、
人
の
本
来
的
な
姿
で
あ
る
と
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
不
仁
・
不
義
で
あ
る
と
し
て
克
服
の
対
象
と
考
え
る
。

そ
の
克
服
の
方
法
と
し
て
、
相
手
の
感
情
を
推
し
量
る
こ
と
、
つ
ま

り
「
恕
」
を
挙
げ
、
己
の
心
を
尽
く
す
「
忠
」
と
と
も
に
、
仁
の
重

要
な
実
践
方
法
で
あ
る
と
主
張
す
る

19

。
仁
斎
は
「
忠
」
に
つ
い
て

は
「
私
の
心
を
尽
く
す
」
と
い
う
朱
子
学
の
解
釈
に
従
い
な
が
ら
も
、

「
恕
」
に
つ
い
て
は
、
朱
子
学
の
「
己
を
推
し
量
る
」
と
い
う
解
釈

を
批
判
し
、「
人
の
心
を
忖
度
す
る
」こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、

「
己
」
を
基
準
と
す
る
一
元
的
な
考
え
方
に
た
い
し
、個
々
の
「
人
」

の
多
様
な
心
を
判
断
基
準
と
す
べ
き
と
す
る
仁
斎
の
多
元
性
へ
の
志

向
（
後
述
）
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、

個
別
性
と
普
遍
性
を
直
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
多
様

な
具
体
像
を
積
み
重
ね
る
こ
と
を
重
視
す
る
仁
斎
の
思
想
的
特
徴
が

確
認
で
き
る
。

　

な
お
「
恕
」
の
実
践
は
、
具
体
性
・
相
対
性
を
帯
び
た
体
察
と
い

う
方
法
を
通
し
て
具
現
さ
れ
る
。

　
　

�

深
く
人
の
心
を
体
察
す
る
と
、
自
然
に
寬
宥
な
る
心
が
生
じ
過

度
に
刻
薄
と
な
る
ま
で
至
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
恕
は
寬
宥
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
人
と
接
す
る
際
に
、
深
く
こ
れ

を
体
察
し
て
寬
宥
の
心
が
あ
れ
ば
、
親
疎
遠
近
、
貴
賎
大
小
が

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
と
こ
ろ
を
得
て
、
仁
が
行
わ
れ
義
が
達
し
、
道

が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
だ
ろ
う

20
。 
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他
人
の
心
と
体
を
私
の
心
と
体
と
す
る
体
察
を
通
じ
て
、
他
人
の

感
情
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
共
感
を
も
と
に

寛
容
な
る
態
度
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
仁
斎
は
言
う
。
こ
の
よ
う

に
体
察
は
、
私
の
心
の
中
に
お
い
て
他
人
の
視
点
を
意
識
化
、
顕
在

化
さ
せ
る
方
法
論
で
あ
る
。
そ
の
経
験
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
多

様
多
種
な
人
々
と
接
す
る
時
に
、
互
い
断
絶
し
た
関
係
に
あ
り
な
が

ら
も
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
対
他
的
な
生
の
技
術
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

�

仁
は
有
徳
者
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
恕
は
努
力

す
る
者
で
あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
努
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
恕
を
行
う
と
、
努
力
で
は
で
き
な

い
仁
を
自
然
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
の
恕
を
行
う
と
、

一
つ
の
仁
を
得
、
二
つ
の
恕
を
行
う
と
二
つ
の
仁
を
得
る

21

。

　

人
と
人
が
関
係
を
結
ぶ
時
、
そ
の
原
初
的
な
姿
は
不
仁
・
不
義
の

状
態
で
あ
る
が
、
他
人
の
視
点
を
私
の
中
に
取
り
入
れ
る
「
恕
」
と

い
う
実
践
方
法
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
回
数
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
仁
義
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
際
、
相
手
の
立
場
を
推
し
量
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
、
相
手

が
過
ち
を
犯
し
た
時
に
限
定
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。つ
ま
り
、

常
に
他
人
の
内
的
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
過
ち
を

犯
し
た
特
定
の
状
況
に
限
っ
て
、
そ
の
心
を
推
測
す
る
こ
と
を
必
要

と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
恕
」
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
相
手
の
過
ち
の
発
生
原
因
（
状
況
）
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
過
ち
の
原
因
に
つ
い
て
は
、「
人
の
過
ち
は
薄
情
か
ら
生

じ
る
の
で
は
な
く
、
厚
情
か
ら
生
じ
る
」22

と
言
う
よ
う
に
、
過
ち

は
む
し
ろ
人
が
相
手
の
こ
と
を
思
う
心
か
ら
生
じ
る
や
む
を
得
な
い

自
然
な
感
情
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、仁
斎
は「
お

よ
そ
人
の
過
ち
は
、理
由
が
な
く
い
い
加
減
に
生
じ
る
の
で
は
な
い
。

必
ず
親
戚
や
仲
間
に
よ
っ
て
生
じ
る
」
と
言
う
よ
う
に

23

、
過
ち
を

個
人
の
内
部
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
関
係
の
中

か
ら
起
こ
る
「
葛
藤
」
と
し
て
理
解
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
仁
斎
は
、
過
ち
を
個
人
の
道
徳
的
問
題
と
し
て
で
は

な
く
、
多
様
な
人
々
が
共
同
生
活
を
営
む
際
に
、
つ
ね
に
発
生
す
る

社
会
的
、
政
治
的
事
態
と
し
て
認
識
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
仁
斎
は
過
ち
を
契
機
に
仁
義
の
実
現
が
で
き
る
と
考

え
て
お
り
、
必
ず
し
も
過
ち
を
否
定
的
に
は
捉
え
て
い
な
い
。

　
　

�

日
食
と
月
食
が
あ
り
、
五
星
が
逆
行
し
、
四
季
が
秩
序
を
失
い
、

干
ば
つ
や
洪
水
が
生
じ
る
よ
う
に
天
地
で
さ
え
も
過
ち
が
な
い

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
人
の
場
合
に
お
い
て
は
な
お
さ

ら
で
あ
る
。
聖
人
も
ま
た
人
に
す
ぎ
な
い
。
ど
う
し
て
疑
う
と

こ
ろ
が
あ
ろ
う
か
。
木
石
や
器
物
の
如
き
は
一
定
し
て
不
変
で
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あ
る
か
ら
、
す
な
わ
ち
死
物
で
あ
る
。
貴
ぶ
に
は
足
り
な
い
。

し
た
が
っ
て
道
を
知
る
者
は
過
ち
が
な
い
こ
と
を
貴
ば
ず
、
改

め
ら
れ
る
こ
と
を
貴
ぶ
の
で
あ
る

24
。 

　
　

�

道
の
無
窮
さ
を
知
る
と
、
人
に
過
ち
が
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な

い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
自
分
の
た
め
の
実
心

が
あ
っ
て
こ
そ
、
過
ち
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
…
…
人
は
木
石
で
は
な
い
の

で
、過
ち
は
な
い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
た
だ
過
ち
を
知
れ
ば
、

速
や
か
に
こ
れ
を
改
め
る
だ
け
な
の
だ

25
。 

　

過
ち
は
天
地
の
間
に
常
に
存
在
し
て
お
り
、
過
ち
が
な
い
の
は
む

し
ろ
死
物
で
し
か
な
い
と
仁
斎
は
い
う
。
聖
人
で
さ
え
も
過
ち
が
な

い
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
強
調
し
、
過
ち
は
人
の
具
体
的
な
生
活
の

現
場
に
お
い
て
日
常
的
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
こ
と
は

そ
れ
を
改
め
よ
う
と
す
る
意
志
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

意
志
的
な
努
力
の
強
調
は
、朋
友
の
「
信
」
に
お
い
て
も
み
え
る
。

仁
斎
は
五
倫
の
中
か
ら
朋
友
関
係
を
こ
と
さ
ら
に
挙
げ
、
そ
れ
は
意

志
的
な
努
力
に
よ
っ
て
の
み
営
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
す

る
。
そ
し
て
、
朋
友
の
交
友
こ
そ
が
他
の
す
べ
て
の
自
然
的
人
間
関

係
の
基
礎
に
な
る
と
す
る
。

　
　

�

父
子
の
道
は
天
性
で
あ
り
、
君
臣
の
義
は
至
厳
で
あ
る
。
夫
婦

は
愛
し
あ
い
、
兄
弟
は
睦
み
あ
う
。
こ
れ
ら
は
み
な
強
制
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
朋
友
の
一
倫
だ
け
が
古
と
や
や
異
な

り
、
紙
の
よ
う
に
薄
情
で
、
土
の
よ
う
に
見
棄
て
ら
れ
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
…
…
朋
友
に
は
師
資
の
恩
が
あ
り
、
兄
弟

の
分
が
あ
る
。
も
し
も
こ
の
一
倫
に
お
い
て
欠
け
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
四
倫
も
あ
わ
せ
て
廃
さ
れ
る
。
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い

26
。

　

仁
斎
の
古
希
を
祝
う
席
に
お
い
て
、
彼
は
な
に
よ
り
も
朋
友
の
関

係
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
朋
友
の
「
信
」
は
「
実
」

で
あ
る
と
し
、
そ
の
意
味
を
、
共
に
生
き
る
こ
と
を
約
束
し
た
関
係

を
柔
軟
に
対
処
し
な
が
ら
、
恒
常
的
に
保
持
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と

説
明
す
る
。

　
　

�

信
と
は
実
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
を
践
み
守
っ
て
失
わ
な
い
と
い

う
意
味
だ
。
も
し
約
束
し
て
兄
弟
と
な
っ
た
と
き
は
、
死
ぬ
ま

で
兄
弟
と
し
て
待
し
、い
っ
た
ん
朋
友
の
義
を
結
ん
だ
と
き
は
、

こ
れ
を
守
る
こ
と
が
初
め
と
同
じ
よ
う
に
終
始
変
わ
ら
な
い
こ

と
を
朋
友
の
信
と
言
う
。
た
だ
一
言
の
実
が
あ
る
と
言
う
こ
と

で
は
な
い
。
…
…
も
し
大
き
な
問
題
が
あ
れ
ば
、
や
む
を
得
ず

こ
れ
を
断
つ
の
は
、
君
子
と
言
っ
て
も
避
け
ら
れ
な
い
も
の
だ

が
、
も
し
も
小
さ
な
誤
り
を
と
が
め
、
小
さ
な
怒
り
を
ほ
し
い
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ま
ま
に
し
て
、
一
時
的
な
怒
り
に
よ
っ
て
平
生
の
交
わ
り
を
棄

て
る
な
ら
、
い
く
ら
理
が
あ
っ
て
も
忠
厚
の
道
で
は
な
い
。
君

子
は
そ
う
し
な
い
。
朋
友
の
間
で
は
、
己
を
謙
っ
て
互
い
に
低

く
し
、
善
は
揚
げ
て
悪
は
隠
し
、
小
さ
な
過
ち
は
許
し
て
、
小

さ
な
怒
り
は
抑
え
て
、
終
始
交
わ
り
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て

可
能
と
な
る

27
。

　

仁
斎
に
と
っ
て
、
人
が
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
は
、

人
と
人
と
の
間
に
発
生
す
る
葛
藤
を
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
推
し

量
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
関
係
を
破
綻
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
意

志
と
活
動
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
然
な
人
間
ど
う
し
は
互
い
に
断
絶

し
た
存
在
で
あ
る
が
、「
恕
」
と
い
う
通
路
を
通
じ
て
、「
信
」
を
守

る
こ
と
で
、
お
正
月
に
家
族
が
一
堂
に
集
ま
る
よ
う
な
理
想
的
な
生

活
世
界
の
姿

28

に
近
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

３
．「
道
」
の
解
釈
と
機
能

　

そ
れ
で
は
、
人
々
を
断
絶
し
た
存
在
と
と
ら
え
る
人
間
観
か
ら
導

か
れ
る
「
道
」
の
解
釈
は
如
何
な
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
仁
斎

は
「
そ
も
そ
も
他
人
と
私
は
体
を
異
に
し
、
気
を
異
に
す
る
。
そ
の

痛
み
・
苦
し
み
・
か
ゆ
み
等
は
す
べ
て
互
い
に
通
じ
な
い
。
ま
し
て

人
と
物
は
類
を
異
に
し
、
形
を
殊
に
す
る
。
ど
う
し
て
互
い
に
関
わ

る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」29

と
言
い
、
人
と
人
と
だ
け
で
な
く
、
人
と

物
は
互
い
に
通
じ
な
い
存
在
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
疎
隔
の
状
況
は
、「
道
」
の
媒
介
に
よ
っ
て

一
躍
変
貌
す
る
。

　
　

�

父
子
が
互
い
に
親
し
み
、
夫
婦
が
互
い
に
愛
し
、
仲
間
が
一
緒

に
行
動
す
る
こ
と
は
、
単
に
人
だ
け
に
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。

物
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
有
情
の
物
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
な

い
。
竹
や
木
の
無
智
な
る
物
も
、
ま
た
雄
・
雌
、
母
・
子
の
区

別
が
あ
る
。
…
…
凡
そ
草
木
・
蟲
魚
・
砂
礫
・
糟
粕
の
些
細
な

も
の
に
至
る
ま
で
、（
道
に
）
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
な
い

30
。 

　

仁
斎
は
動
物
に
相
互
関
係
的
な
行
動
様
式
が
存
在
し
、
さ
ら
に
草

木
に
も
雌
雄
の
区
別
、
母
子
の
区
別
が
あ
る
よ
う
に
、
人
に
お
け
る

人
倫
の
如
き
も
の
を
自
然
物
に
お
い
て
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
言
う
。

　

た
し
か
に
仁
斎
は
、
天
理
が
人
間
の
本
性
に
対
応
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
否
定
す
る
意
味
で
、「
天
道
」と「
人
道
」の
区
別
を
説
く
が
、

天
地
が
生
々
し
て
や
ま
な
い
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
天
地
中
の
存
在
で

あ
る
人
間
世
界
の
あ
り
方
で
も
あ
り
、
人
が
天
地
中
の
存
在
で
あ
る

こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
右
の
話
は
、
自
然
界

の
あ
り
方
の
観
察
を
人
間
世
界
に
投
影
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
人
間
の
生
活
世
界
を
自
然
界
に
ま
で
拡
張
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
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う
。

　

こ
う
し
て
「
道
」
は
人
間
世
界
に
お
け
る
人
倫
の
み
な
ら
ず
、
自

然
界
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
人
と
物
す
べ
て
を
貫
く
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
仁
斎
の
「
道
」
の
と
ら
え
方
は
、
人
を
含
む
自
然
界
の
多

様
な
姿
の
前
に
、
相
互
の
共
存
の
た
め
に
は
あ
る
普
遍
的
な
存
在
が

な
お
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

個
々
の
個
別
的
・
多
元
的
な
自
然
状
態
か
ら
、
相
互
が
取
り
結
ぶ

関
係
性
を
調
整
す
る
「
道
」
の
機
能
を
通
じ
て
、
共
に
生
き
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
人
間
世
界
に
お
い
て
は
そ
の
実
現
を
仁
義
と
呼
ぶ

の
で
あ
る
が
、
本
来
「
道
」
は
儒
学
の
領
域
を
も
越
え
る
も
の
で
あ

る
と
、
仁
斎
は
言
う
。

　
　

�

学
者
か
ら
見
れ
ば
、
た
し
か
に
儒
学
が
あ
り
、
仏
教
が
あ
る
。

天
地
か
ら
見
れ
ば
、
本
来
儒
学
も
な
く
仏
教
も
な
い
。
た
だ
一

つ
の
道
が
あ
る
だ
け
だ
。
い
わ
ゆ
る
道
と
は
、
天
地
の
公
道
で

あ
り
、
一
人
が
私
的
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
天
地
の

間
に
は
、
必
ず
父
子
が
有
り
、
君
臣
が
有
り
、
夫
婦
が
有
り
、

兄
弟
が
有
り
、
朋
友
の
交
わ
り
が
有
り
、
朝
起
き
て
夜
眠
り
、

夏
に
薄
着
し
冬
に
厚
着
す
る
こ
と
は
、 

天
子
で
あ
っ
て
も
改
め

る
こ
と
は
で
き
ず
、
聖
人
で
あ
っ
て
も
変
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
古
今
に
わ
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
用
い
ら
れ
、
人
心
に

根
ざ
し
物
理
に
通
じ
る

31
。 

　

仁
斎
は
学
者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
儒
学
と
仏
教
の
区
別
が
あ
る

が
、
天
地
か
ら
見
れ
ば
た
だ
一
つ
の
道
が
あ
る
だ
け
だ
と
述
べ
る
。

仁
斎
は
朱
子
学
に
た
い
し
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
批
判
し

て
、
ま
た
仏
教
に
た
い
し
て
も
批
判
的
な
態
度
を
取
っ
た
が
、
実
際

に
は
僧
侶
た
ち
と
交
流
し
、
僧
侶
に
送
っ
た
文
章
で
右
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　

む
ろ
ん
、
こ
れ
は
仏
教
を
儒
学
内
に
包
摂
し
よ
う
と
す
る
試
図
と

し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、「
異
端
と
小
道
百
藝
の
末
に
至

る
ま
で
、す
べ
て
道
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
」と
言
う
よ
う
に

32

、「
道
」

を
特
定
化
し
私
物
化
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
覆

う
も
の
と
し
て
「
道
」
を
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
特
に
「
公
道
」
と

い
う
言
が
示
す
よ
う
に
、
仁
斎
は
「
道
」
が
一
人
の
私
物
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

33 

。「
上
は

王
公
大
人
か
ら
、
下
は
商
人
、
馬
夫
、
び
っ
こ
の
使
用
人
、
盲
人

に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
こ
れ
（
道
）
に
よ
っ
て
行
わ
な
い
こ
と
が

な
い
」 34

と
し
て
、
儒
学
が
一
般
に
想
定
す
る
「
道
」
の
実
践
者
を
、

最
下
層
の
身
分
の
者
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　
「
道
」
は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
無
窮
で
あ
る

35

。
有
限
な
「
性
」

を
持
つ
人
間
が
そ
れ
を
実
践
し
て
人
間
世
界
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、「
道
」
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
ま
で
開
放
さ
れ
る
以
外
な
い
。

　
　

�

た
だ
王
公
と
大
人
の
み
が
行
う
こ
と
が
で
き
、
匹
夫
匹
婦
が
行
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え
な
い
の
は
道
で
は
な
い
。
賢
者
と
知
者
の
み
が
行
う
こ
と
が

で
き
、
愚
者
不
肖
が
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
道
で
は
な

い
36
。 

　
　

�

人
の
外
に
道
は
な
く
、
道
の
外
に
人
は
い
な
い
。
人
と
し
て
人

の
道
を
行
う
の
に
何
の
知
り
難
く
行
い
難
い
こ
と
が
あ
ろ
う

か
。
…
…
あ
な
た
は
目
と
耳
か
ら
聞
い
た
り
見
た
り
す
る
こ
と

以
外
に
、
さ
ら
に
光
明
に
輝
く
驚
く
べ
き
楽
し
む
べ
き
理
が
あ

る
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
は
な
い
。
天
地
の
間
に
は
、
た

だ
実
理
が
あ
る
の
み
だ
。
さ
ら
に
奇
特
な
こ
と
は
な
い
。
生
民

が
あ
っ
て
以
来
、
君
臣
が
あ
り
、
父
子
が
あ
り
、
夫
婦
が
あ
り
、

兄
弟
が
あ
り
、
朋
友
が
あ
り
、
互
い
に
親
し
み
、
互
い
を
愛
し
、

互
い
に
従
い
、互
い
に
集
ま
り
、善
を
善
と
し
、悪
を
悪
と
し
て
、

是
を
是
と
し
、
非
を
非
と
し
、
万
古
以
前
も
こ
の
よ
う
で
あ
り
、

万
古
以
後
も
ま
た
そ
う
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
が
よ
く
孝
弟
忠
信

し
、
身
を
修
め
業
に
務
め
て
昼
夜
も
怠
ら
な
け
れ
ば
、
自
然
に

天
道
と
合
致
し
人
倫
に
和
し
、
人
と
な
る
根
本
を
失
う
こ
と
に

至
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

37
。 

　

前
章
で
仁
斎
は
人
と
人
の
間
に
あ
る
断
絶
と
い
う
状
況
認
識
か
ら

「
道
」
の
実
践
方
法
と
し
て
「
恕
」
を
模
索
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

し
か
し
、こ
こ
で
は
む
し
ろ
仁
斎
は
人
と
人
の
間
の
断
絶
で
は
な
く
、

誰
も
が
共
に
認
識
し
行
動
で
き
る
こ
と
を
全
面
に
出
し
て
「
道
」
を

規
定
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
仁
斎
は
、
朱
子
学
の
「
性
即
理
」
に
た
い
す
る
批
判
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、
一
元
的
な
普
遍
性
を
志
向
す
る
の
で
は
な
い

38

。

人
間
世
界
の
多
元
性
・
断
絶
性
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、人
々
が
同
一
の
世
界
に
関
わ
る
こ
と
の
可
能
性
を
、「
道
」

に
よ
っ
て
提
示
す
る
こ
と
に
、仁
斎
の
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

仁
斎
が
「
道
」
に
認
め
て
い
る
あ
る
種
の
普
遍
性
と
は
、
無
限
の
多

元
性
を
前
提
と
す
る
普
遍
性
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
仁
斎
は
屈
原
の
よ
う
な
孤
高
の
理
想
を
求
め
る
個

人
的
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し

39

、
人
と
人
の
間
の
断
絶
を
、
特
殊
化
・

孤
立
化
の
方
向
に
向
か
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
多
元
的
な
世
界
に
お

け
る
個
々
の
視
点
を
自
分
の
中
で
統
合
し
て
い
く
こ
と
を
人
の
理
想

的
な
姿
と
し
て
提
示
す
る
。
そ
の
例
が
古
代
の
聖
人
で
あ
る
。

　
　

�

聖
人
は
天
下
の
同
じ
く
然
る
道
に
よ
っ
て
天
下
の
同
じ
く
然
る

人
々
を
治
め
る
。
己
に
よ
っ
て
己
を
治
め
ず
、
天
下
と
と
も
に

由
る
。
異
を
立
て
人
と
違
う
こ
と
が
な
く
、
高
を
好
み
俗
に
反

す
る
こ
と
が
な
い

40
。 

　

仁
斎
は
こ
こ
で
古
代
の
聖
人
が
天
下
と
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
称
え
る
が
、
た
だ
し
一
方
で
は
「
人
情
」
の
持
つ
危
険
性
に
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も
注
意
す
る
。

　
　

�
思
う
に
三
代
の
聖
王
が
天
下
を
治
め
た
の
は
、
民
の
好
む
と
こ

ろ
を
好
み
、
民
の
信
じ
る
と
こ
ろ
を
信
じ
た
。
天
下
の
心
を
心

と
し
て
、
け
っ
し
て
聡
明
さ
に
よ
っ
て
天
下
に
先
立
つ
こ
と
は

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
民
が
鬼
神
を
崇
拝
す
れ
ば
、
こ
れ
を

崇
拝
し
、
民
が
卜
筮
を
信
じ
れ
ば
、
こ
れ
を
信
じ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
直
道
を
取
っ
て
行
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
末
に
は
ま
た
弊
害
が
な
く
は
な
か
っ
た
。
孔
子
に

至
っ
て
、
ひ
た
す
ら
教
法
を
主
と
し
て
、
道
を
明
ら
か
に
し
て

義
を
明
ら
か
に
し
て
、
民
を
し
て
そ
の
従
う
と
こ
ろ
に
惑
わ
せ

な
か
っ
た
。
孟
子
が
「
堯
舜
よ
り
賢
る
こ
と
が
遠
い
」
と
言
っ

た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
た
め
で
あ
る

41
。 

　

孔
子
が
堯
舜
と
は
異
な
り
、
民
意
の
好
悪
の
よ
う
な
人
情
を
無
条

件
に
肯
定
し
て
い
な
い
点
に
、
両
者
の
違
い
が
あ
る
と
仁
斎
は
考
え

る
。

　

仁
斎
は
「
人
情
は
聖
人
も
廃
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
が
、

も
し
も
節
に
中
れ
ば
、
天
下
の
達
道
だ
が
、
節
に
中
ら
な
け
れ
ば
、

一
人
の
私
情
で
あ
る
」42

と
言
い
、「
人
情
」
が
過
ぎ
た
り
足
り
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
を
、「
私
情
」
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
人
情
」

の
過
不
足
は
「
私
情
」
と
な
り
、
人
と
人
の
間
の
「
葛
藤
」
を
引
き

起
こ
す
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
人
情
」
の
適
切
な
発
揮
の
た

め
に
は
、
一
元
的
・
単
数
的
な
観
点
し
か
持
た
な
い
「
私
情
」
を
脱

皮
し
、
多
元
的
・
複
数
的
な
観
点
を
自
己
内
に
備
え
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

　

こ
う
し
て
仁
斎
は
、
人
が
人
と
共
に
世
界
を
営
ん
で
い
こ
う
と
す

る
約
束
に
外
れ
た
、
単
数
の
人
間
の
内
部
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
と
い

う
意
味
で
の
「
人
情
」
を
「
私
情
」
と
規
定
し
、
逆
に
多
元
的
な
複

数
性
を
担
保
す
る
「
人
情
」
は
ま
さ
に
普
遍
的
な
「
道
」
で
あ
る
と

す
る
こ
と
で
、
そ
の
「
道
」
を
相
互
に
実
践
す
る
こ
と
を
理
想
的
な

姿
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

　

孔
子
は
人
が
一
元
的
・
単
数
的
な
観
点
か
ら
行
為
す
る
と
き
起
こ

り
得
る
社
会
的
な
「
葛
藤
」
の
危
険
性
を
認
知
し
て
、
人
間
世
界
の

多
元
性
・
複
数
性
を
日
常
的
（
恒
常
的
）
に
確
保
し
よ
う
と
教
法
を

提
示
し
た
。
仁
斎
の
孔
子
に
た
い
す
る
絶
対
的
な
信
頼
と
高
い
評

価
（「
最
高
至
極
宇
宙
第
一
の
聖
人
」43

）、
人
々
の
世
界
は
多
元
性
・

複
数
性
を
前
提
と
し
て
営
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
仁
斎
の
世
界

観
に
基
づ
い
て
い
よ
う
。

　

さ
ら
に
仁
斎
は
『
孟
子
』
に
見
え
る
「
孔
子
は
堯
舜
よ
り
賢
明
で

あ
る
」
と
し
た
一
句
に
込
め
ら
れ
た
真
意
は
古
今
を
通
じ
て
い
ま
だ

解
か
れ
て
い
な
い
「
大
公
案
」
で
あ
る
と
強
調
し
、「
道
」
を
知
っ

て
得
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
と
ま
で
断
言
す
る
。

　
　

�

堯
舜
は
天
子
で
あ
る
。
そ
の
教
え
が
広
く
及
ん
で
余
沢
も
長
く
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持
続
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
治
績
は
九
州
を
超
え

ず
、廟
食
は
春
秋
時
代
に
と
ど
ま
っ
た
。
孔
子
は
匹
夫
で
あ
り
、

旅
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
徳
が
遠
く
ま
で
到
達
し
て
限
界
が

な
い
。
…
…
お
お
よ
そ
天
下
の
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、
兄
弟
、

夫
婦
が
直
接
孔
子
の
本
を
読
ん
で
孔
子
の
教
え
に
服
さ
な
く
て

も
、
人
が
仁
義
を
好
み
、
忠
孝
を
貴
び
、
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、

兄
弟
、
朋
友
の
人
倫
を
失
わ
な
い
の
は
誰
の
力
な
の
か
。
孔
子

の
道
が
肌
膚
に
ゆ
き
わ
た
り
、
体
骨
に
染
み
こ
ん
で
、
久
し
い

あ
い
だ
冥
冥
の
中
に
自
然
に
行
わ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う

し
て
そ
の
よ
う
に
あ
り
得
よ
う
か

44
。 

　

こ
の
よ
う
に
、
仁
斎
が
孔
子
に
無
限
の
信
頼
を
見
せ
た
の
は
、
い

か
な
る
空
間
・
時
代
に
も
通
じ
る
（
し
た
が
っ
て
仁
斎
自
身
の
直
面

し
た
）
人
間
関
係
の
問
題
と
重
要
性
を
孔
子
は
明
ら
か
に
し
、
そ
れ

が
孔
子
の
教
え
だ
と
は
気
づ
か
な
い
ほ
ど
、
無
意
識
的
な
次
元
に
ま

で
そ
の
教
え
を
浸
透
さ
せ
る
力
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
孔
子
が

行
っ
た
こ
と
の
深
い
意
味
を
知
っ
た
と
き
、
目
の
前
に
広
が
る
光
景

は
日
常
が
ま
さ
に
孔
子
の
「
教
」
で
あ
り
「
道
」
で
あ
る
と
い
う
事

実
で
あ
る
。 

４
．「
実
学
」
と
し
て
の
「
学
問
」

　

本
章
で
は
、
仁
斎
の
思
想
の
実
学
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、学
問
に
対
す
る
彼
の
理
解
を
検
討
す
る
。
仁
斎
は
「
道
」（
仁
義
）

と
比
肩
さ
れ
る
も
の
と
し
て
「
教
」（
学
問
）
を
挙
げ
、
人
に
と
っ

て
莫
大
な
功
が
あ
る
と
言
う
。

　
　

�

思
う
に
天
下
が
尊
崇
す
る
も
の
は
二
つ
が
あ
る
。
一
つ
は
、
道

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
教
で
あ
る
。
道
と
は
何
か
と
い
う
と
、

仁
義
が
こ
れ
で
あ
る
。
教
と
は
何
か
と
い
う
と
、
学
問
が
こ
れ

で
あ
る
。 

…
…
道
は
、宇
宙
に
充
満
し
て
古
今
を
貫
い
て
お
り
、

存
在
し
な
い
と
こ
ろ
が
な
く
、
そ
う
で
は
な
い
時
が
な
く
、
至

極
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
を
自
ら
善
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
聖
人
が
仁
義
を
立
て
五
倫
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
れ
を
裁
成
輔
相
し
て
、
人
を
聖
と
な
り
、
賢
と
な

る
よ
う
に
し
、
天
下
の
太
平
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
す

べ
て
教
の
功
な
の
で
あ
る
45 
。

　

仁
斎
は「
性
」を
有
限
な
も
の
と
し
て
把
握
し
、「
性
」の
み
を
頼
っ

て
は
「
道
」
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
。
仁
斎

は
有
限
な
「
性
」
を
助
け
て
「
道
」
を
実
践
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
の

が
、ま
さ
に
「
教
」
で
あ
る
と
し
、朱
子
学
と
異
な
る
「
性
」、「
道
」、

「
教
」
の
三
者
の
関
係
を
提
示
す
る
。
そ
の
際
、「
教
」
は
「
学
問
」

と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、「
学
問
」
に
お
い
て
仁
斎
が
最
も
注
意

し
た
点
は
、
過
度
の
知
的
な
営
み
を
警
戒
す
る
点
に
あ
る
。
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�

卑
は
自
ら
実
で
あ
り
、
高
は
必
ず
虚
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
学

問
は
卑
近
を
嫌
う
こ
と
が
な
い
。
卑
近
を
疎
か
に
す
る
者
は
、

道
を
知
る
者
で
は
な
い
。 

…
…
学
者
は
必
ず
そ
の
道
が
卑
近
で

あ
る
こ
と
を
恥
じ
、あ
え
て
高
論
と
奇
行
に
よ
っ
て
世
に
高
ぶ
っ

た
り
、あ
る
い
は
異
を
窮
め
て
神
と
し
、天
を
引
い
て
高
と
す
る
。

諸
子
百
家
な
ど
の
異
端
の
徒
は
、
特
に
甚
だ
し
か
っ
た
。
み
な

実
德
を
知
ら
な
い
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
卑
近
の
二
字
を

言
う
こ
と
を
恥
じ
な
け
れ
ば
、
道
は
進
み
学
問
が
明
ら
か
に
な

り
、
道
と
遠
く
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
至
ら
な
い

46
。 

　
　

�

一
人
だ
け
が
知
る
こ
と
が
で
き
、
十
人
が
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
道
で
は
な
い
。
一
人
だ
け
が
行
う
こ
と
が
で
き
、
十
人

が
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
道
で
は
な
い
。 
…
…
そ
も
そ

も
高
い
も
の
を
求
め
る
時
は
必
ず
低
い
と
こ
ろ
に
返
り
、
遠
い

も
の
を
極
め
る
時
は
必
ず
近
い
と
こ
ろ
に
返
る
。
卑
近
に
返
っ

た
後
、
そ
の
見
解
が
は
じ
め
て
実
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
卑
近
は

常
に
居
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
高
遠
は
そ
の
よ
う
な
所
で
は
な

い
こ
と
を
知
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
卑
近
と
は
本
来
卑
近

で
は
な
く
、
平
常
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
実
に
天
下
と
古
今
が

と
も
に
由
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
人
倫
と
日
用
の
ま
さ
に
然
る
と

こ
ろ
で
あ
る

47
。 

　

仁
斎
は
日
常
的
で
平
凡
な
こ
と
を
恥
じ
、
高
遠
な
議
論
を
好
む
態

度
を
世
の
学
者
た
ち
の
弊
害
で
あ
る
と
し
、
む
し
ろ
卑
近
が
「
実
」

で
あ
り
、
高
遠
は
「
虚
」
で
あ
る
と
強
く
批
判
す
る
。
仁
斎
に
と
っ

て
学
問
と
は
、
孔
子
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
教
法
を
如
何
に
実
現
す

る
か
と
い
う
実
践
に
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
。

　
　

�

学
に
は
本
体
が
あ
り
修
為
が
あ
る
。
本
体
は
仁
義
礼
智
が
こ
れ

で
あ
る
。
修
為
は
忠
信
敬
恕
の
よ
う
な
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

思
う
に
、
仁
義
礼
智
は
天
下
の
達
德
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
を
本
体
と
言
う
。
聖
人
は
学
者
を
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ

を
行
う
よ
う
に
し
た
。
修
為
を
待
っ
て
か
ら
存
在
す
る
の
で
は

な
い
。
忠
信
敬
恕
は
力
行
の
要
で
あ
り
、
人
が
工
夫
す
る
上
に

お
い
て
名
付
け
た
の
で
あ
る
。本
然
の
德
で
は
な
い
。し
た
が
っ

て
こ
れ
を
修
為
と
言
う

48
。 

　

仁
義
礼
智
す
な
わ
ち
達
德
は
学
の
本
体
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
す
ぐ

実
践
に
移
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
が
実
践
に
移
す
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
忠
信
敬
恕
の
よ
う
な
具
体
的
な
行
動
指
針
で
あ
る
。
仁
斎
が

忠
信
敬
恕
の
う
ち
、「
恕
」と「
信
」を
強
調
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
実
践
を
通
し
て
学
問
の
本
体
を
日
常
世
界
に
お
い
て
顕
在

化
さ
せ
る
こ
と
を
、
仁
斎
は
目
指
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、「
忠
信
敬
恕
」
は
無
条
件
的
に
追
求
さ
れ
る
も
の
で
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は
な
く
、
あ
る
前
提
条
件
を
持
っ
て
い
る
。

　
　

�
孝
弟
は
実
德
で
あ
る
。
忠
信
は
実
心
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
聖

門
の
教
は
必
ず
孝
弟
を
根
本
と
し
、
忠
信
を
主
と
す
る
。
と
こ

ろ
で
今
こ
れ
を
す
べ
て
「
士
」
の
「
次
」
と
す
る
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
か
。
聖
門
の
学
は
有
用
の
実
学
で
あ
る
。
も
し
德
が
広
く

な
く
材
が
広
く
な
け
れ
ば
、
仮
に
孝
弟
が
称
え
る
べ
き
も
の
で

あ
り
忠
信
が
取
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
す
べ
て
世
を
助

け
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
人
間
世
界
に
利
益
と
な
る
こ
と
は
な

い
49
。 

「
孝
弟
忠
信
」
が
そ
の
ま
ま
「
実
学
」
な
の
で
は
な
い
。
仁
斎
は
聖

人
の
学
問
は
世
に
と
っ
て
有
用
な「
実
学
」で
あ
る
と
定
義
し
、孝
弟
・

忠
信
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
実
徳
」・「
実
心
」
と
な
っ
て
、
世
の

中
に
役
立
つ
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、「
実
学
」
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
仁
斎
は
学
問
を
人
間
の
現
実
世
界
の
営

み
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
と
ら
え
な
が
ら
、
学
問
の

意
味
を
、
そ
れ
を
広
く
社
会
化
、
政
治
化
さ
せ
る
「
実
」
化
の
点
に

お
い
て
認
め
る
の
で
あ
る
。

　
　

�

人
に
語
っ
て
分
か
り
に
く
い
の
は
良
い
教
え
で
は
な
い
。
人
を

導
い
て
従
い
難
い
の
は
良
い
道
で
は
な
い
。聖
人
の
道
は
君
臣
、

父
子
、
夫
婦
、
兄
弟
、
朋
友
の
間
に
あ
り
、
德
は
仁
義
忠
信
の

外
を
出
な
い
。
古
今
に
通
じ
て
変
わ
ら
ず
四
海
に
準
じ
て
違
う

こ
と
が
な
い
。
人
心
に
根
本
し
、
風
俗
に
徹
底
し
て
天
子
で
さ

え
も
廃
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
聖
人
で
さ
え
も
改
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
愚
者
、
不
肖
者
で
あ
っ
て
も
み
な
知
る
こ
と
が
で

き
、
み
な
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
を
天
下
の
達
道
德

と
い
う
。
…
…
そ
も
そ
も
高
遠
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
人
倫
に

利
益
が
な
く
、
日
用
に
助
け
る
こ
と
が
な
く
、
天
下
国
家
を
治

め
る
の
に
補
う
こ
と
が
な
い
の
は
、
孟
子
の
言
う
邪
説
暴
行
が

ま
さ
に
こ
れ
で
あ
る

50
。 

「
道
」
と
「
德
」、
そ
し
て
「
教
」
は
、
人
と
人
と
の
間
の
関
係
の

外
を
出
ず
、
人
心
と
風
俗
を
そ
の
根
本
と
す
る
。
そ
れ
を
知
り
実
践

す
る
こ
と
に
お
い
て
人
の
資
質
に
よ
る
優
劣
は
な
く
、
世
界
の
す
べ

て
人
に
開
か
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
実
際
の
生
活
の
中
か
ら
行
う
人
倫

と
日
用
が
正
し
く
機
能
す
る
よ
う
に
助
け
る
役
割
を
担
う
。
こ
の
よ

う
に
仁
斎
が
再
構
想
し
た
「
道
」、「
德
」、「
教
」
は
、
多
様
な
人
々

が
お
互
い
関
係
を
結
び
な
が
ら
、
互
い
に
疎
通
し
て
生
き
て
い
く
日

常
の
世
界
を
円
滑
に
し
て
く
れ
る
実
際
的
な
社
会
的
・
政
治
的
効
用

を
発
揮
す
る
価
値
な
の
で
あ
る
。

　

仁
斎
は
学
問
と
日
用
が
合
致
さ
れ
た
境
地
こ
そ
が
学
問
の
最
終
的

な
到
達
点
で
あ
る
と
し
、
そ
の
光
景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。
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�
学
者
が
道
に
進
む
と
、
最
初
は
学
問
と
日
用
が
ぶ
つ
か
り
食
い

違
っ
て
、
合
致
し
な
い
。
真
実
さ
が
積
み
重
な
り
長
く
励
ん

で
、
自
ら
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
な
る
と
、
最
初
に
遠
い

と
思
っ
た
こ
と
は
、
今
初
め
て
近
づ
い
て
き
、
最
初
に
難
し
い

と
思
っ
た
こ
と
は
、
今
初
め
て
容
易
く
な
り
、
だ
ん
だ
ん
と
近

づ
き
進
ん
で
、
学
問
で
な
け
れ
ば
楽
し
く
な
く
、
学
問
で
な
け

れ
ば
話
さ
な
い
よ
う
に
な
る
。 

…
…
子
育
て
や
奴
婢
と
の
つ

き
あ
い
の
よ
う
な
卑
賤
な
こ
と
、
米
、
塩
、
柴
、
薪
の
よ
う
な

細
か
い
こ
と
ま
で
、
耳
目
に
接
し
日
用
に
行
な
う
こ
と
が
、
す

べ
て
道
で
な
い
こ
と
が
な
い
。
俗
の
外
に
道
は
な
く
、
道
の
外

に
俗
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
点
の
俗
気
も
着
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
こ
そ
上
達
の
光
景
で
あ
る

51
。 

　

初
学
者
は
学
問
と
日
用
が
一
致
し
て
い
な
い
が
、
だ
ん
だ
ん
と
二

つ
が
一
致
す
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
中
の
雑
多
な
こ
と
が
す
べ
て

「
道
」
で
あ
る
と
い
う
点
ま
で
至
っ
た
時
、
こ
れ
が
上
達
の
境
地
で

あ
る
と
仁
斎
は
言
う
。
こ
う
し
た
見
地
か
ら
仁
斎
は
、「
道
」
は
「
俗
」

を
離
れ
ず
、「
俗
」
も
ま
た
「
道
」
を
離
れ
な
い
と
断
言
す
る
。
た

だ
、
そ
の
際
「
俗
」
は
「
俗
気
」
を
つ
け
な
い
と
言
う
よ
う
に
、
仁

斎
の
「
俗
」
の
肯
定
が
単
な
る
現
実
肯
定
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
。「
俗
気
」
は
「
人
情
」
の
過
不

足
の
よ
う
な
事
態
、
つ
ま
り
「
私
情
」
の
よ
う
に
人
々
の
友
好
的
な

関
係
を
阻
む
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
道
」
と
し
て
の
「
俗
」

は
多
様
な
人
間
関
係
や
諸
事
に
た
い
し
て
充
実
に
対
応
す
る
こ
と
か

ら
、
あ
る
種
の
普
遍
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
仁

斎
は
「
道
」
と
「
俗
」
を
相
互
に
規
定
す
る
関
係
に
設
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
俗
」
の
多
元
的
で
生
動
的
な
現
実
上
に
「
道
」
が
普

遍
的
な
志
向
性
、
秩
序
を
与
え
、「
道
」
は
「
俗
」
を
離
れ
な
い
こ

と
で
「
道
」
が
自
己
目
的
化
し
て
生
の
活
気
を
抑
え
込
む
こ
と
の
な

い
こ
と
を
人
間
世
界
の
望
ま
し
い
姿
と
し
て
提
示
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
仁
斎
の
学
問
の
性
格
を
理
解
す
る
時
、
仁
斎
の
学

問
の
実
学
的
な
特
徴
と
は
、
多
元
的
な
生
活
世
界
の
現
状
を
肯
定
し

な
が
ら
、
多
元
性
の
背
後
に
あ
る
普
遍
性
を
「
道
」
で
あ
る
と
と
ら

え
、
そ
の
「
道
」
の
実
現
た
め
の
社
会
的
・
政
治
的
な
実
践
を
主
な

内
容
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
５
．
お
わ
り
に

　

以
上
の
考
察
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
仁
斎
の
家
系
に
由
来

す
る
文
芸
・
技
術
集
団
的
雰
囲
気
は
、『
論
語
古
義
』
や
『
孟
子
古
義
』

を
門
人
ら
と
共
同
で
作
成
す
る
よ
う
な
、
仁
斎
の
学
問
の
基
本
姿
勢

を
決
定
す
る
こ
と
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
儒
者
と

し
て
身
を
立
て
よ
う
と
す
る
仁
斎
の
志
を
、
儒
学
で
は
生
活
で
き
な

い
と
、
愛
す
る
か
ら
こ
そ
厳
し
く
責
め
た
て
る
親
戚
知
人
ら
の
干
渉
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は
、
人
間
は
相
手
の
内
的
世
界
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
点
で
本
質
的
に
断
絶
し
て
お
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
手
を
思
い

や
る
自
然
な
感
情
に
よ
っ
て
「
葛
藤
」
を
生
じ
や
す
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、仁
斎
に
深
く
認
識
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
葛
藤
」

は
個
人
の
道
徳
的
な
問
題
で
は
な
く
複
数
の
人
々
が
共
同
生
活
を
営

む
中
で
恒
常
的
に
発
生
す
る
社
会
的
、
政
治
的
な
事
態
と
し
て
認
識

し
た
。
仁
斎
は
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
自
分
の
心
に
中
に
他
人
の
観

点
を
意
識
化
、
顕
在
化
さ
せ
る
「
恕
」
に
よ
っ
て
、
ま
た
意
志
的
な

努
力
を
必
要
と
す
る
朋
友
の
「
信
」
を
基
礎
と
し
て
行
為
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
間
世
界
を
恒
常
的
に
維
持
し
、
仁
義
の
実
現
さ
れ
た

理
想
的
な
世
界
に
近
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

　

一
方
、
仁
斎
は
人
々
に
は
多
様
な
立
場
と
観
点
が
存
在
し
、
互
い

に
断
絶
し
た
状
態
で
存
在
す
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々

が
同
一
の
世
界
に
関
わ
る
こ
と
の
可
能
性
を
、「
道
」
に
よ
っ
て
提

示
す
る
。
た
だ
し
、
仁
斎
は
一
元
的
な
普
遍
性
を
志
向
す
る
の
で
は

な
く
、
人
が
持
つ
多
元
性
、
複
数
性
を
前
提
し
な
が
ら
望
ま
し
い
関

係
像
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。

　

仁
斎
は
「
道
」、「
教
」
に
た
い
し
て
多
様
な
人
々
が
関
係
を
疎
通

し
て
生
き
る
「
俗
」、
つ
ま
り
日
常
世
界
と
不
可
分
の
関
係
を
あ
る

と
と
ら
え
、
さ
ら
に
こ
の
世
界
に
実
際
的
な
効
用
性
を
発
揮
す
る

「
実
」
な
る
も
の
で
あ
る
必
要
性
を
説
く
。
仁
斎
の
実
学
は
つ
ね
に

多
元
性
と
そ
の
背
後
に
あ
る
普
遍
性
を
、
と
り
わ
け
前
者
を
尊
重
し

な
が
ら
如
何
に
共
存
さ
せ
る
か
を
中
心
問
題
と
し
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
よ
う
な
日
本
的
な
儒
学
の
理
解
か
ら
、
韓
国
や
中
国
と
は
ま
た

異
な
っ
た
儒
学
の
機
能
、
お
よ
び
実
学
の
属
性
を
探
り
、
東
ア
ジ
ア

思
想
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

※�

本
稿
は
「
이
토　

진
사
이
의 

실
학-

다
원
성
과 

일
상
성
의 

사
상
」（『
한

국
실
학
연
구
』
三
十
四
、　

二
〇
一
七
）
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の
を

も
と
に
、
内
容
面
に
お
い
て
も
大
幅
に
加
筆
補
正
し
、
新
た
な
論
点
を

提
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

〈
注
〉

1 �

임
형
택
「
동
아
시
아 

실
학
의 

개
념
정
립
을 

위
하
여
」『
한
국
실
학
연

구
』
十
八
、　

二
〇
〇
九
。
以
下
、
史
料
用
語
と
し
て
の
「
実
学
」
と

区
別
す
る
た
め
に
、
分
析
概
念
と
し
て
の
実
学
に
は
括
弧
を
付
け
な

い
。

2 �

仁
斎
の
思
想
に
関
す
る
先
行
研
究
は
膨
大
だ
が
、
単
行
本
と
し
て
は
石

田
一
良
『
伊
藤
仁
斎
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇;

加
藤
仁
平
『
伊
藤

仁
斎
の
学
問
と
教
育
』
第
一
書
房
、
一
九
七
九;

三
宅
正
彦
『
京
都
町

衆
伊
藤
仁
斎
の
思
想
形
成
』
思
文
閣
、
一
九
八
七;

山
本
正
身
『
仁
斎

学
の
教
育
思
想
史
的
研
究
―
近
世
教
育
思
想
の
思
惟
構
造
と
そ
の
思

想
史
的
展
開
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇;

片
岡
龍
・
金
泰
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昌
編
『
公
共
す
る
人
間
１
伊
藤
仁
斎
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一

な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

3 �

김
상
준
「
実
学
은 

하
나
인
가
，
여
럿
인
가
，
아
니
면 

애
초
에 

없
었
던 

것
인
가
」『
한
국
실
학
연
구
』
三
十
二
、　

二
〇
一
六
。

4 �

이
봉
규
「
実
学
의 

유
교
사
적 

맥
락
과 

유
교 

연
구 

탐
색
」『
태
동
고

전
연
구
』
三
十
五
、　

二
〇
一
五
。

5 �

豊
澤
一
『
近
世
日
本
思
想
の
基
本
型
―
定
め
と
当
為
』
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
一
一
。

6 �

仁
斎
の
日
用
重
視
が
対
面
的
な
人
間
関
係
に
基
づ
く
点
に
つ
い
て
は
、

李
芝
映
「
元
禄
期
に
お
け
る
日
用
言
説
の
浮
上
―
浅
見
絅
斎
の
伊
藤

仁
斎
批
判
」『
日
本
思
想
史
学
』
四
十
三
、　

二
〇
一
一
。
ま
た
、
仁

斎
の
思
想
の「
人
倫
」的
側
面
を
倫
理
学
か
ら
扱
っ
た
論
考
と
し
て
は
、

相
良
亨
『
伊
藤
仁
斎
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
八;
黒
住
真
『
近
世
日

本
社
会
と
儒
教
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
三;

子
安
宣
邦
『
伊
藤
仁
斎

の
世
界
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四;

豊
澤
一
『
近
世
日
本
思
想
の
基

本
型
―
定
め
と
当
為
』
ぺ
り
か
ん
社
、 

二
〇
一
一
な
ど
が
あ
る
。

7 �

源
了
圓
「
伊
藤
仁
斎
の
実
学
観
と
そ
の
思
想
」『
東
北
大
学
文
学
部
研

究
年
報
』
二
十
六
、　

一
九
七
六
。

8 �

実
心
実
学
の
代
表
的
な
論
著
は
、
小
川
晴
久
『
朝
鮮
実
学
と
日
本
』

花
伝
社
、
一
九
九
四
。

9 �

小
島
康
敬「
伊
藤
仁
斎
」『
日
中
韓
思
想
家
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』勉
誠
出
版
、

二
〇
一
五
。

10 �

금
장
태
『
다
산
실
학
탐
구
』
소
학
사
、
二
〇
〇
一
。

11 �『
語
孟
字
義
』
巻
下
「
学
」
３ 

、「
可
見
聖
人
以
修
道
德
為
学
問
、
而

非
若
今
人
之
以
道
德
為
道
德
、
以
学
問
為
学
問
也
」。
過
度
の
知
の
追

求
を
警
戒
し
た
と
す
る
分
析
は
、
片
岡
龍
「
伊
藤
仁
斎
の
異
端
批
判

の
形
成
」『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
十
七
、　

二
〇
〇
〇
を
参
照
。

12 �

仁
斎
の
家
系
や
文
化
人
ら
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
石
田
一
良
『
伊

藤
仁
斎
』 

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
。

13 �

奥
田
勲『
連
歌
史
―
中
世
日
本
を
つ
な
い
だ
歌
と
人
び
と
』勉
誠
出
版
、

二
〇
一
七
。

14 �

意
安
の
著
作
で
あ
る
『
歴
代
名
醫
傳
略
』（
中
国
の
古
代
か
ら
明
ま
で

の
名
医
四
百
人
の
伝
記
）
の
序
文
を
慶
長
の
乱
の
際
に
日
本
の
捕
虜

と
な
っ
た
朝
鮮
の
儒
学
者
講
姜
沆
（
一
五
六
七
～
一
六
一
八
）
が
作

成
し
て
い
る
。

15 �

森
洋
久
編
『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』
思
文
閣
、
二
〇
一
五
。

16 �『
童
子
問
』
巻
下
45
、「
予
雖
門
人
小
子
之
説
、
苟
有
可
取
焉
者
、
皆

従
之
。
解
論
語
孟
子
皆
然
。
乃
与
門
人
商
搉
、
衆
議
定
而
、
後
命
之

於
書
。
若
有
不
合
於
理
者
却
之
」。

17 �『
古
学
先
生
文
集
』
巻
一
「
送
片
岡
宗
純
還
柳
川
序
」、「
吾
嘗
十
五
六

歳
時
好
学
、 

始
有
志
于
古
先
聖
賢
之
道
。
然
而
親
戚
朋
友
以
儒
之
不

售
、
皆
曰
為
医
利
矣
。
然
吾
耳
若
不
聞
、
而
不
応
。
諫
之
者
不
止
、

攻
之
者
不
衰
。
至
於
親
老
家
貧
、
年
長
計
違
、
而
引
義
拠
礼
、
益
責

其
不
顧
養
。
理
屈
詞
窮
、
而
佯
応
者
、
亦
数
矣
。
時
我
従
祖
来
自
播
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州
、
往
而
見
之
、
拒
而
不
納
。
蓋
怒
吾
之
不
改
業
也
、
親
戚
従
傍
解
之
、

而
後
始
得
見
焉
。
愛
我
愈
深
者
、
攻
我
愈
力
。
其
苦
楚
之
状
、
猶
囚

徒
之
就
訊
也
。
…
…
愛
我
深
者
、
則
我
讐
也
」。

18 �『
語
孟
字
義
』
巻
下
「
忠
恕
」
１
、「
夫
人
知
己
之
所
好
悪
甚
明
、
而

於
人
之
好
悪
泛
然
不
知
察
焉
。
故
人
与
我
毎
隔
阻
胡
越
、
或
甚
過
悪

之
、
或
応
之
無
節
、
見
親
戚
知
旧
之
艱
苦
、
猶
秦
人
視
越
人
之
肥
瘠
、

茫
乎
不
知
憐
焉
。
其
不
至
於
不
仁
不
義
之
甚
者
、
幾
希
。
荀
待
人
忖

度
其
所
好
悪
如
何
、
其
所
処
所
為
如
何
、
以
其
心
為
己
心
、
以
其
身

為
己
身
、
委
曲
体
察
、
思
之
量
之
、
則
知
人
之
過
毎
出
於
其
所
不
得
已
、

或
生
於
其
所
不
能
堪
、
而
有
不
可
深
疾
悪
之
者
、
油
然
靄
然
、
毎
事

必
務
寛
宥
、
不
至
以
刻
薄
待
之
」。

19 �『
語
孟
字
義
』 

巻
下
「
忠
恕
」
１
、「
竭
尽
己
之
心
為
忠
、
忖
度
人
之
心

為
恕
」、
同
「
忠
恕
」
四
、「
至
於
待
人
接
物
、
必
以
忠
恕
為
要
。
蓋

存
養
在
仁
義
、
待
人
在
忠
恕
。
苟
忠
立
恕
行
、
則
心
弘
道
行
、
可
以

至
於
仁
」。

20 �『
童
子
問
』
巻
上
60
、「
深
体
察
人
之
心
、
則
自
有
寬
宥
之
心
、
生
不

至
過
為
刻
薄
。
故
恕
又
有
寬
宥
之
意
、
凡
接
人
之
間
、
深
体
察
之
、

而
有
寬
宥
之
心
、
則
親
疎
遠
近
、
貴
賤
大
小
、
各
得
其
所
、
而
仁
行

義
達
、
道
莫
不
存
」。

21 �『
童
子
問
』
巻
上
59
、「
仁
者
非
有
德
者
不
能
、
恕
者
力
行
者
能
之
、
為

其
所
強
而
能
之
恕
、
則
自
得
不
可
勉
而
為
之
仁
。
為
一
件
之
恕
、
則

得
一
件
之
仁
、
為
二
件
之
恕
、
則
得
二
件
之
仁
」。

22 �『
論
語
古
義
』
里
仁
７
、「
人
之
過
也
、不
生
於
薄
、而
生
於
厚
」。
な
お
、

薄
情
か
ら
生
じ
る
「
過
」
は
、「
過
」
で
は
な
く
「
悪
」
で
あ
る
と
仁

斎
は
続
け
て
い
る
。

23 �『
論
語
古
義
』
里
仁
7
、「
凡
人
之
於
過
、
不
有
無
由
而
妄
至
者
。
必

因
其
親
戚
僚
友
而
生
」。

24 �『
論
語
古
義
』
述
而
30
、「
夫
日
月
薄
、
五
星
逆
行
、
四
時
失
序
、
旱

乾
水
溢
、則
雖
天
地
不
能
無
過
、況
人
乎
。
聖
人
亦
人
焉
耳
。
其
何
疑
。

倘
若
木
石
器
物
、
一
定
不
変
焉
、
則
死
物
耳
。
要
不
足
貴
焉
。
故
知

道
者
不
貴
無
過
、
而
貴
能
改
焉
」。

25 �『
論
語
古
義
』
憲
問
26
、「
知
道
之
無
窮
、
而
後
識
人
之
不
能
無
過
。

有
為
己
之
実
心
、而
後
知
過
之
不
能
寡
。 

…
…
人
非
木
石
、不
能
無
過
。

但
在
能
知
其
過
則
速
改
之
也
」。

26 �『
古
学
先
生
文
集
』
巻
四
「
諸
友
為
余
賀
七
袠
宴
集
講
義
」、「
父
子
之

道
天
性
也
、
君
臣
之
義
至
厳
也
、
夫
婦
相
愛
、
兄
弟
相
睦
。
皆
匪
有

所
強
焉
。
但
朋
友
一
倫
、
与
古
稍
異
矣
。
薄
如
紙
、
棄
似
土
。
…
…

朋
友
有
師
資
之
恩
、
有
兄
弟
之
分
。
苟
於
此
一
倫
有
闕
焉
、
則
四
倫

併
廃
。
可
不
謹
哉
」。

27 �『
童
子
問
』
巻
中
45
、「
信
、
実
也
。
能
践
其
言
而
不
失
之
謂
。
若
約

為
兄
弟
、
則
終
身
以
兄
弟
待
之
、
一
旦
有
朋
友
之
義
、
則
守
之
如
初

始
終
不
変
、
正
謂
之
朋
友
有
信
。
非
但
謂
一
言
之
有
実
也
。
…
…
若

有
大
故
、
不
得
已
、
而
後
絶
之
、
雖
君
子
所
不
免
、
苟
尤
小
過
、
逞

小
忿
、
因
一
旦
之
怒
、
而
棄
平
生
之
交
、
仮
令
謂
有
理
、
而
非
忠
厚
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之
道
。
君
子
不
為
。
朋
友
之
間
、
謙
己
相
下
、
揚
善
蔵
悪
、
小
過
赦
之
、

小
忿
懲
之
、
始
終
全
交
、
斯
可
矣
」。

28 �『
古
学
先
生
文
集
』
巻
三
「
詩
説
」、「
文
王
風
化
之
盛
、
猶
正
月
之
吉
、

父
母
兄
弟
相
集
一
堂
、
具
儀
設
醼
、
竟
日
嘉
楽
、
頓
忘
窮
歳
之
労
矣
」。

29 �『
童
子
問
』
巻
之
上
21
、「
夫
人
之
与
我
異
体
殊
気
、
其
疾
痛
疴
癢
、

皆
不
相
通
。
況
人
之
与
物
、
異
類
殊
形
、
奚
相
干
渉
」。

30 �『
語
孟
字
義
』
巻
上
「
道
」
５
、「
凡
父
子
之
相
親
、
夫
婦
之
相
愛
、
儕

輩
之
相
随
、
非
惟
人
有
之
、
物
亦
有
之
。
非
惟
有
情
之
物
有
之
、
雖

竹
木
無
智
之
物
、
亦
有
雌
雄
牝
牡
子
母
之
別
。
…
…
大
凡
至
於
草
木

虫
魚
沙
礫
糟
粕
、
皆
無
所
不
合
」。

31 �『
古
学
先
生
文
集
』
巻
一
「
送
浮
屠
道
香
師
序
」、「
夫
自
学
者
見
之
、

固
有
儒
有
仏
。
自
天
地
見
之
、
本
無
儒
無
仏
、
唯
其
一
道
而
已
。
所

謂
道
云
者
、
即
天
地
之
公
道
、
而
非
一
人
之
所
得
而
私
焉
。
…
…
天

地
之
間
、
必
有
父
子
有
君
臣
有
夫
婦
有
昆
弟
有
朋
友
之
交
、
晨
興
而

夜
寐
、
夏
葛
而
冬
裘
、
雖
天
子
不
能
革
為
、
雖
聖
人
不
能
易
焉
。
亘

古
今
而
準
四
海
、
根
乎
人
心
、
而
通
乎
物
理
」。

32 �『
語
孟
字
義
』
巻
下
「
道
」
１
、「
及
異
端
小
道
百
芸
之
末
、
皆
得
以

道
言
之
也
」。

33 �

仁
斎
の
「
公
道
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
し
て
は
、
高
煕
卓
「
伊
藤
仁

斎
の
「
天
下
公
共
の
道
」
に
お
け
る
公
共
的
な
生
と
倫
理
」（『
公
共

す
る
人
間
一
伊
藤
仁
斎
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

34 �『
語
孟
字
義
』
巻
上
「
道
」
３
、「
上
自
王
公
大
人
、
下
至
於
販
夫
馬

卒
跛
奚
瞽
者
、
皆
莫
不
由
此
而
行
」。

35 �『
語
孟
字
義
』
巻
下
「
学
」
１
。

36 �『
語
孟
字
義
』
巻
上
「
道
」
３
、「
唯
王
公
大
人
得
行
、
而
匹
夫
匹
婦

不
得
行
、
則
非
道
。
賢
知
者
得
行
而
愚
不
肖
者
不
得
行
、
則
非
道
」。

37 �『
童
子
問
』
巻
上
８
、「
人
外
無
道
、
道
外
無
人
。
以
人
行
人
之
道
、

何
難
知
難
行
之
有
…
…
子
必
想
外
耳
目
之
所
見
聞
、
更
有
光
明
閃
爍

可
驚
可
樂
之
理
。
非
矣
。
天
地
之
間
、唯
一
実
理
而
已
矣
。
更
無
奇
特
。

自
有
生
民
以
來
、
有
君
臣
、
有
父
子
、
有
夫
婦
、
有
昆
弟
、
有
朋
友
、

相
親
相
愛
、
相
從
相
聚
、
善
者
以
為
善
、
悪
者
以
為
悪
、
是
者
以
為
是
、

非
者
為
非
、
万
古
之
前
如
此
、
万
古
之
後
亦
如
此
。
子
能
孝
弟
忠
信
、

修
身
務
業
、
夙
夜
匪
懈
、
自
合
於
天
道
、
和
於
人
倫
、
不
至
失
所
以

為
人
也
」。

38 �『
語
孟
字
義
』
巻
上
「
性
」
２
、「
後
儒
以
孔
子
之
言
為
論
気
質
之
性
、

孟
子
之
言
為
論
本
然
之
性
、
信
如
其
言
、
則
是
非
孔
子
不
知
有
本
然

之
性
、
孟
子
不
知
有
気
質
之
性
者
乎
。
非
惟
使
一
性
、
而
有
二
名
。

且
使
孔
孟
同
一
血
脈
之
学
、
殆
若
涇
渭
之
相
合
、
薰
蕕
之
相
混
、
一

淸
一
濁
、
不
可
適
從
。
其
言
支
離
決
裂
、
殆
不
相
入
若
此
」。

39 �『
童
子
問
』
巻
下
14
、「
漁
父
辭
曰
、
天
下
皆
濁
兮
、
吾
獨
淸
。
天
下

皆
醉
兮
、
吾
獨
醒
。
是
屈
子
之
所
以
自
取
其
禍
」。

40 �『
童
子
問
』
巻
中
72
、「
聖
人
以
天
下
同
然
之
道
、而
治
天
下
同
然
之
人
、

不
以
己
修
己
、而
與
天
下
共
由
焉
。
不
立
異
以
違
人
、不
好
高
以
怫
俗
」。

41 �『
語
孟
字
義
』
巻
下
「
鬼
神
」
２
、「
蓋
三
代
聖
王
之
治
天
下
也
、
好
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民
之
所
好
、
信
民
之
所
信
、
以
天
下
之
心
為
心
、
而
未
嘗
以
聡
明
先

于
天
下
。
故
民
崇
鬼
神
、
則
崇
之
、
民
信
卜
筮
、
則
信
之
。
惟
取
其

直
道
而
行
焉
已
。
故
其
卒
也
、
又
不
能
無
弊
。
及
至
于
夫
子
、
則
専

以
教
法
為
主
、
而
明
其
道
暁
其
義
、
使
民
不
惑
于
所
従
也
。
孟
子
所

謂
賢
於
尭
舜
遠
矣
、
正
謂
此
耳
」。

42 �『
論
語
古
義
』
先
進
９
、「
人
情
者
聖
人
之
所
不
廃
、
苟
中
其
節
、
則

為
天
下
之
達
道
。
不
中
其
節
、
則
為
一
人
之
私
情
」。

43 �『
童
子
問
』
巻
下 

50
。

44 �『
童
子
問
』
巻
下
50
、「
尭
舜
、
天
子
也
。
宜
其
声
教
之
遠
曁
、
而
余

沢
之
久
流
、
然
治
績
不
過
于
九
州
、
而
廟
食
止
于
春
秋
之
間
、
亦
不

出
於
其
外
。
夫
仲
尼
、
匹
夫
也
、
旅
人
也
。
然
道
徳
遠
曁
、
不
可
限

量
。
…
…
大
凡
天
下
君
臣
父
子
夫
婦
昆
弟
朋
友
、雖
不
親
読
夫
子
之
書
、

服
夫
子
之
教
、
然
夫
人
善
仁
義
、
崇
忠
孝
、
不
失
君
臣
父
子
夫
婦
昆

弟
朋
友
之
倫
者
、
夫
誰
之
力
。
非
夫
子
之
道
、
浹
於
肌
膚
、
淪
於
骨
体
、

永
自
行
於
冥
冥
之
中
、
豈
能
然
耶
」。

45 �『
論
語
古
義
』
綱
領
８
、「
蓋
天
下
所
尊
者
二
。
曰
道
。
曰
教
。
道
者
何
、

仁
義
是
也
。
教
者
何
、
学
問
是
也
。 

…
…
道
者
充
滿
于
宇
宙
、
貫
徹

于
古
今
、
無
処
不
在
、
無
時
不
然
、
至
矣
。
然
不
能
使
人
自
能
趨
于
善
。

故
聖
人
立
仁
義
、
明
五
常
。
裁
成
輔
相
之
而
所
以
使
人
得
為
聖
為
賢
、

而
能
開
天
下
之
太
平
者
、
皆
教
之
功
也
」。

46 �『
童
子
問
』
巻
上
24
、「
卑
則
自
実
、
高
則
必
虚
。
故
学
問
無
厭
卑
近
。

忽
卑
近
者
、
非
識
道
者
也
。 

…
…
学
者
必
自
恥
其
道
之
卑
近
、
敢
為

高
論
奇
行
以
高
世
、
或
至
窮
異
以
為
神
、
援
天
以
為
高
。
諸
子
百
家

異
端
之
徒
特
甚
。
皆
不
知
実
德
故
也
。
苟
不
差
道
卑
近
二
字
焉
、
則

道
可
進
学
可
明
、
而
不
至
於
差
道
之
遠
也
」。

47 �『
論
語
古
義
』
綱
領
７
、「
一
人
知
之
、
而
十
人
不
能
知
之
者
、
非
道
。

一
人
行
之
、
而
十
人
不
能
行
之
者
、
非
道
…
…
夫
窮
高
則
必
返
于
卑
、

極
遠
則
必
還
于
近
。
返
卑
近
而
後
其
見
始
実
矣
。
何
則
知
卑
近
之
可

恒
居
、
而
高
遠
之
非
其
所
也
。
所
謂
卑
近
者
本
非
卑
近
、
即
平
常
之

謂
也
。
実
天
下
古
今
之
所
共
由
、
而
人
倫
日
用
之
所
当
然
」。

48 �『
語
孟
字
義
』
巻
下
「
忠
信
」
５
、「
学
有
本
体
、
有
修
為
。
本
体
者
、

仁
義
礼
智
、
是
也
。
修
為
者
、
忠
信
敬
恕
之
類
是
也
。
蓋
仁
義
礼
智
、

天
下
之
達
德
。
故
謂
之
本
体
。
聖
人
教
学
者
由
此
而
行
之
。
非
待
修

為
而
後
有
。
忠
信
敬
恕
、
力
行
之
要
、
就
人
用
工
夫
上
立
名
。
非
本

然
之
德
。
故
謂
之
修
為
」。

49 �『
論
語
古
義
』
子
路
20
、「
孝
弟
実
德
也
。
忠
信
実
心
也
。
故
聖
門
之
教
、

必
以
孝
弟
為
本
、
忠
信
為
主
。
而
今
以
此
皆
為
士
之
次
者
何
哉
。
蓋

聖
門
之
学
、
有
用
之
実
学
也
。
苟
德
之
不
弘
、
材
之
不
宏
、
則
設
令

孝
弟
可
称
、
忠
信
可
取
、
然
皆
無
補
於
世
、
無
益
於
人
之
国
」。

50 �『
童
子
問
』
巻
上
27
、「
語
人
而
難
知
者
、
非
善
教
。
導
人
而
難
從
者
、

非
善
道
。
聖
人
之
道
、
在
於
君
臣
父
子
夫
婦
昆
弟
朋
友
之
間
、
而
德

不
出
於
仁
義
忠
信
之
外
。
通
于
古
今
而
無
所
変
、準
乎
四
海
而
無
所
違
。

根
於
人
心
、徹
于
風
俗
、天
子
不
能
廢
焉
、聖
人
不
能
改
焉
。
夫
婦
之
愚
、

不
肖
皆
能
知
之
、
皆
能
行
之
、
故
謂
之
天
下
之
達
道
德
。 

…
…
大
抵
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務
于
高
遠
、
而
無
益
于
人
倫
、
無
資
于
日
用
、
無
補
于
天
下
国
家
之

治
者
、
便
孟
子
所
謂
邪
説
暴
行
是
已
」。

51 �『
童
子
問
』
巻
中
61
、「
蓋
学
者
之
進
道
、
其
初
学
問
与
日
用
杆
格
齟

齬
、
不
能
相
入
。
及
乎
真
積
力
久
、
自
有
所
得
、
則
向
視
之
以
為
遠
者
、

今
始
得
近
、先
視
之
以
為
難
者
、今
始
得
易
、漸
次
近
前
、非
学
問
不
楽
、

非
学
問
不
言
。
…
…
至
於
子
女
臧
獲
之
賤
、
米
塩
柴
薪
之
細
、
大
凡

接
乎
耳
目
、
施
乎
日
用
者
、
総
是
莫
非
道
。
俗
外
無
道
、
道
外
無
俗
、

而
雖
一
点
俗
気
、
亦
著
不
得
。
此
是
上
達
光
景
」。
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柳　
州　
文　
廟

■
研
究
ノ
ー
ト
Ⅰ
■

　

柳
州
は
中
国
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
に
位
置
す
る
、
人
口
約

一
六
〇
万
の
地
方
都
市
で
あ
る
。
こ
の
地
は
古
く
は
前
漢
の
頃
よ
り

統
治
さ
れ
た
記
録
が
残
る
が
、「
柳
州
」
と
い
う
名
は
唐
代
に
つ
け

ら
れ
、
殊
に
中
唐
の
政
治
家
・
文
学
者
で
あ
る
柳
宗
元
（
七
七
三
～

八
一
九
）
が
、
政
争
の
敗
北
に
よ
り
再
三
の
左
遷
の
果
て
最
後
に
行

き
着
い
た
地
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
日
本
で
柳
州
の
文
化
や
民
族
を
あ
ま
ね
く
叙
述
し
た
文
章

は
、
古
典
中
国
文
学
者
で
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
の
村
山
𠮷
廣
先
生

の
「
柳
州
紀
遊
―
―
柳
侯
祠
の
春
光
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』

第
四
六
号
二
〇
〇
八
所
収
）
を
お
い
て
他
に
な
い
。
村
山
先
生
は
、

二
〇
〇
七
年
四
月
に
早
稲
田
大
学
や
斯
文
会
に
お
け
る
中
国
の
思

想
・
文
学
関
連
講
座
の
受
講
生
を
率
い
て
、
一
週
間
に
わ
た
る
中
国

南
部
の
旅
を
し
た
。
そ
の
際
に
桂
林
か
ら
柳
州
入
り
し
、
柳
宗
元
の

衣
冠
塚
が
残
る
柳
侯
祠
を
悉
に
視
察
し
て
著
し
た
の
が「
柳
州
紀
遊
」

で
あ
る
。「
柳
州
紀
遊
」
に
は
柳
州
の
歴
史
や
民
俗
が
微
に
入
り
細

に
わ
た
り
記
載
さ
れ
て
お
り
、
柳
州
を
知
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
資

料
で
あ
る
。
し
か
し
、
柳
州
文
廟
へ
の
言
及
は
柳
宗
元
に
よ
る
「
柳

州
文
宣
王
新
修
廟
碑
」（『
柳
宗
元
集
』巻
五
所
収
）の
み
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
実
は
、
現
在
の
柳
州
文
廟
は
先
生
が
柳
州
を
訪
れ
た
三
年

後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
村
山
先
生
に
は
文
廟
を

目
に
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
斯
文
会
参
与
を
も
務

め
る
村
山
先
生
が
柳
州
文
廟
と
巡
り
会
え
て
い
た
な
ら
ば
、
き
っ
と

ま
た
趣
を
異
に
す
る
名
文
を
誕
生
さ
せ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

柳
州
文
廟
が
初
め
て
建
立
さ
れ
た
の
は
唐
の
貞
観
元
年（
六
二
七
）

で
あ
っ
た
。
孔
子
を
祀
る
文
廟
は
孔
廟
の
ほ
か
に
、
文
宣
王
廟
、
至

聖
廟
、
宣
聖
廟
、
夫
子
廟
、
先
師
廟
、
魯
司
寇
廟
、
儒
学
廟
、
学
宮
、

黌
学
と
、
実
に
様
々
な
呼
称
が
通
用
し
て
き
た
が
、
再
建
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
お
し
な
べ
て
孔
廟
も
し
く
は
文
廟
と
呼
ぶ
の
を
常

田　

村　

立　

波

東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部

東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
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と
す
る
。「
文
宣
王
廟
」
は
唐
の
開
元
二
七
年
（
七
三
九
）、
唐
玄
宗

が
孔
子
を
追
諡
し
「
文
宣
王
」
と
い
う
封
号
を
与
え
た
こ
と
に
由
来

す
る
呼
び
方
で
あ
る
。
以
降
、
関
羽
な
ど
を
祀
る
武
廟
に
対
し
て
文

廟
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
貞
観
元
年
に
建
立
さ
れ

た
当
初
の
柳
州
文
廟
は
も
と
も
と
は
「
孔
廟
」
か
「
夫
子
廟
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
唐
の
元
和
一
〇
年
（
八
一
五
）、
刺
史

と
し
て
赴
任
し
た
柳
宗
元
が
「
州
之
廟
屋
壊
、
幾
毀
神
位
」（「
柳
州

文
宣
王
新
修
廟
碑
」『
柳
宗
元
集
』
巻
五
所
収
）
と
嘆
き
、
荒
れ
果

て
た
孔
廟
を
修
繕
し
、「
柳
州
文
宣
王
新
修
廟
碑
」
を
立
て
て
孔
子

の
思
想
を
治
政
の
要
と
し
た
。
そ
の
後
幾
度
か
興
廃
を
繰
り
返
し
た

が
、
一
九
二
八
年
鍛
冶
屋
の
火
の
不
始
末
が
原
因
で
柳
州
城
の
大
半

を
焼
き
尽
く
し
た
大
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　

筆
者
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
の
あ
る
日
に
帰
省
し
た
際
に
再
建
さ

れ
た
現
在
の
柳
州
文
廟
を
訪
れ
た
。
本
稿
で
は
、
再
建
さ
れ
た
現
在

の
柳
州
文
廟
の
実
情
を
報
告
し
つ
つ
、
現
代
中
国
の
文
物
保
存
、
再

建
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

現
在
の
柳
州
文
廟
は
、
旧
廟
の
遺
跡
（
現
在
は
高
校
の
敷
地
内

に
あ
る
）
で
は
な
く
、
市
内
を
Ｕ
字
型
に
流
れ
る
柳
江
の
南
岸
に

二
〇
一
〇
年
に
再
建
さ
れ
た
。
登
台
山
と
い
う
小
高
い
山
を
背
に
、

柳
江
を
望
む
場
所
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
流
約
770
ｍ
に
は
、

柳
宗
元
に
因
ん
だ
文
恵
橋
（
柳
宗
元
の
諡
号
は
「
文
恵
」）
と
い
う

虹
型
の
橋
が
あ
り
、
そ
の
橋
を
渡
る
と
、
現
存
す
る
柳
州
最
古
の
城

楼
―
―
東
門
城
楼
が
あ
る
。
明
洪
武
十
二
年
（
一
三
七
九
年
）
に
建

造
さ
れ
た
城
楼
に
は
関
羽
を
祀
る
武
廟
が
建
っ
て
お
り
、
柳
江
を
挟

ん
で
文
廟
と
向
か
い
合
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

再
建
さ
れ
た
柳
州
文
廟
の
敷
地
面
積
は
6
・
54
万
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
建
築
面
積
は
延
べ
８
４
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
る
。

全
体
的
な
建
築
設
計
は
清
華
大
学
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
建
物
は
南

か
ら
櫺
星
門
、
泮
池
、
従
心
門
、
杏
壇
、
大
成
門
、
大
成
殿
、
明
倫

堂
、
崇
聖
堂
、
文
昌
塔
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
従
心
門
と

文
昌
塔
は
柳
州
文
廟
な
ら
で
は
の
建
物
で
あ
る
。
建
物
は
宋
の
時
代

の
建
築
様
式
を
主
と
し
、
そ
こ
に
嶺
南
地
方
の
建
築
ス
タ
イ
ル
を
融

合
さ
せ
て
い
る
。

　

櫺
星
門
は
文
廟
の
表
玄
関
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な

建
築
物
で
あ
る
。
柳
州
文
廟
の
櫺
星
門
に
は
福
建
省
龍
田
産
出
の
黄

青
石
が
用
い
ら
れ
、
横
24
ｍ
、
高
さ
11
・
2
ｍ
の
五
間
六
柱
の
様
式

と
な
っ
て
い
る
。
六
本
の
石
柱
の
頂
に
は
「
礼
、
楽
、
射
、
御
、
書
、

数
」
の
六
芸
を
表
す
彫
刻
が
施
さ
れ
、
六
芸
に
通
ず
る
博
識
の
人
材

を
世
に
送
り
出
す
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
昔
は
櫺
星
門

の
左
右
両
方
に
「
下
馬
碑
」
が
建
て
ら
れ
、
役
職
を
問
わ
ず
、
こ
こ

で
馬
を
下
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
き
た
り
と
な
っ
て
い
た
。

　

櫺
星
門
を
通
り
抜
け
る
と
、
横
6
ｍ
、
長
さ
25
ｍ
の
半
円
形
の
泮

池
が
現
れ
る
。
泮
池
は
魯
国
（
現
在
の
山
東
省
南
部
）
を
半
月
状
に

流
れ
る
泮
水
と
い
う
川
に
そ
の
名
の
由
来
が
あ
る
。
魯
の
学
宮
が
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泮
水
の
河
畔
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、「
泮
池
」
が
学
び
舎
の
代
名

詞
に
な
り
、
孔
廟
の
建
築
様
式
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
泮
池
は
周
礼
に
基
づ
い
て
造
ら
れ
て
い
る
。「
周
礼
・
王

制
」
に
「
大
学
在
郊
，
天
子
曰
辟
雍
，
諸
侯
曰
泮
宮
」
と
あ
る
よ
う

に
、
天
子
の
学
校
は
円
形
の
池
と
壁
に
囲
ま
れ
る
様
式
で
あ
る
の
に

対
し
、
諸
侯
の
学
宮
は
半
円
形
の
池
に
面
し
て
造
ら
れ
る
。
文
廟
で

は
諸
侯
の
基
準
に
拠
り
、
半
円
形
の
泮
池
が
設
け
ら
れ
た
。
泮
池
に

は
三
本
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
名
を
泮
橋
と
い
い
、
ま
た

「
功
名
橋
」
と
も
い
う
。
科
挙
で
郷
試
に
合
格
し
た
挙
人
し
か
そ
の

橋
は
渡
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
橋
面
と
欄
干
に
は
四
川
省
の
漢
白

玉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
橋
面
に
は
深
彫
の
技
法
に
よ
る
「
双
龍
戯

珠
」
の
吉
祥
図
案
が
彫
ら
れ
、欄
干
に
は
瑞
雲
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
、

「
順
調
に
出
世
す
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

泮
池
を
渡
れ
ば
、
従
心
門
に
着
く
。
従
来
の
文
廟
の
建
築
様
式
に

は
従
心
門
と
い
う
建
物
は
存
在
し
な
い
が
、
柳
州
文
廟
を
再
建
す
る

際
に
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。建
物
の
命
名
は
、『
論
語
・

為
政
』
篇
に
あ
る
「
七
十
而
従
心
所
欲
不
踰
矩
」（
七
十
に
し
て
心

の
欲
す
る
所
に
従
え
ど
も
矩
を
踰
え
ず
）
に
由
来
す
る
。「
常
に
学

習
し
道
徳
心
を
向
上
さ
せ
、
如
何
な
る
場
合
に
も
『
心
の
欲
す
る
所

に
従
え
ど
も
矩
を
踰
え
ず
』
と
い
う
境
地
が
保
た
れ
る
よ
う
に
」
と

い
う
理
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
従
心
門
は
横
16
ｍ
、
高
さ
10
・
98

ｍ
、
福
建
龍
田
の
黄
青
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
柱
の
頂
に
は
灯
籠

の
彫
刻
が
施
さ
れ
、
常
に
心
に
光
を
灯
す
よ
う
に
と
い
う
寓
意
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　

従
心
門
を
通
れ
ば
杏
壇
の
前
に
出
る
。
杏
壇
は
横
と
奥
行
き
が

8
・
76
ｍ
、
高
さ
9
・
43
ｍ
の
正
方
形
の
建
物
で
、
瑞
雲
の
彫
刻

が
施
さ
れ
た
漢
白
玉
の
欄
干
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
中
央
に
は

二
〇
一
一
年
に
中
国
孔
子
基
金
会
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
孔
子
の
銅

像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
杏
壇
は
孔
子
が
弟
子
に
学
問
を
教
え
た
場

所
。
真
ん
中
の
孔
子
銅
像
を
取
り
囲
む
よ
う
に
回
り
の
柱
と
柱
の
間

に
は
木
製
の
ベ
ン
チ
が
置
い
て
あ
り
、
観
光
客
に
と
っ
て
絶
好
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

杏
壇
の
次
は
家
屋
式
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
大
成
門
で
あ
る
。
大

成
殿
に
つ
な
が
る
門
で
あ
る
た
め
こ
う
名
付
け
ら
れ
た
。
大
成
門
に

は
屋
根
付
き
の
三
つ
の
入
り
口
が
あ
る
。
真
ん
中
の
門
は
「
儀
門
」

と
呼
ば
れ
、門
の
両
側
の
柱
に
「
先
知
先
覚
為
万
古
倫
常
立
極
」、「
至

誠
至
聖
與
両
間
功
化
同
流
」
と
い
う
清
の
雍
正
帝
（
一
六
七
八
～

一
七
三
五
）
の
題
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
儀
門
は
儀
式
の
時
に
し

か
開
放
し
な
い
。
通
常
は
左
側
の
「
礼
門
」
と
称
さ
れ
る
門
か
ら
入

り
、
右
側
の
「
義
路
」
と
称
さ
れ
る
門
か
ら
出
る
こ
と
と
な
り
、「
礼

門
に
入
り
、
義
路
を
行
く
」（
礼
か
ら
入
り
、
義
を
行
う
）
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

大
成
門
を
通
り
抜
け
る
と
、
広
場
が
あ
り
、
左
右
両
側
に
は
銀
杏

が
一
本
ず
つ
植
え
て
あ
る
。
そ
の
木
を
囲
ん
で
小
さ
な
屋
根
が
つ
い
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た
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
祈
願
の
こ
と
ば
が
書
か
れ

た
赤
い
帯
が
奉
納
さ
れ
、
幾
重
に
も
重
な
っ
て
板
を
覆
い
尽
く
し
て

い
る
。
や
や
離
れ
た
場
所
に
亀
趺
が
１
頭
ず
つ
置
い
て
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
柳
宗
元
の
「
柳
州
文
宣
王
新
修
廟
碑
」、柳
州
市
政
府
の
「
重

建
柳
州
文
廟
碑
紀
」
と
彫
ら
れ
た
石
碑
を
背
負
い
、
柳
州
文
廟
の
歴

史
の
証
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
成
門
の
奥
に
は
、
文
廟
の
中
心
的
な
建
築
物
、
荘
厳
な
大
成
殿

が
あ
る
。
基
礎
部
分
の
高
さ
は
5
・
85
ｍ
に
も
及
ぶ
。
大
成
殿
に
入

る
に
は
両
側
の
緩
や
か
な
階
段
を
上
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
黄
青
石
の
階
段
の
真
ん
中
に
は
、
長
さ
18
ｍ
、
幅
3
・
6
ｍ
の

四
川
省
産
出
の
漢
白
玉
で
造
ら
れ
た
龍
陛
が
敷
い
て
あ
る
。
そ
こ
に

は
饕
餮
紋
と
一
九
匹
の
龍
が
彫
刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
精
巧
さ
は
故

宮
に
あ
る
龍
陛
を
彷
彿
さ
せ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
皇
帝
の
輿
が

通
る
龍
陛
の
上
は
人
が
歩
い
て
は
い
け
な
い
場
所
な
の
で
、
欄
干
に

取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。

　

大
成
殿
の
建
物
自
体
は
横
七
間
で
49
・
7
ｍ
、
奥
行
き
五
間
で

47
・
5
ｍ
、
高
さ
は
31
・
8
ｍ
。
中
国
の
孔
廟
・
文
廟
の
中
で
一
番

の
高
さ
を
誇
る
。二
重
屋
根
を
覆
う
の
は
黄
金
色
の
瑠
璃
瓦
で
あ
る
。

殿
内
に
入
る
と
、
中
央
部
に
安
置
さ
れ
て
い
る
高
さ
3
・
5
ｍ
、
重

さ
1
・
2
ｔ
に
も
及
ぶ
銅
身
金
箔
の
孔
子
の
座
像
が
目
に
付
く
。
孔

子
は
十
二
章
紋
様
の
帝
王
服
を
身
に
ま
と
い
、
十
二
旒
の
王
侯
貴
族

の
た
め
の
冕
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
孔
子
像
の
東
側
に
は
「
復
聖
」

顔
淵
、「
述
聖
」
子
思
が
、
西
側
に
は
「
宗
聖
」
曽
子
、「
亜
聖
」
孟

子
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
独
特
な
設
計
の
天
井
を
支
え
て
い
る
の
は

紫
銅
に
覆
わ
れ
た
24
本
の
柱
で
あ
る
。
柱
は
高
さ
6
ｍ
、
直
径
0
・

8
ｍ
で
、
表
面
の
紫
銅
に
は
蓮
の
花
と
昇
竜
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

東
西
両
側
の
壁
に
は
銅
板
が
嵌
め
込
ま
れ
、
閔
損
、
冉
雍
、
端
木
賜
、

仲
由
、
卜
商
、
有
若
、
冉
耕
、
宰
予
、
冉
求
、
言
偃
、
顓
孫
師
、
朱

熹
ら
「
十
二
哲
」
の
人
物
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
孔
子
の
弟

子
で
は
な
い
が
、
儒
学
を
体
系
化
し
後
継
者
と
さ
れ
た
朱
熹
も
孔
子

の
直
弟
子
と
と
も
に
十
二
哲
に
組
み
込
ま
れ
る
の
が
目
を
引
く
。
こ

れ
は
、
朱
子
学
が
重
視
さ
れ
た
直
後
の
時
代
の
影
響
を
受
け
た
明
・

清
文
廟
の
様
式
で
あ
り
、
現
在
も
そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
る
。
孔
子
座

像
両
側
の
手
前
の
柱
に
は
清
の
雍
正
帝
の
「
徳
冠
生
民
溯
地
辟
天
開

咸
尊
首
出
、
道
隆
群
聖
統
金
声
玉
振
共
仰
大
成
」、
奥
の
柱
に
は
乾

隆
帝
（
一
七
一
一
～
一
七
九
九
）
の
「
気
備
四
時
與
天
地
日
月
鬼
神

和
其
徳
、
教
垂
萬
世
絶
堯
舜
禹
湯
文
武
人
之
師
」
と
い
う
対
聯
が

掛
け
て
あ
る
。
孔
子
像
の
真
上
の
梁
に
は
康
熙
帝
（
一
六
五
四
～

一
七
二
二
）
の
書
と
さ
れ
る
「
萬
世
師
表
」
の
金
字
青
地
の
横
額
が

あ
り
、
向
か
っ
て
右
側
に
は
咸
豊
帝
（
一
八
三
一
～
一
八
六
一
）
の

「
徳
斉
幬
載
」、左
側
に
は
光
緒
帝（
一
八
七
一
～
一
九
〇
八
）の「
斯

文
在
茲
」
が
掛
け
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
聯
と
扁
額
は
い
ず
れ
も
孔

子
を
祀
る
「
総
本
山
」
で
あ
る
曲
阜
孔
廟
の
複
製
品
と
し
て
、
曲
阜

の
会
社
に
特
注
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
大
成
殿
」
の
三
文
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字
も
曲
阜
孔
廟
に
あ
る
康
熙
帝
の
書
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
扁

額
後
方
の
天
井
に
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
『
論
語
』「
為
政
」
篇
と
「
雍

也
」
篇
の
名
句
が
小
篆
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
九
月
に
は
孔
子

祭
、
一
二
月
に
は
成
人
式
の
式
典
が
大
成
殿
で
行
わ
れ
る
。

　

清
朝
の
歴
代
皇
帝
が
揮
毫
し
た
文
字
を
大
成
殿
の
随
所
に
飾
っ
て

い
る
の
は
、
現
存
す
る
孔
子
廟
の
本
山
的
存
在
の
曲
阜
の
意
匠
を
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
柳
州
文
廟
の
再

建
は
、
唐
代
の
姿
を
再
現
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
旧
中
国

最
後
の
王
朝
の
姿
を
復
元
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
成
殿
の
後
方
に
あ
る
の
は
、
学
校
の
役
割
を
持
つ
明
倫
堂
で
あ

る
。
高
さ
は
22
・
5
ｍ
、
横
と
奥
行
き
は
共
に
21
・
6
ｍ
、
そ
の
建

築
様
式
は
大
成
殿
と
異
な
り
、
灰
色
の
瑠
璃
瓦
が
覆
う
二
重
屋
根
の

上
は
四
角
形
で
、
下
は
円
形
を
成
し
て
お
り
、「
天
円
地
方
」
と
い

う
中
国
の
宇
宙
観
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
「
柳

州
文
廟
大
講
堂
」
と
し
て
、
市
内
の
小
中
学
生
向
け
に
、
中
国
語
文
、

漢
詩
文
、
工
芸
、
書
道
、
水
墨
画
、
武
術
な
ど
を
教
え
る
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
唐
の
時
代
か
ら
で
き
た
「
廟
学
合
一
」
の
制
度
が
歴
代
王

朝
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
北

京
の
よ
う
に
、「
廟
学
合
一
」
で
は
な
く
、「
左
廟
右
学
」
と
い
う
古

代
の
礼
制
に
基
づ
い
て
国
子
監
（
最
高
学
府
）
と
孔
廟
が
機
能
別
に

建
て
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
。

　

文
廟
の
一
番
奥
に
あ
る
の
は
孔
子
の
先
祖
を
祀
る
崇
聖
堂
で
あ

る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
孔
子
廟
に
あ
っ
た
啓
聖
祠
と
呼
ば
れ
、
孔

子
の
父
親
叔
梁
紇
を
祀
っ
て
い
た
も
の
に
由
来
す
る
。
雍
正
元
年

（
一
七
二
三
）
に
雍
正
帝
が
孔
子
の
先
祖
五
代
に
王
爵
尊
号
を
与
え

て
以
降
、
先
祖
五
代
ま
で
が
兼
祭
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
名
称

の
堂
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
崇
聖
堂
は
高
さ
28
ｍ
、横
41
ｍ
、

奥
行
き
33
・
8
ｍ
で
、
大
成
殿
に
次
ぐ
高
い
建
築
物
で
あ
る
。
緑
の

瑠
璃
瓦
を
使
う
三
重
屋
根
の
構
造
は
南
方
建
築
の
特
色
を
備
え
て
い

る
。
建
物
の
周
囲
は
瑞
雲
の
彫
刻
が
施
さ
れ
た
漢
白
玉
の
欄
干
に
囲

ま
れ
、
格
調
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

崇
聖
堂
か
ら
柳
江
の
方
に
目
を
向
け
る
と
、
七
重
の
文
昌
塔
が
見

え
る
。
文
昌
塔
は
道
教
の
建
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
28
星
宿
の
一
つ

で
あ
る
「
文
曲
星
」、
即
ち
道
教
の
「
学
問
の
神
様
」
で
あ
る
文
昌

帝
君
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
柳
州
文
廟
は
い
わ
ゆ
る
「
儒
道
融
合
」
と

い
う
中
国
文
化
独
特
な
ス
タ
イ
ル
で
蘇
っ
た
の
で
あ
る
。
儒
道
融
合

の
様
式
は
、
他
に
も
西
安
文
廟
、
台
南
文
廟
な
ど
が
今
日
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

柳
州
文
廟
は
、
一
九
二
八
年
の
柳
州
城
大
火
で
焼
失
し
、
柳
宗
元

の
碑
文
の
み
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
二
一
世
紀
に
現
代
の
技
術
を

駆
使
し
て
、
往
時
の
面
目
を
再
現
し
な
が
ら
蘇
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
再
建
さ
れ
た
場
所
は
本
来
文
廟
が
あ
っ
た
場
所
で
は
な
い
も
の

の
、
柳
江
を
隔
て
て
対
を
成
す
武
廟
と
対
峙
す
る
と
い
う
町
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
上
で
の
最
良
の
場
所
に
再
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現
さ
れ
た
。
歴
史
的
建
造
物
を
復
元
す
る
場
合
、
当
時
の
姿
を
再
現

す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
建
物
が
本
来
持
つ
機
能
も
発
揮
さ
せ
る
も

の
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
発
想
は
日
本
に
は
あ
ま
り
な
い
。
柳
州

文
廟
は
、
単
な
る
博
物
館
的
な
建
造
物
で
は
な
く
、
中
国
の
古
典
文

化
を
後
世
に
向
け
て
教
育
し
て
い
く
機
能
並
び
に
現
代
的
意
義
も
兼

ね
備
え
る
も
の
と
し
て
再
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
興
味
深
い
。

柳
州
文
廟
は
、
中
国
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
次
世
代
へ
も
そ
れ
を

伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
文
化
財
産
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ

う
。

　

文
廟
を
後
に
し
た
時
は
既
に
日
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
煌
々
た
る
文
廟
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
柳
江
に
映
り
、

川
の
流
れ
に
揺
れ
な
が
ら
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
い
た
。
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清
水
市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

吉
村
作
治
『
人
間
力
回
復
宣
言
』
を
読
ん
で　
― 

い
わ
き
市
の
未
来
と
人
間
力 

―

■
特
別
企
画
■

い
わ
き
市
長
・
東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授　

清　

水　

敏　

男

　

こ
の
た
び
本
学
の
客
員
教
授
に
ご
就
任
い
た
だ
い
た
、
い
わ
き
市

長
の
清
水
敏
男
先
生
に
、
本
学
学
長
吉
村
作
治
の
新
著
『
人
間
力
回

復
宣
言
』
を
題
材
に
し
て
、
本
学
と
の
関
わ
り
や
他
者
と
の
交
流
な

ど
様
々
な
観
点
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。

―
―
本
学
で
授
業
を
担
当
し
た
際
の
ご
感
想

清
水
：�

授
業
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
当
初
は
、「
復
興
学
」
の
授
業

と
い
う
こ
と
で
い
わ
き
市
の
復
興
状
況
を
中
心
に
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
授
業
は
「
人
間

力
」
に
つ
い
て
も
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た

の
で
、
そ
こ
で
復
興
の
話
に
特
化
す
る
の
で
は
な
く
、
学
生

さ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
を
歩
ん
で
い
く
上
で
、
な
に

か
糧
に
な
る
よ
う
な
、
自
分
な
り
の
思
い
や
考
え
方
も
合
わ

せ
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

�　

貴
学
の
学
生
さ
ん
の
印
象
で
す
が
、
み
な
さ
ん
大
変
真
面

目
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
い
ま
し
て
、
非
常
に
礼
儀
正
し
い
学

生
が
多
い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

ち
ら
が
真
面
目
な
話
ば
か
り
を
致
し
ま
す
と
、
い
く
ら
学
生

さ
ん
で
も
疲
れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
な
る
べ
く

皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て
も
え
る
う
よ
う
な
身
近
な
話
題
も

差
し
挟
み
つ
つ
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
わ

き
市
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
、
学
生
さ
ん
た
ち
に
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
そ
う
な
話
題
も
取
り
上
げ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
学
生
さ
ん
た
ち
の
記
憶
に
残
る
よ
う
な
授
業
だ
っ
た
の

で
あ
れ
ば
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
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―
―
学
長
の
著
書
を
通
し
て
見
た
儒
学
の
教
え
に
つ
い
て
の
ご
感
想

清
水
：�

論
語
に
つ
い
て
は
、
学
生
時
代
に
少
し
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る

だ
け
で
す
が
、
今
回
の
吉
村
学
長
の
著
書
を
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
、
孔
子
の
教
え
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
は
〈
人
の
歩
む

べ
き
道
の
模
範
〉
を
人
々
へ
諭
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か

と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。
著
書
の
な
か
で
は
『
論
語
』
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
教
訓
な
ど
の
お
話
に
注
目
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
た
だ
の
一
方
的
な
「
教
訓
」
と
し
て
の

み
理
解
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
偏
平
な
教
説
を
た
だ
学
ん
で

い
る
よ
う
に
受
け
と
め
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
孔
子
の
教

え
は
、
そ
の
よ
う
な
型
に
嵌
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
現
代

の
我
々
が
日
々
を
振
り
返
っ
て
得
心
す
る
よ
う
な
お
話
が
数

多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
　
　

�　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
同
じ
人
間
で
あ
る
以
上
、
ど
こ
か

普
遍
的
な
教
え
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
普
遍
的
な
教
え
を
孔
子
の
言
葉
を
「
論
語
」
や
「
儒
学
」

と
い
う
学
問
の
か
た
ち
で
、
継
承
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
思
い

ま
す
し
、
人
間
は
〈
こ
の
よ
う
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
〉
と

い
う
よ
う
な
思
い
も
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

―
―�
吉
村
学
長
は
『
論
語
』
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
〈
人
と
の
付
き

合
い
〉
と
い
う
側
面
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
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清
水
：�「
政
治
」
と
い
う
の
は
、
人
と
人
と
が
相
対
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
わ
け
で
す
。
人
間
社
会
と
い
う
の
は
、
他
者
と
の

交
流
な
し
に
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
人
間
は
、
他
者
と
付
き
合

わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
存
在
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

吉
村
学
長
が
他
人
と
ど
の
よ
う
に
〈
付
き
合
う
〉
の
か
と
い

う
「
人
間
関
係
」
に
注
目
し
て
『
論
語
』
を
読
み
解
か
れ
た

こ
と
に
共
感
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

�　

わ
た
く
し
の
好
き
な
言
葉
に
「
一
期
一
会
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
し
か
出
会
え
な
い
人
と
い
う
方
も

い
る
。
そ
の
時
々
で
お
会
い
す
る
方
と
触
れ
合
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
自
ら
を
成
長
さ
せ
る
糧か

て

に
出
来
る
の
か
。
そ
れ
は
政

治
家
と
し
て
の
信
条
と
し
て
も
必
要
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　

�　

わ
た
く
し
が
、
子
供
さ
ん
た
ち
に
お
話
す
る
と
き
に
は
、

例
え
話
と
し
て
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
磨
い
て
初
め
て
光
り
輝

く
ん
だ
よ
」
と
い
う
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
儒
学
の

古
典
に
も
「
玉
琢
か
ざ
れ
ば
器
を
成
さ
ず
（
宝
玉
も
磨
か
な

け
れ
ば
玉
器
に
使
用
出
来
な
い
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
で
す
ね
（『
礼
記
』）。
た
だ
、
闇
雲
に
石
を
磨
い
て
も
光

り
輝
か
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
大
変

に
硬
く
、
ダ
イ
ヤ
同
士
で
な
け
れ
ば
光
り
輝
く
よ
う
に
磨
く

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　
　
　

�　

人
間
も
同
じ
で
す
。
長
い
人
生
に
お
い
て
は
様
々
な
他
者

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
良
い
人
と
の
出
会
い
が
自
分
を

磨
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
た
だ
人
と
出
会
っ
て
い
れ

ば
自
分
が
磨
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
や
は
り
す
ぐ
れ
た
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
こ
そ
、
よ

り
光
り
輝
く
も
の
な
の
で
す
。
生
き
て
い
れ
ば
、
不
幸
に
し

て
良
く
な
い
人
と
の
接
触
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
吉
村
学
長
が
後
半
で
言
及
し
て
お
ら
れ
た
「
負
の
人
間

力
」
へ
と
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
い
、
辛
い
思
い
を
し
た
り
、

心
に
傷
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
よ

く
よ
く
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　

�　

誰
と
切
磋
琢
磨
し
、
と
も
に
成
長
し
て
ゆ
く
の
か
。
こ
の

点
、
人
間
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

�　

学
生
さ
ん
た
ち
に
も
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
た
ち
に
何
か
示
唆
す
る
言
葉
を

残
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―�
清
水
市
長
が
本
学
で
ご
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
際
、
学
生
が
書

い
た
感
想
文
の
中
で
一
番
多
か
っ
た
も
の
は
「
大
き
な
夢
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

清
水
：�

そ
う
で
す
か
。
そ
れ
は
大
変
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
人
生
に
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と
っ
て
夢
を
見
つ
け
る
こ
と
は
「
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
」
の

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
夢
と
い
っ
て
も
身
近
な
夢

も
あ
れ
ば
、
将
来
の
大
き
な
夢
も
あ
る
。
若
い
時
は
な
か
な

か
遠
い
将
来
の
夢
を
思
い
描
く
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
私
も
学
生
の
頃
は
、
ま
ず
生
徒
会
長
を
目
指
し
て
み

よ
う
と
い
う
身
近
な
夢
を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
小
さ

な
夢
を
こ
つ
こ
つ
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
そ
の
先
の
大
き
な

夢
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
吉
村
学
長
の

著
書
の
中
で
も
、
学
長
の
お
母
さ
ま
が
「
千
里
の
道
も
一
歩

か
ら
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
若
い
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
何
事
も
身
近
な
こ

と
か
ら
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

―
―�

ま
た
吉
村
学
長
の
著
書
の
中
で
は
教
訓
文
学
と
し
て
、
プ
タ
ハ

ヘ
テ
プ
と
い
う
エ
ジ
プ
ト
の
宰
相
の
話
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

同
じ
政
治
家
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
ら
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

清
水
：�

著
書
を
通
し
て
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
人
間
の
本
質
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
徳
を
積
み
重
ね
、
人

間
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
や
は
り
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ど
ん
な
人
間
に
も
欲
や
妬
み
な
ど
の
負
の
感
情
、
吉
村

学
長
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
負
の
人
間
力
」
も
あ
る
も
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
意
味
で
も
生
涯
学
び
続
け
る
姿
勢
は

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。
一
生
勉
強
で
す
。

　
　
　

�　

ま
た
勉
強
と
言
っ
て
も
、
た
だ
教
科
書
を
読
む
こ
と
だ
け

が
勉
強
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
上
司
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
、
親
戚
や
知
人
、
ま
た
古
典
な
ど
の
本
を
通
し
て

学
ぶ
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
人
間

か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
謙
虚
な
気
持
ち
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

―
―�

清
水
市
長
が
教
訓
と
し
て
日
々
心
が
け
て
い
る
こ
と
、
ま
た
人

生
の
中
で
教
訓
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
出
来
事
は
何
か
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

清
水
：�

吉
村
学
長
は
「
神
様
が
見
て
い
る
よ
」
と
い
う
お
母
さ
ま
の

言
葉
を
今
も
忘
れ
ず
に
胸
に
留
め
て
い
る
と
著
書
の
中
に
書

か
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
の
親
も
同
じ
よ
う
に

「
お
て
ん
と
さ
ま
が
見
て
い
る
よ
」
と
よ
く
話
し
て
く
れ
た

も
の
で
す
。
人
間
の
心
の
中
に
は
必
ず
弱
い
部
分
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
弱
い
自
分
に
立
ち
向
か
い
、
誰
が
見
て
い
な
く

て
も
努
力
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
日
々
心
が
け
て
い
ま

す
。
こ
の
想
い
は
吉
村
学
長
も
同
じ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
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う
か
。
政
治
家
と
い
う
仕
事
は
見
え
な
い
努
力
の
積
み
重
ね

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
陰
の
徳
を
積
む
こ
と
、
こ
れ
が
常
に
心

が
け
て
い
る
人
生
の
教
訓
で
す
。

―
―�

「
陰
徳
あ
れ
ば
陽
報
あ
り
」
で
す
ね
。
市
長
と
い
う
お
立
場
の

中
で
仕
事
を
迅
速
に
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
も
あ
れ

ば
、
時
に
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
清
水
市
長
は
仕
事
の
進
め
方
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水
：�

何
事
も
一
〇
〇
％
の
王
道
を
行
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
当
然
、
進
ん
で
い
く
中
で
失
敗
を
す
る
こ
と
も
あ
る
と

思
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
時
は
潔
く
反
省
し
、
次
に
進
め
ば

い
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

�　

私
は
学
生
時
代
に
野
球
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
く

先
輩
か
ら
「
バ
ッ
ト
は
振
ら
な
い
と
当
た
ら
な
い
よ
」
と
言

わ
れ
た
も
の
で
す
。
バ
ッ
ト
を
振
っ
て
、
仮
に
ボ
ー
ル
に
当

た
っ
た
と
し
て
も
ヒ
ッ
ト
に
な
る
率
は
よ
く
て
三
割
三
分
三

厘
。
三
割
も
打
て
れ
ば
強
打
者
で
す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど

が
凡
打
に
な
る
。そ
れ
で
も
、バ
ッ
ト
を
振
ら
な
け
れ
ば
ヒ
ッ

ト
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
震
災
か
ら
の
復
興
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ
れ
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
挑
戦
す
る
と
い
う
気

持
ち
が
重
要
で
す
。
部
下
に
対
し
て
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
ど

ん
な
こ
と
に
も
怯
ま
ず
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　

�　

ど
の
会
社
、
ど
の
組
織
で
も
そ
う
で
し
ょ
う
け
ど
、
若
手
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が
生
き
生
き
と
仕
事
を
し
、
存
分
に
力
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
上
司
が
上
手
に
部
下
の
背
中
を
押
し
て
あ
げ
な
く
て
は

い
け
な
い
。〝
責
任
は
お
れ
が
取
る
か
ら
、思
い
切
っ
て
や
っ

て
み
ろ
〟
と
い
う
ふ
う
に
上
司
が
声
を
か
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
。
根
本
は
信
頼
で
す
。
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
思
う
と
、
若

い
人
は
思
い
も
か
け
な
い
力
を
発
揮
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

�　

で
す
か
ら
、
部
下
を
信
頼
し
、
仕
事
を
任
せ
る
。
あ
と
は

じ
っ
と
見
守
る
。
時
に
は
自
分
で
や
っ
た
方
が
早
い
し
、
楽

だ
と
い
う
場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
で
で
き

る
範
囲
と
い
う
の
は
当
然
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
立
場
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
範
囲
は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
　
　

�　

い
わ
き
市
も
こ
れ
だ
け
大
き
い
市
で
す
か
ら
、
農
林
水
産

業
も
あ
れ
ば
、
工
業
も
商
業
も
あ
る
。
観
光
も
あ
る
し
、
福

祉
も
教
育
も
あ
る
。
多
種
多
様
で
す
。
ど
れ
も
大
事
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
は
責
任
と
誇
り
を
も
っ
て
業

務
を
担
う
職
員
が
い
ま
す
。
市
長
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て

を
で
き
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に

任
せ
て
一
生
懸
命
や
っ
て
も
ら
う
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

�　

そ
の
総
合
力
が
結
果
的
に
オ
ー
ル
い
わ
き
市
に
な
っ
て
い

く
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
市
長
と
い
う
立
場
と
し
て
は
方
向

性
を
き
ち
っ
と
示
す
。
そ
の
方
向
性
に
沿
っ
て
仕
事
を
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
見
守
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
が
う

ま
く
期
待
通
り
に
い
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う

ち
ょ
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
な
と
か
、
自
分
の
考
え
て

い
た
こ
と
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る

わ
け
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
そ
れ
で
次
に
生
か
し
て
い
け
る
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
。経
験
が
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
り
ま
す
。

特
に
若
い
人
ほ
ど
そ
う
で
す
ね
。

―
―�

政
治
家
は
、
私
た
ち
と
違
っ
て
任
期
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
四
年

後
に
結
果
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
厳
し
さ
が
あ
り
ま

す
。

清
水
：�

こ
れ
ま
で
自
分
は
市
会
議
員
、
県
会
議
員
、
そ
し
て
市
長
と

政
治
家
の
道
を
歩
ん
で
き
た
わ
け
で
す
が
、
自
分
の
信
条
と

し
て
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
一
生
懸
命
や
る
、
誠
実
に
仕
事

に
取
り
組
む
―
―
そ
う
す
れ
ば
必
ず
見
て
く
れ
る
人
は
見
て

く
れ
る
と
い
う
思
い
で
今
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

今
で
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
目
の
前
の
仕
事
に
全
力
と
い
う
姿
勢
が
大
事
で
す
ね
。

清
水
：�

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
同
じ
仕
事
で
も
、
そ
こ
に
自
分
な
り
の

楽
し
み
と
い
う
か
や
り
が
い
と
い
う
の
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

�　

自
分
な
り
の
楽
し
み
方
、
や
り
が
い
と
か
、
や
は
り
楽
し
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く
な
い
と
仕
事
は
つ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
や
り
が
い

を
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
頑
張
り
も
き
く
と
い
う
面

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

�　

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
例
え
ば
「
魅
力
あ
る
町
」
と
か
「
若

者
が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
町
」
と
か
、
そ
う
い
う
街
づ
く

り
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
く
。
時
に
は
皆
と
激
論
を
交
わ

す
。
ど
う
い
う
街
で
あ
れ
ば
、
魅
力
あ
る
町
、
楽
し
い
町
と

言
え
る
の
か
、
自
分
も
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な

る
の
か
。
そ
も
そ
も
自
分
が
楽
し
く
な
い
の
に
こ
こ
に
住
ん

で
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、
誰
も
住
ん
で
く
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―�

こ
の
町
で
生
活
し
て
い
て
誰
も
が
楽
し
め
る
。
そ
う
い
う
街
づ

く
り
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

清
水
：�

自
分
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
を
具
現

化
で
き
な
い
か
考
え
て
み
ま
す
。
例
え
ば
市
が
検
討
し
て
い

る
平
城
に
つ
い
て
、
も
と
も
と
平
は
城
下
町
で
歴
史
の
あ
る

町
で
あ
り
ま
す
が
、
明
治
政
府
か
ら
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ

て
買
い
戻
し
に
な
ら
な
か
っ
た
経
過
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
今
、
市
が
買
い
戻
し
て
城
跡
公
園
と
し
て
整
備
し
よ
う

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　

�　

今
後
に
お
い
て
は
、
慎
重
に
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

な
が
ら
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
応
接

室
に
い
わ
き
市
の
全
景
を
模
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。

自
分
が
市
長
に
就
任
し
、
最
初
の
ボ
ー
ナ
ス
で
こ
の
ジ
オ
ラ

マ
を
作
り
ま
し
た
。
お
城
山
に
お
城
が
で
き
た
ら
こ
ん
な
ふ

う
に
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
、
そ
の
下
を
走
る
の
が
常
磐
新
幹
線

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
私
の
夢
、M

y dream

で
す
が
、

こ
ん
な
こ
と
は
模
型
だ
か
ら
で
き
る
ん
で
す
が
、
で
も
こ
れ

が
私
の
夢
と
い
う
こ
と
で
形
に
し
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た

ら
平
の
町
の
方
々
が
、「
何
か
市
長
は
お
城
を
作
ろ
う
と
し

て
い
る
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
で
す
ね
、
あ
そ

こ
の
本
丸
の
と
こ
ろ
が
ず
っ
と
封
印
さ
れ
て
い
た
の
で
す
け

れ
ど
、
平
の
町
の
方
々
も
、「
自
分
た
ち
も
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
本
丸

の
部
分
を
開
放
し
て
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
〇
年
間
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
こ
に
入
っ
て
「
い
わ
き
市
に
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
空
間
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
が
、
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
市
制
施
行
五
〇
周
年
の
記

念
式
典
で
は
一
夜
城
と
い
う
こ
と
で
張
り
ぼ
て
で
は
あ
り
ま

す
が
、
城
が
立
ち
上
が
り
、
そ
れ
を
見
て
「
い
わ
き
は
城
下

町
だ
っ
た
ん
だ
ね
。
お
城
あ
っ
た
ら
い
い
よ
ね
」
と
い
う
よ

う
な
声
も
出
る
な
ど
少
し
ず
つ
気
運
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
お
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り
ま
す
。
夢
と
し
て
描
い
た
も
の
が
現
実
に
近
づ
い
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
し
、
慎
重
に
進
め
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

―
―�

そ
う
い
う
意
味
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
い
う
か
や
り
が

い
で
す
ね
。
自
分
の
思
い
を
ど
れ
だ
け
市
民
の
人
た
ち
と
共
有

し
、
実
現
で
き
る
か
。
確
か
に
政
治
家
と
し
て
の
や
り
が
い
と

い
う
か
、
夢
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

清
水
：�

例
え
ば
、
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
も
そ
の
一
つ
で
す
し
、
Ｊ
リ
ー
グ
を

目
指
す
チ
ー
ム
が
い
わ
き
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
Ｊ
リ
ー

グ
に
行
く
に
は
ス
タ
ジ
ア
ム
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
将
来

的
に
ス
タ
ジ
ア
ム
が
で
き
て
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
Ｊ
リ
ー

グ
に
入
っ
て
、
い
わ
き
市
民
が
赤
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て

「
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
頑
張
れ
」
と
い
っ
た
姿
を
夢
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
す
る
わ
け
で
す
。

―
―�

大
き
な
夢
を
持
っ
て
そ
こ
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん

で
い
く
。
そ
の
歩
み
自
体
が
楽
し
み
そ
の
も
の
で
す
ね
。

清
水
：�

去
年
天
皇
杯
で
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
は
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と
い
う

Ｊ
１
の
チ
ー
ム
と
試
合
を
し
、
５
―
２
で
勝
ち
ま
し
た
。
そ

の
時
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
で
や
り
ま
し
た
が
、私
自
身
、パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
は
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
と
か
で
見
る
こ
と
は
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
、
ま
さ
か
こ
の
い
わ
き
市
で
や
れ
る
と
は
思
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
そ
れ
に
参
加
し
て
、
ゴ
ー
ル

が
入
る
た
び
に
そ
の
場
で
初
め
て
出
会
っ
た
若
者
と
一
緒
に

な
っ
て
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
い
わ
き
で
も
こ
う
い

う
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

�　

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
が
こ
れ
か
ら
も
っ
と
活
躍
し
て
い
く
よ
う
に

な
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
歓
喜
を
共

有
す
る
機
会
が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
そ
う
い
う
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
ね
。

清
水
：�

そ
う
し
た
一
体
感
が
い
わ
き
合
併
か
ら
五
〇
年
経
っ
て
、
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
す
と
い
う
時
に
必
要
な
力
に
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
い
わ
き
出
身

の
若
い
人
た
ち
が
大
学
を
卒
業
し
て
、
地
元
い
わ
き
で
就
職

し
よ
う
か
な
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
方
も
増
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

―
―
地
元
に
残
っ
て
こ
の
ま
ま
楽
し
ん
で
い
こ
う
と
。

清
水
：�
例
え
ば
、
い
わ
き
以
外
の
北
関
東
と
か
あ
る
い
は
南
東
北
の

人
た
ち
も
い
わ
き
に
住
も
う
か
な
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
だ
ん

だ
ん
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
人
が
集
ま
る
に
は
そ
れ
な
り
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の
魅
力
と
い
う
の
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
文
化
面
で
の
充
実
も
必
要
で
す
し
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー

ツ
の
領
域
で
の
充
実
・
魅
力
も
必
要
で
す
。
ま
た
働
く
場
も

必
要
で
し
ょ
う
し
、あ
る
い
は
福
祉
の
充
実
も
不
可
欠
で
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
結
果

的
に
い
わ
き
市
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
が
魅
力
あ
る
も
の
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―�

そ
う
い
う
こ
と
の
地
道
な
積
み
重
ね
で
い
わ
き
の
魅
力
と
い
う

も
の
も
ど
ん
ど
ん
増
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
ね
。

清
水
：�

そ
う
で
す
ね
。
特
に
今
年
の
夏
に
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
も
開
業

し
ま
す
し
。
そ
う
す
る
と
、
あ
の
小
名
浜
港
の
一
帯
と
い
う

の
が
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
若
い
人
に
と
っ
て
は
―
―
私
は
「
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ

ト
」
と
言
っ
て
い
ま
す
け
ど
―
―
魅
力
の
あ
る
町
に
な
っ
て

い
く
。
か
つ
て
自
分
が
学
生
の
こ
ろ
、
ま
た
東
京
で
働
い
て

い
た
時
に
、〝
い
わ
き
に
戻
っ
て
も
何
も
な
い
な
〟
と
い
う

思
い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
思
い
を
今
の
若
い
人

に
は
言
わ
せ
な
い
と
い
う
か
言
っ
て
も
ら
い
た
く
な
い
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
と
市
長
と
し

て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

�　

い
わ
き
は
東
京
と
近
い
で
す
か
ら
、
例
え
ば
東
京
の
大
学

に
行
っ
て
い
て
も
ち
ょ
っ
と
こ
の
連
休
に
は
い
わ
き
に
帰
ろ

う
か
な
と
か
、
週
末
に
帰
ろ
う
か
な
と
い
う
ふ
う
な
町
に

な
っ
て
い
け
ば
、
人
口
減
の
な
か
で
も
生
き
残
っ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
―�

最
後
に
市
長
、
こ
の
春
、
市
役
所
に
も
新
し
い
人
が
職
員
と
し

て
入
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
若
い
人
に
期
待
す
る
こ
と
、

こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

清
水
：�

や
っ
ぱ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
人
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
頭
で
っ
か
ち
に
な
る
の
で
は
な
く
、

「
ま
ず
は
行
動
し
て
み
る
、
動
い
て
み
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
―
―
そ
う
訴
え
た
い
で
す
。
そ
れ
が
人

間
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
し
、
理
屈
で
考
え
て
実
現
不
可

能
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
も
、
諦
め
ず
に
動
い
て
い
る
う

ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
事
態
が
好
転
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
あ
る
も
の
で
す
。

―
―
本
学
に
期
待
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

清
水
：�
貴
学
の
カ
ラ
ー
に
は
、
国
際
大
学
と
し
て
海
外
か
ら
の
学
生

さ
ん
が
多
い
と
い
う
の
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
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大
変
重
要
な
特
色
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
い

わ
き
市
の
な
か
で
外
国
の
方
と
触
れ
合
う
場
面
と
い
う
の
は

極
端
に
少
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う

な
現
状
の
な
か
で
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通
じ
て
身
近
に
海

外
の
方
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
人
間
の

幅
を
広
げ
る
た
め
に
大
き
な
力
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
生
活
の
な
か
で
留
学
生
の
皆
さ
ん
と
知
り
合
い
、
友
達

に
な
り
、
お
互
い
の
出
身
国
に
つ
い
て
も
興
味
を
持
つ
こ
と

も
あ
れ
ば
、
実
際
に
行
く
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。　

　
　
　

�　

海
外
に
行
っ
て
み
れ
ば
、
お
の
ず
と
色
々
な
考
え
方
も
生

ま
れ
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
の
よ
う
な
視
野
の
広
が
る
経
験

と
い
う
の
を
市
内
の
最
高
学
府
へ
通
う
学
生
さ
ん
に
は
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。さ
ら
に
学
生
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
的
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
そ
の
よ
う
な
海
外
と
触
れ

合
う
機
会
を
数
多
く
作
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。

　
　
　

�　

海
外
の
方
に
対
し
て
臆
す
る
こ
と
な
く
、
同
じ
人
間
と
し

て
相
対
し
て
い
け
ば
、
お
の
ず
と
気
持
ち
も
通
じ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
生
さ
ん
で
も
大
事
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
か
す
る
と
、
語
学
に
自
信
が
無
い

か
ら
消
極
的
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ま
ず
は
飛
び
出
し
て
み
る
と
い
う
気
概
を
持
つ
、
そ
う

い
う
学
生
さ
ん
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

�

（
聞
き
手
：
東
洋
思
想
研
究
所　

三
浦
健
一
・
高
橋
恭
寛
）
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
渋
沢
栄
一
は
日
本
で
最
初
の
銀
行

（
第
一
国
立
銀
行
）
を
設
立
し
、
そ
の
他
に
も
約
五
〇
〇
に
も
及
ぶ

銀
行
や
会
社
の
設
立
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
渋
沢
が
関
わ
り
今

に
残
る
会
社
も
多
い
。
そ
の
た
め
、「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
も

称
さ
れ
て
い
る
。
渋
沢
は
一
時
大
蔵
省
の
役
人
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を

辞
し
て
か
ら
は
民
間
の
立
場
で
日
本
経
済
の
発
展
及
び
日
本
の
近
代

化
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
経
済
だ
け
で
は
な
く
教
育
や
国
際
文
化
交

流
、
社
会
福
祉
事
業
な
ど
に
も
携
わ
り
、
民
間
外
交
の
先
駆
者
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。そ
の
渋
沢
が
生
涯
大
事
に
し
て
い
た
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
幼
い
こ
ろ
に
身
に
付
け
た
『
論
語
』
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
絵
が
あ
る
。
そ
の
絵
は
、

渋
沢
の
古
稀
の
お
祝
い
に
小
山
正
太
郎
に
よ
っ
て
描
か
れ
贈
ら
れ
た

も
の
だ
が
、
そ
の
絵
に
は
、
刀
、
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
、
そ
し
て
本
（『
論

語
と
算
盤
』）
が
描
か
れ
て
い
る
。
渋
沢
は
、
こ
の
絵
を
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
に
描
か
れ
た
『
論
語
と

算
盤
』
は
渋
沢
の
著
書
で
あ
る
。
こ
の
絵
を
通
し
て
、
渋
沢
が
『
論

語
』
を
ど
れ
ほ
ど
大
事
に
し
て
い
た
か
、
ど
れ
だ
け
『
論
語
』
が
彼

の
思
想
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
町
泉
寿
郎
編
著
『
渋
沢
栄
一
は
漢
学
と
ど
う
関
わ
っ
た

か
「
論
語
と
算
盤
」
が
出
会
う
東
ア
ジ
ア
の
近
代
』
は
、『
渋
沢
栄

一
と
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
」』
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
巻
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。
二
〇
一
七
年
に
発
刊
さ
れ
た
こ
の
著
書
を
皮
切
り
に
、

二
〇
二
一
年
ま
で
に
八
巻
が
発
刊
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
シ
リ
ー
ズ
は
、
渋
沢
の
実
業
家
と
し
て
の
一
面
だ
け
で
は
な
く
、

渋
沢
の
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
」
活
動
の
全
体
像
を
把
握
し
、
そ
れ

を
八
つ
の
視
点
か
ら
多
角
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
渋
沢
の

思
想
を
重
層
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言

う
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
」
と
は
、「
人
類
愛
に
基
づ
く
、
個
人
や

町
泉
寿
郎
編
著
『
渋
沢
栄
一
は
漢
学
と
ど
う
関
わ
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
論
語
と
算
盤
」
が
出
会
う
東
ア
ジ
ア
の
近
代
』

■
書
評
Ⅰ
■

い
わ
き
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
准
教
授　

福　

井　

朗　

子
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団
体
の
慈
善
活
動
、
奉
仕
活
動
な
ど
、
自
発
的
で
利
他
的
な
活
動
を

意
味
」1

す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、「
キ
リ
ス
ト
教
と
の
つ
な
が
り
が
深

い
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
と
は
区
別
す
る
概
念
」2

と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
第
一
巻
と
な
る
こ
の
本
は
、
近
代
日
本
経
済
の
礎
と

な
っ
た
渋
沢
と
二
松
学
舎
の
創
設
者
で
あ
り
漢
学
者
で
も
あ
る
三
島

中
洲
と
の
関
係
に
着
目
し
、「
漢
学
」3

と
い
う
視
点
か
ら
渋
沢
の
思

想
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
渋
沢
の
代
表
作
で
あ
る
『
論
語
と
算
盤
』
は
、
多
く
の
言

語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
関
連
書
籍
も
出
版
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
渋
沢
の
「
静
か
な
ブ
ー
ム
」
が
起
き
て
い
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
著
作
に
お
い
て
た
び
た
び
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
渋
沢
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
彼
の
「
論
語
」
に
あ
た
る
儒
教
思
想
や
そ
の
活
動

に
関
す
る
と
い
う
よ
り
も
、「
算
盤
」
に
あ
た
る
実
業
家
と
し
て
の

思
想
や
活
動
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
本
で

は
視
点
を
変
え
、渋
沢
の
「
算
盤
」
と
し
て
の
一
面
よ
り
も
「
論
語
」

に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
「
渋
沢
栄
一
」
と
い
う
人
物
を
捉
え
よ
う
と

試
み
て
い
る
。
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
渋
沢
に
お
け
る
「
多
角

的
に
分
析
す
る
」
と
い
う
姿
勢
は
、
渋
沢
を
専
門
と
は
し
て
い
な
い

研
究
者
や
若
手
研
究
者
を
起
用
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
伝
わ
っ

て
く
る
。
読
み
進
め
る
と
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
新
た
な
渋
沢
像
が
立

ち
上
が
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
新
た
に
知
る
こ
と
も
多
く
、
ど
の
章

も
大
変
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

渋
沢
の
思
想
基
盤
と
な
っ
た
『
論
語
』
に
代
表
さ
れ
る
儒
教
思
想

は
、
日
本
が
近
代
化
す
る
過
程
に
お
い
て
、
一
般
的
に
は
「
近
代
化

を
阻
害
す
る
も
の
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
渋

沢
は
、
江
戸
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
目
ま
ぐ
る
し
く
時
代
が
変

化
し
、
近
代
化
が
急
速
に
進
む
な
か
で
も
『
論
語
』
を
捨
て
る
こ
と

は
な
く
、
ま
た
捨
て
よ
う
と
も
せ
ず
、
む
し
ろ
近
代
化
す
る
日
本
に

お
い
て
必
要
な
哲
学
で
あ
る
と
捉
え
た
。
そ
し
て
、
自
ら
『
論
語
』

の
教
え
を
経
済
活
動
の
な
か
で
活
か
し
体
現
す
る
と
と
も
に
、
衰
退

す
る
儒
教
の
支
援
や
普
及
に
尽
力
し
て
い
る
。
当
時
に
お
い
て
も
時

代
錯
誤
も
し
く
は
反
近
代
的
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
儒
教
を
生
涯
の
思

想
基
盤
と
し
た
人
物
が
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い

う
と
こ
ろ
に
興
味
を
ひ
か
れ
る
と
と
も
に
、
読
む
に
つ
れ
て
、
西
洋

か
ら
多
く
の
も
の
が
流
入
す
る
な
か
で
、
渋
沢
は
な
ぜ
『
論
語
』
を

離
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
ま
た
、
渋
沢
は
『
論
語
』
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
な
ど
の
疑
問
が
湧
き
上
が
っ
て
く

る
。
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
本
書
で
は
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
が
行

わ
れ
い
く
の
で
あ
る
。

　

本
は
三
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
は
渋
沢
栄
一
の
思
想
、

第
二
部
は
渋
沢
の
教
育
支
援
、
第
三
部
は
渋
沢
と
近
代
漢
学
に
つ
い

て
で
あ
る
。
第
一
部
で
は
、
渋
沢
や
三
島
中
洲
の
『
論
語
』
の
解
釈

が
、
当
時
の
日
本
や
東
ア
ジ
ア
の
儒
教
圏
、
そ
し
て
日
韓
中
の
儒
教
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研
究
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
と
の
問
題
意

識
に
沿
っ
て
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
二
部
の
渋
沢
の
教
育
支
援

に
つ
い
て
は
、
彼
の
漢
学
教
育
を
含
む
広
い
教
育
支
援
活
動
に
注
目

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
第
三
部
で
は
、
渋
沢
が
密
接
に

関
わ
っ
て
い
た
漢
学
塾
二
松
学
舎
と
湯
島
聖
堂
斯
文
会
を
取
り
上
げ

な
が
ら
、
彼
の
儒
教
普
及
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
も
特
に
興
味
を
引
か
れ
た
の
が
、
第
六
章
の
渋
沢
の

女
子
教
育
支
援
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
私
が
現

在
、
幼
児
教
育
学
科
に
所
属
し
女
子
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
、
ま
た
、
私
自
身
が
こ
れ
ま
で
読
ん
で
き
た
牧
口
常
三
郎
や

新
渡
戸
稲
造
も
渋
沢
と
同
様
、
女
子
教
育
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う

共
通
点
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
渋
沢
の
女
性
観
や

女
子
教
育
観
、
そ
し
て
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も
に
、
渋

沢
の
女
子
教
育
へ
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

　

渋
沢
は
お
よ
そ
六
〇
〇
と
も
い
わ
れ
る
社
会
公
共
事
業
に
関
わ

り
、
商
法
講
習
所
（
現
在
の
一
橋
大
学
）、
同
志
社
大
学
、
ま
た
三

島
中
洲
が
創
設
し
た
二
松
学
舎
の
運
営
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
女
子

教
育
に
お
い
て
は
、伊
藤
博
文
と
女
子
教
育
奨
励
会
を
設
立
し
た
後
、

東
京
女
学
館
（
現
・
東
京
女
学
館
中
学
・
高
等
学
校
）
の
開
校
に
も

関
わ
る
と
も
に
、
成
瀬
仁
蔵
の
女
子
教
育
理
念
に
共
鳴
し
、
日
本
女

子
大
学
（
現
・
日
本
女
子
大
学
）
の
設
立
・
運
営
に
も
尽
力
し
て
い

る
。
成
瀬
仁
蔵
は
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
あ
さ
が
来
た
」
の
な
か
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
日

本
初
の
女
子
大
学
を
創
設
し
た
人
物
と
し
て
馴
染
み
の
あ
る
方
も
多

い
だ
ろ
う
。
渋
沢
も
成
瀬
の
女
子
教
育
理
念
に
感
銘
し
、
成
瀬
の
ひ

た
む
き
に
努
力
す
る
姿
と
熱
意
に
感
動
し
、
日
本
女
子
大
学
の
設
立

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

渋
沢
が
持
ち
続
け
た
女
性
観
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
や
「
男
女
平

等
」
を
主
張
し
た
成
瀬
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
儒
教
的
女

性
観
で
あ
る
「
良
妻
賢
母
」
を
理
想
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
時
代
の

推
移
と
共
に
渋
沢
の
理
想
と
す
る
「
良
妻
賢
母
」
の
意
味
内
容
は
変

化
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
彼
の
女
性
観
の
根
底
に
は
儒
教
的

な
考
え
が
あ
り
続
け
た
。
し
か
し
、
時
代
と
共
に
「
良
妻
賢
母
」
も

変
化
し
て
い
く
べ
き
と
も
捉
え
た
渋
沢
は
、「
儒
教
の
文
脈
に
お
い

て
新
時
代
の
女
性
像
の
価
値
づ
け
を
試
み
た
」4

の
で
あ
り
、
成
瀬

亡
き
後
も
彼
の
意
志
を
体
現
し
よ
う
と
尽
力
し
て
い
る
。
実
際
、
当

時
混
乱
状
態
に
於
か
れ
た
大
学
を
救
う
た
め
、
渋
沢
は
九
一
歳
と
い

う
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
第
三
代
校
長
に
就
任
し
、
創
立
者
で
あ
る

成
瀬
が
念
願
し
た
総
合
大
学
へ
昇
格
す
る
意
志
を
受
け
継
き
、
奮
闘

し
て
い
る
。

　

渋
沢
は
、
当
初
キ
リ
ス
ト
教
に
支
え
ら
れ
た
成
瀬
の
教
育
理
念
を

理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
包
み
隠
さ
ず
素
直

に
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
女
子
教
育
を
支
援
し
つ
つ
も
東
洋
の
女
子

教
育
の
特
質
を
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
と
も
率
直
に
発
言
し
て
お
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り
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
渋
沢
の
人
と
な
り
を
少
し
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
渋
沢
の
女
子
教
育
の
目
的
が
一
貫
し
て
儒
教
に
基
づ
く

「
良
妻
賢
母
」
に
あ
り
、そ
れ
が
「
女
子
本
人
の
た
め
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
母
親
と
し
て
国
や
社
会
に
貢
献
す
る
重
責
を
担
う
こ
と
が

重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」5

こ
と
は
確
か
に
否
め
な
い
。
し

か
し
、
筆
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
な
く
て
も
よ
い
も
の
は
婦
女
の

才
」6

と
い
わ
れ
た「
女
子
高
等
教
育
（
高
校
、
女
学
校
）
で
す
ら
一

般
に
受
け
入
ら
れ
が
た
い
時
代
に
、
女
子
も
男
子
と
同
様
に
教
育
を

受
け
る
女
子
大
学
教
育
機
関
の
創
立
お
よ
び
発
達
に
捧
げ
た
渋
沢
の

精
神
は
、
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
」7

の
で
あ
る
。

確
か
に
、
一
般
的
に
は
儒
教
の
女
性
観
が
女
性
の
地
位
向
上
を
妨
げ

る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
代
か
ら
見
れ

ば
渋
沢
の
教
育
理
念
は
問
題
を
含
む
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
彼
ら
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
の
教
育
活
動
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
現
代
の
女
性
の
高
等
教
育
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

　

大
正
五
年
、渋
沢
は
『
論
語
と
算
盤
』
を
著
し
、そ
の
な
か
で
「
道

徳
経
済
合
一
説
」
と
い
う
理
念
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
、『
論
語
』

を
基
盤
と
す
る
倫
理
と
経
済
活
動
の
両
立
を
掲
げ
、
経
済
活
動
で
得

た
利
益
は
独
占
す
る
の
で
は
な
く
社
会
全
体
が
豊
か
に
な
る
よ
う
社

会
に
還
元
す
べ
き
だ
と
説
い
た
。
現
代
に
お
い
て
渋
沢
が
「
静
か
な

ブ
ー
ム
」
と
な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
社
会
全
体
に
漂
う
閉
塞
感
を

打
ち
破
り
た
い
と
の
人
々
の
願
い
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
江

戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
い
う
時
代
を
生
き
抜
き
、
経
済
の
み
な

ら
ず
多
く
の
社
会
事
業
に
も
貢
献
し
た
渋
沢
か
ら
、
そ
の
閉
塞
感
を

打
ち
破
る
何
ら
か
の
手
立
て
を
学
び
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
大
企
業
に
よ
る
不
祥
事
が
立
て
続
け
に
報
じ
ら

れ
、
企
業
の
倫
理
観
が
問
わ
れ
て
い
る
現
在
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、

今
後
ま
す
ま
す
渋
沢
の
思
想
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

渋
沢
は
、「
論
語
信
者
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
『
論
語
』
の
教
え
を

も
と
に
そ
の
一
生
を
送
っ
た
。
儒
教
を
軸
に
渋
沢
思
想
を
分
析
し
た

こ
の
著
作
を
通
し
て
、
実
業
家
・
事
業
家
と
し
て
の
渋
沢
を
よ
り
深

く
多
角
的
に
理
解
し
、渋
沢
の
新
た
な
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
渋
沢
を
通
し
て
儒
教
が
近
世
か
ら
近
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
摂
取
さ
れ
た
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

〈
注
〉

1 �「
シ
リ
ー
ズ
出
版　
『
渋
沢
栄
一
と「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
」』（
全
八
巻
）

刊
行
に
あ
た
っ
て
」、『
渋
沢
栄
一
は
漢
学
と
ど
う
関
わ
っ
た
か
「
論

語
と
算
盤
」
が
出
会
う
東
ア
ジ
ア
の
近
代
』
町
泉
寿
郎
編
著
、
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
ⅰ
頁

2 
同
上
書

3 �

こ
の
本
で
の
「
漢
学
」
の
意
味
は
、「
漢
文
学
圏
の
伝
統
学
術
の
総
称
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
渋
沢
栄
一
や
三
島
中
洲
が
生
き
た
江
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戸
後
期
の
日
本
で
は
、「
漢
学
」
は
国
学
・
蘭
学
に
対
す
る
言
葉
と
し

て
用
い
ら
れ
、「
漢
字
・
漢
文
に
よ
る
学
術
文
化
の
呼
称
」
で
あ
っ
た

そ
う
だ
が
、「
本
書
の
語
義
は
こ
れ
に
近
い
」
と
し
て
い
る
。（
三
頁
）

4 �

任
夢
渓
「
女
子
教
育
の
近
代
化
と
渋
沢
栄
一
―
「
女
大
学
」
か
ら
日

本
女
子
大
学
の
創
設
へ
―
」、
町
泉
寿
郎
編
著
『
渋
沢
栄
一
は
漢
学
と

ど
う
関
わ
っ
た
か
「
論
語
と
算
盤
」
が
出
会
う
東
ア
ジ
化
の
近
代
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
一
五
三
頁

5 �

同
上
書
、
一
五
四
頁

6 �

同
上
書
、
一
五
八
頁

7 �

同
上
書
、
一
五
四
頁
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「
は
じ
め
に
」
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
3
・
11
東
日
本
大
震
災

五
周
年
に
際
し
、
東
日
本
国
際
大
学
・
い
わ
き
短
期
大
学
に
お
い
て
、

二
〇
一
四
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
人
間
力
育
成
講
座
」
か
ら
六
編
の

講
演
と
、
さ
ら
に
大
学
で
毎
年
行
わ
れ
る
「
孔
子
祭
」
に
お
い
て
震

災
後
に
発
表
さ
れ
た
三
編
の
講
演
を
収
録
し
た
、
全
九
編
か
ら
な
る

講
演
集
で
あ
る
。

　

誰
で
も
い
く
ど
と
な
く
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
「
人
間
力
」
だ
が
、

そ
れ
は
何
か
と
聞
か
れ
る
と
、
大
体
の
人
は
漠
然
と
し
て
い
る
た
め

答
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
四
月
の
内
閣
府
「
人
間

力
戦
略
研
究
会
報
告
書
」
に
よ
る
定
義
を
あ
げ
て
み
る
と
、
人
間
力

は
「
社
会
を
構
成
し
運
営
す
る
と
と
も
に
、
自
立
し
た
一
人
の
人
間

と
し
て
力
強
く
生
き
て
い
く
た
め
の
総
合
的
な
力
」
で
あ
る
。
そ
れ

を
、
当
「
人
間
力
育
成
講
座
」
で
は
、
よ
り
簡
単
明
瞭
に
「
困
難
を

乗
り
越
え
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
」
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

本
書
は
「
人
間
力
」
を
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
め
ぐ
っ
て
、
平
易
な

言
葉
で
多
様
な
角
度
か
ら
読
者
を
生
き
る
こ
と
へ
の
深
い
思
考
に
い

ざ
な
う
内
容
で
あ
る
。
本
書
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

公
共
哲
学
と
Ｗ
Ａ （
山
脇
直
司
） 

　
　

時
代
を
読
む （
森
田　

実
）

　
　

人
間
力
を
育
て
る
脳
の
使
い
方 （
中
野
信
子
）

　
　

無
常
と
あ
は
れ
に
つ
い
て （
玄
侑
宗
久
）

　
　

儒
学
思
想
の
生
き
方 （
孔　

垂
長
）

　
　

伊
藤
仁
斎
の
〈
私
〉
さ
が
し （
小
島
康
敬
）

　
　

脳
科
学
入
門 （
中
野
信
子
）

　
　

共
に
生
き
る
力 （
片
岡　

龍
）

　
　

勝
者
の
思
考
法 （
二
宮
清
純
）

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
編
『
人
間
力
と
は
何
か
―
３
・
11
を
超
え
て
』

■
書
評
Ⅱ
■

東
北
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

王　
　
　

一　

兵
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人
間
力
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
公
共
哲
学
、
儒
学
、
脳

科
学
な
ど
様
々
な
分
野
か
ら
そ
の
考
え
方
を
提
示
し
、
読
者
の
理
解

を
深
め
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
本
書
所
収
の
各
講
演
の

内
容
を
見
て
い
き
た
い
。

　

山
脇
直
司
「
公
共
哲
学
と
Ｗ
Ａ
」
は
、テ
ー
マ
で
示
さ
れ
た
通
り
、

公
共
哲
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
で
あ
る
の
か
と
、「
Ｗ
Ａ
」
の
本

質
的
な
意
味
に
つ
い
て
論
じ
た
内
容
で
あ
る
。「
公
共
哲
学
」と
は「
善

い
公
正
な
社
会
を
追
究
し
な
が
ら
、
現
下
で
起
こ
っ
て
い
る
深
刻
な

公
共
的
問
題
と
取
り
組
む
学
問
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
分
自
身
で
考

え
、
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
な
要
件
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
東

洋
で
は
、
孟
子
の
哲
学
が
公
共
哲
学
の
原
点
と
し
て
、
現
代
に
も
適

用
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
和
」
と

「
輪
」
を
表
す
「
Ｗ
Ａ
」
は
、
多
様
性
を
認
め
、
平
和
を
目
指
し
て

助
け
合
い
を
行
っ
て
い
く
理
念
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
Ｗ
Ａ
」
は
東

洋
が
、
日
本
が
、
世
界
に
発
信
し
続
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う

結
論
に
至
る
。

　

森
田
実
「
時
代
を
読
む
」
は
、
二
〇
世
紀
日
本
の
失
敗
を
指
摘

し
、二
一
世
紀
日
本
人
の
生
き
方
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。「
し
っ

か
り
と
平
和
に
生
き
る
こ
と
が
根
本
に
お
く
べ
き
だ
と
強
く
主
張
す

る
二
〇
世
紀
前
半
の
日
本
の
失
敗
は
、
平
和
を
守
ら
ず
植
民
地
支
配

と
侵
略
戦
争
へ
の
道
を
走
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
後
半
の
失
敗
は
米
国

主
導
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
影
響
さ
れ
、
日
本
は
中
庸
主
義
と
い
う

独
自
の
生
き
方
を
放
棄
し
た
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
二
つ
の
失

敗
を
反
省
す
る
こ
と
が
二
一
世
紀
に
日
本
復
興
の
出
発
点
と
認
識
す

る
。
今
日
の
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
「
文
明
衝
突
」
で
は

な
く
、「
文
明
対
文
明
の
対
話
」
に
変
え
る
べ
き
で
あ
る
。
自
立
・

独
立
自
尊
の
精
神
を
回
復
す
る
た
め
に
、
神
道
、
仏
教
、
儒
教
を
思

想
の
源
流
と
し
た
日
本
人
は
、
平
和
、
調
和
、
中
庸
の
東
洋
思
想
を

取
り
戻
す
必
要
を
強
調
す
る
。

　

中
野
信
子
「
人
間
力
を
育
て
る
脳
の
使
い
方
」
は
、
人
間
力
は
他

人
を
、
自
分
を
幸
せ
に
す
る
力
と
し
、
脳
科
学
分
野
の
調
査
結
果
を

提
示
し
つ
つ
人
間
力
を
解
明
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
人
間

力
は
経
済
力
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
相
関
が
あ
る
が
、
因
果
関
係
は

な
い
と
い
う
。
あ
る
と
こ
ろ
（
年
収
七
〇
〇
万
円
）
で
頭
打
ち
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
人
間
力
と
記
憶
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ

る
が
、
そ
れ
は
記
憶
力
よ
り
も
忘
れ
る
力
が
重
要
で
あ
る
よ
う
な
結

論
に
な
る
。
ま
た
、
知
能
と
幸
福
度
、
人
間
力
の
関
係
は
ど
う
か
と

い
う
と
、
全
く
関
係
な
い
と
結
論
付
け
る
。
幸
福
感
の
源
と
い
え
る

物
質
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
少
な
い
、
い
わ
ば
遺
伝
的
に
幸
せ
を
感
じ
に
く

い
日
本
人
で
も
、
自
ら
の
行
動
か
ら
遺
伝
子
を
修
飾
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
幸
福
度
を
上
げ
る
可
能
性
を
示
す
。

　

ま
た
、
同
氏
の
「
脳
科
学
入
門
」
は
、
脳
科
学
の
知
識
や
脳
に
つ

い
て
の
誤
っ
た
常
識
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
内
容
で
あ
る
。
脳
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の
良
さ
の
遺
伝
率
は
約
50
％
で
あ
る
こ
と
や
、人
間
の
知
能
の
う
ち
、

非
言
語
性
知
能
は
二
〇
歳
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
言
語
性
知
能
は

死
ぬ
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
右

脳
左
脳
の
個
人
差
と
か
、「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
効
果
」
は
全
く
疑
似
科

学
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
し
て
、
脳
科
学
の
理
論
に
基
づ
き

男
女
や
人
種
に
よ
る
差
異
が
遺
伝
的
に
規
定
さ
れ
る
と
説
明
し
な
が

ら
も
、
振
る
舞
い
で
脳
を
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
部
分
も

あ
る
と
明
言
す
る
。
こ
れ
を
日
常
生
活
で
応
用
す
れ
ば
、
よ
り
人
間

ら
し
く
生
き
る
助
け
に
な
る
と
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

二
宮
清
純
「
勝
者
の
思
考
法
」
は
、二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
一
九
六
四
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
を
比
べ
、

今
後
の
目
標
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
度
成
長
期
に
あ
っ
た

一
九
六
四
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
成
長
」
は
、
二
〇
二
〇
年
に

な
っ
て
「
成
熟
」
へ
と
変
わ
る
。
そ
の
根
拠
は
30
％
の
高
齢
化
率
で

あ
る
。
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
効
率
」
は
「
快
適
」
と

な
り
、
快
適
な
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
著
者
は
高
齢
化

問
題
を
先
進
課
題
国
と
し
て
の
日
本
が
先
に
解
決
し
て
み
せ
よ
う
と

提
案
し
、
そ
の
ほ
か
、
野
球
の
話
を
通
じ
て
勝
負
に
お
い
て
大
切
な

準
備
力
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

孔
垂
長
「
儒
学
思
想
の
生
き
方
」
は
、
孔
子
の
思
想
を
念
頭
に
置

き
中
国
の
儒
学
思
想
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
る
各
要
素
を
提
示
す
る
。

要
素
の
一
つ
目
は
、「
人
の
現
実
的
価
値
を
是
認
し
、
人
の
存
在
意

義
を
提
唱
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
儒
学
の
根
本
と
な
す
「
仁
」

に
一
貫
す
る
と
述
べ
る
。
二
つ
目
は
「
修
身
」
を
通
じ
て
「
人
倫
関

係
を
維
持
す
る
た
め
の
道
徳
的
準
則
を
、
家
庭
か
ら
社
会
と
国
家
に

ま
で
及
ぼ
す
」
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
目
は
「
天
人
合
一
」
の
思
想
に

由
来
し
た
「
大
自
然
の
環
境
保
護
の
思
想
を
尊
重
し
、
人
が
自
然
と

調
和
し
て
共
存
で
き
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　

小
島
康
敬
「
伊
藤
仁
斎
の
〈
私
〉
さ
が
し
」
は
、
江
戸
時
代
の
町

人
儒
学
者
で
あ
る
伊
藤
仁
斎
の
自
己
探
求
に
つ
い
て
述
べ
る
。
仁
斎

は
自
分
を
見
つ
け
る
た
め
に
七
年
間
の
引
き
こ
も
り
を
経
て
、「
関

係
性
の
中
に
あ
る
〈
私
〉」
と
「
生
命
の
流
れ
の
中
に
あ
る
私
」
を

発
見
し
、遂
に
「
世
間
超
脱
」
の
危
険
性
か
ら
脱
出
し
た
の
で
あ
る
。

仁
斎
の
経
験
を
通
じ
て
、
著
者
は
人
間
の
「
関
係
性
」
の
重
要
性
を

強
調
し
、
他
者
と
の
関
係
性
、
命
の
つ
な
が
り
の
中
で
〈
私
〉
と
い

う
私
の
捉
え
方
を
提
唱
す
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
東
日
本
国
際
大
学
の

建
学
の
精
神
に
あ
る
人
間
観
と
一
致
す
る
。

　

玄
侑
宗
久「
無
常
と
あ
は
れ
に
つ
い
て
」は
、「
無
常
」と「
あ
は
れ
」

を
通
じ
て
日
本
人
の
心
を
読
み
取
り
、
日
本
人
の
独
特
の
考
え
方
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
昔
か
ら
自
然
の
脅
威
で
無
常
の
感
情

を
抱
き
、
そ
し
て
お
辞
儀
や
挨
拶
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
頭
を
下
げ
る
こ
と
で
い
っ
た
ん
自
分
を
寂
滅
さ
せ
る

の
で
あ
る
。
一
方
、「
あ
は
れ
」
と
い
う
忘
れ
ら
れ
な
い
、
複
雑
な

気
持
ち
を
、
忘
れ
よ
う
と
す
る
無
常
と
両
行
さ
せ
る
の
は
日
本
人
で
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あ
る
。
忘
れ
て
い
な
が
ら
も
忘
れ
て
い
な
い
あ
り
方
の
で
き
る
年
忌

法
要
は
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
他
に
も
、
漢
字
と
仮
名
、
西
日
本
と

東
日
本
、
神
と
仏
の
よ
う
に
日
本
国
で
は
両
行
す
る
。
さ
ら
に
、
自

然
災
害
を
乗
り
越
え
る
に
は
直
観
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ

に
至
っ
て
、
日
本
人
の
「
両
行
さ
せ
直
感
で
決
断
す
る
」
＝
両
行
と

不
二
と
い
う
柔
軟
で
強
い
考
え
方
が
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

片
岡
龍
「
共
に
生
き
る
力
」
は
、
感
動
す
る
こ
と
の
意
義
を
独
自

に
解
釈
す
る
う
え
で
、「
生
き
る
」
こ
と
、「
共
に
生
き
る
力
」
の
本

質
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
「
共
に
生
き
る
」
存
在
で
あ
り
、

感
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
成
長
す
る
と
述
べ
る
。
こ
こ
で

い
う
感
動
は
既
製
品
へ
の
感
動
で
は
な
く
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
感
動
で
あ
る
。
避
難
所
の

九
〇
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
の
事
例
を
通
じ
て
よ
く
分
か
る
よ
う
に
、
自

分
と
他
人
の
間
に
生
ま
れ
る
感
動
と
成
長
は
ま
さ
に
「
共
に
生
き
る

力
」
で
あ
り
、「
人
間
力
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
著
者
は
死
を
恐
れ

る
の
で
は
な
く
、
悲
し
む
べ
き
と
い
う
非
常
に
興
味
深
い
考
え
方
を

提
示
す
る
。
死
を
悲
し
む
と
い
う
究
極
の
感
動
に
よ
っ
て
、
人
間
は

成
長
し
て
古
い
世
界
を
変
え
る
の
で
は
な
い
か
と
提
唱
す
る
。

　

本
書
を
通
じ
て
筆
者
が
思
う
の
は
、
我
々
は
東
洋
思
想
の
伝
統
に

基
づ
き
、
心
を
復
興
し
、
人
間
力
の
深
化
を
求
め
、
柔
軟
な
人
間
関

係
を
維
持
し
、
世
界
平
和
を
守
り
、
善
き
公
正
な
社
会
を
造
ろ
う
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
力
を
上
昇
し
た
い
人
、
よ
り

良
好
な
人
間
関
係
を
作
り
た
い
人
、
よ
り
快
適
な
社
会
で
生
き
た
い

人
、
こ
れ
は
間
違
い
な
く
一
読
に
値
す
る
本
で
あ
る
。
評
者
の
力
不

足
で
一
編
一
編
に
込
め
ら
れ
た
深
い
思
い
を
十
分
に
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
す
る
。
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学
校
法
人
昌
平
黌
に
て
理
事
長
を
務
め
る
緑
川
浩
司
氏
が
代
表
著

者
を
担
い
、「
近
代
日
本
資
本
主
義
の
父
」、
そ
し
て
「
実
業
の
父
」

と
称
さ
れ
た
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇
～
一
九
三
一
）
に
焦
点
を
あ
て
、

大
き
く
三
部
の
構
成
で
編
ま
れ
た
の
が
本
書
『「
論
語
」
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
』（
財
界
21
、
二
〇
一
七
年
）
で
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
対
話
を
通
し
た
や
り
取

り
を
、
孔
子
の
死
後
、
弟
子
た
ち
が
そ
の
記
録
を
起
こ
し
て
後
世
に

伝
え
て
い
っ
た
も
の
が
『
論
語
』
で
あ
り
、『
孟
子
』
や
『
大
学
』、『
中

庸
』
と
合
わ
せ
て
「
儒
教
」
の
基
礎
と
な
っ
た
。
本
書
は
そ
の
『
論

語
』
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
し
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

に
も
可
能
性
が
混
在
し
な
が
ら
、
先
行
き
が
分
か
り
づ
ら
い
社
会
の

中
に
あ
っ
て
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、〝
求
め
ら
れ
て
い
る
〟
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
を
時

代
に
合
わ
せ
て
説
く
こ
と
を
超
え
、
新
た
な
時
代
と
そ
の
根
底
に
据

え
る
べ
き
価
値
を
創
造
し
ゆ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
描

き
出
す
か
、
ど
の
よ
う
に
創
り
出
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
察
を
広

げ
て
い
る
。
延
い
て
は
そ
の
展
開
を
通
し
て
本
書
の
議
論
が
教
育
論

と
し
て
の
側
面
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
自
ず
と
、
学
習
者
の
幸
福
を

実
現
し
、
社
会
に
平
和
の
文
化
を
築
く
と
い
う
教
育
機
関
と
し
て
の

使
命
の
内
実
の
あ
り
方
を
論
じ
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

あ
の
未
曽
有
の
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
を
こ
の
福
島
の
い
わ

き
の
地
で
経
験
し
、
そ
の
困
難
と
過
酷
な
現
状
に
負
け
ず
、
克
服

す
る
た
め
の
挑
戦
的
な
実
践
を
続
け
て
く
る
中
で
掲
げ
ら
れ
て
き

た
「
人
間
力
」（
詳
し
く
は
、
緑
川
浩
司
著
『
人
間
力
を
は
ぐ
く
む 

東
日
本
国
際
大
学
・
い
わ
き
短
期
大
学
の
実
践
』
生
活
文
化
出
版
、

二
〇
一
四
年
、
な
ど
を
参
照
の
こ
と
）。
本
書
は
、
副
題
「
渋
沢
栄

緑
川
浩
司
著
『「
論
語
」
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』（
財
界
21
、
二
〇
一
七
年
）

■
書
評
Ⅲ
■

経
済
経
営
学
部 

特
任
講
師　

南　

雲　

勇　

多
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一
の
人
間
力
に
学
ぶ
」
が
示
す
よ
う
に
、
渋
沢
栄
一
の
偉
業
と
実
像

か
ら
浮
か
び
上
が
る「
人
間
力
」に
学
び
つ
つ
、『
論
語
』と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
。

　

渋
沢
栄
一
に
つ
い
て
は
様
々
な
角
度
か
ら
本
書
で
も
記
述
さ
れ
、

ま
た
、
渋
沢
研
究
の
関
連
書
が
多
数
あ
る
た
め
こ
こ
で
は
詳
細
は
割

愛
す
る
が
、
渋
沢
は
経
済
の
原
意
で
あ
る
「
経
世
済
民
（
世
を
お
さ

め
、民
を
救
う
）」
を
体
現
し
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、渋
沢
が
「
日

本
の
近
代
化
の
た
め
に
企
業
を
興
し
て
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
を
自
ら

の
責
務
と
考
え
、
起
業
・
経
営
に
関
わ
っ
て
も
個
人
的
な
利
益
を
得

る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
こ
の
た
め
、
自
ら
興
し
た
企
業
の
役
職
を
長
く

務
め
、
大
量
の
株
式
を
保
有
し
て
支
配
す
る
こ
と
に
関
心
が
な
か
っ

た
」
こ
と
や
、「
商
業
家
と
し
て
一
家
の
富
を
計
る
」
の
で
は
な
く

「
公
利
公
益
」
を
求
め
た
こ
と
、「
国
家
社
会
に
も
利
益
を
も
た
ら

さ
れ
る
事
業
で
あ
る
か
ど
う
か
」
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か

ら
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
渋
沢
が
「
生
涯
に
わ
た
っ
て
」「
行
動
の

規
範
と
し
て
自
ら
を
律
し
、
事
業
経
営
の
基
本
と
し
た
」
の
が
『
論

語
』
の
教
義
で
あ
っ
た
。（
本
書
一
一
八
頁
）

　

渋
沢
が
行
動
を
も
っ
て
示
し
た
「
人
間
力
」、そ
し
て
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
の
あ
り
方
に
は
、
現
代
の
世
界
も
が
注
目
す
る
。
評
論
家

で
あ
り
山
東
大
学
名
誉
教
授
の
森
田
実
氏
が
本
書
の
帯
で
「
か
の

Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
も
経
営
の
真
髄
を
渋
沢
栄
一
に
学
ん
だ
と
言

わ
れ
る
」
と
書
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
例
え
ば
、
日
本
史

か
ら
知
見
を
学
ぼ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
に
お
い
て
、
十
名
の
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
上
梓
さ

れ
た
佐
藤
智
恵
著
『
ハ
ー
バ
ー
ド
日
本
史
教
室
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
七
年
）
の
中
で
は
、
同
大
学
経
営
大
学
院
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
が「
渋
沢
栄
一
な
ら
ト
ラ
ン
プ
に
こ
う
忠
告
す
る
」

と
題
す
る
同
書
の
一
節
の
中
で
渋
沢
栄
一
の
経
済
観
の
価
値
の
高
さ

に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
書
が
そ
の
渋
沢
の
経
済
観

だ
け
で
な
く
、
そ
の
基
と
な
る
哲
学
の
基
盤
と
し
た
『
論
語
』
と
彼

の
行
動
と
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
さ
ら
に
は
そ
の
人
間
像
か
ら
「
人

間
力
」
や
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
あ
り
方
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

意
義
は
大
き
い
。

　

本
書
は
大
き
く
三
つ
の
構
成
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
主
と

な
る
第
一
部
分
で
は
代
表
著
者
で
あ
る
緑
川
氏
が
三
本
の
対
談
を
通

し
て
本
書
の
主
題
を
掘
り
下
げ
て
い
く
。
対
談
の
一
本
目
は
東
日
本

国
際
大
学
・
東
洋
思
想
研
究
所
の
所
長
で
あ
る
松
岡
幹
夫
氏
と
「
新

時
代
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
―
『
論
語
』
と
『
法
華
経
』
か
ら
渋

沢
栄
一
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
そ
し
て
、
二
つ
目
と
三
つ
目
の
対

談
と
し
て
、
東
日
本
国
際
大
学
・
地
域
振
興
戦
略
研
究
所
教
授
の
遠

藤
孝
紀
氏
と
東
洋
思
想
研
究
所
准
教
授
で
あ
る
三
浦
健
一
氏
と
と
も

に
、「
渋
沢
栄
一
の
思
想
と
行
動
に
学
ぶ
1
―
民
を
強
く
！
『
経
世

済
民
』
の
経
済
学
」、
ま
た
、「
渋
沢
栄
一
の
思
想
と
行
動
に
学
ぶ
2

―
震
災
復
興
と
平
和
・
福
祉
に
尽
力
」
と
題
し
て
、
渋
沢
栄
一
に
み
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る
人
間
力
と
そ
の
基
盤
と
な
る
『
論
語
』
の
意
義
、
そ
し
て
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
や
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
成
す
る
教

育
な
ど
に
つ
い
て
多
角
的
に
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　

第
二
の
構
成
部
分
で
は
、
財
界
ふ
く
し
ま
の
編
集
部
が
担
当
を
し

て
「″
渋
沢
イ
ズ
ム
〟
と
福
島
県
」
と
題
し
、
渋
沢
の
行
動
と
哲
学

に
つ
い
て
概
略
を
ま
と
め
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
渋
沢
の
偉
業
と
人

間
像
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
に
留
ま
ら
ず
、

渋
沢
が
地
域
と
国
と
い
う
重
層
的
な
枠
組
み
で
、
ま
た
、
地
方
と
し

て
の
福
島
と
中
心
都
市
と
し
て
の
東
京
の
両
方
で
、
さ
ら
に
は
、
文

化
や
教
育
に
い
た
る
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
ま
た
が
り
活
躍
し
た

様
子
が
わ
か
り
、
渋
沢
が
多
層
的
か
つ
横
断
的
に
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
（
包
括
的
）
な
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
を
読
者
に
伝
え
る
。

　

そ
し
て
、
第
三
部
で
は
付
論
と
し
て
、
同
研
究
所
の
若
手
研
究
者

に
よ
る
「
人
間
力
の
育
成
―
『
思
い
や
り
』
を
育
む
人
間
教
育
の
実

践
」（
三
浦
健
一
氏
・
前
述
）、「
日
本
陽
明
学
の
祖 

中
江
藤
樹
か
ら

見
た
人
間
力
」（
高
橋
恭
寛
氏
・
同
研
究
所
博
士
研
究
員
）
の
二
本

の
論
考
が
収
め
ら
れ
、『
論
語
』
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
み
る
人

間
力
を
具
体
的
に
考
え
、
か
つ
、
振
る
舞
い
と
し
て
体
現
し
て
い
く

た
め
に
各
々
の
視
点
か
ら
示
唆
を
与
え
る
。

　

世
界
の
現
状
を
鑑
み
て
、
渋
沢
の
『
論
語
』
を
基
盤
と
し
た
「
公

利
公
益
」
の
た
め
の
経
済
や
実
業
の
探
求
と
実
践
、
そ
し
て
そ
こ
か

ら
発
現
す
る
人
間
像
は
、
渋
沢
が
い
た
当
時
よ
り
今
の
方
が
よ
り
一

層
、
そ
の
意
義
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら

な
い
。

　

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ム
（O

X
FA

M

）
は
、
二
〇
一
四
年

か
ら
毎
年
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
通
称
・
ダ
ボ
ス
会
議
）
に
先

が
け
て
世
界
の
深
刻
な
格
差
の
問
題
に
関
す
る
報
告
書
を
発
表
し
て

い
る
。
二
〇
一
六
年
一
月
に
同
団
体
か
ら
発
表
さ
れ
た
報
告
書
『
最

も
豊
か
な
1
％
の
た
め
の
経
済（A

n Econom
y for the 1%

）』は
、

「
世
界
で
最
も
裕
福
な
六
二
人
が
保
有
す
る
資
産
は
、
世
界
の
貧
し

い
半
分
（
三
六
億
人
）
が
所
有
す
る
総
資
産
に
匹
敵
」
し
、「
こ
の

数
字
が
、
わ
ず
か
五
年
前
二
〇
一
〇
年
に
は
三
八
八
人
だ
っ
た
こ
と

が
事
態
の
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
格

差
が
年
々
拡
大
し
続
け
て
お
り
、
少
人
数
の
有
力
者
に
よ
る
富
の
独

占
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
中
で
も
圧
倒
的
に
男
性
が
富

を
独
占
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
露
わ
に
し
た
。
翌
年
一
月
の
報
告
書

『
99
％
の
た
め
の
経
済
（A

n Econom
y for the 

99
％
）』
で
は
、

「
富
め
る
者
と
貧
し
い
者
の
間
の
格
差
は
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て

い
た
よ
り
も
大
き
く
、
世
界
で
最
も
豊
か
な
八
人
が
世
界
の
貧
し
い

半
分
の
三
十
六
億
人
に
匹
敵
す
る
資
産
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
」
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
告
げ
、
前
年
よ
り
も
深
刻
化
す
る
格
差
と

富
の
独
占
の
実
情
を
世
界
に
問
い
、
さ
ら
に
は
、
本
年
二
〇
一
八

年
の
報
告
書
『
資
産
で
は
な
く
労
働
に
報
酬
を
（Rew

ard W
ork, 

N
ot W

ealth
）』
で
は
、「
昨
年
、
世
界
で
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
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富
の
82
％
を
世
界
の
最
も
豊
か
な
１
％
が
手
に
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
」
な
っ
た
こ
と
、「
一
方
で
、
世
界
の
貧
し
い
半
分
の
三
七
億
人

が
手
に
し
た
富
の
割
合
は
１
％
未
満
」
で
あ
っ
た
こ
と
、つ
ま
り
「
世

界
の
貧
し
い
半
分
の
三
七
億
人
の
取
り
分
は
な
い
に
等
し
」
か
っ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

　

世
界
の
人
口
の
1
％
ど
こ
ろ
か
、
わ
ず
か
数
人
が
数
十
億
の
か
け

が
え
の
な
い
生
命
と
そ
の
一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
支
え
る
た
め
の
富

を
独
占
し
、今
な
お
そ
の
格
差
は
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
数
名
に
は
、

現
代
の
日
本
社
会
で
も
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
る
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
関
連
製
品
や
デ
ィ
バ
イ
ス
の
開
発
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品

を
開
発
・
販
売
す
る
某
企
業
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
中
心
と
し
た
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
開
発
・
管
理
を
行
う
企
業
、
大
手
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
、
某
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
管
理
・
運
営
を
行
う
企
業
な
ど
、
有
名
な
創
立
者
・

起
業
家
な
ど
が
名
を
連
ね
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
、
こ
こ
に
名

が
上
が
っ
て
い
る
創
立
者
・
起
業
家
は
、「
経
済
界
の
リ
ー
ダ
ー
」

と
し
て
、
ま
た
、「
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
仰
が
れ
て
い
る
。

世
界
の
37
億
人
の
人
た
ち
の
生
活
を
助
け
る
こ
と
の
で
き
る
富
を
数

人
で
所
有
し
て
い
る
人
た
ち
を
で
あ
る
。
彼
ら
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
「
人
間
力
」、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
は
一
体
何
か
。

　

こ
の
実
情
は
渋
沢
栄
一
が
「
経
世
済
民
」
を
体
現
し
た
姿
と
は
大

き
く
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
対
談
や
解
説
を
通
し
て
示
さ
れ
る

渋
沢
の
人
間
像
が
こ
の
今
の
世
界
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
そ
れ
は
、
富

を
独
占
し
て
い
る
数
名
の
有
力
者
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
こ
の
不

公
正
な
格
差
を
生
み
出
し
て
い
る
社
会
構
造
に
対
し
て
だ
け
で
も
な

い
。
富
の
不
公
正
な（
再
）分
配
の
構
造
の
中
に
い
な
が
ら
、そ
の
上
、

そ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
違
和
感
を
持
ち
な
が
ら
も
な
お
、
先
述
し
た

よ
う
な
世
界
の
「
リ
ー
ダ
ー
」
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
モ
デ
ル
と
し

て
掲
げ
て
し
ま
い
が
ち
な
民
衆
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
渋
沢
の
警

鐘
は
響
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
渋
沢
の
人
間
力
と
そ
の
基
礎
と
な
っ
た

論
語
を
学
ぶ
こ
と
で
、
民
衆
一
人
ひ
と
り
が
経
済
と
社
会
構
造
の
あ

り
方
、
そ
し
て
現
在
世
界
の
「
リ
ー
ダ
ー
」
と
言
わ
れ
て
い
る
人
物

た
ち
へ
の
自
身
の
ま
な
ざ
し
を
問
い
直
し
、
考
え
る
主
体
と
な
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
は
、
代
表
著
者
の
緑
川
氏
が
「
渋
沢
栄
一
の
発
想
の
根

底
に
は
、
民
の
力
を
強
め
る
こ
と
、『
民
衆
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
』

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
洞
察
し
、「
人
間
は
、
等
し
く
潜
在

能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
能
力
の
発
言
を
阻
む
様
々

な
桎
梏
が
あ
り
ま
す
。
貧
困
で
あ
り
、
差
別
で
あ
り
、
暴
力
で
あ
り
、

そ
れ
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
す
。
そ
の
桎
梏
を
打
ち
破
る

に
は
、
力
に
目
覚
め
、
力
を
強
め
、
力
を
合
わ
せ
て
い
く
。
民
衆
を

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
て
い
く
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
」（
本
書
六
九

頁
）
と
論
じ
て
い
る
こ
と
と
も
つ
な
が
る
。

　

本
書
を
通
し
た
渋
沢
栄
一
か
ら
の
学
び
は
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
に
お
い
て
、「
経
済
の
た
め
」
に
人
が
自
身
の
行
動
や
人
生
を
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方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る
や
も
し
れ
な
い
現
状
を
、
辛
辣
な
言
い
回
し

を
す
れ
ば
、
経
済
活
動
に
よ
っ
て
人
の
人
間
性
が
埋
没
し
、「
経
済

に
よ
っ
て
人
が
喰
わ
れ
て
い
る
」
か
も
し
れ
な
い
状
況
に
際
し
、「
何

の
た
め
の
経
済
か
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
を
呼
び
覚
ま
す
。
そ
し

て
、
人
の
幸
福
と
社
会
の
平
和
の
た
め
に
経
済
を
用
い
、
経
済
活
動

を
す
る
こ
と
へ
回
帰
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
経
済
（
活
動
）
の
た
め
に

人
が
い
る
の
で
は
な
く
、
人
と
持
続
可
能
な
地
球
社
会
の
た
め
に
経

済
（
活
動
）
を
行
う
、
そ
し
て
そ
の
経
済
（
活
動
）
を
通
し
て
価
値

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、「
経
済
の
た
め
」

で
は
な
く
「
人
の
た
め
」
に
経
済
（
活
動
）
を
実
践
す
る
、そ
う
い
っ

た
人
間
性
の
発
露
へ
つ
な
が
る
人
間
の
奥
底
に
あ
る
可
能
性
へ
の
問

い
直
し
で
も
あ
る
。

　

本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
重
要
な
視
点
と
そ
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
渋
沢
栄
一
と
論
語
を
通
し
て
考
え
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
で
あ
る
。
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付
記
：【　

】
の
部
分
は
訳
者
に
よ
る
注
で
あ
る
。

４
．
歯
牙
お
よ
び
歯
槽
外
科

（
１
）
抜
歯
原
因
の
統
計

　

抜
歯
は
口
腔
外
科
に
お
い
て
最
も
多
く
見
ら
れ
る
手
術
で
あ
る
。

抜
歯
の
原
因
は
多
岐
に
お
よ
ぶ
。

　

一
九
五
六
年
、
劉
馥
庭
、
沈
方
杞
は
か
つ
て
こ
の
分
野
の
統
計
調

査
を
行
っ
た
。
一
九
五
三
年
一
～
一
二
月
に
北
京
医
学
院
口
腔
医

学
部
外
来
診
療
部
に
治
療
に
訪
れ
た
全
一
二
、九
〇
一
名
の
患
者
の

う
ち
口
腔
外
科
的
抜
歯
患
者
は
五
、六
五
八
名
と
な
り
43
・
8
％
を

占
め
て
い
た
。
抜
歯
さ
れ
た
延
べ
人
数
は
全
部
で
一
一
、四
三
三
名

で
、
そ
の
内
訳
は
、
う
蝕
三
、八
六
三
名
71
・
64
％
、
歯
周
病
一
、

■
翻
訳
■中

国
口
腔
医
学
発
展
史　
【
ⅩⅤ
】

　
　

The H
istory and D

evelopm
ent of O

ral M
edicine in C

hina

〔
ⅩⅤ
〕

訳
：
田
久
昌
次
郎

監
訳
：
田
村　

立
波

主
編　

鄭
麟
蕃　

呉
少
鵬　

李
輝
菶

北
京
医
科
大
学
・
中
国
協
和
医
科
大
学
連
合
出
版
社

三
九
六
名
22
・
31
％
、
歯
牙
周
囲
炎
三
九
八
名
6
・
36
％
、
異
所
萌

出
一
一
二
名
1
・
79
％
、
外
傷
五
四
名
0
・
86
％
、
過
剰
歯
四
七
名

0
・
75
％
、外
科（
手
術
が
必
要
あ
る
い
は
病
害
の
波
及
に
よ
る
も
の
）

三
二
名
0
・
51
％
、
奇
形
一
三
名
0
・
21
％
、
埋
伏
歯
（
智
歯
を
除

く
）
一
〇
名
0
・
16
％
、
義
歯
八
名
0
・
13
％
、
そ
の
他
（
交
換
期

乳
歯
、
対
合
歯
の
な
い
智
歯
）
三
二
四
名
5
・
18
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
八
一
年
、
馮
殿
恩
は
報
告
す
る
：
上
海
鉄
道
セ
ン
タ
ー
病
院

口
腔
科
の
一
九
七
八
年
九
月
～
一
九
七
九
年
七
月
ま
で
の
外
来
延
べ

患
者
五
〇
、二
七
一
名
の
う
ち
抜
歯
患
者
は
五
、五
七
六
例
、
総
患
者

数
の
11
・
9
％
を
占
め
、抜
歯
本
数
は
七
、二
〇
七
歯
で
あ
っ
た
。
五
、

五
七
六
名
の
抜
歯
原
因
は
歯
牙
周
囲
炎
・
歯
周
変
性
・
歯
周
萎
縮
に

よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、合
計
で
二
、八
七
七
歯
40
・
06
％
を
占
め
た
。

う
蝕
に
よ
る
残
冠
・
残
根
な
い
し
深
部
う
蝕
（
慢
性
根
尖
性
歯
周
炎
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を
含
む
）
は
二
番
目
に
多
く
、
合
計
で
二
、七
五
八
歯
38
・
27
％
を

占
め
、
そ
の
他
の
原
因
で
抜
歯
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
一
、五
六
二
歯

21
・
67
％
と
な
っ
た
。

（
２
）
埋
伏
智
歯
抜
歯
術

　

抜
歯
手
術
の
中
で
、
埋
伏
智
歯
の
抜
歯
は
比
較
的
困
難
で
、
そ
の

情
況
は
複
雑
で
、
併
発
症
も
比
較
的
多
い
。

１
．
埋
伏
歯
発
病
率

　

一
九
八
四
年
、
沈
蘊
華
・
耿
温
琦
は
北
京
地
区
に
お
け
る
一
、

〇
〇
〇
例
の
埋
伏
智
歯
調
査
を
行
う
。
一
、〇
〇
〇
名
中
一
ヶ
所
以

上
埋
伏
智
歯
を
有
す
る
者
は
六
二
八
名
62
・
8
％
で
、
四
、〇
〇
〇

歯
中
、
埋
伏
智
歯
数
は
延
べ
一
、二
一
五
歯
、
率
に
し
て
30
・
4
％

と
な
る
。
そ
の
う
ち
で
上
顎
埋
伏
智
歯
は
8
・
4
％
、
下
顎
埋
伏
智

歯
は
52
・
3
％
で
あ
る
。

　

埋
伏
智
歯
一
、二
一
五
歯
中
、
粘
膜
に
よ
っ
て
完
全
あ
る
い
は
一

部
被
わ
れ
て
い
る
も
の
は
84
・
5
％
で
、
完
全
（
骨
性
）
埋
伏
智
歯

は
15
・
5
％
で
あ
る
。
上
顎
埋
伏
智
歯
一
六
九
歯
中
、
粘
膜
下
の
埋

伏
歯
は
49
・
7
％
で
、
完
全
骨
性
埋
伏
智
歯
は
50
・
3
％
を
占
め
た
。

下
顎
埋
伏
智
歯
一
、〇
四
六
歯
中
、
粘
膜
下
埋
伏
歯
は
90
・
1
％
で
、

完
全
骨
性
埋
伏
智
歯
は
9
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

四
、〇
〇
〇
部
位
中
で
智
歯
完
全
萌
出
者
は
48
・
2
％
と
な
り
、

智
歯
が
先
天
的
に
欠
如
す
る
者
は
21
・
5
％
で
あ
っ
た
。

２
．
埋
伏
歯
の
解
剖

　

一
九
八
一
年
、
耿
温
琦
は
下
顎
埋
伏
智
歯
の
解
剖
な
ら
び
に
そ
の

臨
床
応
用
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

筆
者
は
指
摘
す
る
：
下
顎
埋
伏
智
歯
の
発
生
率
は
高
く
、
歯
冠
周

囲
炎
や
隣
接
歯
遠
心
側
の
う
蝕
や
蜂
窩
織
炎
・
骨
髄
炎
な
ど
の
併
発

症
を
常
に
引
き
起
こ
し
、
当
然
多
く
は
抜
歯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
。
こ
の
歯
は
埋
伏
状
態
な
ら
び
に
歯
根
形
態
が
様
々
な
た
め
、

そ
の
他
の
部
位
の
歯
に
比
べ
抜
歯
は
困
難
を
伴
う
。

　

筆
者
は
臨
床
経
験
に
基
づ
き
、
一
、〇
〇
〇
例
の
抜
歯
症
例
と
Ｘ

線
像
を
関
連
づ
け
、
下
顎
埋
伏
智
歯
に
お
け
る
解
剖
を
表
し
、
以
下

の
討
論
を
す
る
。

（
１
）�

歯
冠
形
態
：
下
顎
埋
伏
智
歯
の
歯
冠
は
隣
接
歯
よ
り
も
少
し

小
さ
い
。
頬
側
の
発
育
溝
は
二
列
で
、
頬
側
中
央
部
の
発
育

溝
は
根
分
岐
部
に
近
く
、
分
割
開
放
切
開
法
が
行
わ
れ
る
際

の
鑿
を
入
れ
る
場
所
と
な
る
。

（
２
）�

歯
根
形
態
：
下
顎
埋
伏
智
歯
の
歯
根
は
複
数
あ
り
、
隣
接
歯

と
比
べ
て
短
い
。
歯
根
形
態
は
二
根
性
、
三
根
性
、
合
併
根
、

尖
形
根
お
よ
び
Ｕ
字
根
の
五
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
　

�　

一
、〇
〇
〇
例
の
調
査
で
は
、
二
根
性
が
最
も
多
く
認
め

ら
れ
（
58
・
1
％
）、
次
い
で
合
併
根
（
26
・
9
％
）
で
、
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三
根
性
（
6
・
8
％
）、
尖
形
根
（
6
・
4
％
）、
最
も
少
な

い
の
が
Ｕ
字
根
の
1
・
8
％
で
あ
る
。

（
３
）�
根
尖
形
態
：
下
顎
埋
伏
智
歯
の
異
常
根
尖
は
正
常
な
も
の
に

比
べ
多
く
、
根
尖
部
の
発
育
が
完
成
し
て
い
る
七
八
四
例

中
、
正
常
根
尖
は
三
〇
三
例
38
・
7
％
に
対
し
、
異
常
根
尖

は
四
八
一
例
61
・
3
％
を
占
め
る
。
異
常
根
尖
の
う
ち
で
は
、

各
種
近
心
弯
曲
が
多
数
を
占
め
（
28
・
3
％
）、
次
い
で
各

種
遠
心
弯
曲
が
14
％
、
そ
の
他
異
常
は
全
部
で
19
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　

�　

垂
直
埋
伏
歯
の
根
尖
弯
曲
方
向
は
遠
心
に
向
か
っ
て
い
る

も
の
が
多
数
を
占
め
、
一
七
三
例
中
、
遠
心
弯
曲
歯
は
七
五

例
43
・
4
％
で
あ
る
。
前
傾
位
あ
る
い
は
水
平
位
の
埋
伏
歯

で
は
根
尖
弯
曲
方
向
は
遠
心
に
向
か
っ
て
い
る
も
の
が
多

く
、
前
傾
位
三
七
五
例
・
水
平
位
二
一
七
例
中
、
近
心
弯
曲

歯
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
一
例
（
34
・
9
％
）・
八
八
例
（
40
・

6
％
）
で
あ
る
。

（
４
）�

対
称
性
な
ら
び
に
相
似
性
：
七
六
三
例
中
、
両
側
性
下
顎
埋

伏
歯
を
有
す
る
も
の
は
五
四
四
例
71
・
3
％
を
占
め
、
片
側

性
の
も
の
は
二
一
九
例
28
・
7
％
で
あ
る
。
下
顎
埋
伏
智
歯

と
隣
接
歯
の
歯
根
形
態
は
ま
た
相
似
し
て
お
り
、「
相
似
性
」

を
持
つ
と
云
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

３
．
下
顎
埋
伏
智
歯
の
位
置

　

調
査
し
た
一
、〇
〇
〇
例
中
、
高
位
の
埋
伏
歯
は
八
九
〇
例
、
低

位
埋
伏
歯
は
一
一
〇
例
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
は
、
前
傾
位
が
最
も

多
く
認
め
ら
れ
（
43
・
7
％
）、
次
い
で
垂
直
位
お
よ
び
水
平
位
が

そ
れ
ぞ
れ
25
・
3
％
、
26
・
3
％
で
、
舌
方
向
に
傾
斜
し
て
い
る
も

の
は
少
な
く
3
・
8
％
で
あ
る
。
そ
の
他
の
方
向
は
さ
ら
に
少
な
く
、

全
部
で
0
・
9
％
に
過
ぎ
な
い
。

　

垂
直
位
の
抜
歯
は
容
易
で
あ
る
。
垂
直
位
に
あ
る
二
五
三
例
中
、

挺
出
法
を
用
い
た
抜
歯
例
は
83
・
8
％
を
占
め
、
骨
削
法
を
用
い
た

抜
歯
例
は
6
・
3
％
の
み
で
あ
る
。

　

前
傾
位
の
抜
歯
は
、
垂
直
位
に
比
べ
れ
ば
困
難
を
伴
う
。
前
傾
位

四
三
七
例
中
、
挺
出
法
抜
歯
例
は
51
・
7
％
で
、
切
開
法
を
用
い
た

抜
歯
例
が
32
・
7
％
、
骨
削
法
抜
歯
例
は
13
・
3
％
を
占
め
る
。

　

水
平
位
の
抜
歯
は
最
も
困
難
で
あ
る
。
二
六
三
例
中
、
挺
出
法
抜

歯
例
は
19
・
4
％
、
切
開
法
抜
歯
例
は
43
％
、
骨
削
法
抜
歯
例
は

33
・
8
％
で
あ
る
。
舌
方
向
に
傾
斜
し
て
い
る
埋
伏
歯
の
抜
歯
は
容

易
で
あ
る
。

４
．
下
顎
埋
伏
歯
の
Ｘ
線
的
分
析

　

一
九
八
一
年
、
陳
宸
甫
は
下
顎
埋
伏
智
歯
二
、六
三
一
例
に
お
け

る
Ｘ
線
分
析
を
行
っ
た
。

　

各
類
型
別
埋
伏
歯
発
生
率
：
二
、六
三
一
例
中
、
近
心
方
向
に
傾
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斜
（
前
傾
位
）
し
た
埋
伏
歯
の
発
生
率
が
最
も
高
く
、
合
計
で
一
、

〇
八
三
例
41
・
2
％
を
占
め
、次
い
で
垂
直
位
が
七
九
二
例
30
・
1
％
、

近
心
水
平
位
が
六
一
九
例
23
・
5
％
、
遠
心
傾
斜
位
が
九
一
例
3
・

5
％
、
頬
舌
方
向
に
埋
伏
す
る
ケ
ー
ス
が
四
一
例
1
・
6
％
、
捻
転

位
に
あ
る
も
の
が
五
例
0
・
2
％
を
占
め
る
。

５
．
埋
伏
位
置
と
智
歯
う
蝕
罹
患
率
の
関
係

　

二
、六
三
一
例
の
埋
伏
智
歯
う
蝕
発
生
率
は
四
三
六
例
16
・
6
％

で
あ
り
、
す
べ
て
が
咬
合
面
う
蝕
で
あ
る
。
近
心
傾
斜
位
群
の
う
蝕

罹
患
は
三
二
六
例
、
当
該
群
総
数
の
30
・
1
％
を
占
め
、
垂
直
位
群

の
う
蝕
罹
患
は
一
四
七
例
で
当
該
群
の
18
・
6
％
で
あ
る
。

　

二
、六
三
一
例
中
で
下
顎
第
二
大
臼
歯
の
遠
心
歯
槽
骨
頂
部
に
吸

収
像
が
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
一
、〇
六
三
例
40
・
4
％
に
上
る
。

　

垂
直
位
と
遠
心
傾
斜
位
の
埋
伏
智
歯
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
歯
根
は

弯
曲
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
遠
心
方
向
に
弯
曲
す
る
。

６
．
埋
伏
歯
抜
歯
術

　

一
九
五
四
年
、黄
培
哲
は
埋
伏
智
歯
の
切
開
抜
歯
法
を
報
告
し
た
。

　

筆
者
は
指
摘
す
る
：
埋
伏
智
歯
の
抜
歯
は
、
抜
歯
手
術
全
般
の
中

で
は
比
較
的
困
難
な
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
智
歯
の
抜
歯
は
歯
肉
切

開
を
必
要
と
す
る
が
、
さ
ら
に
は
歯
牙
周
囲
骨
の
一
部
削
除
も
必
要

な
場
合
も
あ
り
、
抜
歯
の
知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
、
所
要
時
間
も

比
較
的
長
く
な
り
患
者
が
被
る
苦
痛
は
大
き
い
。

　

筆
者
は
紹
介
す
る
：
中
国
協
和
医
学
院
口
腔
科
で
は
四
年
前

【
一
九
五
〇
年
】
か
ら
智
歯
切
開
抜
歯
法
を
採
用
し
、
大
多
数
の
埋

伏
智
歯
抜
歯
手
術
時
間
（
麻
酔
に
要
す
る
時
間
は
含
ま
な
い
）
は
僅

か
一
〇
～
一
五
分
で
完
了
す
る
。

　

筆
者
は
近
心
方
向
に
埋
伏
す
る
（
前
傾
位
）
智
歯
の
切
開
法
、
垂

直
埋
伏
智
歯
の
切
開
法
、
水
平
埋
伏
智
歯
の
切
開
法
、
遠
心
方
向
に

埋
伏
す
る
智
歯
の
切
開
法
な
ど
の
抜
歯
方
法
を
比
較
的
詳
細
に
紹
介

し
た
。

　

一
九
五
五
年
、
曾
祥
輝
は
下
顎
埋
伏
智
歯
の
縦
切
開
を
加
え
た
抜

歯
法
を
報
告
し
た
。

　

筆
者
は
埋
伏
下
顎
智
歯
縦
切
開
抜
歯
法
を
臨
床
に
お
い
て

一
九
三
三
年
か
ら
応
用
し
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
、
北
京
医
学
院
口

腔
医
学
部
口
腔
外
科
外
来
部
で
行
っ
た
下
顎
埋
伏
智
歯
縦
切
開
抜
歯

法
の
治
験
八
例
を
取
り
上
げ
（
水
平
埋
伏
歯
な
ら
び
に
前
傾
位
埋
伏

歯
、
各
々
四
例
）、
紹
介
し
た
。

　

一
九
八
三
年
、
耿
温
琦
、
張
福
東
は
高
速
タ
ー
ビ
ン
ド
リ
ル
を
応

用
し
た
下
顎
埋
伏
智
歯
抜
歯
を
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
、
一
九
七
九
年
国
産
の
智
歯
用
タ
ー
ビ
ン
ヘ
ッ
ド
を
開

発
生
産
し
、
二
年
間
に
わ
た
り
数
多
く
の
試
用
を
繰
り
返
し
、
こ
の

ヘ
ッ
ド
の
性
能
が
優
れ
て
い
る
こ
と
と
抜
歯
困
難
な
下
顎
埋
伏
智
歯

抜
歯
で
の
明
ら
か
な
優
越
性
を
証
明
す
る
。
筆
者
ら
は
一
五
〇
例
の
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抜
歯
状
況
と
と
も
に
、
ヘ
ッ
ド
の
性
能
お
よ
び
そ
の
抜
歯
方
法
の
紹

介
を
行
っ
た
。
こ
の
文
献
に
あ
る
一
五
〇
例
の
手
術
最
短
時
間
は
五

分
で
、
最
長
は
六
〇
分
で
あ
り
、
大
多
数
は
一
〇
分
前
後
で
そ
の
平

均
時
間
は
一
一
分
と
な
っ
て
い
る
。
骨
削
法
一
五
〇
例
で
は
最
短
手

術
時
間
は
五
分
、
最
長
は
六
〇
分
以
上
と
な
り
、
多
く
は
二
五
分
前

後
で
平
均
手
術
時
間
は
二
六
分
を
要
し
た
。

　

一
九
八
三
年
、
耿
温
琦
、
呉
奇
光
は
下
顎
埋
伏
智
歯
断
根
遺
留
物

の
経
時
的
観
察
結
果
を
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
、
数
年
来
、
下
顎
埋
伏
智
歯
の
遺
留
断
根
が
比
較
的
深

部
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
術
後
の
不
良
反
応
に
ま
だ
遭

遇
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
本
文
献
で
は
記
録
が

残
り
追
跡
結
果
が
明
ら
か
な
一
六
二
例
の
【
遺
留
】
断
根
を
臨
床
的
・

Ｘ
線
的
に
経
時
観
察
し
、
そ
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

遺
留
断
根
は
す
べ
て
生
活
歯
で
根
尖
部
病
変
は
な
く
、
抜
去
は
困

難
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
断
根
の
位
置
は
す
べ
て
深
部
に
あ
り
、
そ
の

長
さ
は
ほ
と
ん
ど
で
根
尖
1
／
3
以
下
相
当
で
あ
り
、
わ
ず
か
な

ケ
ー
ス
で
根
長
1
／
2
程
度
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

　

リ
コ
ー
ル
に
応
じ
た
患
者
は
一
二
八
名
、
断
根
数
は
一
六
二
例
と

な
り
、
そ
の
う
ち
断
根
部
が
比
較
的
小
さ
い
た
め
Ｘ
線
的
に
明
ら
か

に
写
ら
な
い
あ
る
い
は
不
鮮
明
な
も
の
が
四
六
例
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
実
際
に
読
影
さ
れ
た
断
根
は
一
一
六
例
と
な
る
。

　

リ
コ
ー
ル
間
隔
は
最
短
三
ヶ
月
、最
長
二
四
年
に
お
よ
ぶ
。リ
コ
ー

ル
期
間
が
、
一
年
以
上
の
ケ
ー
ス
74
・
5
％
、
一
〇
年
以
上
の
ケ
ー

ス
23
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
六
二
例
す
べ
て
に
お
い
て
、
断
根
周
囲
骨
の
病
変
あ
る
い
は
症

状
の
出
現
は
な
い
。

　

一
六
二
例
の
遺
留
断
根
の
経
時
的
リ
コ
ー
ル
結
果
を
根
拠
と
す
れ

ば
、
抜
歯
時
に
深
部
に
残
留
し
た
比
較
的
小
さ
な
生
活
歯
髄
断
根
は

ま
っ
た
く
無
害
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
こ
の
種
の
断
根
を
無
理

に
掘
り
出
す
必
要
は
な
く
、
手
術
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
み
な
ら
ず
、
患
者
の
術
中
の
苦
痛
を
減
少
さ
せ
、
な
お
か
つ
術
後

の
併
発
症
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
患
者
は
【
断
根
の
遺
留
を
】
受
け

入
れ
る
だ
ろ
う
。

　

歯
髄
お
よ
び
根
尖
部
に
病
変
を
有
す
る
断
根
の
場
合
は
摘
出
に
努

め
る
の
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

（
３
）
干
槽
症
【
ド
ラ
イ
ソ
ケ
ッ
ト
】

　

一
九
七
八
年
、
耿
温
琦
は
下
顎
埋
伏
智
歯
干
槽
症
の
局
所
的
病
因

の
臨
床
的
分
析
を
報
告
す
る
。

　

筆
者
は
、
下
顎
埋
伏
智
歯
抜
歯
の
際
の
干
槽
症
は
よ
く
見
ら
れ
る

併
発
症
で
あ
り
、北
京
医
学
院
口
腔
顎
顔
面
外
科
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

下
顎
埋
伏
智
歯
干
槽
症
の
発
症
率
は
14
・
1
％
で
あ
る
。
干
槽
症
の

全
身
的
病
因
は
副
次
的
な
も
の
で
、
局
所
的
病
因
が
主
因
と
な
る
と

指
摘
す
る
。
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一
九
六
〇
年
～
一
九
七
三
年
ま
で
、
筆
者
は
二
、〇
〇
〇
例
の
下

顎
埋
伏
智
歯
干
槽
症
に
お
け
る
局
所
的
発
病
因
子
の
臨
床
的
観
察
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
創
傷
因
子
の
ほ
か
に
、
解
剖
学
的
因
子
が
下

顎
埋
伏
智
歯
干
槽
症
に
と
っ
て
特
別
重
要
な
発
病
原
因
と
な
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
感
染
源
の
問
題
に
関
し
て
は
、
観
察
結
果
か
ら
、

局
所
病
巣
の
存
在
が
た
だ
単
に
干
槽
症
発
生
率
増
加
に
結
び
つ
か
な

い
ば
か
り
で
は
な
く
、
却
っ
て
病
巣
の
な
い
ケ
ー
ス
と
比
較
し
て
明

ら
か
に
干
槽
症
発
生
率
が
低
下
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

筆
者
は
、
感
染
源
は
、
局
所
的
な
部
分
が
主
と
な
る
の
で
は
な
く
、

口
腔
内
の
ど
の
場
所
の
病
巣
か
ら
も
生
じ
得
る
と
主
張
す
る
。

１
．
干
槽
症
の
診
断
基
準

　
（
１
）�

干
槽
症
は
激
し
い
疼
痛
を
伴
い
、
同
時
に
耳
部
～
側
頭
部
・

頭
部
あ
る
い
は
下
顎
前
歯
部
へ
放
射
状
に
拡
が
る
。
鎮
痛

剤
服
用
に
よ
る
明
ら
か
な
効
果
は
な
い
。

　
（
２
）�

診
断
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
干
槽
症
は
腐
敗
型
と
非

腐
敗
型
の
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。

２
．
干
槽
症
発
病
率

　

二
、〇
〇
〇
例
の
抜
歯
症
例
観
察
で
は
、
二
八
一
例
の
干
槽
症
の

発
生
が
あ
り
、
そ
の
発
病
率
は
14
・
1
％
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
腐

敗
型
は
10
％
、
非
腐
敗
型
が
4
・
1
％
と
な
る
。

３
．
病
因
分
析

　
（
１
）�

創
傷
因
子
：
抜
歯
方
法
、
抜
歯
時
間
、
創
傷
度
の
三
要
素

よ
り
観
察
を
行
っ
た
。

　

①�

抜
歯
方
法
：
挺
出
法
の
創
傷
は
最
小
で
、
骨
削
法
の
創
傷
は
最

も
大
き
い
。
切
開
法
の
創
傷
度
は
中
程
度
で
あ
る
。

　
　

・
挺
出
法
一
、〇
六
二
例
中
、
干
槽
症
一
一
六
例
（
10
・
9
％
）

　
　

・
切
開
法
五
〇
四
例
中
、
干
槽
症
八
五
例
（
16
・
9
％
）

　
　

・
骨
削
法
三
四
一
例
中
、
干
槽
症
六
二
例
（
18
・
2
％
）

　

②�

抜
歯
時
間
：
抜
歯
操
作
時
間
の
実
際
が
5
分
以
内
の
場
合
は
、

挺
出
法
あ
る
い
は
順
調
な
切
開
法
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
創
傷

も
最
小
で
あ
る
。
三
〇
分
以
上
は
骨
削
法
あ
る
い
は
切
開
法
が

順
調
で
な
い
ケ
ー
ス
で
、
再
度
の
骨
削
あ
る
い
は
長
時
間
に
わ

た
る
断
根
の
摘
出
が
必
要
で
あ
る
も
の
が
多
く
、
創
傷
の
程
度

も
最
大
と
な
る
。
五
～
三
〇
分
間
の
ケ
ー
ス
で
は
、
創
傷
の
程

度
は
中
程
度
で
あ
る
。

　
　
・
一
～
四
分
間
：
七
四
六
例
中
、
干
槽
症
五
七
例
（
7
・
6
％
）

　
　
・
五
～
九
分
間
：
三
七
三
例
中
、
干
槽
症
四
七
例
（
12
・
6
％
）

　
　
・
一
〇
～
二
九
分
間
：
四
九
八
例
中
、干
槽
症
九
一
例（
18
・
3
％
）

　
　
・
三
〇
分
以
上
：
二
八
三
例
中
、
干
槽
症
六
七
例
（
23
・
7
％
）

　

③�

創
傷
度
：
Ⅰ
度
創
傷
は
、
創
傷
程
度
は
大
き
く
な
く
、
抜
歯
時

間
が
短
い
ケ
ー
ス
を
指
す
。
Ⅲ
度
創
傷
は
創
傷
程
度
が
特
に
大

き
く
、
抜
歯
時
間
も
特
に
長
い
ケ
ー
ス
を
指
す
。
Ⅱ
度
創
傷
は

創
傷
程
度
で
Ⅰ
度
と
Ⅲ
度
の
間
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
　

・
Ⅰ
度
創
傷
：
四
五
三
例
中
、
干
槽
症
三
八
例
（
8
・
4
％
）
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・
Ⅱ
度
創
傷
：
四
二
八
例
中
、
干
槽
症
七
四
例
（
17
・
3
％
）

　
　

・
Ⅲ
度
創
傷
：
一
一
九
例
中
、
干
槽
症
三
一
例
（
26
・
1
％
）

　
（
２
）
解
剖
的
因
子

　

�　

患
者
の
経
過
を
追
う
な
か
で
、
筆
者
は
、
下
顎
埋
伏
智
歯
の
干

槽
症
発
症
の
重
要
な
解
剖
的
因
子
と
し
て
、
抜
歯
窩
の
大
き
さ
が

影
響
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　

①�

抜
歯
窩
癒
合
状
況
の
比
較
：
動
物
実
験
に
よ
る
抜
歯
創
の
早
期

癒
合
過
程
は
、
血
餅
が
脱
落
し
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
術
後
七
日

目
に
は
完
全
に
肉
芽
組
織
に
置
換
し
被
覆
す
る
。
術
後
7
日
目

の
埋
伏
智
歯
抜
歯
窩
の
観
察
で
は
、
二
一
三
例
中
、
抜
歯
窩
が

空
虚
な
ケ
ー
ス
は
65
・
3
％
【
一
三
九
例
】
を
占
め
、
こ
れ
は

下
顎
埋
伏
智
歯
抜
歯
窩
が
大
き
い
た
め
で
（
抜
歯
窩
は
常
に
歯

冠
部
を
収
容
し
、
か
つ
歯
槽
中
隔
部
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
あ

る
）、
術
後
七
日
目
の
周
囲
歯
槽
骨
壁
に
は
肉
芽
組
織
の
成
長

が
血
餅
中
心
部
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
血
餅
中
心
部

が
簡
単
自
然
に
分
解
脱
落
し
た
後
に
中
空
と
な
っ
て
し
ま
い
、

こ
れ
に
よ
っ
て
血
餅
は
容
易
に
感
染
・
脱
落
あ
る
い
は
脱
落
・

感
染
し
て
し
ま
い
干
槽
症
と
な
る
。

　

②�

抜
歯
窩
の
大
き
さ
と
干
槽
症
率
の
関
係
：
抜
歯
窩
が
特
大
の

ケ
ー
ス
の
干
槽
症
率
は
27
・
1
％
で
あ
る
。
特
に
小
さ
い
ケ
ー

ス
で
の
発
症
率
は
4
・
8
％
で
、
中
程
度
の
大
き
さ
の
場
合
の

発
症
率
は
13
・
0
％
で
あ
る
。

　

③�

緊
密
縫
合
と
干
槽
症
率
の
関
係
：
緊
密
縫
合
時
の
干
槽
症
率
は

12
・
8
％
に
対
し
、
縫
合
し
な
い
場
合
の
発
生
率
は
24
・
2
％

と
な
る
。

　

④�

石
膏
丸
観
察
：
干
槽
症
予
防
の
た
め
の
各
種
方
法
を
試
用
の
際
、

薬
理
作
用
の
な
い
石
膏
丸
を
抜
歯
窩
内
に
埋
入
し
た
と
こ
ろ
、

下
顎
埋
伏
智
歯
の
腐
敗
型
干
槽
症
率
を
4
％
ま
で
減
少
す
る
こ

と
が
で
き
（
一
般
に
は
10
％
程
度
）、
こ
れ
は
血
餅
中
心
部
を

石
膏
丸
で
占
有
し
た
こ
と
に
よ
り
抜
歯
窩
を
内
部
よ
り
縮
小
さ

せ
た
の
に
等
し
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
血
餅
の
感
染
脱
落
防
止
と

抜
歯
創
の
正
常
治
癒
の
促
進
に
有
利
と
な
る
。

（
３
）�

感
染
因
子
：
筆
者
は
、
干
槽
症
の
感
染
源
は
主
に
局
所
感
染

巣
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
口
腔
内
の
い
か
な
る
部
位

で
も
感
染
源
と
な
り
得
る
こ
と
を
観
察
し
て
い
る
。

４
．
干
槽
症
の
治
療

　

一
九
七
九
年
、
耿
温
琦
は
干
槽
症
の
治
療
と
予
防
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
筆
者
は
、
長
い
間
、
下
顎
埋
伏
智
歯
干
槽
症
二
五
五
例
に
対

し
治
療
を
行
い
、
一
、〇
五
八
例
の
下
顎
埋
伏
智
歯
抜
歯
後
に
お
け

る
干
槽
症
予
防
の
た
め
の
各
種
方
法
を
試
み
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。

　

干
槽
症
の
治
療
原
則
は
徹
底
し
た
創
傷
の
消
毒
と
外
来
刺
激
の
遮

断
で
あ
る
。
治
療
時
の
具
体
的
操
作
の
適
切
さ
と
治
療
効
果
に
は
深

い
関
係
が
あ
る
。
各
種
治
療
法
の
比
較
観
察
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ド
ホ
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ル
ム
綿
棒
一
〇
日
間
の
一
回
治
療
の
結
果
が
最
も
良
好
で
あ
る
。
こ

の
方
法
は
鎮
痛
効
果
に
優
れ
、
一
般
に
一
回
の
交
換
だ
け
で
す
ぐ
効

果
が
表
れ
る
。

　

干
槽
症
の
予
防
原
則
は
抜
歯
創
の
縮
小
と
血
餅
の
感
染
・
脱
落
防

止
で
あ
る
。
各
種
予
防
方
法
の
比
較
観
察
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ド
ホ
ル

ム
含
有
ス
ポ
ン
ジ
の
効
果
が
最
も
よ
い
。
こ
の
方
法
は
腐
敗
型
干
槽

症
発
症
率
を
10
％
か
ら
0
％
に
下
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
抜
歯

窩
の
縫
合
も
ま
た
干
槽
症
発
生
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
術
後
の
腫
脹
を
緩
和
す
る
た
め
、
縫
合
は
過
密
・
締
め
す

ぎ
な
い
方
が
よ
い
。

　

一
九
八
三
年
、
張
爾
旭
ら
は
干
槽
症
の
動
物
モ
デ
ル
研
究
な
ら
び

に
治
療
実
験
を
報
告
す
る
。
筆
者
ら
は
、
実
験
対
象
に
一
歳
半
～
二

歳
の
雑
種
犬
二
〇
匹
を
選
び
使
用
す
る
。
実
験
は
第
一
群
、第
二
群
、

対
照
群
の
三
群
に
分
け
行
っ
た
。

　

第
一
群
：
抜
歯
創
内
に
連
鎖
球
菌
・
ブ
ド
ウ
球
菌
混
合
液
を
浸
し

た
綿
球
を
塞
ぎ
入
れ
、
乾
燥
綿
球
で
覆
っ
た
後
、
創
縁
を
き
っ
ち
り

縫
合
固
定
し
、
三
日
後
に
抜
糸
す
る
群

　

第
二
群
：
3
％
過
酸
化
水
素
水
綿
球
で
抜
歯
創
の
干
槽
症
モ
デ
ル

を
、
綿
球
に
汚
染
の
気
配
が
な
く
な
る
ま
で
反
復
擦
過
洗
浄
し
、
生

理
的
食
塩
水
で
洗
浄
後
、
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
綿
球
を
緊
密
に
填
入
し
創

縁
を
縫
合
固
定
し
、
四
日
後
に
抜
糸
す
る
群

　

第
一
群
は
肉
眼
的
・
病
理
的
基
準
に
合
致
す
る
実
験
的
干
槽
症
モ

デ
ル
の
研
究
開
発
に
成
功
し
た
。

　

第
二
群
の
結
果
は
、
3
％
過
酸
化
水
素
水
に
よ
る
徹
底
洗
浄
を
基

礎
と
す
る
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
綿
球
の
創
口
へ
の
緊
密
填
塞
は
創
傷
の
早

期
炎
症
消
退
と
肉
芽
組
織
の
成
長
を
促
進
す
る
。
治
療
後
六
日
以
内

に
、
組
織
標
本
で
は
肉
芽
組
織
内
に
活
発
な
線
維
細
胞
の
生
成
や
線

維
組
織
・
骨
組
織
の
明
ら
か
な
形
成
を
観
察
す
る
に
至
り
、
対
照
群

の
形
成
状
況
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
た
だ
し
、
六
日
以
後
の
組
織

標
本
で
は
自
然
治
癒
群
【
対
照
群
】
と
の
差
は
日
増
し
に
小
さ
く
な

る
。

（
４
）
抜
歯
後
出
血

　

一
九
六
四
年
、
劉
方
柏
、
張
釣
芳
は
抜
歯
後
出
血
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
筆
者
ら
は
、
抜
歯
後
出
血
は
比
較
的
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
併

発
症
の
一
つ
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
四
川
医
学
院
口
腔
顎
顔
面
外
科

の
一
九
五
八
年
六
月
～
一
九
五
八
年
五
月
ま
で
に
治
療
を
行
っ
た
抜

歯
後
出
血
例
は
全
部
で
二
〇
七
例
で
、
抜
歯
症
例
の
1
・
47
％
で
あ

り
、
こ
れ
ら
術
後
出
血
患
者
の
う
ち
で
救
急
処
置
室
で
対
応
し
た

ケ
ー
ス
は
一
〇
四
例
、
同
時
期
の
救
急
患
者
の
18
・
7
％
を
占
め
た
。

本
症
例
中
、
夏
季
の
発
生
が
最
多
で
七
六
例
、
次
い
で
秋
季
五
八
例
、

春
季
四
一
例
で
、
冬
季
が
最
小
の
二
〇
例
と
な
っ
て
い
る
。
夏
季
は

気
温
が
高
く
、
生
理
的
な
活
動
も
比
較
的
旺
盛
で
、
周
囲
の
血
管
は

比
較
的
拡
張
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
抜
歯
後
出
血
も
比
較
的
多
く
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な
る
。

　

最
も
よ
く
認
め
ら
れ
る
抜
歯
後
出
血
は
術
後
二
時
間
以
内
で
八
三

例
、
抜
歯
後
出
血
の
主
な
原
因
は
歯
肉
裂
傷
（
カ
ル
テ
上
に
記
録
が

あ
る
歯
肉
出
血
一
四
五
例
に
お
い
て
歯
肉
に
明
ら
か
な
裂
傷
が
あ
っ

た
ケ
ー
ス
は
一
一
九
例
）
で
あ
る
。
圧
迫
止
血
が
抜
歯
後
出
血
治
療

の
主
な
方
法
で
あ
り
、
歯
肉
に
明
ら
か
な
裂
傷
が
あ
る
場
合
に
は
縫

合
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）
抜
歯
前
後
の
血
圧
・
脈
拍
の
変
動

　

一
九
八
二
年
、
鮑
賢
鴻
は
一
〇
〇
例
の
抜
歯
前
後
の
血
圧
と
脈
拍

の
変
化
を
報
告
し
た
。

　

筆
者
は
抜
歯
時
の
患
者
の
血
圧
と
脈
拍
に
対
す
る
影
響
を
検
討
す

る
た
め
、
術
前
に
一
〇
〇
名
の
抜
歯
患
者
を
選
び
、
研
究
を
行
う
。

　

一
〇
〇
名
の
患
者
の
内
訳
は
、
男
性
六
五
名
、
女
性
三
五
名
で
、

最
年
少
は
二
〇
歳
、
最
高
齢
は
六
二
歳
で
あ
る
。
最
初
の
抜
歯
経
験

が
五
七
名
、
二
回
目
が
四
三
名
で
あ
る
。

　

結
果
：

　

収
縮
期
血
圧
：
抜
歯
時
の
平
均
は
抜
歯
前
よ
り
9
・
1

mmHg
（
1
・

21
kPa
）
高
く
、
抜
歯
後
と
比
べ
る
と
36
・
4

mmHg
（
4
・
84
kPa
）
高
い
。

　

拡
張
期
血
圧
：
抜
歯
時
の
平
均
は
抜
歯
前
よ
り
15
・
1

mmHg
（
2
・

01
kPa
）
高
く
、
抜
歯
後
よ
り
も
22
・
9

mmHg
（
3
・
05
kPa
）
高
い
。

　

脈
拍
：
抜
歯
時
の
平
均
は
、
抜
歯
前
よ
り
8
・
4
回
速
く
、
抜
歯

後
よ
り
も
10
・
1
回
速
く
な
り
、
そ
の
差
は
顕
著
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
抜
歯
の
際
に
は
血
圧
と
脈
拍
は
影
響
を
受
け
る
の
で
、

高
血
圧
や
心
臓
病
を
有
す
る
患
者
の
抜
歯
は
慎
重
に
扱
う
べ
き
と
指

摘
す
る
。

（
６
）
抜
歯
時
の
不
整
脈

　

一
九
八
四
年
、
王
中
和
ら
は
抜
歯
時
の
心
拍
リ
ズ
ム
の
異
常
に
関

す
る
因
子
の
初
歩
的
検
討
を
行
っ
た
。
筆
者
ら
は
、
健
常
者
と
心
血

管
障
害
患
者
の
抜
歯
時
に
発
生
す
る
不
整
脈
は
頻
繁
に
認
め
ら
れ
る

と
指
摘
す
る
。
筆
者
ら
は
、
一
九
八
一
年
五
月
～
一
一
月
、
監
督
下

で
抜
歯
を
実
施
し
た
一
〇
四
例
の
不
整
脈
の
実
証
的
分
析
を
以
下
の

よ
う
に
行
っ
た
。

　

筆
者
ら
は
、
心
血
管
障
害
を
有
す
る
患
者
で
、
六
〇
歳
以
上
、
抜

歯
時
間
五
分
を
超
過
、
抜
歯
時
血
圧
が
20
mmHg
（
2
・
67
kPa
）
上
昇
し

た
場
合
、
不
整
脈
の
発
生
率
は
顕
著
に
高
ま
る
。
麻
酔
薬
に
微
量

の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
顕
著
な
差
は
な
く
、
81
・

7
％
（
85
／
104
）
の
不
整
脈
患
者
に
不
良
症
状
の
発
生
は
認
め
ら
れ

ず
、
監
視
が
な
け
れ
ば
発
見
し
が
た
い
。
こ
の
よ
う
な
患
者
に
対
し

て
は
厳
密
な
観
察
下
で
抜
歯
を
継
続
し
、
重
大
な
併
発
症
に
は
未
だ

遭
遇
し
て
い
な
い
と
観
察
・
表
明
し
て
い
る
。

　

抜
歯
時
の
患
者
の
血
圧
と
心
拍
数
の
動
態
観
察
中
に
、
患
者
の
収

縮
期
血
圧
と
心
拍
数
は
麻
酔
後
一
分
間
お
よ
び
抜
歯
時
直
ち
に
上



191

■翻訳

昇
・
加
速
す
る
の
は
明
ら
か
で
、
抜
歯
時
が
最
も
上
昇
す
る
。
不
整

脈
の
発
生
時
間
と
回
数
は
こ
の
様
子
と
一
致
す
る
。

　

一
〇
四
例
の
不
整
脈
の
う
ち
で
、
洞
性
頻
脈
【Sinus 

tachycardia
、
心
拍
数
が
毎
分
一
〇
〇
回
以
上
の
規
則
的
な
頻
脈

を
指
す
】
が
最
も
多
く
（
43
・
3
％
）、
そ
の
う
ち
の
二
五
例
は
抜

歯
操
作
の
最
中
に
出
現
し
て
い
る
。

　

本
被
験
例
で
抜
歯
中
に
発
生
し
た
洞
性
頻
脈
の
8
例
は
、
同
時
に

心
電
図
で
虚
血
性
変
化
あ
る
い
は
既
往
症
状
の
激
化
が
出
現
し
た
。

1
例
で
は
心
臓
の
疝
痛
が
発
生
し
た
。

　

各
類
頻
脈
は
三
二
例
（
30
・
8
％
）
を
占
め
、
二
番
目
に
多
く
、

そ
の
う
ち
の
七
例
で
は
麻
酔
直
後
に
発
症
し
、
他
の
七
例
は
抜
歯
直

後
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
頻
脈
三
二
例
中
、
五
例
で
動
悸
、
一
例
に

胸
部
悶
痛
、
一
例
で
は
心
電
図
に
Ｓ
Ｔ
波
の
虚
血
性
血
圧
低
下
（
0.5

～
1

mmHg
）を
伴
う
心
室
性
頻
脈【
心
室
か
ら
期
外
収
縮
が
高
頻
度（
心

拍
数
一
二
〇
／
分
以
上
で
心
室
期
外
収
縮
が
三
連
発
以
上
）
に
出
現

す
る
も
の
を
指
す
】
が
出
現
す
る
。

　

洞
性
徐
脈
【
単
に
徐
脈
と
も
呼
び
、
心
拍
数
が
六
〇
／
分
未
満
を

指
す
】
は
一
五
例
で
三
番
目
（
14
・
4
％
）
に
位
置
し
、
そ
の
う
ち

の
5
例
は
抜
歯
操
作
中
に
出
現
し
た
。

　

本
被
験
例
一
七
例
の
術
前
の
心
拍
数
が
、
毎
分
一
〇
〇
回
を
下
回

る
慢
性
心
房
細
動
【
心
房
の
拍
動
数
が
三
〇
〇
／
分
以
上
を
心
房

細
動
と
呼
び
、
発
作
性
と
慢
性
に
分
類
さ
れ
る
】
の
ケ
ー
ス
で
は
、

五
例
は
Ⅱ
度
以
内
の
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
【atrioventricular block

、

心
房
か
ら
心
室
に
刺
激
が
伝
わ
ら
な
い
、
ま
た
は
刺
激
伝
導
が
遅

れ
る
病
態
を
指
す
】
で
、
三
例
は
左
脚
ブ
ロ
ッ
ク
【left bundle 

branch block

、
心
房
か
ら
右
心
室
に
刺
激
を
伝
え
る
経
路
を
右
脚

と
呼
び
、
そ
の
経
路
で
上
手
く
刺
激
が
伝
わ
ら
な
い
病
態
を
指
す
】

の
ケ
ー
ス
で
、
そ
れ
ら
す
べ
て
は
比
較
的
問
題
な
く
抜
歯
術
に
耐
え

る
こ
と
が
出
来
る
。

　

不
整
脈
患
者
に
お
け
る
抜
歯
適
応
症
の
初
歩
的
意
見
：
筆
者
は
下

記
の
状
況
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
患
者
は
正
常
に
復
し
て

か
ら
抜
歯
す
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。
①
心
拍
数
が
毎
分
一
〇
〇

回
以
上
あ
る
い
は
五
〇
回
以
下
（
洞
性
、
心
室
性
、
上
室
性
お
よ

び
心
房
性
細
動
を
含
む
）　

②
心
拍
数
の
増
加
が
毎
分
六
回
以
上　

③
Ⅲ
度
房
室
ブ
ロ
ッ
ク　

④
早
期
興
奮
症
候
群
【pre-excitation 

syndrom
e

、
Ｗ
Ｐ
Ｗ
症
候
群
、
し
ば
し
ば
一
六
〇
～
二
〇
〇
／
分

の
非
常
に
速
い
頻
脈
が
生
じ
、
自
覚
的
に
始
ま
り
突
然
に
終
わ
る
激

し
い
動
悸
を
伴
う
】　

⑤
心
機
能
Ⅲ
級
お
よ
び
Ⅲ
級
以
上

　

血
圧
が
200
／
100
mmHg
（
26
・
6
／
13
・
3

kPa
）
を
超
え
、
最
近
心
臓

の
疝
痛
が
頻
発
し
、
六
ヶ
月
以
内
に
心
筋
梗
塞
の
既
往
を
伴
う
よ
う

な
場
合
は
、
ひ
と
ま
ず
抜
歯
を
延
期
す
べ
き
で
あ
る
。

　

抜
歯
時
に
発
生
す
る
不
整
脈
の
予
防
：
抜
歯
前
に
は
患
者
の
緊
張
・

恐
怖
感
を
充
分
に
取
り
除
く
べ
き
で
、
必
要
に
応
じ
安
定
剤
あ
る
い

は
β
遮
断
剤
を
術
前
投
与
し
、
麻
酔
は
完
璧
に
行
い
、
あ
わ
せ
て
血
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管
へ
の
【
麻
酔
剤
】
注
入
は
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
創
傷
【
範
囲
】
の

抑
制
と
抜
歯
時
間
の
短
縮
、
抜
歯
中
の
病
状
観
察
の
強
化
、
抗
不
整

脈
作
用
を
有
す
る
リ
ド
カ
イ
ン
剤
の
利
用
な
ど
。

（
７
）
高
血
圧
と
狭
心
症
患
者
の
抜
歯

　

一
九
八
四
年
、
王
中
和
ら
は
高
血
圧
と
狭
心
症
患
者
に
お
け
る
抜

歯
前
に
ア
テ
ノ
ロ
ー
ル
【A

tenolol

】
応
用
し
た
心
理
的
安
定
効
果

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
、
抜
歯
中
の
患
者
は
い
つ
も
血
圧
が
上
昇
し
心
拍
数
が

増
加
す
る
な
ど
の
激
し
い
反
応
を
認
め
る
可
能
性
が
高
く
、
高
血
圧

と
狭
心
症
の
患
者
の
場
合
、
こ
れ
に
よ
り
予
想
外
の
事
態
が
起
こ
り

得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
患
者
の
抜
歯
時
の
激
烈
な
反

応
を
抑
え
、
手
術
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、
抜
歯
前
に
ア
テ
ノ

ロ
ー
ル
を
少
量
応
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
場
に
応
じ
て
、
随
時
分
類
を
行
い
比
較
研
究
を
行
っ
た
結
果

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

臨
床
分
類
：
ア
テ
ノ
ロ
ー
ル
応
用
群
八
八
例
（
高
血
圧
患
者
四
八

例
、
狭
心
症
患
者
四
〇
例
）、
う
ち
抜
歯
例
は
合
計
九
七
例
と
な
っ

た
。
対
照
群
九
〇
例（
高
血
圧
患
者
五
一
例
、狭
心
症
患
者
三
九
例
）、

う
ち
抜
歯
例
は
合
計
一
〇
〇
例
で
あ
る
。

　

筆
者
ら
は
、
高
血
圧
と
狭
心
症
の
患
者
は
抜
歯
一
時
間
前
に
少
量

（50m
g

）
の
ア
テ
ノ
ロ
ー
ル
を
内
服
す
れ
ば
大
部
分
の
患
者
の
明

ら
か
な
激
烈
反
応
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
手
術

の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
徴
候
は

抜
歯
前
の
血
圧
と
心
拍
数
レ
ベ
ル
の
低
下
で
あ
る
と
の
観
察
結
果
を

示
し
た
。

　

抜
歯
前
の
不
整
脈
と
虚
血
性
の
心
電
図
の
発
生
率
は
低
下
す
る
。

以
前
よ
り
あ
る
洞
性
頻
脈
と
各
種
頻
脈
を
持
つ
ア
テ
ノ
ロ
ー
ル
群

二
〇
例
で
は
、
内
服
一
時
間
後
に
一
六
例
（
80
％
）
で
不
整
脈
が
消

失
し
、
元
来
の
過
速
型
心
房
細
動
の
心
拍
数
は
遅
く
な
る
。
虚
血

性
心
疾
患
を
元
か
ら
持
つ
心
電
図
二
七
例
の
ケ
ー
ス
で
は
一
九
例

（
70
・
4
％
）
で
正
常
あ
る
い
は
改
善
が
認
め
ら
れ
た
。

　

抜
歯
時
の
血
圧
と
心
拍
数
の
大
き
な
変
動
は
抑
え
ら
れ
る
。
対
照

群
の
抜
歯
過
程
中
の
血
圧
の
変
動
幅
は
最
大
で
56
／
30
mmHg
（
7
・
47

／
4
・
00
kPa
）
ま
で
上
昇
し
、
心
拍
数
は
最
大
で
毎
分
四
六
回
速
く

な
る
が
、
服
用
群
の
上
昇
は
22
／
10
mmHg
（
2
・
93
／
1
・
33
kPa
）、

毎
分
一
八
回
ま
で
と
な
る
。

　

抜
歯
時
の
不
整
脈
と
虚
血
性
の
心
電
図
発
生
率
は
減
少
す
る
。
対

照
群
の
抜
歯
中
の
不
整
脈
発
生
率
（
悪
化
を
含
む
）
は
31
％
（
三
一

例
／
一
〇
〇
例
）、
虚
血
性
心
電
図
発
生
率
（
悪
化
を
含
む
）
は

13
％
（
一
三
例
／
一
〇
〇
例
）
で
、
服
用
群
の
発
生
率
は
各
々
3
・

1
％
（
三
例
／
九
七
例
）
と
1
・
0
％
（
一
例
／
九
七
例
）
に
減
少

す
る
。

　

抜
歯
時
の
不
良
症
状
の
発
生
率
は
減
少
す
る
。
ア
テ
ノ
ロ
ー
ル
群
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で
は
不
良
症
状
の
出
現
が
八
例
（
8
・
2
％
）
で
、
め
ま
い
三
例
、

動
悸
三
例
、
胸
悶
一
例
、
緊
張
感
一
例
で
あ
る
。
対
照
群
に
お
い
て

は
二
一
例
の
不
良
症
状
が
出
現
、
そ
の
内
訳
は
め
ま
い
二
例
、
動
悸

一
三
例
、胸
悶
二
例
、心
絞
痛
発
作
二
例
、緊
張
恐
怖
感
二
例
で
あ
る
。

（
８
）
口
腔
外
科
に
お
け
る
鍼
麻
酔
の
応
用

　

一
九
五
七
年
、
呉
公
洛
は
局
部
麻
酔
に
お
け
る
鍼
灸
療
法
の
補
助

的
作
用
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

筆
者
は
、
歯
痛
治
療
の
局
部
麻
酔
時
に
鍼
灸
療
法
を
応
用
し
た
鍼

刺
に
は
一
定
の
補
助
的
作
用
を
認
め
る
。
筆
者
は
一
九
五
六
年
一
二

月
よ
り
局
部
麻
酔
後
に
歯
痛
を
感
じ
る
二
八
例
で
鍼
刺
を
併
用
し
、

そ
の
う
ち
で
完
全
に
痛
み
の
な
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
九
例
、
顕
著
に

軽
減
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
一
二
例
、
軽
減
し
た
ケ
ー
ス
は
三
例
、
無
効

が
四
例
と
な
り
、
有
効
率
は
85
・
7
％
と
な
っ
た
。

　

ツ
ボ
の
選
択
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
痛
み
の
あ
る
同
側
の
合
谷
を

主
と
し
、
対
側
の
合
谷
、
同
側
の
上
関
（
手
首
で
脈
を
診
る
際
に
人

差
し
指
・
中
指
・
薬
指
の
三
本
を
当
て
、
中
指
に
相
当
す
る
部
分
）、

下
関
（
耳
前
方
部
、
下
顎
枝
筋
突
起
部
付
近
）
を
併
用
し
、
そ
の
他

の
ツ
ボ
は
用
い
て
い
な
い
。

　

筆
者
は
典
型
的
な
治
療
ケ
ー
ス
四
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

一
九
五
九
年
、
盛
履
謙
と
張
道
楔
は
口
腔
外
科
に
お
け
る
麻
酔
薬

物
に
代
わ
る
鍼
灸
応
用
の
初
歩
的
報
告
（
症
例
報
告
を
別
添
）
に
つ

い
て
発
表
す
る
。

　

鍼
灸
の
激
痛
を
鎮
め
る
能
力
を
根
拠
に
、
西
安
市
第
四
病
院
で
は

各
診
療
科
の
大
・
小
手
術
で
麻
酔
の
代
替
と
し
て
鍼
灸
を
採
用
し
、

ま
ず
手
始
め
に
一
九
五
八
年
一
二
月
五
日
に
耳
鼻
咽
喉
科
・
口
腔
科

の
手
術
で
実
施
、
初
歩
的
に
は
満
足
で
き
る
効
果
を
得
た
。
口
腔
科

で
は
こ
の
時
以
来
、
抜
歯
手
術
一
二
七
例
、
口
唇
裂
補
修
術
二
例
、

切
開
排
膿
六
例
に
鍼
灸
を
応
用
し
、
良
好
な
結
果
を
得
た
。

　

電
鍼
器
：
誘
導
断
続
直
流
電
鍼
器
の
電
源
は
３
Ｖ
乾
電
池
で
構
成
、

断
続
電
流
の
出
力
電
圧
は
一
般
に
約
0
・
01
～
0
・
6
Ｖ
、
負
荷
電

流
量
は
0
・
001
～
0
・
05
㎃
で
あ
る
。

　

毫
鍼
：
一
般
に
常
用
さ
れ
る
合
金
毫
鍼
の
直
径
は
通
常
約
0
・
2
㎜

で
、
鍼
の
長
さ
は
約
1
・
5
㎝
と
4
・
5
㎝
の
二
種
類
で
あ
る
。

　

ツ
ボ
の
選
択
：
下
顎
歯
の
抜
歯
で
は
両
側
の
合
谷
あ
る
い
は
同
側

の
下
関
、
頬
車
穴
と
合
わ
せ
て
内
関
穴
を
用
い
る
。
上
顎
の
場
合
は

両
側
の
内
庭
、
同
側
の
下
関
穴
（
上
顎
切
歯
で
は
四
白
穴
、
小
・
大

臼
歯
部
で
は
顴
髎
穴
の
併
用
も
可
能
）
と
合
わ
せ
て
両
側
の
内
関
が

多
用
さ
れ
る
。

　

口
唇
裂
補
修
患
者
二
例
で
は
両
側
内
関
穴
、
両
側
内
庭
穴
お
よ
び

四
白
穴
を
用
い
た
。

　

本
治
験
例
一
二
七
例
中
、
全
く
痛
み
が
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
は
78
％

を
占
め
、
僅
か
に
痛
み
の
出
た
者
17
％
、
無
効
お
よ
び
痛
み
の
あ
る

ケ
ー
ス
は
5
％
で
あ
っ
た
。
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一
二
七
例
の
抜
歯
患
者
の
う
ち
で
抜
歯
歯
数
は
一
七
八
歯
と
な

り
、
内
訳
は
第
二
お
よ
び
第
一
・
第
三
大
臼
歯
が
最
多
で
、
多
く
の

歯
牙
は
動
揺
が
認
め
ら
れ
な
い
状
況
の
も
の
が
45
・
5
％
を
占
め
て

い
た
。

　

一
二
七
例
の
抜
歯
例
で
は
、
い
か
な
る
不
良
併
発
症
の
出
現
も
決

し
て
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
初
歩
的
観
察
に
よ
れ
ば
、
電
鍼
麻

酔
に
よ
る
抜
歯
の
優
れ
た
点
は
鎮
痛
効
果
が
良
好
で
、
出
血
も
不
良

併
発
症
も
少
な
く
、
注
射
麻
酔
薬
の
副
作
用
お
よ
び
注
射
時
の
痛
み

が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
五
八
年
、
漢
奉
岩
ら
は
局
部
麻
酔
に
代
わ
る
電
鍼
に
よ
る
抜

歯
術
一
〇
〇
例
の
初
歩
的
報
告
を
行
な
っ
た
。
筆
者
ら
は
局
部
麻
酔

に
代
わ
る
電
鍼
を
用
い
た
抜
歯
術
全
一
〇
〇
例
、
抜
歯
歯
数
一
二
二

歯
を
実
施
し
、
大
多
数
で
成
功
を
得
た
。

　

一
〇
〇
例
中
、
一
歯
抜
歯
症
例
は
八
三
例
で
、
そ
の
う
ち
上
顎
臼

歯
二
七
例
、
下
顎
臼
歯
三
二
例
、
下
顎
智
歯
二
例
と
な
っ
て
い
る
。

同
側
多
数
歯
抜
歯
症
例
は
一
一
例
、
両
側
多
数
歯
抜
歯
症
例
は
六
例

で
あ
る
。

　

一
〇
〇
例
中
、
無
痛
七
〇
例
、
軽
度
な
痛
み
を
伴
う
も
の
二
七
例
、

無
効
は
三
例
で
あ
る
。

　

局
所
麻
酔
に
代
わ
る
電
鍼
を
用
い
た
一
〇
〇
例
の
結
果
か
ら
、
下

記
の
結
論
を
得
た
。

　

局
所
麻
酔
代
替
の
電
鍼
で
行
う
抜
歯
術
は
、
お
お
よ
そ
塩
酸
プ
ロ

カ
イ
ン
の
麻
酔
効
果
に
匹
敵
す
る
。
局
所
麻
酔
の
併
発
症
か
ら
免
れ

る
。
浮
腫
、
血
腫
、
感
染
、
開
口
障
害
、
内
出
血
斑
、
疼
痛
な
ど
の

よ
う
な
併
発
症
、
と
り
わ
け
塩
酸
プ
ロ
カ
イ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
防
止
や

鎮
痛
剤
を
用
い
な
い
方
が
よ
い
場
合
に
有
効
で
あ
る
。

　

麻
酔
注
射
に
悪
影
響
を
与
え
る
炎
症
性
水
腫
が
局
所
に
認
め
ら
れ

る
場
合
、
電
鍼
の
使
用
は
単
に
麻
酔
効
果
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、

炎
症
を
抑
え
る
作
用
と
術
後
の
鎮
痛
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

隣
接
し
な
い
多
数
歯
の
同
時
抜
歯
で
は
、
も
し
局
所
麻
酔
注
射
で

七
～
八
針
の
刺
入
が
必
要
な
ら
ば
、
電
鍼
の
使
用
で
若
干
少
な
く
な

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、一
般
に
抜
歯
の
際
の
電
鍼
操
作
は
複
雑
と
な
り
、

失
敗
す
る
ケ
ー
ス
や
軽
度
な
痛
み
を
伴
い
完
全
無
痛
化
を
果
た
せ
な

い
患
者
が
相
当
数
と
な
る
。

（
９
）
中
国
漢
方
麻
酔

　

一
九
六
五
年
、
呉
経
邦
、
戴
慶
蓀
は
中
国
漢
方
の
塗
抹
麻
酔
を
応

用
し
た
抜
歯
を
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
、
離
骨
散
抜
牙
は
中
国
漢
方
医
学
の
宝
の
一
つ
で
あ

る
が
、
長
い
間
そ
の
伝
承
が
途
絶
え
、
清
朝
乾
隆
五
年
（
西
暦

一
七
四
〇
年
）、
王
維
徳
の
著
書
『
外
科
証
治
全
生
集
』
に
あ
る
取

歯
丹
（
鮒
魚
霜
）【
漢
方
医
書
『
串
雅
内
外
編
』
の
取
牙
鯽
魚
霜
の

項
目
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
：
１
．
大
き
め
の
鮒
を
一
尾
用
意
し
、
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内
蔵
を
取
り
除
き
、
砒
素
を
魚
腹
に
入
れ
、
日
が
当
た
ら
な
い
場

所
で
保
存
し
、
霜
が
出
れ
ば
そ
れ
を
擦
り
取
っ
て
瓶
に
入
れ
る
。
砒

素
は
魚
50
ｇ
に
付
き
約
３
ｇ
を
用
い
る
。
決
し
て
多
く
使
っ
て
は
い

け
な
い
。
２
．
生
き
た
鮒
（
約
250
ｇ
）
と
砒
素
を
用
意
し
、
内
臓
を

取
り
除
い
た
魚
腹
に
砒
素
の
粉
末
を
入
れ
、
魚
が
腐
っ
た
後
、
魚
骨

を
き
れ
い
に
洗
い
、
乾
燥
し
て
か
ら
粉
末
に
す
る
。
歯
根
に
ほ
ん
の

少
し
塗
る
と
、
歯
が
自
然
に
脱
落
す
る
。】
が
歯
牙
を
脱
落
さ
せ
て

い
る
と
述
べ
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
以
下
の
生
薬
を
中
国
漢
方

麻
酔
薬
と
し
て
用
い
、
口
腔
小
手
術
の
塗
抹
麻
酔
剤
と
し
た
。
合
計

一
〇
六
例
の
手
術
を
行
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
二
例
で
は
塩
酸
プ

ロ
カ
イ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
の
既
往
が
あ
り
、
本
剤
の
麻
酔
効
果
は
良
好

で
あ
る
。

　

塗
抹
麻
酔
薬
：
中
国
漢
方
細
辛
【
ケ
イ
リ
ン
サ
イ
シ
ン
、
ウ
ス
バ

サ
イ
シ
ン
】
生
半
夏
【
ハ
ン
ゲ
】
生
草
烏
【
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
】、

生
南
星
【A

risaem
a heterophyllum

 Blum
e

、
舞
鶴
天
南
星
】、

ハ
ッ
カ
、
樟
脳
か
ら
な
る
。

　

麻
酔
効
果
：
薬
物
塗
抹
後
、
歯
肉
を
経
由
し
て
、
ま
も
な
く
麻
痺

清
涼
感
が
あ
り
、
麻
痺
感
は
二
時
間
以
上
持
続
す
る
。
麻
酔
効
果
は

2
％
テ
ト
ラ
カ
イ
ン
と
10
％
コ
カ
イ
ン
麻
酔
に
比
べ
速
効
性
で
深

く
、持
続
時
間
は
長
い
。
抜
歯
症
例
一
〇
六
例（
一
一
三
歯
）の
う
ち
、

膿
瘍
切
開
六
例
、
歯
槽
骨
整
形
一
例
、
口
唇
部
の
尋
常
性
イ
ボ
切
除

一
例
、
抜
歯
一
一
三
歯
で
、
完
全
に
痛
み
の
な
い
ケ
ー
ス
は
九
四
例

83
・
2
％
で
あ
る
。 

わ
ず
か
に
痛
み
の
あ
っ
た
ケ
ー
ス
は
一
七
歯

15
％
を
占
め
、
失
敗
は
二
例
の
み
で
あ
る
。

　

炎
症
期
の
抜
歯
は
六
例
で
、
す
べ
て
で
微
痛
が
残
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
急
性
炎
症
期
で
は
塗
抹
麻
酔
薬
は
禁
忌
で
あ
る
。
本
被
験
群

一
一
三
歯
の
抜
歯
例
の
う
ち
で
、
動
揺
の
な
い
歯
牙
は
五
一
歯
で
多

数
を
占
め
て
い
る
。
抜
歯
の
理
由
は
垂
直
性
埋
伏
歯
な
ど
が
主
な
も

の
で
あ
る
。

　

中
国
漢
方
塗
抹
麻
酔
に
よ
る
抜
歯
は
、
塩
酸
プ
ロ
カ
イ
ン
過
敏
患

者
に
適
用
し
、
そ
の
他
に
注
射
に
恐
怖
感
を
持
つ
児
童
、
注
射
針
で

卒
倒
す
る
衰
弱
し
た
老
人
、
心
臓
疾
患
を
有
す
る
患
者
に
も
適
用
さ

れ
る
。
ま
た
、
歯
周
炎
と
乳
歯
晩
期
残
存
の
抜
歯
に
も
適
す
る
。

　

塗
抹
麻
酔
薬
は
近
心
埋
伏
歯
・
低
位
歯
・
萌
出
位
置
異
常
歯
の
抜

歯
に
は
適
さ
ず
、
ま
た
炎
症
期
の
抜
歯
に
も
用
い
な
い
。
塗
抹
麻
酔

薬
の
調
合
に
は
70
％
ア
ル
コ
ー
ル
浸
漬
を
行
い
、
濃
縮
法
は
行
わ
な

い
。

（
10
）
歯
牙
移
植
術

　

歯
牙
移
植
術
は
、
中
国
で
は
宋
代
か
ら
行
わ
れ
、
現
在
ま
で
に

八
〇
〇
余
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
、
中
国
の
研
究
者
数
名
が
、
中
国
漢
方
医
学
の
こ

の
伝
統
を
継
承
し
、
現
代
の
科
学
的
方
法
を
用
い
て
歯
牙
移
植
術
の

再
発
展
を
生
来
し
、
あ
わ
せ
て
研
究
を
推
進
し
た
。
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一
九
五
六
年
、
戴
策
安
は
歯
牙
移
植
術
の
初
歩
的
報
告
を
発
表
し

た
。
筆
者
は
全
三
二
例
（
再
植
術
三
〇
例
、移
植
術
二
例
）
を
行
う
。

三
二
症
例
中
、
最
年
少
は
一
九
歳
、
最
高
齢
は
四
三
歳
で
あ
っ
た
。

移
植
部
位
は
、
第
一
大
臼
歯
一
八
例
、
第
二
大
臼
歯
一
〇
例
、
上
顎

第
三
大
臼
歯
一
例
、
第
二
小
臼
歯
二
例
、
上
顎
犬
歯
一
例
で
あ
る
。

根
管
充
填
の
の
ち
に
即
時
再
植
術
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
が
二
一
例
、
根

管
充
填
の
の
ち
に
次
回
以
降
再
植
術
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
が
九
例
で
、

そ
の
間
隔
は
三
～
八
日
で
あ
る
。
生
活
歯
髄
の
ま
ま
即
時
移
植
術
を

施
し
た
ケ
ー
ス
は
一
例
、
時
期
を
ず
ら
し
た
他
家
移
植
が
一
例
（
失

敗
）
で
あ
る
。

　

三
二
例
中
、
移
植
失
敗
の
1
例
を
除
き
、
31
例
は
術
直
後
で
は
す

べ
て
手
術
は
成
功
し
、
固
定
撤
去
後
は
全
例
で
同
様
に
安
定
し
て
い

る
が
、
わ
ず
か
に
咬
合
痛
が
残
っ
た
。

　

一
九
五
六
年
、朱
端
伯
は
第
三
大
臼
歯
移
植
の
初
歩
的
報
告（
二
七

例
）
を
発
表
す
る
。

　

筆
者
は
一
九
五
四
年
八
月
～
一
九
五
五
年
一
〇
月
の
間
に
歯
牙
移

植
二
七
例
を
実
施
、
患
者
の
年
齢
は
一
四
～
二
六
歳
で
あ
る
。
移
植

歯
は
す
べ
て
歯
冠
部
の
石
灰
化
が
完
了
し
、
歯
根
部
は
す
で
に
発
育

を
開
始
し
た
、
第
三
大
臼
歯
を
選
択
し
た
（
他
家
移
植
を
実
施
し
た

一
例
の
み
は
、
位
置
の
異
な
る
第
一
小
臼
歯
を
使
用
し
た
）。
す
べ

て
の
症
例
は
移
植
後
少
な
く
と
も
七
ヶ
月
以
上
、
九
ヶ
月
を
経
過
す

る
ま
で
観
察
を
行
う
。
そ
の
う
ち
の
二
一
例
が
自
家
移
植
歯
で
、
六

例
は
他
家
移
植
歯
で
あ
っ
た
。

　

全
二
七
例
の
移
植
歯
の
う
ち
で
、
失
敗
の
一
例
を
除
き
結
果
不
明

（
再
診
に
応
じ
な
い
）
が
四
例
で
、
そ
の
他
の
大
多
数
は
移
植
後
一

週
・
一
ヶ
月
・
三
ヶ
月
の
リ
コ
ー
ル
に
応
じ
た
。
自
家
移
植
の
場
合
、

お
お
よ
そ
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
が
手
術
後
四
～
五
週
で
安
定
し
、
三
～

六
ヶ
月
で
は
咀
嚼
負
担
に
耐
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
九
ヶ
月
余

あ
る
い
は
一
年
以
上
経
過
時
に
Ｘ
線
上
で
新
生
歯
根
膜
・
歯
槽
骨
な

ら
び
に
根
尖
部
の
成
長
が
確
認
で
き
れ
ば
経
過
は
良
好
で
あ
る
。
他

家
移
植
六
例
は
、
現
在
ま
で
に
脱
落
は
し
て
い
な
い
が
、
移
植
後
八

～
一
三
ヶ
月
経
過
時
に
歯
根
部
の
成
長
は
確
認
で
き
ず
歯
髄
生
活
反

応
も
見
ら
れ
な
い
。移
植
は
比
較
的
長
い
間
の
経
過
を
伴
う
も
の
で
、

Ｘ
線
所
見
か
ら
は
歯
根
部
吸
収
の
痕
跡
が
発
現
し
て
い
る
。

　

一
九
六
三
年
、
黄
群
華
は
歯
牙
再
植
術
一
〇
六
例
の
長
期
的
治
療

効
果
を
観
察
し
報
告
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
上
海
鉄
道
医
学
院
附
属
病
院
口
腔
科
で
一
九
五
五

～
一
九
六
二
年
の
間
に
歯
牙
再
植
術
を
行
っ
た
四
〇
〇
例
余

（
一
九
五
七
年
に
は
一
六
〇
例
の
短
期
的
治
療
効
果
を
観
察
報
告
済

み
）
の
う
ち
で
、
術
後
の
経
過
観
察
期
間
が
比
較
的
長
く
、
業
務
の

異
動
等
に
よ
り
住
所
移
転
が
あ
っ
た
者
を
除
き
、
リ
コ
ー
ル
に
応
じ

た
一
〇
六
例
の
み
を
報
告
す
る
。
再
植
後
、
大
多
数
の
症
例
は
す
で

に
四
年
～
六
年
半
を
経
過
し
、
一
〇
六
例
中
動
揺
あ
る
い
は
そ
の
他

の
併
発
症
に
よ
り
歯
牙
機
能
を
行
使
で
き
ず
抜
歯
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
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は
二
二
例
20
・
8
％
を
占
め
、
再
植
術
の
成
功
率
は
79
・
2
％
と
な
っ

た
。
抜
歯
理
由
の
大
半
は
充
填
物
脱
落
・
歯
冠
部
の
比
較
的
大
き
な

崩
壊
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
抜
歯
理
由
と
し
て
は
少
な
い
が
、
歯
槽

骨
あ
る
い
は
歯
根
部
の
異
常
な
吸
収
に
よ
り
再
植
歯
の
機
能
が
維
持

で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

一
九
六
三
年
、
黄
培
哲
、
朱
麗
華
は
他
家
歯
牙
移
植
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
五
〇
例
の
他
家
歯
牙
移
植
の
臨
床
観
察
結
果
を
報
告
し

た
。
そ
の
結
果
は
、
術
後
の
明
ら
か
な
不
良
反
応
は
な
く
、
癒
合
状

態
は
良
好
で
、
移
植
歯
の
色
調
に
も
変
化
は
認
め
ら
れ
ず
、
咀
嚼
能

力
も
良
好
で
あ
り
、
大
多
数
は
動
揺
や
打
診
痛
も
な
く
歯
周
組
織
は

正
常
で
歯
肉
付
着
の
喪
失
も
な
い
と
云
う
も
の
で
あ
る
。
三
一
例
で

は
、
四
年
間
の
経
過
観
察
を
実
施
し
、
一
八
例
に
は
歯
根
吸
収
が
認

め
ら
れ
、
一
三
例
に
は
歯
根
吸
収
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
吸
収

の
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
移
植
後
一
年
半
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
歯

根
の
全
部
吸
収
に
よ
り
五
例
が
抜
歯
さ
れ
た
が
、
そ
の
最
短
抜
歯
時

期
は
移
植
後
二
年
六
ヶ
月
で
あ
る
。

　

一
九
六
六
、
翁
候
年
、
李
済
仁
は
固
定
装
置
を
用
い
な
い
即
時
移

植
歯
五
〇
例
の
分
析
結
果
を
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
、
湖
北
中
医
学
院
附
属
口
腔
科
で
一
九
五
八
年
前
後
に

一
〇
〇
例
近
く
の
再
植
術
を
実
施
し
、
そ
の
う
ち
の
五
〇
例
は
比
較

的
デ
ー
タ
の
整
っ
た
も
の
で
、
二
三
例
で
一
～
五
年
以
上
の
追
跡
調

査
を
行
い
、
報
告
す
る
。
筆
者
ら
が
再
植
し
た
ケ
ー
ス
で
は
固
定
装

置
を
使
用
し
な
い
即
時
再
植
術
を
採
用
し
、
そ
の
結
果
、
七
～
一
五

日
後
に
は
九
八
％
で
一
般
的
食
物
の
咀
嚼
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
～

五
年
観
察
の
二
三
例
の
う
ち
で
は
、
口
腔
内
に
そ
の
ま
ま
機
能
し
て

い
た
ケ
ー
ス
が
一
九
例
で
、
抜
歯
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
は
三
例
、
連

絡
先
不
明
で
中
断
し
た
ケ
ー
ス
が
一
例
で
あ
っ
た
。
固
定
装
置
を
使

用
し
な
い
再
植
歯
五
〇
例
の
長
期
観
察
結
果
で
は
、
術
後
三
日
後
に

脱
落
し
た
一
例
を
除
き
、
そ
の
他
の
四
九
例
は
咬
合
関
係
に
は
全
く

問
題
は
生
じ
る
こ
と
は
な
く
、
無
固
定
に
よ
り
歯
牙
が
転
移
・
移
動

し
た
ケ
ー
ス
も
な
い
。

　

筆
者
ら
は
、
固
定
装
置
を
使
用
し
な
い
場
合
の
再
植
歯
牙
は
口
腔

内
で
安
定
で
き
れ
ば
充
分
で
あ
り
、
歯
槽
部
分
の
条
件
次
第
で
歯
牙

の
再
癒
着
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
顎
口
腔
系

が
生
理
的
に
固
定
条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
再
植
歯
が
咀
嚼
機
能

を
早
期
に
負
担
す
る
こ
と
は
、
再
植
歯
に
と
っ
て
も
適
度
な
刺
激
と

な
り
、
歯
牙
と
歯
槽
骨
の
早
期
癒
着
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
。
各
種
固

定
器
具
は
、
様
々
な
程
度
の
損
傷
を
被
っ
た
歯
周
組
織
で
応
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
歯
周
組
織
の
血
液
循
環
と
組
織
の
速
や
か

な
回
復
に
影
響
を
与
え
る
。
そ
の
た
め
固
定
装
置
を
用
い
な
い
再
植

術
は
こ
れ
ら
の
欠
点
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
11
）
牙
種
植
【
歯
牙
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
】

　

一
九
八
二
年
、
陳
志
洪
ら
は
チ
タ
ン
合
金
の
顎
骨
内
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
初
歩
的
観
察
（
七
九
例
の
報
告
を
含
む
）
を
発
表
す
る
。

　

筆
者
ら
は
、
一
九
七
八
年
一
一
月
～
一
九
八
〇
年
九
月
の
期
間
に

人
民
解
放
軍
瀋
陽
部
隊
総
合
病
院
口
腔
科
で
機
械
的
加
工
を
施
し
た

チ
タ
ン
合
金
製
人
工
歯
を
用
い
た
顎
骨
内
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
七
九
例
を

報
告
す
る
。

　

七
九
例
中
、
リ
コ
ー
ル
に
応
じ
た
ケ
ー
ス
は
六
九
例
で
、
一
八
ヶ

月
以
上
は
一
〇
例
、
一
二
～
一
八
ヶ
月
は
二
六
例
、
七
～
一
二
ヶ
月

は
一
四
例
、
三
～
六
ヶ
月
は
八
例
、
三
ヶ
月
以
内
の
経
過
例
は
一
一

例
で
あ
る
。
臨
床
効
果
：
ク
ラ
ス
Ⅰ
は
四
五
例
（
68
・
1
％
）、
ク

ラ
ス
Ⅱ
は
一
三
例
（
18
・
8
％
）、
ク
ラ
ス
Ⅲ
は
一
一
例
（
13
・
1
％
）

で
あ
る
。

　

ク
ラ
ス
Ⅰ
：
チ
タ
ン
合
金
製
人
工
歯
は
比
較
的
安
定
し
、
歯
周
お

よ
び
歯
肉
組
織
は
正
常
で
、
食
物
咀
嚼
も
可
能
で
、
Ｘ
線
検
査
に
よ

り
チ
タ
ン
合
金
植
立
歯
の
周
囲
に
明
ら
か
な
骨
吸
収
が
認
め
ら
れ
な

い
も
の
。

　

ク
ラ
ス
Ⅱ
：
チ
タ
ン
合
金
製
人
工
歯
は
僅
か
に
動
揺
す
る
が
、
歯

周
お
よ
び
歯
肉
組
織
に
明
ら
か
な
炎
症
像
は
認
め
な
い
。
Ｘ
線
検
査

に
よ
り
チ
タ
ン
合
金
植
立
歯
の
周
囲
骨
に
軽
度
の
吸
収
を
認
め
る
も

の
。

　

ク
ラ
ス
Ⅲ
：
チ
タ
ン
合
金
植
立
歯
は
動
揺
し
、
歯
周
組
織
に
炎
症

が
見
ら
れ
る
も
の
。

　

ク
ラ
ス
Ⅳ
：
チ
タ
ン
合
金
植
立
歯
は
動
揺
し
、
歯
を
保
存
す
る
価

値
の
な
い
も
の
。

　

一
九
八
二
年
、
張
開
宜
ら
は
上
顎
前
歯
部
欠
損
に
チ
タ
ン
製
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
修
復
を
応
用
し
た
初
歩
的
効
果
を
観
察
し
報
告
す
る
。

　

筆
者
ら
は
一
九
七
四
年
よ
り
一
三
例
（
一
七
歯
）
の
上
顎
前
歯
部

欠
損
症
例
に
釘
状
の
チ
タ
ン
製
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体
を
用
い
、
修
復
を

行
っ
た
。

　

観
察
期
間
：
七
年
以
上
経
過
は
四
例
（
四
歯
）、
五
～
七
年
は
三

例
（
五
歯
）、
二
～
五
年
は
二
例
（
四
歯
）、
二
年
以
内
は
四
例
（
四

歯
）
で
あ
る
。

　

一
三
例
中
五
例
に
お
い
て
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
体
の
動
揺
が
認
め
ら
れ

（
38
・
46
％
）、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
撤
去
例
は
二
例
で
あ
る
。

　

本
被
験
例
の
大
部
分
は
骨
内
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
採
用
（
一
二
例
）

し
、歯
内
骨
内
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
採
用
し
た
の
は
僅
か
一
例
で
あ
る
。

　

筆
者
ら
は
、
チ
タ
ン
の
比
重
は
小
さ
く
人
の
骨
格
に
類
似
す
る
、

強
度
は
45
～
60
㎏
／
㎟ 

で
あ
る
、磁
性
は
な
く
、耐
腐
食
性
を
有
し
、

毒
性
も
な
く
、
組
織
親
和
性
に
優
れ
、
理
想
的
な
医
用
合
金
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。�

【
未
完
】
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【
活
動
報
告
】

　

私
た
ち
は
平
成
二
七
年
度
に
本
学
客
員
教
授
で
あ
る
森
田
実
先
生

を
塾
長
、
東
日
本
国
際
大
学
吉
村
作
治
学
長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
、「
昌
平
塾
」
を
開
講
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
市
民
の
み
な

さ
ま
に
広
く
開
放
し
た
講
座
を
東
京
事
務
所
に
お
い
て
積
極
的
に
開

講
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
参
加
者
の
活
溌
な
議
論
を
呼
ぶ
よ
う
な
具
体
的
な
テ
ー

マ
を
更
に
深
め
て
い
き
、
学
術
発
信
を
お
こ
な
う
方
針
を
立
て
る
と

同
時
に
、
儒
学
文
化
研
究
所
と
合
併
し
、
現
代
儒
学
部
門
、
現
代
仏

教
部
門
、
西
洋
哲
学
部
門
、
新
た
に
イ
ス
ラ
ム
思
想
部
門
が
加
わ
り
、

こ
の
四
部
門
体
制
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
研
究
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
長
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
論
語
素
読
教
室
に
加
え
、

昨
年
現
代
儒
学
部
門
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
発
足
し

た
学
生
論
語
サ
ー
ク
ル
「
い
わ
き
論
語
塾
」
も
継
続
し
て
開
催
さ
れ
、

学
生
の
み
な
ら
ず
教
職
員
を
交
え
た
『
論
語
』
の
読
書
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。東
洋
思
想
研
究
所
の
本
分
と
し
て
研
究
に
邁
進
し
つ
つ
、

現
代
社
会
に
ど
の
よ
う
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
い
う
課
題

へ
の
挑
戦
を
試
み
て
い
ま
す
。
学
問
を
通
し
た
社
会
貢
献
は
本
学
東

洋
思
想
研
究
所
設
立
の
目
的
を
本
年
度
も
弛
ま
ず
進
め
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
平
成
二
九
年
の
東
洋
思
想
研
究
所
各
部
門
の
具
体
的
な
活

動
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

一
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
部
門
定
例
講
座
「
法
華
経
入
門
」

　
　
　
　
（
平
成
二
八
年
度
）
第
四
回
「
人
間
力
の
育
成
」

�

公
開
授
業
開
催
（
開
沼
博
先
生
）

　
　
　
　
（
平
成
二
八
年
度
）
い
わ
き
論
語
塾
第
六
回
検
討
会

二
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

三
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
部
門
定
例
講
座
「
法
華
経
入
門
」

四
月　
　

論
語
素
読
教
室
開
講
（
三
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
一
回
検
討
会

五
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会
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昌
平
塾
西
洋
哲
学
部
門
研
究
会
『
自
由
と
教
育
』

十
一
月　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

史
跡
足
利
学
校
「
釈
奠
」
参
加

十
二
月　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
部
門
定
例
講
座
「
法
華
経
入
門
」

　
　
　
　

昌
平
塾
西
洋
哲
学
部
門
研
究
会
『
哲
学
の
教
育
』

�

「
ヘ
ー
ゲ
ル
と
現
代
社
会
」（
倉
田
貢
研
究
員
）

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ム
思
想
研
究
部
門
研
究
会
（
徳
永
里
砂
先
生
）

　
　
　
　
「
人
間
力
の
育
成
」
第
二
回
公
開
授
業
開
催

�

（D
ef T

ech M
icro

先
生
）

　
　
　
　

現
代
儒
学
部
門
研
究
会
「
昌
平
黌
論
語
検
討
会
」

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
部
門
定
例
講
座
「
法
華
経
入
門
」

六
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

第
二
九
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
開
催

�

（
孔
子
祭
挙
行
を
含
む
学
術
活
動
）

七
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

い
わ
き
論
語
塾
第
二
回
検
討
会

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
部
門
定
例
講
座
「
法
華
経
入
門
」

　
　
　
　

昌
平
塾
西
洋
哲
学
研
究
部
門
研
究
会
『
自
由
と
規
律
』

�
（
森
田
浩
之
客
員
教
授
他
）

八
月　
　

夏
季
休
暇

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

九
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

現
代
儒
学
部
門
研
究
会
「
昌
平
黌
論
語
検
討
会
」

　
　
　
　

昌
平
塾
現
代
仏
教
部
門
定
例
講
座
「
法
華
経
入
門
」

十
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
三
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ム
思
想
研
究
部
門
研
究
会
（
尾
崎
貴
久
子
先
生
）

　
　
　
　
「
人
間
力
の
育
成
」
第
一
回
公
開
授
業
開
講

�

（
ヨ
ー
コ 

ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
先
生
）
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平
成
二
九
年
度
全
学
共
通
授
業
『
人
間
力
の
育
成
』

　

本
学
は
論
語
の
一
節
、「
義
を
行
い
以
て
其
の
道
に
達
す
」
と
い

う
建
学
の
精
神
を
『
人
間
力
』
と
い
う
言
葉
に
込
め
ま
し
た
。
人
間

力
と
は
、
志
を
持
っ
て
や
り
抜
く
力
の
こ
と
で
す
。
全
学
共
通
授
業

「
人
間
力
の
育
成
」
は
本
研
究
所
が
主
催
し
、
平
成
二
五
年
度
か
ら

開
講
さ
れ
た
全
学
部
共
通
の
一
年
生
必
修
科
目
で
す
。
毎
年
、
数
名

の
外
部
講
師
の
方
を
お
招
き
し
、
公
開
授
業
と
し
て
人
間
力
育
成
講

座
と
題
し
た
ご
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
九
年
度
は
十
月
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の

ヨ
ー
コ 

ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
先
生
、
十
二
月
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

D
ef T

ech M
icro

先
生
（
本
名
は
西
宮
祐
騎
先
生
）、
一
月
に
は
株

式
会
社
い
わ
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
代
表
取
締
役
の
大
倉
智
先
生
、
本

学
福
島
復
興
創
世
研
究
所
所
長
の
大
西
康
夫
先
生
に
ご
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、D

ef T
ech M

icro

先
生
に
は
本
研

究
所
客
員
教
授
に
も
ご
就
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
人

間
と
人
間
の
心
の
触
れ
合
い
を
通
じ
た
人
間
教
育
を
目
指
し
、
所
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

平成 29 年度版チラシ
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現
代
儒
学
部
門

【
部
門
活
動
概
要
】

　

平
成
二
九
年
度
、
東
洋
思
想
研
究
所
・
現
代
儒
学
部
門
で
は
、
研

究
と
啓
蒙
の
二
方
面
よ
り
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

研
究
方
面
で
は
、
五
月
・
九
月
一
月
の
計
三
回
、
昌
平
黌
論
語
研
究

を
開
催
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
『
論
語
』
の
日
本
語
訳

は
固
い
も
の
が
多
く
、
現
代
の
一
般
の
人
々
に
は
、
読
み
が
た
い
、

意
味
を
把
握
し
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
人
類
の

叡
智
の
結
晶
で
あ
る
『
論
語
』
を
、
有
為
な
学
生
・
社
会
人
の
前
途

の
た
め
に
、
い
か
な
る
「
か
た
ち
」
で
提
供
す
べ
き
か
、
研
究
会
で

は
、
実
際
に
『
論
語
』
の
章
句
を
読
み
進
め
な
が
ら
、
そ
の
形
式
を

具
現
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
啓
蒙
活
動
概
要
】

【
1
】
論
語
サ
ー
ク
ル
「
い
わ
き
論
語
塾
」
活
動
報
告

　

平
成
二
八
年
度
に
発
足
し
た
、
本
学
の
論
語
サ
ー
ク
ル
「
い
わ
き

論
語
塾
」
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
と
同
様
の
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　
『
論
語
』
を
現
代
的
な
若
者
の
視
点
で
読
み
解
き
、
議
論
を
行
う

読
書
会
・
討
論
会
を
、
合
計
八
回
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
一
〇
月
に

開
催
さ
れ
た
本
学
の
鎌
山
祭
展
示
部
門
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
第
一
位
を
獲
得
。
一
一
月
に
は
、
塾
生
た
ち
と
と
も
に
足
利

学
校
の
釋
奠
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
平
成
二
九
年
度
末
に
は
、「
い
わ
き
論
語
塾
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、「
超
訳
『
論
語
』
集
「
知
新
」」
第
二
号
を
公
開

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
学
学
生
だ
け
で
な

く
、
い
わ
き
の
有
志
と
と
も
に
、『
論
語
』
の
知
の
新
地
平
を
切
り

拓
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
2
】
論
語
素
読
教
室
活
動
報
告

　

磐
城
高
校
の
遠
藤
敎
広
先
生
と
城
山
陽
宣
研
究
員
を
講
師
と
し

て
、
毎
月
二
～
三
回
の
活
動
を
継
続
中
で
す
。
熱
心
な
新
規
の
メ
ン

バ
ー
の
方
々
の
ほ
か
、
古
参
の
メ
ン
バ
ー
も
学
び
を
深
め
、
論
語
・

儒
学
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
儒
学
精
神

の
紹
介
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。
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現
代
仏
教
部
門

【
部
門
活
動
概
要
】

・
定
例
講
座
「
法
華
経
入
門
」

　

東
洋
思
想
研
究
所
現
代
仏
教
部
門
は
、
人
類
的
課
題
の
解
決
に
寄

与
す
る
仏
教
の
思
想
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
八
日
か

ら
開
講
さ
れ
た
松
岡
幹
夫
所
長
に
よ
る
定
例
講
座
「
法
華
経
入
門
」

が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
五
月
、
七
月
、
九
月
、
一
二
月
、
二
月
の

合
計
五
回
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
度
か
ら
合
わ
せ
る
と
合

計
八
回
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

定
例
講
座
「
法
華
経
入
門
」
は
、『
法
華
経
の
智
慧
』（
聖
教
新
聞

社
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、「『
法
華
経
の
智
慧
』
を
読
む
」
と
題
し

た
定
例
講
座
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
法
華
経
の
思
想
を
現
代
人
に
も

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
読
み
解
き
な
が
ら
、
毎
回
、
受
講
者
と
の
闊

達
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
本
講
座
の
大
き
な
特
徴
で

す
。
定
例
講
座
の
内
容
は
順
次
、
小
冊
子
と
し
て
シ
リ
ー
ズ
刊
行
を

予
定
し
て
お
り
、
二
〇
一
七
年
度
に
シ
リ
ー
ズ
第
一
冊
目
が
刊
行
さ

れ
ま
す
。

　

五
月
度
ま
で
は
序
品
を
テ
ー
マ
に
開
講
さ
れ
、
七
月
以
降
は
方
便

品
を
題
材
に
松
岡
幹
夫
所
長
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
講

座
で
は
法
華
経
に
説
か
れ
る
世
界
観
や
平
等
観
な
ど
と
共
に
、
法
華

経
の
思
想
は
戦
争
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
な
ど
、
現
代

が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
も
議
論
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
法
華
経

の
全
体
像
を
把
握
し
な
が
ら
、
現
実
的
な
課
題
に
引
き
付
け
て
法
華

経
の
思
想
を
論
じ
て
い
く
こ
と
が
、
本
講
座
に
お
け
る
も
う
一
つ
の

大
き
な
特
徴
で
す
。

　

人
類
的
解
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
仏
教
の
思
想
を
探
求
す
る
た

め
、本
講
座
は
法
華
経
を
通
し
て
仏
法
の
人
間
主
義
を
明
ら
か
に
し
、

現
代
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
智
慧
を
世
に
問
う
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
闊
達
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
法
華

経
二
十
八
品
全
て
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
を
本
講
座
の
最
終
的
な

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
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西
洋
哲
学
部
門

【
部
門
概
要
】

　

東
洋
思
想
研
究
所
西
洋
哲
学
部
門
で
は
、
東
洋
思
想
の
よ
り
深
い

理
解
の
た
め
に
は
、
西
洋
哲
学
の
理
解
も
必
要
で
あ
る
と
の
理
解
か

ら
、
西
洋
哲
学
の
研
究
を
通
じ
て
、
東
洋
思
想
研
究
所
の
研
究
活
動

に
寄
与
す
る
た
め
の
研
究
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

主
要
な
活
動
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
度
に
森
田
実
先
生
を
塾
長
と

し
て
始
ま
っ
た
「
昌
平
塾
」
で
の
議
論
引
き
継
ぎ
、
二
〇
一
六
年
度

か
ら
は
森
田
浩
之
客
員
教
授
を
中
心
と
し
た
形
で
行
っ
て
き
た
、
東

京
事
務
所
で
の
連
続
講
座
が
あ
り
ま
す
。
学
外
か
ら
の
一
般
の
方
も

参
加
す
る
こ
の
連
続
講
座
で
は
、
毎
回
テ
ー
マ
が
定
め
ら
れ
、
そ
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
「
質
問
集
」（
歴
史
的
に
は
「
命
題
集
」
と
で
も

呼
ば
れ
る
べ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
賛
否
の
分
か
れ
る
テ
ー
ゼ
を
集
め
た

も
の
）
が
森
田
浩
之
客
員
教
授
か
ら
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
哲

学
の
世
界
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
様
々
な
命
題
を
、
議
論
の
流
れ

に
応
じ
て
、
構
造
的
に
整
理
し
て
集
め
た
も
の
で
す
。
個
々
の
命
題

に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
が
あ
り
得
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
命

題
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取
る
か
、
ど
の
よ
う
な
立
場
を
採
用
す
る

か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が
必
要
と
な
る
か
、
そ
れ
ら

一
連
の
命
題
に
応
じ
る
こ
と
を
通
し
て
、
中
心
と
な
る
課
題
に
つ
い

て
の
議
論
が
深
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
（
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世

に
お
け
る
、
古
代
以
来
の
意
見
の
分
か
れ
る
命
題
と
見
解
を
集
積
さ

せ
た
命
題
集
・
問
題
集
を
中
心
と
し
た
議
論
の
形
式
と
類
似
し
た
方

法
論
で
あ
り
、
合
理
性 rationality 

を
生
成
さ
せ
る
た
め
の
方
法

論
と
し
て
伝
統
あ
る
手
法
で
す
）。
こ
の
よ
う
に
参
加
者
の
方
々
か

ら
の
議
論
も
交
え
な
が
ら
、
徐
々
に
論
究
を
深
め
て
い
く
形
で
講
座

が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
際
、
前
回
の
議
論
の
展
開
に
応

じ
て
、
補
助
線
と
な
る
レ
ポ
ー
ト
が
部
門
員
か
ら
報
告
さ
れ
、
哲
学
・

哲
学
史
的
に
踏
み
込
む
た
め
の
素
材
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

二
〇
一
七
年
度
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
「
自
由
と
規
律
」「
自
由

と
教
育
」「
哲
学
の
教
育
」
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
私
た

ち
は
論
じ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
度
か
ら
の
議
論
の
流
れ

を
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
が
、
タ
イ
ト
ル
を
並
べ
て
み
る
と
、
よ

り
広
い
話
題
か
ら
、
よ
り
限
定
さ
れ
た
話
題
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
あ
る
集
団
の
構
成
員
の
自
由
を
成
り
立
た
せ
る

た
め
に
は
、
規
律
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
で
は
教
育
は
自
由
に
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関
わ
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
規
律
的
な
要
素
を
含
む
も
の
な
の
か

（discipline 

と
い
う
語
は
、
語
源
か
ら
現
代
に
至
る
流
れ
に
お

い
て
、
学
問
〔
領
域
〕
と
い
っ
た
意
味
と
訓
練
・
訓
育
と
い
っ
た
二

義
性
を
有
し
て
い
ま
す
）、
で
は
、
そ
う
し
た
教
育
と
の
関
係
で
、

哲
学
の
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
得
る
の
か
。
こ
う
し
た

流
れ
で
議
論
が
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
報
告
・
議
論
さ
れ
た
内
容
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
、
中
庸
と
い
う
の
は
、
一
方
で
習
慣
を
通
し

て
耕
さ
れ
た
、
個
別
の
状
況
に
お
い
て
適
切
に
真
中
を
行
く
道
を
見

つ
け
る
能 

力
を
前
提
と
す
る
一
方
で
、
す
で
に
、
あ
る
種
の
（
合
）

理
性
に
よ
る
規
範
性
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
矛
盾
や
、
近
代
的

大
学
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ

観
念
論
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
く
く
ら
れ
る
哲
学
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
が
現
代
に
ど
の
よ
う
な
残
響
を
響
か
せ
て
い

る
か
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
存
在

と
当
為
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
こ
か
ら
派
生

し
て
、
形
而
上
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
認
識
論
は
含
ま
れ
る
の
か
、
倫

理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
政
治
哲
学
は
含
ま
れ
る
の
か
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
時
代
に
は
ゆ
る
や
か
に
連
続
し
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
よ
う

な
領
域
が
、
そ
の
後
の
長
い
歴
史
を
経
て
、
今
日
的
に
は
ど
の
よ
う

な
関
係
を
結
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
応
答
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
話
題
が
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
し
か
に
、
こ
う
し
た
話
題
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
遠
い
昔
の

哲
学
史
を
掘
り
起
こ
す
作
業
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

こ
う
し
た
話
題
は
、
狭
い
意
味
で
の
科
学
や
科
学
技
術
が
発
達
す
る

中
で
、
そ
の
他
の
学
問
は
そ
う
し
た
分
野
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
の
か
、今
日
、学
問
に
と
っ
て
有
用
性
と
は
何
で
あ
る
の
か
と
い
っ

た
現
代
的
な
課
題
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
歴
史
を
掘
り
起
こ
す

作
業
は
以
上
の
問
題
意
識
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
作
業
を
、現
在
性
と
切
り
結
ぶ
議
論
は
、

研
究
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
の
ご
協
力
な
し
に
は
不

可
能
な
も
の
で
し
た
。
積
極
的
に
参
加
し 

、
議
論
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
に
、
あ
ら
た
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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イ
ス
ラ
ム
思
想
部
門

【
部
門
活
動
概
要
】

　

イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
研
究
部
会
は
、
二
〇
一
七
年
度
よ
り
、
東
洋
思

想
研
究
所
内
に
発
足
し
た
。
東
洋
や
ア
ジ
ア
の
将
来
に
は
、
仏
教
な

ど
日
本
の
歴
史
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
宗
教
ば
か
り
で
は
な
く
、
イ

ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
真
の
理
解
が
必
須
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
か

ら
、
こ
の
研
究
会
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
歴

史
を
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、中
東
を
起
源
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
も
、

陸
や
海
の
経
路
を
経
て
ア
ジ
ア
世
界
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
し
、
昨

今
で
は
、
多
様
な
世
界
に
取
り
巻
か
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
排
他
的

な
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
と
は
異
な
り
、
柔
軟
性
の
高
い
考
え
方
で
宗
教

理
解
を
行
う
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
が
見
直
さ
れ
つ
つ
も
あ
る
。
そ

こ
で
二
〇
一
七
年
度
は
、「
文
明
と
自
然
環
境
」
と
い
う
課
題
を
立

て
て
、
三
回
の
研
究
会
を
行
っ
た
。
か
つ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
そ
の

世
界
が
広
が
っ
て
い
く
中
で
、
厳
し
く
も
多
様
な
自
然
環
境
と
遭
遇

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
で
培
わ
れ
た
知
恵
を
包
括
し
よ
う
と
試
み
た

ば
か
り
で
な
く
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
利
用
を
行
っ
て
生
活
文
化
の
中

で
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
に
違
い
な
く
、
そ
う
し
た
文
明
の
知
恵
は
、

昨
今
大
き
く
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
自
然
環
境
を
考
え
る
重
要
な
柱
と

な
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
二
〇
一
七
年
度
研

究
会
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
世

界
由
来
の
果
樹
が
地
中
海
世
界
に
広
が
っ
て
い
く
歴
史
的
背
景
、
ア

ラ
ビ
ア
半
島
と
い
う
広
大
な
砂
漠
と
山
脈
の
中
で
展
開
し
て
き
た
文

明
世
界
と
将
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
長
く
五
千
年
に
も
わ
た
っ
て

人
々
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
ナ
イ
ル
灌
漑
の
伝
統
と
開
発
の
試
み
な

ど
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
側
面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
発
表
の
あ

と
に
も
、
有
益
な
議
論
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
こ
の
研

究
の
流
れ
を
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
部
門
長
・
吉
村
作
治
）

〈
二
〇
一
七
年
度
第
一
回
研
究
会
〉

　

二
〇
一
七
年
一
〇
月
六
日
、
東
日
本
国
際
大
学
東
京
校

【
発
表
要
旨
】

中
世
地
中
海
世
界
に
お
け
る
亜
熱
帯
性
植
物
の
伝
播
と
受
容

�

―
レ
モ
ン
を
事
例
に
―

�
防
衛
大
学
校
総
合
教
育
学
群
准
教
授　

尾　

崎　

貴
久
子
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本
発
表
で
は
、
九
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
の
時
代
に
焦
点
を
当
て
、

中
東
地
域
で
新
し
い
食
材
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
、
そ

の
諸
相
を
、
レ
モ
ン
を
事
例
と
し
て
検
討
し
た
。
こ
の
時
代
に
は
、

中
東
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
農
業
革
新
と
呼
ば
れ
る
、
一
連
の
農
業

分
野
で
の
変
化
が
起
き
た
。
こ
の
革
新
に
よ
り
、
米
や
砂
糖
、
そ
し

て
レ
モ
ン
・
オ
レ
ン
ジ
な
ど
が
日
常
の
食
材
と
な
っ
て
、
食
生
活
の

あ
り
方
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
一
二
世
紀
に
エ
ジ
プ
ト
で
編
纂
さ

れ
た
『
レ
モ
ン
の
効
能
に
つ
い
て
の
論
考
（
ト
プ
カ
プ
宮
殿
所
蔵
ア

ラ
ビ
ア
語
写
本
）』
に
は
、
レ
モ
ン
が
到
来
し
た
エ
ジ
プ
ト
社
会
状

況
を
知
る
に
有
益
な
記
述
が
あ
る
。
元
来
レ
モ
ン
は
イ
ン
ド
原
産
で

あ
り
、
イ
ン
ド
の
〝
酸
味
の
強
い
丸
い
リ
ン
ゴ
〟
と
一
〇
世
紀
の
ア

ラ
ブ
地
理
学
者
は
紹
介
し
た
。
そ
れ
は
10
世
紀
に
は
中
東
に
持
ち
込

ま
れ
、
お
よ
そ
三
〇
〇
年
後
の
一
三
世
紀
に
は
、
日
常
的
に
庭
に
植

え
る
果
樹
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。

　

記
述
か
ら
は
、
レ
モ
ン
を
め
ぐ
る
当
時
の
三
つ
の
状
況
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
一
、
エ
ジ
プ
ト
人
の
食
生
活
で
レ
モ
ン
は
〝
体
に
良
い

食
品
〟
と
し
て
常
用
さ
れ
て
い
た
。
二
、
そ
れ
を
侮
蔑
嘲
笑
す
る
医

師
集
団
が
い
た
。
彼
ら
は
、
古
今
東
西
の
医
学
書
に
レ
モ
ン
の
薬
効

の
記
録
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、レ
モ
ン
に
効
能
を
否
定
し
て
い
て
、

レ
モ
ン
を
薬
と
し
て
利
用
す
る
エ
ジ
プ
ト
人
の
様
子
を
あ
ざ
笑
っ
て

い
た
。
こ
の
書
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
ス
ル
タ
ン
で
あ
る

サ
ラ
デ
ィ
ン
（
在
位
一
一
六
九
―
一
一
九
三
年
）
が
編
さ
ん
を
命
じ
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た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
支
配
者
ら
は
、
新
薬
開
発
と
り
わ
け

解
毒
剤
の
材
料
の
発
見
を
求
め
た
。
レ
モ
ン
に
は
、
古
代
か
ら
蛇
の

毒
な
ど
を
入
れ
て
調
合
さ
れ
た
解
毒
薬
テ
リ
ア
カ
と
同
じ
効
力
が
あ

る
と
エ
ジ
プ
ト
の
医
学
者
は
判
断
し
た
。
そ
の
解
毒
性
に
サ
ラ
デ
ィ

ン
は
注
目
し
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
レ
モ
ン
の
利
用
・
普
及
に
拍

車
を
か
け
た
の
は
、品
種
改
良
技
術
で
あ
っ
た
。
新
し
い
レ
モ
ン
は
、

強
い
酸
味
を
持
た
ず
大
型
の
果
汁
豊
富
な
も
の
で
、
中
東
の
人
々
の

嗜
好
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
か
ら
、
中
東
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
で
の
レ
モ
ン
は
、
そ
の
薬
効
の
決
定
（
医
学
者
）、
新
し
い
薬
と

そ
の
薬
効
へ
の
興
味
・
関
心
（
支
配
者
）、
移
植
・
品
種
改
良
の
成

功
（
農
学
者
）
の
三
者
の
意
図
に
よ
り
、
利
用
が
日
常
に
定
着
し
た

一
品
で
あ
っ
た
。い
わ
ば
人
智
に
よ
る
食
物
選
択
の
一
例
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
レ
モ
ン
の
受
容
か
ら
は
、
中
世
期
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
社

会
的
特
質
を
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
迅
速
さ
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー

ム
勃
興
後
、
わ
ず
か
一
〇
〇
年
足
ら
ず
の
う
ち
に
西
は
ス
ペ
イ
ン
か

ら
東
は
イ
ン
ド
に
い
た
る
広
大
な
地
域
が
イ
ス
ラ
ー
ム
政
権
の
支
配

下
に
入
っ
た
。
そ
の
平
和
的
状
況
の
な
か
、
遠
隔
地
交
易
活
動
に
よ

り
、
中
東
に
は
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
か
ら

の
情
報
や
モ
ノ
が
集
ま
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
支
配
者
の
財
政
的
な

支
援
を
う
け
て
、
医
学
者
は
、
新
し
い
ス
パ
イ
ス
や
食
品
類
の
治
験

を
多
数
行
い
、
薬
効
を
定
め
た
。
農
学
者
は
、
商
品
価
値
の
高
い
作

物
の
移
植
・
品
種
改
良
を
試
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
す
べ
て
が
、

九
世
紀
一
〇
世
紀
に
は
す
で
に
中
東
各
地
で
起
き
て
い
た
。
レ
モ
ン

は
、
一
世
紀
足
ら
ず
で
、
イ
ン
ド
か
ら
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
パ
レ

ス
チ
ナ
、
エ
ジ
プ
ト
に
伝
播
し
栽
培
さ
れ
は
じ
め
、
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー

ス
や
酢
は
日
常
の
食
品
・
薬
品
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
特
記
す
べ
き
事
項
が
あ
る
。
そ
れ
は
医
学
者
が
薬
効
を
定

義
す
る
以
前
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
は
、
経
験
に
お
い
て
、
既
に
レ
モ
ン

を
薬
と
し
て
多
様
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

時
代
や
地
域
を
超
え
て
、
人
間
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
、
自
然
の

産
物
と
己
の
身
体
の
関
係
に
対
す
る
、
ひ
い
て
は
己
の
生
存
に
と
っ

て
切
実
か
つ
鋭
敏
な
感
覚
が
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
。

〈
一
〇
一
七
年
度
第
二
回
研
究
会
〉　

　

二
〇
一
七
年
一
二
月
八
日
、
東
日
本
国
際
大
学
東
京
校

【
発
表
要
旨
】

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
自
然
と
人
々
の
暮
ら
し

�

─
伝
統
と
近
代
化
の
は
ざ
ま
で
─

　

ア
ラ
ブ
イ
ス
ラ
ー
ム
学
院
研
究
員

　

金
沢
大
学
国
際
文
化
資
源
学
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
准
教
授

�

徳　

永　

里　

砂

　　

ア
ラ
ビ
ア
半
島
は
、
紅
海
、
イ
ン
ド
洋
北
西
の
ア
ラ
ビ
ア
海
、
ア
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ラ
ビ
ア
（
ペ
ル
シ
ャ
）
湾
に
挟
ま
れ
た
世
界
最
大
の
半
島
で
あ
り
、

多
様
な
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
て
い
る
。内
陸
に
は
南
東
部
の
ル
ブ
ゥ
・

ア
ル
ハ
ー
リ
ー
大
砂
漠
、東
部
の
ダ
フ
ナ
ー
砂
漠
、北
西
部
の
ナ
フ
ー

ド
砂
漠
に
代
表
さ
れ
る
砂
漠
地
帯
が
存
在
す
る
一
方
、
西
部
に
は
紅

海
に
並
行
し
て
サ
ラ
ワ
ー
ト
山
脈
が
南
北
に
延
び
、
中
西
部
か
ら
イ

エ
メ
ン
に
か
け
て
は
緑
豊
か
な
山
岳
地
帯
が
広
が
る
。
こ
の
地
に
住

む
ア
ラ
ブ
た
ち
は
、
砂
漠
の
ワ
ー
デ
ィ
ー
や
オ
ア
シ
ス
で
は
農
耕
、

ヤ
ギ
・
ヒ
ツ
ジ
・
ラ
ク
ダ
の
遊
牧
、
山
間
部
で
は
農
耕
、
ヤ
ギ
・
ヒ

ツ
ジ
・
ウ
シ
な
ど
の
牧
畜
、
沿
岸
部
で
は
漁
業
や
真
珠
採
取
と
い
う

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
環
境
に
即
し
た
伝
統
的
生
業
を
行
っ
て

き
た
。
本
発
表
で
は
、政
治
的
な
流
れ
で
は
な
く
、こ
の
よ
う
な
人
々

の
暮
ら
し
に
目
線
を
据
え
、
古
代
か
ら
現
代
の
歴
史
的
転
換
期
に
起

き
た
生
活
の
変
化
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
じ
た
。
な
お
、
近
代
以
降
に

つ
い
て
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
大
半
を
占
め
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を

中
心
に
取
り
上
げ
た
。

　

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
人
々
の
暮
ら
し
は
、
歴
史
時
代
に
お
い
て
、
三

つ
の
大
き
な
転
換
期
を
経
て
き
た
。
第
一
の
転
換
期
は
前
二
千
年
紀

末
～
前
一
千
年
紀
初
頭
に
遡
る
。
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
南
西
部
（
現
在

の
イ
エ
メ
ン
と
オ
マ
ー
ン
の
一
部
）
は
、
そ
れ
以
前
の
時
代
よ
り
乳

香
、
没
薬
と
い
っ
た
樹
脂
香
料
の
産
地
と
し
て
名
高
く
、
エ
ジ
プ
ト
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
地
中
海
世
界
か
ら
、
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
香
料
は
、神
殿
で
の
儀
式
で
神
々
の
た
め
に
焚
か
れ
た
り
、

薬
品
と
し
て
使
用
さ
れ
た
り
す
る
他
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
ミ
イ
ラ
作
り

に
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
前
二
千
年
紀
末
頃
に
ラ
ク
ダ

が
運
搬
動
物
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
香
料
と
と
も
に

イ
ン
ド
洋
や
東
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
産
物
が
内
陸
路
で
各
地
へ
と
運
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
内
陸
交
通

網
が
発
達
し
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
伝
わ
り
、
各
地
に
交
易
都
市
と

隊
商
国
家
が
誕
生
し
た
。
前
一
千
年
紀
を
通
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島

は
ア
ラ
ブ
主
導
の
隊
商
交
易
で
大
い
に
潤
っ
た
。

　

第
二
の
転
換
期
は
七
世
紀
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
成
立
で
あ
る
。
マ
ッ

カ
（
メ
ッ
カ
）
は
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
よ
り
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
諸
部
族

に
と
っ
て
重
要
な
宗
教
的
中
心
地
で
あ
っ
た
。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド

の
没
後
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
半
島
外
の
地
域
へ
と
広
ま
る
と
、
遠
く
離

れ
た
地
域
か
ら
膨
大
な
数
の
巡
礼
者
が
聖
地
マ
ッ
カ
と
マ
デ
ィ
ー
ナ

（
メ
デ
ィ
ナ
）
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。
巡
礼
路
は
同
時
に
商
業
路

で
も
あ
っ
た
。
ウ
マ
イ
ヤ
朝
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
に
巡
礼
路
が
整

備
さ
れ
た
結
果
、
よ
り
広
域
な
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
立
し
た
。

内
陸
路
の
み
な
ら
ず
、
航
海
技
術
の
発
達
と
と
も
に
海
上
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
発
達
し
、
そ
れ
ら
双
方
の
拠
点
と
な
っ
た
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地

方
の
町
々
は
多
文
化
が
共
生
す
る
国
際
都
市
へ
と
発
展
し
た
。

　

第
三
の
転
換
期
と
し
て
は
、
二
〇
世
紀
半
ば
以
降
の
自
動
車
の
普

及
と
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
の
人
々
の
暮
ら
し
へ

の
浸
透
が
挙
げ
ら
れ
る
。
僅
か
数
十
年
の
間
に
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
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人
々
の
生
活
は
未
曽
有
の
変
化
を
遂
げ
た
。
ラ
ク
ダ
を
は
じ
め
と
す

る
運
搬
動
物
は
自
動
車
に
と
っ
て
代
わ
り
、舗
装
道
路
が
整
備
さ
れ
、

地
方
の
村
々
に
ま
で
電
気
が
開
通
し
た
。一
九
八
〇
年
代
に
は
、人
々

は
地
方
色
豊
か
な
石
造
あ
る
い
は
土
造
の
伝
統
的
家
屋
か
ら
近
代
的

な
住
居
へ
と
移
り
住
ん
だ
。
伝
統
的
な
市
場
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
や
巨
大
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
と
姿
を
変
え
た
。
聖
地
マ
ッ

カ
と
マ
デ
ィ
ー
ナ
で
は
、
増
え
続
け
る
世
界
中
か
ら
の
巡
礼
者
に
対

応
す
べ
く
、
モ
ス
ク
の
大
幅
な
改
修
・
拡
張
工
事
、
ホ
テ
ル
建
設
が

行
わ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
伝
統
的
建
造
物
が
壊
さ
れ
、
周
囲
の
景
観

や
町
の
人
々
の
暮
ら
し
は
大
き
く
変
化
し
た
。
マ
ッ
カ
の
拡
張
工
事

は
現
在
も
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の
流
入
に
よ
り
、

遊
牧
に
至
る
ま
で
、
伝
統
的
生
業
の
ほ
と
ん
ど
が
彼
ら
の
手
に
委
ね

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
海
外
生
活
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

て
流
入
す
る
欧
米
的
価
値
観
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
も
、
無
視
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、一
見
す
る
と
、近
代
化
と
と
も
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
伝
統
的
生
活
文
化
は
非
常
に
多
い
。
し
か
し
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
は
、
伝
統
的
な
食
文
化
、
服
装
、
家
族
の
在

り
方
、
時
間
の
感
覚
や
過
ご
し
方
、
社
交
、
芸
術
の
分
野
に
お
い
て
、

他
の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
特
色
が
今
も
色
濃
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
、
い
ず
れ
も
世
代
を
問
わ
ず
、
現
在
も
人
々
の
暮
ら
し
の
中
心

に
深
く
息
づ
い
て
お
り
、容
易
に
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
国
々

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
伝
統
的
価
値
観
を
重
視
し
た
、
西
洋
化
で
は
な

い
近
代
化
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
、
若
い
世
代
に
よ
っ
て
新
し
い

近
代
化
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
中
、
こ
の
よ
う
な
ア
ラ
ビ
ア
半
島
特
有

の
伝
統
文
化
は
そ
の
重
要
な
部
分
を
成
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

〈
二
〇
一
七
年
度
第
三
回
研
究
会
〉

　

二
〇
一
八
年
二
月
九
日
、
東
日
本
国
際
大
学
東
京
校

【
発
表
要
旨
】

灌
漑
か
ら
み
る
中
世
エ
ジ
プ
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
利
用

　
　

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
・
研
究
助
手

�

熊　

倉　

和
歌
子

　

エ
ジ
プ
ト
は
、
古
代
よ
り
現
在
に
い
た
る
ま
で
ナ
イ
ル
川
に
よ
っ

て
潤
さ
れ
て
き
た
。
ナ
イ
ル
川
の
水
、
ま
た
そ
れ
が
運
ぶ
沃
土
を
農

業
に
利
用
す
る
た
め
に
、「
ベ
イ
ス
ン
（
ホ
ウ
ド
）
灌
漑
」
と
呼
ば

れ
る
灌
漑
方
法
が
発
達
し
、
そ
れ
は
一
九
七
〇
年
の
ア
ス
ワ
ン
ハ
イ

ダ
ム
の
竣
工
ま
で
継
続
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
ろ

う
。
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
を
語
る
さ
い
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
表
現
「
ナ
イ
ル
の
賜
」
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
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エ
ジ
プ
ト
の
文
明
の
発
展
に
い
か
に
ナ
イ
ル
川
の
存
在
が
大
切
で

あ
っ
た
か
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
地
域
の
人
々
が
実
際
に
ど
の

よ
う
に
し
て
土
地
を
灌
漑
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
や
ベ
イ
ス
ン
灌

漑
の
歴
史
的
な
発
展
段
階
な
ど
の
具
体
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
意

外
な
ほ
ど
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
本
報
告
で
は
、
一
四
世
紀
か
ら

一
七
世
紀
こ
ろ
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
ベ
イ
ス
ン
灌
漑
の
実
態
を
追

う
と
と
も
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
な
か
に
潜
む
環
境
条
件
の
地
域
差
や
そ

れ
に
基
づ
く
土
地
利
用
の
多
様
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

最
初
に
、
中
世
に
お
け
る
ベ
イ
ス
ン
灌
漑
の
実
態
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
ベ
イ
ス
ン
灌
漑
は
、
毎
年
夏
季
に
増
水
す
る
ナ
イ
ル
川
の
性

質
を
利
用
し
た
自
然
灌
漑
方
法
で
あ
り
、
そ
の
構
造
は
、
圃
場
の
周

囲
に
土
手
を
設
置
し
て
、
ナ
イ
ル
川
か
ら
水
路
を
引
く
と
い
う
極
め

て
単
純
な
も
の
で
あ
る
。
ナ
イ
ル
川
が
増
水
す
る
と
、
水
は
水
路

を
伝
っ
て
土
手
に
囲
わ
れ
た
ら
い
状
に
な
っ
て
い
る
圃
場
に
流
れ
込

む
。
そ
の
ま
ま
45
日
間
程
度
湛
水
さ
せ
る
と
水
は
自
然
に
引
い
て
沃

土
に
覆
わ
れ
た
圃
場
が
現
れ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
が
冬
作
物

の
播
種
期
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ベ
イ
ス
ン
灌

漑
の
た
め
に
エ
ジ
プ
ト
で
は
大
小
の
土
手
が
設
置
さ
れ
、
冬
作
物
を

中
心
と
す
る
農
業
生
産
を
営
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
灌
漑
方
法

に
お
い
て
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
す
の
が
土
手
で
あ
る
。

　

中
世
に
お
い
て
土
手
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
ジ
ス
ル
」
と
呼
ば
れ
た

が
、「
ジ
ス
ル
な
し
に
エ
ジ
プ
ト
の
豊
か
さ
は
あ
り
え
な
い
」
と
中

世
の
歴
史
家
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
重
要
性
は
当
時
の

人
々
の
あ
い
だ
で
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
、
ジ
ス
ル
に

は
政
府
管
理
の
大
規
模
な
「
ス
ル
タ
ー
ニ
ー
・
ジ
ス
ル
」
と
村
管
理

の
小
規
模
な
「
バ
ラ
デ
ィ
ー
・
ジ
ス
ル
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
史
料
か

ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
中
世
の
地
図
に
は
土
手
が
描
き

込
ま
れ
た
も
の
な
ど
は
な
く
、
土
手
の
設
置
状
況
を
地
理
的
に
把
握

す
る
に
は
史
料
上
の
制
約
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
オ

ス
マ
ン
朝
（
一
三
世
紀
末
―
一
九
二
二
）
が
残
し
た
『
ジ
ス
ル
台
帳
』

と
呼
ば
れ
る
希
有
な
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
六
世
紀
前
半
の
現

地
調
査
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
土
手
の
設
置
状
況

や
当
時
の
状
態
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る
。
こ
れ
を
も
と
に
デ

ル
タ
中
央
部
の
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
に
お
け
る
ス
ル
タ
ー
ニ
ー
・
ジ
ス
ル

の
設
置
状
況
を
復
元
す
る
と
、
そ
れ
は
約
10
キ
ロ
間
隔
で
ナ
イ
ル
川

に
垂
直
に
設
置
さ
れ
、
大
規
模
な
堤
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
堤
は
上
流
か
ら
下
流
の
土
地
を
十
全
に
灌
漑

す
る
た
め
に
超
域
的
な
管
理
を
必
要
と
し
た
た
め
に
政
府
管
理
と
さ

れ
て
い
た
が
、
毎
年
減
水
期
に
行
わ
れ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
増
水
期

の
警
備
と
い
っ
た
実
務
労
働
は
近
隣
の
村
々
に
付
託
さ
れ
、
政
府
は

必
要
経
費
の
一
部
支
払
い
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、

カ
イ
ロ
以
南
の
上
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
、
ガ
ル
ビ
ー
ヤ

県
の
モ
デ
ル
を
典
型
的
な
エ
ジ
プ
ト
灌
漑
モ
デ
ル
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
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他
方
、
中
南
部
に
位
置
す
る
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
県
、
ま
た
デ
ル
タ
西

部
に
位
置
す
る
ブ
ヘ
イ
ラ
県
は
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
か
ら
外
れ
る
地

域
で
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
県
の
場
合
、
砂
漠
に
囲
ま
れ

た
盆
地
の
ほ
と
ん
ど
は
水
路
灌
漑
に
よ
り
一
年
を
通
じ
て
水
が
供
給

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
違
い
は
、
夏
作
物
の
生
産
地
と
し
て
の

重
要
性
を
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
県
に
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
ブ
ヘ
イ
ラ
県

の
場
合
、
ベ
イ
ス
ン
灌
漑
は
上
流
地
域
に
限
ら
れ
て
お
り
、
沼
沢
地

と
な
っ
て
い
た
北
側
の
地
域
は
14
世
紀
以
降
、
水
路
と
揚
水
機
が
整

備
さ
れ
、
夏
作
物
の
生
産
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
県
と
ブ
ヘ
イ
ラ
県
北
部
は
水
路
灌
漑
に
よ
っ
て
農
業

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
栽
培
作
物
は
必
ず
し
も
同
じ
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
一
六
世
紀
前
半
の
土
地
調
査
記
録
を
参
照
す
る
と
、

フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
県
に
お
い
て
は
オ
リ
ー
ブ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ブ
ド
ウ
等

の
果
樹
類
や
穀
物
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ブ
ヘ
イ
ラ

県
北
部
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
の
有
数
な
産
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
違
い
は
、
土
壌
の
水
は
け
な
ど
の
自
然
的
要
因
と
供
給
地
と
生
産

地
の
位
置
関
係
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
エ
ジ
プ
ト
の
典
型
的
な
灌
漑
モ
デ
ル
を
当
て
は
め
る
こ
と

の
で
き
る
地
域
と
モ
デ
ル
か
ら
外
れ
る
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を

概
観
し
た
。
ナ
イ
ル
川
の
増
水
サ
イ
ク
ル
は
、
一
方
で
は
恩
恵
で
あ

り
ベ
イ
ス
ン
灌
漑
を
成
立
さ
せ
る
が
、
一
方
で
は
自
然
的
制
約
に
も

な
り
得
る
。
し
か
し
、
当
時
の
人
々
は
ナ
イ
ル
川
の
も
つ
二
面
性
を

受
け
入
れ
な
が
ら
、
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
県
や
ブ
ヘ
イ
ラ
県
と
い
っ
た
特

殊
な
地
域
を
開
発
し
、多
様
な
農
業
生
産
を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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研
究
紀
要
『
研
究　
東
洋
』
投
稿
規
定

１�

．
投
稿
者
は
、
原
則
と
し
て
本
学
教
員
（
非
常
勤
講
師
を
含

む
）
に
限
る
。
た
だ
し
、
本
学
教
員
が
主
に
な
っ
て
い
る
共

同
執
筆
及
び
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
学
外

者
が
加
わ
っ
て
も
差
支
え
な
い
。

２�

．
投
稿
は
、
原
則
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
原
稿
の
内
容
は

時
代
を
問
わ
ず
東
洋
思
想
全
般
（
特
に
儒
学
・
仏
教
・
日
本

思
想
関
連
を
歓
迎
す
る
）
に
関
連
し
た
幅
広
い
も
の
と
す

る
。

３�

．
年
一
回
（
原
則
一
月
第
一
週
締
切
）
投
稿
の
申
込
み
を
受

け
る
。
申
込
み
者
が
多
い
場
合
に
は
、
次
号
廻
し
と
な
る
こ

と
が
あ
る
。

４�

．
投
稿
原
稿
は
、
論
文
（
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
五
〇

枚
前
後
）
、
研
究
ノ
ー
ト
（
三
五
枚
前
後
）
、
資
・
史
料
紹

介
（
五
〇
枚
前
後
）
、
書
評
、
報
告
（
一
〇
枚
前
後
）
等
に

区
分
す
る
。
区
分
は
原
則
と
し
て
投
稿
者
の
申
出
に
よ
る

が
、
編
集
委
員
会
が
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
（
一
回
の

投
稿
原
稿
は
一
人
論
文
を
含
め
二
本
＋
共
同
執
筆
一
本
ま
で

と
す
る
）
。

５�

．
投
稿
原
稿
は
『
研
究　

東
洋
』
編
集
委
員
会
あ
て
に
提
出

す
る
も
の
と
し
、
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て

は
、
査
読
を
行
う
。
校
正
等
は
全
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■論文外国語要旨

“Humanism” in Buddhism:
A View of Humans in Mahayana Buddhism

MIURA Kenichi

　The aim of this article is to clarify the meanings of “humanism” in a view 
of humans in Mahayana Buddhism. A view of humans in earliest Buddhist 
scriptures assumes the proactive transformations and ambiguous self-identity. 
　Mahayana Buddhism develops the view on human beings in pre-sectarian 
Buddhism and systematizes the worldview of “engi 縁 起 ” or dependent 
origination, which perceives the world as existing due to interrelation among 
all entities, into the philosophy of “ku 空 ”（emptiness）. 
　Furthermore, it denied the independent individuality uninhibited by 
dependent origination and established a view on humans as being “mujisho 無
自性 ” （devoid of intrinsic nature）. 
　Mahayana Buddhism also came to promote the training of bodhisattva that 
places significance on saving others and developed as a Buddhist movement 
among secular worshippers that seeks to practice the training of Buddha 
amongst real life.

Keywords : Humanism, Mahayana Buddhism, Bodhisattva, Zaike
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The Transformation of the Conception of
 Jingxue 經學 in Former Han : 

A Study on the Genealogy of Liuyi 六藝 , 
Liujing 六經 and Wujing 五經

SHIROYAMA Takanobu

　In a recent study, I illustrated the expansion of the theory of Liuyi 六藝 by 
tracing the development of the ideas of Liuyi 六藝 , Liujing 六經 , and Wujing
五經 from the pre-Qin period to the Former Han Dynasty in order to elucidate 
"the Establishment of Jingxue 經學 ". In addition to that, I confirmed about the 
conception of Liuyi 六藝 , since Kongzi 孔子 established the new conception of 
Liujing 六經 in the age of the Han Dynasty, that Academic system consisting 
in among the people was completed as the new theory of system making the 
compromise among Liuyi 六 藝 , Liujing 六 經 , and Wujing 五 經 and after the 
ages of the comprises the nation idea by Confucianism became the certain 
driving force completing the world of China in order to establish Wujing 五經 , 
the Academic system of the education and learning for the nation.
　Accordingly, as the step towards the next stage, I would like to confirm 
about ideas of the citizens of the Former Han Dynasty had through the 
thoughts or meanings brought by Shiji 史記 and Hanshu 漢書 about Liuyi 六藝 , 
Liujing 六經 , and government-manufactured Wujing 五經 in this paper.
　As a result, it seems that they basically regarded Liuyi 六藝 and Liujing 六經 as an 
academic meaning, although there were examples of higher order and mysticism. 
Whereas there are many cases which prove that they regarded Wujing 五經 as 
not only as an academic meaning such as Liuyi 六藝 and Liujing 六經 but also 
as the meaning relating to the education and learning for the nation such as 
the examination and institution of Shece 射策 , and some of them are of higher 
order and mysticism. I think that the academic conception of government-
manufactured Wujing 五經 appeared in Former Han Dynasty and Jingxu`s 經學 
establishment became the chance of government-manufacturing of the academy 
regarded as of the higher order and mysticism of the common values because 
of which Confucianism gradually penetrated into Chinese society.
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Golden Rule and Peace Economy:
An Analysis of State’s Dilemma Game

KAWAI Shin

　The purpose of this study is to investigate the way of creating the 
sustainable “peace economy” by analyzing the “State’s Dilemma” game. For 
the sake of that, we focus on the “Golden Rule” from the point of view of 
Confucianism and Buddhism, especially from the “Analects” and the “Lotus 
Sutra”. It is shown that the priority of national interests, or the state’s egoism, 
which it is hard to overcome, generates the “State’s Dilemma.” There are two 
ways of this dilemma’s solution. One way is a “hard power” that is based on 
Hobbesian and consists of the system of the United Nations and Peace Keeping 
Operations. Another way is a “soft power” that consists of an education of 
human rights and a cultural exchange across the countries that generates an 
altruistic sympathy with each other. The important point is that we have to 
pursue both ways to create and keep the sustainable “peace economy.” We also 
show that the policy of “exclusively defensive security system” could solve the 
“State’s Dilemma.” 

Keywords : �Peace Economy, Golden Rule, Confucianism, Buddhism, State’s 
Dilemma
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Development of “Toju’s Teachings” by Kozan Fuchi

TAKAHASHI Yasuhiro

　This paper deals with a school of Toju Nakae who was a representative 
Confucian scholar in the Edo period. The school of Toju Nakae spread 
throughout Japan during the Edo period. Kozan Fuchi （1617-1687） who 
had learned directly from Toju played a leading role in popularizing Toju’s 
teachings all over Japan. Kozan succeeded Confucian thoughts on cultivation 
of the mind in terms of “Disciplining Yourself （Shu-ki）” advocated by Toju 
Nakae. It should be noted that Kozan did not merely pursue a methodology for 
purifying one’s mind. He also addressed the issues of how to understand others 
and “the ideal state of one’s mind” in interacting with others. Such arguments 
of Kozan originated in the questions that he received from his pupils. Kozan 
had been developing the teachings of Toju by answering the questions from 
learners. Meanwhile, Kozan understood that Toju’s teachings were considered 
to be his search for the best methodology for practicing Confucian ideas. In 
addition, Kozan was conscious of his challenge of how the teachings that he 
had succeeded would practice Confucian ideas.   

　The pupils thereafter started to learn based on “Toju’s Teachings” rather 
than Confucian ideas. It is thought that the spread of the school of Toju Nakae 
gradually lost its momentum due to the fact that while the pupils became 
faithful to the teachings of Toju, they grow apart from the concerns and 
interests of regular learners.
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Diversity of Life Culture in the Islamic World: 
Remarks from Lagoon Waterfront, Nile Delta

HASEGAWA So

　Various forms of life style in the Islamic world is overviewed here and in the 
case of Egypt, the consistency of the life style along the Nile flood plain since 
the ancient era has been overemphasized, as is shown by the discourse by 
Hamdan. Then, this paper aims to raise a counter-evidence against this theory 
of civilization from the Delta lagoon waterfront, Nile Delta. The area around 
Lake Idku has previously been overlooked in the social sciences, because of its 
image as a low-production wetland made swampy by the annual inundation, 
where was once covered by the advancing sea during the period around 6,000–
5,000 BC, and the area became a difficult place to perform basin irrigation 
because of its high salt content. On the other hand, many archaeological 
sites are depicted around the lake area on the historical map. Consequently, 
this paper describes a trial study by a Japanese expedition highlighting the 
lowlands and recovering positive evidence of ancient economic activity at the 
lakeside. The research has showed an image of a “temple precinct” village with 
plausible scale and dating. This suggests the existence of a group of similar 
village sites at the top of the sand dune deposits, which may have played a 
leading role at the area, while a standard village distribution has been related 
to the Nile sediment. This evidence may initiate discussion of the unique local 
lifestyle based on the “composite livelihood” jointing several weak occupations 
at the Delta coastal areas.
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Bali Hindu’s View of Life and Death:
Rites of Passage and the Circle of Transmigration

ONO Takahiko

　The purpose of this paper is to outline the rites of passage from birth to 
death of Bali Hindus in Bali, Indonesia and clarify their view on life and death 
by focusing on public cremations in detail. These rites of passage guarantee 
the circle of transmigration for Bali Hindus. It is also said that these rites 
confirm that people can connect with their previous lives, they are promised 
happiness in their lifetimes and reincarnation after death. Bali Hindus accept 
the reincarnation circle as a matter of course and that their transmigration 
appears by fulfilling these rites of passage.
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A Consideration on the Term “Developmental 
Disorder”

TAMANAGA Kimiko

　Recently, the term “Developmental Disorder” has been frequently used in 
Japan.
　The term “Developmental Disorder” was first used at DSM-III （Diagnostic 
and Statistical Manual of Mental Disorder -III） in 1987.　The term 
“Developmental Disorder” was translated as HATTATUSHOGAI（発達障害）
with Japanese language.
　However, in some reasons, the term “Developmental Disorder” was 
disappeared from DSM-IV published in 1994.  
　The term “Disorder Usually First Diagnosed in Infancy, Childhood, or 
Adolescence”  had taken the place of the term “Developmental Disorder”.　
　Then, at DSM-5 published in 2013, the term “Neurodevelopmental Disorder” 
has taken the place of “Disorder Usually First Diagnosed in Infancy, Childhood, 
or Adolescence”.
　 “ N e u r o d e v e l o p m e n t a l  D i s o r d e r ”  w a s  t r a n s l a t e d  a s 
“SHINKEIHATTATUSHOGUN（神経発達症群）” into Japanese. Here, “Disorder” 
is not translated as “SHOGAI （障害）” but “SHOGUN（症群）”.
　Nevertheless, the term “Developmental Disorder（発達障害）” has still being 
used in Japan. Here, there are two implications to use “Developmental 
Disorder”. One is that some Japanese people use this word for referring to a 
person who is unique, genius, eccentric and so on.
　Another usage is as diagnostic term. However, because the term 
“Developmental Disorder” is comprehensive word included “Autism Spectrum 
Disorder”, “Learning Disabilities”, and “Attention Deficit Hyperactivity 
Disorder”, people are in a confusion with the usage.
　This statement is written about the term “Developmental Disorder” and the 
transition of the terminology.
　The purpose of this paper is to assert that if public people understand 
correctly the educational terminology, they could bring youngster and youth 
to be healthy conditions with treating properly. People should grasp correct 
knowledge for raising children.
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Itō Jinsai's Silhak : the Thought of Pluralistic 
Universalism

SUN Ji-su

　This paper examines the practical aspects of the Japanese remarkable 
scholar, Itō Jinsai. Jinsai frequently used the terms “true virtue（実德）”, “true 
reason（実理）”, “true mind（実心）”, and “true learning（実学）”, and the actual 
characteristics of Jinsai to be expressed by these words have common features 
to those of Joseon or China’s early studies, but it has originality. 
　Jinsai deeply recognized that human beings by its very nature are 
disconnected in the sense that they cannot understand the inner world of 
the other person; nevertheless naturally consider feelings of the other person 
through his experience of youth. And this “conflict” is not a moral issue of an 
individual, but a social and political situation that always occurs in the course 
of a natural community life.
　Jinsai found the solution to this, by “forgiveness（恕）” consciousness of others 
in my mind, and acting on the basis of the “faith（信）” of consciousness and we 
could approach the ideal world where our world is homeostatic and humanity 
and justice is realized.
　On the other hand, Jinsai suggested the possibilities of being able to 
participate in the same world by “tao（道）”, even though humans have various 
stances and perspectives and they are disconnected from each other. However, 
this is not a pursuit of the unified value, but building desirable relationship 
among humans to assure value of pluralism, difference and multiplicity.
　Jinsai understood “tao（道）”, “virtue（德）”, and “teachings（敎）” are inseparable 
to the everyday world in which various people make connections and 
communicate with each other, by extension, prove realistic usefulness.
　In its analysis in Jinsai’s work of scholarship and Japanese Confucianism, we 
can find the other role of Confucianism and features of Silhak different from 
Korea or China’s.


